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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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無む残ざんやな




　　　　一




　その日は宿直とのいにあたっていた。

　中なか御ご殿てんにかえった源げん三ざぶ郎ろうは、彼ひとりにあてがわれているへやに入って、ふところの文ふみを出してよんだ。

　はじめて金かな谷やで源げん三ざぶ郎ろうを見てからの思し慕ぼの情が綿めん々めんと書きつらねてある。

　「咲きさかる花の下に馬の口を片手に取って立っておわしたお姿を見た時、あまりのお美しさに、妖あやかしを見たように、おそろしくさえあった」

　と書いてある。

　「はなやかな夕ゆう陽ひは、花にもお姿にも照りはえていた。花はお姿によって美しさを増し、お姿は花によって風ふ情ぜいがいやまして見え、一いつ幅ぷくの名画を見る心持ちで、酔ったようになった」

　とも書いてある。

　みずからの容よう姿しに十分な自信をもち、自分を見るかぎりの者は男であろうと女であろうと、恋れん慕ぼ心しんをおこさずにはいないはずと信じている源げん三ざぶ郎ろうではあったが、こうした心からの讚さん美びのことばにあうと、やはりうれしかった。

　そのうえ、その人が新し発ば田た尾張守おわりのかみの奥おく方がただと瞽ご女ぜに聞いた時から、彼の胸にたゆたいはじめた人のおもかげがあった。

　あの日はおそろしく人出が多かったので、彼は無数の女に見られ、そののこらずに感かん嘆たんされた。美しい女もずいぶんあった。しかし、一人をのぞいては心を引きつけられた女はなかった。

　そのたったひとりの人は大たい身しんの武家の奥おく方がたらしかったが、その人を見た時、彼はこれまで経験したことのない胸のときめきをおぼえた。ぬけるような色白で上品な美び貌ぼうもだが、それよりもいかにもおちついた様子にひきつけられた。たおやかで、あまく、なつかしく、しっとりとしたものがせまって、その胸に抱かれ、そのやさしい手でやわらかに背をたたいてもらいたいような気がしたのだ。

　もとより彼はその人がどこのだれであるか知らない。かなりな大たい身しんの武家の奥おく方がたらしいと見ただけである。知りたかった。供ともの者に聞かせようかと、よほど思ったが、彼のような立場にあるものは、それはつつしまなければならないことであった。

　それほどの感動も、一夜寝るときれいに消えていた。彼にはこちらから思いをかけるより、人に思いをかけられる方がうれしいのであった。

　しかし、瞽ご女ぜに、金かな谷やの花見で自分を見そめた人といわれ、新し発ば田た尾張守おわりのかみの奥おく方がたといわれた時、忽こつ然ぜんとしてその人のおもかげが胸によみがえってきた。

　（あの人であってくれればよい。いや、きっとあの人であろう）

　と思いつづけた。

　だから、文ふみを読んで、その人であると知って、有う頂ちよう天てんになった。

　「やはりなあ……」

　いくどもくりかえして文ふみを読んだ。何度よみかえしても、あきない。とりわけ自分の美しさにたいする感かん嘆たんと讚さん辞じのくだりがうれしい。からだじゅうがあたたかくなり、胸がわくわくしてくる。はじめは読みながらその人のおもかげが胸にゆれていたが、後にはそれは消えて、文ふみの文もん句くだけに心がしめられた。それで十分にうれしかった。

　しかし、そういつまでも読んでいるわけにはいかない。人に見られては危険だ。彼は晴はる景かげ以外の人を愛してはならず、愛されてもならない身の上である。万一のことがあっては奥おく方がたにも危険がおよぶということは考えなかった。身み勝がつ手てというべきかもしれないが、晴はる景かげに疑われてはならないとばかりいつも用心してきた彼には、そこまで気がまわらないのだと見た方が適当であろう。

　文ふみを巻きおさめ、手箱に入れたが、それでも不安だ。考えたすえ、他の品物といっしょに包みにして御殿の出入口までもってでて、供ともにつれてきた若わか党とうの一人を呼び、

　「これをもってかえって居い間まの棚たなにのせておくよう。このまま手をつけずにな」

　と言いつけて、やっと安心した。

　終しゆう日じつ、うれしかった。その人のおもかげはときどきしか思い出さなかったが、文ふみの文もん句くはたえず思い出し、ひそかに胸のうちでつぶやきつづけた。うきうきと心がはずんでいた。

　夜に入って、晴はる景かげは酒を飲みはじめた。いつものことだが、だらだらといつまでもつづいたすえに、

　「今夜はそちはおれがそばに寝よ」

　と言った。

　「はい」

　両手をついて、じっと見上げる目もとに、習慣的に媚こびた色を浮かべながらも、なにか源げん三ざぶ郎ろうはおどろきに似たものを感じていた。酔いただれてぶよぶよした感じに見える晴はる景かげの顔がひどくいとわしいものに見えた。これははじめてのことであった。

　（お時ときさま……）

　と胸の奥でつぶやいた。文ふみに書かれた新し発ば田た尾張守おわりのかみの奥おく方がたの名であった。




　　　　二




　源げん三ざぶ郎ろうとお時ときさまとのひそかな文通がはじまった。文ふみ使づかいは瞽ご女ぜがしてくれた。はじめは義理にせかれていやいや文ふみ使づかいをつとめていた瞽ご女ぜであったが、使いをしてもらうたびに、お時さまも源げん三ざぶ郎ろうも、ものをくれることを忘れないし、なれてもきたので、数回の後には使いをすることをよろこぶようになった。

　「お返りをあそばしませ。いただいてまいりましたなら、どんなにおよろこびになりますことか。お待ちしています。あそばしませ」

　と言っては、盲めしいた目を伏ふし目にして、思案深げにしばたたいている。

　書かないわけにいかない。せっせと書いた。

　奇き妙みようなものだ。人間は悲しみにたえられなくなって泣くのではなく、泣くから悲しみが切せつなくなるのであり、おかしさきわまって笑うのではなく、笑うからはてしもなくおかしくなるのであり、激げき怒どによってどなるのではなく、どなりたてるから激げき怒どするのだという心理学説があるが、いまの源げん三ざぶ郎ろうがそれに似ていた。はじめのうち、その人の恋しさより、美しくやさしくまた切なげな恋のことばを書きつらねたり、自分にたいする切せつ々せつたる思し慕ぼのことばを読むのがうれしかったのだが、やがて本気に心が燃えあがってきた。

　「会いたい、会って語りたい」

　と、思うようになった。

　お時さまの方は純じゆん情じよう一いつ本ぽん槍やりだ。源げん三ざぶ郎ろうのようなナルシシズムなどはない。最初から燃えあがっている。いまはもうたかまった思し慕ぼは死なんばかりだ。

　「お会いしたい。くふうはあるまいか」

　と源げん三ざぶ郎ろうが書きおくると、一も二もない。

　「考えましょう」

　と返書する一方、女中らに相談する。

　女中らはゆがんだ欲情を忠義の信念に鼓こ舞ぶされて、ああでもない、こうでもないと心をしぼって、ついに一いつ策さくをくふうしだした。源げん三ざぶ郎ろうを女じよ装そうさせて連れこむという策さくだ。あの美び貌ぼうで女じよ装そうしたら、番の侍さむらいらの目をくらますくらいわけもないことと、くふうしだした女中は勢いこんで披ひ露ろうした。

　一人のこらず女中らが、丁ちようと手をたたいた。

　「いいこと！　どんなにかお美しいおなご衆になられることでございましょう」

　「そうそう、お箏ことのお相手に召されたということにするのでございますね」

　「お箏こと箱ばこをおもたせにならなければなりませんね」

　「どこからまいられたお人ということにしましょう」

　「春日かすが山やまのご城下に年ごろの姫ひめ君ぎみのおわすお家がございましょう。そのお名前を拝借すればよいではございませんか」

　「おいり用の品々はこちらでととのえましょう。あちら様は女おんな気けのないお屋敷でありますれば、そんなものをととのえなさったりなさっては、あやしむ人もありましょうで」

　昂こう奮ふんはつぎつぎにくふうを生んでいった。そうなった時の源げん三ざぶ郎ろうの様子を想像して、女中らの昂こう奮ふんはとめどがなかった。

　女中らは瞽ご女ぜを呼んで、このくふうを告げ、しかるべくはからえと言いつけた。

　ここまできては、行くところまで行かなければおさまらないことは、瞽ご女ぜにもわかっている。あの方のご器き量りようなら、だれが見ても女としか見ないという女中らのことばを信じて、不安をおしきった。

　「かしこまりました」

　と引きうけた。欲とふたりづれであったことはもちろんだ。

　源げん三ざぶ郎ろうの上かみ屋や敷しきに行って、このことを告げた。源げん三ざぶ郎ろうを溺でき愛あいしている晴はる景かげは、二の丸内に上かみ屋や敷しき、城下に下しも屋や敷しきと、二つも屋敷をくれているのであった。

　「それはよい」

　源げん三ざぶ郎ろうは一いち議ぎにおよばず乗り気になった。女じよ装そうするというのが気に入った。どんなに美しい女になれるか、そこに強烈な興味があった。

　「待てよ、待てよ、待てよ……」

　何か言いだそうとする瞽ご女ぜの口をおさえるようにして、熱心に考え、

　「そうだ。着物は縫ぬい箔はくの緋ひ綸りん子ずに白を重ねよう。帯はこう……頭ず巾きんもいるのう。……それはこうだ。被かつ衣ぎは……」

　と、衣類はいうまでもなく、履はき物ものから、持ち物の末にいたるまで、いちいちに好このみを出した。美しい顔がいっそう美しくにおいたって、澄すんだ目がきらきらと光を帯びていた。

　瞽ご女ぜはもうあきれているばかりであったが、やがて言った。

　「当地はお国もとの京とちがいまして、お好このみあそばされたような品々がもとめられますかどうか……」

　「ああ、そうか……」

　がっかりした。昂こう奮ふんは一時に去って、もう会ってもせんもないというほどの気になった。

　「ともかくも、あちら様にお好このみの品々のことを申しまして、できるだけそれに近いようなものをととのえていただいてもってまいりましょう」

　「ああ」

　気のない返事になった。どんよりと生せい気きのない、美しいばかりの顔になっていた。

　瞽ご女ぜはよく源げん三ざぶ郎ろうの好このみを聞き、復ふく誦しようまでしてかえっていった。

　翌日は宿直とのいで、その翌よく朝あさかえってくると、瞽ご女ぜが来ていて、あの品々を昨日お下しも屋や敷しきまでおとどけしておいたから、ごらんいただきたいという。

　「あらかたお好このみに似たお品がそろいました。いい都つ合ごうでございました」

　また気力が出てきた。

　さっそく、身み支じ度たくして出かけた。

　世の注意を避さけるためにとくにえらんだのであろう、無む紋もんの革かわ籠ごに、品々はおさめられていた。なるほど、このまえ好このみを出した品々によく似ている。お時さまの持ち物はもちろんのこと、女中らのもの全部からえらびだしたから、こうまでととのったのであろうが、それにしても、苦労はたいへんなものであったろうと思われた。

　「これはよい、これはよい。気に入ったぞよ」

　昂こう奮ふんが顔ににおいたち、ふしぎなくらいいきいきとしてきた。こんな時どんなに自分が美しくなるか、それは見る人すべてをうっとりとさせるほどであることを、源げん三ざぶ郎ろうはよく知っている。しかし、いま目の前にいる者はそれのわからない盲者だ。

　（気の毒な女）

　とあわれにもなったが、がっかりもした。

　しかし、はずみあがった心はおさえようがない。

　「おれは今夜行きたい」

　「えッ！　今夜？」

　「その都つ合ごうをつけてくれ。たのんだぞ」

　着物を取って、腕にかけてみたり、手につかんでみたりしていた。もう瞽ご女ぜの方はふりかえりもしなかった。しなしなとやわらかな綸りん子ずの手ざわりがぞっとするほどこころよかった。

　その夜、源げん三ざぶ郎ろうは女じよ装そうして下しも屋や敷しきから出て、府ふ内ないの新し発ば田た家の屋敷に行った。女じよ装そうの効果は十分に満足であった。紅べに白粉おしろいはふだんから使いなれているが、それはいつもうすくほんのりと刷はくだけであった。こんなに濃こく刷はいたことはないのだが、よくのった。われながらおどろくほどに美しい顔になった。縫ぬい箔はくの緋ひ綸りん子ずの着物もよく似合った。重ねたまっしろな羽は二ぶた重えの下着の襟えりが胸もとからのぞいているのが、きめのこまかなまっしろな肌はだとうつりあって、わがからだながらどきりとするほどのものがあった。それは欲情に似ていた。頭は紫のきれでつつんで、結び目は耳の上から左右の肩の上に垂れた。

　彼は満足しきって、家を出た。

　新し発ば田た家の番ばん士しらもまるであやしまなかった。箏こと箱ばこを供ともにもたせて、引きそっている瞽ご女ぜが番ばん所しよの入口に立って、愛あい想そ笑わらいしながら、

　「奥おく方がた様のお箏ことのお相手に召されたお人でございます。ご身分は春日かすが山やまのご家か中ちゆう水みず谷たに但馬たじま様の姪めい御ごさまでございます」

　と言うのが聞こえたかどうか、全部の番ばん士しが入口に出てきて、ひたすらおどろきの表情で、この世の人とも思われないくらい美しい娘が伏ふし目がちに恥はじらっているのを見ているばかりであった。

　「それではごめんなされまして」

　勘かんの鋭い瞽ご女ぜはおじぎして、先に立って、よちよちと連れこんだ。




　　　　三




　中国のことばでは男女の交こう会かいを「雲うん雨う」というが、この際の雲うん雨うはずいぶんかわったものがあった。

　源げん三ざぶ郎ろうは童どう貞ていであるが、ふつうの意味のそれではない。晴はる景かげの愛あい撫ぶをずっと受けてきている。こうした場合の女としての心理をよく知っているのだ。男のよそおいをしている時には女の立場になり、女のよそおいをしている時には男の立場になるのだ。奇き妙みような錯さつ覚かくがあった。とまどい、恥はじらった。

　お時さまはまた年こそ二十八になっているが豪ごう族ぞくの家に生まれ、豪ごう族ぞくの家にとついできて、もっとも貞てい潔けつでもっとも波は瀾らんのない生活をこれまで送ってきた人だ。家族以外の男にはものを言ったことすらほとんどない。うぶいものであった。これもまたとまどい、恥はじらってばかりいた。

　女中らにとっては、こうした二人が歯がゆくもあれば、呼吸いきがとまるばかりにいとおしくもある。全身うすい汗にじっとりとしながら、双そう方ほうをはげましたり、けしかけたりして、やっと雲起こり雨施しくこととなった。御ご殿てん女中というきわめて特殊な境きよう遇ぐうにいる者でなければできないことだ。

　いったんおちてしまうと、二人とも一時に燃えあがった。源げん三ざぶ郎ろうははじめて知った、男として女人を愛あい撫ぶすることの楽しさに夢む中ちゆうになったし、お時さまは自分でえらんだ人に愛せられるよろこびをはじめて知ったのだ。しかも、その人はこの世の人とも思われないほどに美しくて、年が十近くも若いのだ。いっさいを忘れておぼれた。

　逢おう瀬せはひんぱんであった。

　こんなことがいつまでも人に知られないでおわるものではない。いつとはなしに世せ間けんでもうわさになり、新し発ば田た屋敷の士さむらいらにも聞こえてきた。しかし、源げん三ざぶ郎ろうは晴はる景かげの無む二にの寵ちよう童どうだ。うかつなことを言いたてては危険はかられないものがある。世せ間けんのうわさも、新し発ば田た家か中ちゆうのうわさも、ごくひそやかなものであった。

　が、これが新し発ば田た城の尾張守おわりのかみ長なが敦あつにうすうす聞こえた。長なが敦あつはおどろきもし、疑ぎ惑わくもしたが、なにものにもまして名を重んじ恥はじをはばかる武ぶ門もんとして、こんなうわさがあるものを片かた時ときも放置はできない。一夜考えた後、決断して弟の掃部介かもんのすけ治はる時ときを呼んで、こう言った。

　「しかじかの風説がある。まさかとは思うが、すててはおけぬ。おれがみずから行って処置せんければならんことじゃが、新にい山やま勢がうるそうて、いまは城をあけるわけにはいかん。そなたわしがかわりに行って、埒らちをあけてきてくれぬか」

　掃部介かもんのすけ治はる時ときは、北ほく越えつ軍ぐん記きに、「剛ごう強きよう第一の兵つわものにて、一代の武ぶ功こう数十度あり」とあるほどの武将だ。兄と四つちがいのちょうど三十になったばかりであった。青ひげ生おい、眼まなこ鋭するどく、くっきょうな大男だ。

　「行けというなら行ってもよござるが、おれが判断で、おれが思うようにかたづけるが、それでよござるかや」

　「よいとも、まかせる」

　「さらば行こうず」

　掃部介かもんのすけは府ふ内ないに来て取り調べにかかったが、女中らが口を割るはずはないし、侍さむらいらはうわさだけでたしかな証しよう拠こをつきとめているのではない。なまじいなことを言っては源げん三ざぶ郎ろうが晴はる景かげを動かしてどんなしかえしをするかわからない。またこれは留る守す居いの者の責任にもなることだ。めったなことは口こう外がいしないにかぎると、

　「そんなことはうわさにも聞いたことはございません」の一点ばりだ。

　なぜ掃部介かもんのすけが来たか、女中らの口からお時さまには筒つつぬけだ。すぐ源げん三ざぶ郎ろうに連絡をとって、出入りをやめさせたので、こちらからの探たん索さくもなんの収穫もない。

　ついに掃部介かもんのすけは、

　「新し発ば田たに帰る」

　と言って屋敷を出たが、翌日ひそかに引きかえして府ふ内ない近くの農家に宿をもとめ、従者らを百ひやく姓しようや小こ者ものに変装させて、新し発ば田た屋敷のまわりにはなって、

　「毎日、夜よ半なかの九ツ（十二時）に、ここに来て、気のついたことはみなしらせい」

　と申しつけた。

　五日の間なにひとつとしていぶかしいと思われる報告はなかった。さすがの掃部介かもんのすけも、

　「あの美しい姉あね御ごをおいて兄あん者じやが長い不在るすしているので、ねたみ心から根も葉もないうわさを立てたのであろうか」

　と思いはじめたが、六日目になって、同じことを報告するのが二人いた。

　「いつもお出入りしている瞽ご女ぜめが、今夜は天人のようにお美しい姫ひめ君ぎみのお供ともをして奥へ入りましただ」

　というのだ。

　胸にひらめくものがあって、掃部介かもんのすけは屋敷へ急行した。

　思いもかけず、時ならない時に掃部介かもんのすけが来たので、屋敷の侍さむらいらはおどろいていたが、かまわずおしとおって奥おく殿でんにむかった。

　奥おく殿でんでは久しぶりに来た源げん三ざぶ郎ろうを迎えて、お時さまも、女中らも、そぞろに浮きたって小酒盛りをひらいていると、そこに、案あ内ないもなく掃部介かもんのすけが来た。女中らはうろたえさわぎながらも立ちふさがってとめようとしたが、とめられようものか。

　「女め郎ろうども！　邪じや魔まだ！」

　剛ごう力りきにまかせてひと薙なぎにはねとばした。

　源げん三ざぶ郎ろうはうろたえおそれて縁えんから庭ににげようとしたが、暴風のようなすさまじさで追いすがった掃部介かもんのすけは、抜く手も見せず、一ひと太刀たちに首を宙に飛ばし、ふりかえりもせず、お時さまにむかった。

　お時さまはにげようとしたが、その時には掃部介かもんのすけの片足はしっかと裲うち襠かけの裾すそをふまえていた。裲うち襠かけはお時さまのきゃしゃな肩をすべってぬげかけながらも、なおその人を引きとめて、のけぞるかたちにしていた。

　「ごめん！」

　虎とらのほえるような声でさけんで、お時さまの背中のただなかを目がけて突いた掃部介かもんのすけの刀の切っ先は、白く胸もとにぬけた。




　　　　四




　その場にいあわせた者でおどろきおそれないものは一人もなかったが、だれよりもおびえたのは瞽ご女ぜであった。お時さまと源げん三ざぶ郎ろうの間に立って、文ふみ使づかいし、密会の手引きをしている。だれが考えてももっともにくまるべき立場にある。瞽ご女ぜはそれを知っている。鋭い勘かんを働かせ、じりじりとへやのすみにはいさがった。目立たないようにして暴風をやりすごすにこしたことはないと思ったのであったが、掃部介かもんのすけの戦場になれた目はこれを見のがさなかった。

　「ど女め郎ろう！」

　とさけぶと、帯をつかんでずるずると引きずりだした。ひーッと呼吸いきもたえだえな悲鳴をあげるのを、足をあげてくだけよと腰をふみつけた。

　「お助けを、お助けを、お助けを！……」

　瞽ご女ぜは亀かめの子のように手足をもがいた。

　「道ならぬことの手引きしたからには、罪つみのむくいはかねて覚悟のはず、きたないやつめ、一いつ寸すん刻きざみにしてもあきたりぬやつじゃが、おれがたずねることに正直に返事すれば、いのちだけは助けてやらぬでもない。いのちおしくば、かくさず言えい。まず、これはたしかに源げん三ざぶ郎ろうとやら申す春日かすが山やま殿寵ちよう愛あいの小こ姓しようじゃな。まちがいないな」

　足に力をこめ、グイグイとにじった。剛ごう力りきに踏みつけられているさえあるに、にじられて、瞽ご女ぜは呼吸いきがたえるかともがきながら答えた。

　「は、はい、はい、源げ、源げ、源げん三ざぶ郎ろう様で！……」

　掃部介かもんのすけは、金かな谷やの見染めから、文ふみのやりとり、その後の逢おう瀬せにいたるまで、いちいち聞きとった後、

　「いのちだけは助けてやらぬでもないと言うたが、うぬのしたことは、いのちがいくつあっても足りぬことじゃわ。よって覚悟するがよい！」

　と、刀をさか手にとりなおし、背中におしあて、まっすぐに突きおろそうとした。

　瞽ご女ぜはもがいた。

　「ご、ご、ごむたいな！　や、やくそくが！」

　ときれぎれにさけんだ。

　激げき怒どがこみあげてきた。

　「往おう生じようぎわのきたないやつめ！　それほどの罪つみをおかしながら！」

　と、どなると、刀はつかわず、エイヤエイヤと三、四度力まかせに背をふむと、骨のおれるぶきみな音が立ち、血へどを吐はいて呼吸いきがたえた。掃部介かもんのすけはそれをへやのすみに蹴けころがした後、お時さまの首をかきおとし、縁えんばなにおしすえたように落ちていた源げん三ざぶ郎ろうの首をひろいあげ、それぞれの着物の袖そでをちぎって包んで、ぶらさげた。へやのすみずみに死人のような顔になってすくみあがっている女中らをにらみまわし、

　「おのれらも、一人一人首をはねてくれるべきやつばらじゃが、この上の罪つみつくりはしとうない。いのち冥みよう加がな女め郎ろうどもめ！」

　とつぶやいて、そこを出た。

　急行して新し発ば田たに帰った掃部介かもんのすけは、委い細さいのことを兄に報告して、もってきた首を実じつ検けんにそなえた。

　愛しぬいていた妻だ。悲しみと未み練れんがなかろうはずはないが、それを口にしてはならないのが武門の面めん目もくだ。

　「そなたのはからい、のこるところない。大たい儀ぎであった。礼を言うぞ」

　と、尾張守おわりのかみは弟をねぎらった。

　そのあと、尾張守おわりのかみはすぐ春日かすが山やまへ急使を出して、こう届け出した。

　「かねて質しち人にんとして府ふ内ないの屋敷へさしだしおいた妻が、このほど急病によって死亡しました。かわるべき質しち人にんは不ふ日じつに詮せん議ぎして送るでありましょう。右お届けします」

　尾張守おわりのかみとしては、晴はる景かげはもちろんことの真相を知っているであろう、こちらにとっても、春日かすが山やまにとっても、恥はじになること、これで意のあるところは十分に知ってくれるであろうと考えたのであった。

　しかし、晴はる景かげは万ばん金きんにもかえがたいほどに寵ちよう愛あいしている源げん三ざぶ郎ろうを殺されて、怒いかりと悲しみに狂きよう乱らんせんばかりでいた。尾張守おわりのかみのこの心づかいがわからない。

　（見えすいたことを申しおって！）

　と、いっそう憤ふん激げきして、使者を召して、

　「源げん三ざぶ郎ろうはおれが二なく思うているものじゃ。たとえ罪つみ科とががあろうとて、おれにいったんのことわりもなく、ほしいままに殺すということがあるものか。掃部介かもんのすけが下げ手しゆ人にんであることは、のこりなくわかっているぞ。掃部介かもんのすけを差しだせい。なにごともそれからのことじゃ！　まかりかえって、尾お張わりにこのことを申せ！」

　と、どなりつけて、追いかえした。

　使者はかえってこれを報告する。

　尾張守おわりのかみも掃部介かもんのすけも、腹を立てながらも、苦笑して、

　「あほうな弾だん正じよう殿よ、おたがいの恥はじを思うて、よいほどにすまそうとするこちらの心づかいもわからず、どこまでもほじくりたてて恥はじをさらすつもりか。返答すること無用じゃ。そしらぬふりでいようわ。やがて頭が冷えれば思いなおしもされよう」

　と相談して、そのままにしておいたが、晴はる景かげの方は冷静になるどころか、ますますいきりたってきた。

　源げん三ざぶ郎ろうにたいする愛あい惜せきは、当座よりも日がたつにつれて深くなる。もうふたたび顔を見ることも、胸にかき抱くこともできないのだと思うと、過ぎた日の数々の思い出がむらがりおこって、のたうちまわって声を上げてわめきだしたいほどの狂きよう乱らんした気にならずにおられないところに、藤ふじ紫むらさきの悲ひ嘆たんが拍はく車しやをかけた。

　「わたくしは弟をたよりにし、弟はわたくしをたよりにすることができると思ったればこそ、京をはなれてこの草深い遠おん国ごくに来る気にもなったのでございますものを、その弟が人ひと手でにかかってこんな非ひ業ごうな最さい期ごを遂とげるとは、なんということでありましょう。あの子は殿とののお情けに満足して、男女の情じようなどに心をひかれることはまだなかったのでございます。それは殿とのがよくごぞんじのこと。必ひつ定じよう、音おん曲ぎよくか歌うた詠よみの遊びのためにあの家に行っていたのでございます。それをもののあわれ知らぬ田舎いなか武む者しやの心で、あらぬ疑いをかけて、ことの次第をただしもせず、むごい殺しようをして！……生まれが生まれ、育ちが育ちでありますゆえ、風ふう雅がの道の才ざえはあっても、年はもゆかねば、腕もかたまっていないものを、赤あか子ごの手をねじるようにむごたらしゅう殺したのでございます。さぞおそろしかったでございましょう。口くち惜おしかったでございましょう。無む念ねんであったでございましょう。その最さい期ごのさまが見えるような……」

　と、身も世もあらず、涙に身も浮くほどに泣きながらうったえるのだ。

　晴はる景かげは惑わく乱らんし、激情的になっていく一方であった。

　「このかたき、きっと討つぞ。きっとだ、きっとだ、きっとだ。おのれ、源げん三ざぶ郎ろうがうらみ、晴らさでおこうか！」

　といきりたって、追っかけ追っかけ、新し発ば田たに使者をさしたて、掃部介かもんのすけの身み柄がらをわたすか、首にして差しだすかせよと要求した。




　　　　五




　新し発ば田た兄弟は、はじめのうち聞き流しにしていたが、あまりしつこいので、腹が立ってきた。

　「うるさいことじゃな。いずれは目がさめるであろうと思うていたが、いつまでたってもあほうなことばかり言うてよこしなさるのう。どうしたらよいかの」

　と、尾張守おわりのかみは掃部介かもんのすけに相談した。

　「あほうの底の知れぬお人じゃのう。おれは愛あい想そがつきたわ」

　「愛あい想そはとうにつきている。どうしたらよいかの」

　「しょせん、春日かすが山やま長なが尾お家は、あのあほうどのではどうにもなりはせん。というて、昭しよう田だごときにつきとうもない。兄あん者じや、どう思われるぞ、栃とち尾おの喜き平へい二じ君ぎみを」

　「おれもそれを思うていた。それは年とし若わかながら、兄のあほうどのとちごうて、なかなかの器うつわのようじゃ。すでに将しよう略りやくはこのまえの栃とち尾お合がつ戦せんで十分に見えている。あれについて、あれを春日かすが山やまの当主にもりたてていくというくふうはどうじゃろうのう」

　「よかろう、よかろう。おれもいまそう言おうと思うていたのよ」

　兄弟の意見は一いつ致ちして、なお相談を重ねているところに、また晴はる景かげの使者が来た。

　「たびたびのおおせつけにもかかわらず、言いわけがましいことのみ申していること、不届きである。すみやかに申しつけどおりにせい。さらずば、叛はん逆ぎやく不ふ臣しんの心あること分ぶん明みようであるゆえ、討っ手をさしむけてふみつぶすぞ」

　というはげしい口こう上じようであった。

　「ふん」

　鼻で笑って、掃部介かもんのすけはちらりと兄の方を見たかと思うと、いきなり手をのばして使者の鼻をつかんだ。

　「なにをなさる！」

　使者はおどろいてはらいのけようとしたが、掃部介かもんのすけは剛ごう力りきにまかせてぎりぎりとねじあげた。

　（無ぶ礼れい！）

　と言ったつもりであろうが、はなはだ不ふ明めい瞭りような声になった。使者は腹を立て、立ちあがりざま刀をぬいて斬きろうとしたが、それは十分勘かん定じように入れている掃部介かもんのすけだ。あいている手で利きき腕をつかんで、刀をとりおとさせ、また兄を見た。

　「兄あん者じや、いいことを思いついたわ。こいつを手切れの書面がわりに使おうではないか」

　「どうするのじゃ」

　と、尾張守おわりのかみもさわがない。にやにや笑っている。

　「くふうがある。まかせるか」

　「よかろう」

　「よッしゃ。来い」

　掃部介かもんのすけは鼻と腕をつかんだまま、ずるずると縁えんの方に引きずる。

　鼻も腕ももげるかとばかりに痛い。えらばれて使者に立ったほどの男だから相当な人物ではあるのだろうが、反抗のできるものではない。引きずられるままに縁えんばなまで連れていかれる。

　掃部介かもんのすけは家来どもを呼んで、数人が走ってきて庭にひざまずくのを待って、まりを蹴けころがすようにその前に蹴けおとした。

　「そいつ、棒ぼうしばりにかけい」

　起きあがろうともがく間まもない。四方からおどりかかった家来どもにおさえつけられ、六ろく尺しやく棒ぼうを背負わされ、棒ぼうにそって左右の腕を引きのばされてしばりつけられた。

　掃部介かもんのすけはまた命令する。

　「炭火をおこしたて、火ばしをまっかになるまで焼けい。十本も焼いたら足ろう」

　みずからの思いつきのおもしろさに、ゆかいでならないふうだ。

　火ひ桶おけがもってこられ、火がおこされた。うちわでばたばたとあおぎたてられた炭火はすぐおこりたち、残暑のまだきびしい真昼の空気をゆらめかして、うす青い陽炎かげろうが立ちあがった。火には太く長い火ばしがさしこまれた。

　「よく焼けよ。でないと、仕事がやりにくいぞ」

　と掃部介かもんのすけはまた言った。

　自分がどんな目にあわされようとしているか、使者にはわかったらしい。青くなって絶ぜつ叫きようした。

　「非ひ道どうな！　使者になにをしようというのじゃ！」

　掃部介かもんのすけはせせらわらった。

　「さわぐな。いまさらなにをうろたえるのじゃ。不ふ覚かく悟ごというものじゃぞ。この非ひ道どうの使者に立ってくる以上、十分に覚悟があってしかるべきはずじゃ。覚悟がなかったなら、いまこの時、身の不ふ祥しようとあきらめるがよいぞ」

　と言って、家か臣しんらにまた命ずる。

　「よいほどに火ばしが焼けたら、そいつのひたいに、『あほう』と仮か名なで烙やきつけい。書面がわりじゃ。春日かすが山やまの弾だん正じよう殿は色にたわけていなさるあまり、目がかすんでおられるげなで、ずいぶんともにはっきりと書けい」

　残ざん酷こく殺さつ伐ばつな時代の気き風ふうであるうえに、家か臣しんらは主人の不幸に同情し、晴はる景かげの理り非ひにくらい命令に腹を立てている。一人としてためらう者も、まゆをひそめる者もいない。容よう赦しやなく実行にうつった。

　生きた肉の焼ける異い臭しゆうにも、一あてごとにもうもうと立つ煙にも、じりじりと立つ異い様ような音にも、使者のもがきやうめきにも、家来らはまゆひとつうごかさない。

　「汝われも男でねえだか、見苦しいぞ！　うごくなつうに！　わめくなつうに！　静かにせんと、頰ほおべたにも、首根ッ子にも烙やきつけてくれるど」

　と、おどしつけながら、あおあおとそりあげた月代さかやきと太いまゆの間のひろいひたいに、命ぜられた文も字じを丹たん念ねんに烙やきつけていった。

　「これでよござるだか。あんまり蹟てをよう書きませんすけなあ」

　やがて、仕事をすました侍さむらいらは、使者のもとどりをつかんでぐいとあおむかせて、掃部介かもんのすけの方にむけた。すこし恥はじらっているふうだ。

　まっかに焼けただれ、火ぶくれになったひたいには、はっきりと文も字じがたどれた。掃部介かもんのすけはにこりと笑って、

　「よしよし、よい筆じゃ」

　と、うなずいたが、すぐ、

　「文ふ筥ばこにも飾かざりをつけよう。耳と鼻を削そげ」

　と命じた。

　使者は耳と鼻をそがれて血だらけにされたうえで、城外に追いだされた。




　　　　六




　こうして手切れを春日かすが山やまに申し送ったうえで、新し発ば田た兄弟は相談して、とりあえず、掃部介かもんのすけが兵二百をひきいて、栃とち尾おに行き、景かげ虎とらに会って帰き服ふくを申しこんだ。

　「しかじかの次第で、弾だん正じよう殿を見はなして、お旗はた本もとに属ぞくせんためにまかりでました。兄尾張守おわりのかみみずから参るべきでござるが、これは新にい山やまの金かな津づ伊い豆ずの勢がうるそうござって新し発ば田たをあけることがかないませぬ。ご諒りよう察さつくだされとうござる。われら兄弟のいたしようがお気に召さぬとあれば、拙せつ者しやが首をはねて、春日かすが山やまへお差しだしくだされてもようござる」

　と、思いいった口こう上じようであった。

　景かげ虎とらはかねて事ことのいきさつを細作しのびの者の報告によって知って、姦かん夫ぷ姦かん婦ぷを一いつ刀とう両りよう断だんに斬きりすてた処理のつけ方を、全面的によしとしていた。武門の者としては、あれ以外の処理法があろうとは思われないのだ。また、その後尾張守おわりのかみが小こ面めん倒どうなことには触れず、単に妻がにわかに病死したと届け出たことも、ゆきとどいて、おおいによいと考えていた。それだけに、晴はる景かげが執しつ拗ように追究していると聞いて、みずからの恥はじをさらけだすものとしてにがにがしく思っていたのだ。

　「災難であったな。しかし、その方ども兄弟のいたしようは、のこるところなくあっぱれだ。おれがその立場にいても、あれよりほかにいたしようがなかったろうよ。よくぞ来た。弾だん正じよう殿には、おれからとりなしてやろう」

　と言って、受けいれた。

　ほうほうのていで春日かすが山やまに帰ってきた使者のむざんな姿を見、その報告をきいて、晴はる景かげは目のくらむほど腹を立てた。なによりも、藤ふじ紫むらさきにたいして面めん目もくがないと思った。

　「おのれ、新し発ば田ため！　いまはもう歴れき然ぜんたる叛はん逆ぎやくじゃ。このままでおこうか。急ぎ兵を召せ！」

　と、ふれをまわして豪ごう族ぞくらに出兵をうながしたが、あまりのばかばかしさに、催さい促そくに応ずる者もない。

　「どいつも、こいつも、守しゆ護ご代だいたるおれをなんと心こころ得えおるのか！　その儀ならば、当家の勢だけでよい！　早そう々そうに陣じん触ぶれせい！」

　と、泣かんばかりになって逆ぎやく上じようしていると、新し発ば田た兄弟が景かげ虎とらに服属し、なかにも掃部介かもんのすけは手て勢ぜいをひきいて栃とち尾おに行き、景かげ虎とらはこれを受けいれたという報しらせがとどいた。

　この報しらせとほとんど同時に、景かげ虎とらから書面がとどいた。新し発ば田た兄弟のことを弁護し、事をめんどうにしたのはみな晴はる景かげにあると論じつけ、いっさいを水に流さるべきが当然の道であるばかりでなく、つまらない意地に拘こう泥でいなさっては、人々の心が離り反はんするばかりである、との内容のものであった。

　晴はる景かげの逆上は頂点に達した。

　「喜き平へい二じめ！　おれが勘かん当どうを申しつけ、にくんでいるものを抱きいれるさえあるに、まだくちばしの黄きな分ぶん際ざいで、おれがすることを非ひ難なんするとはなにごと！　やつが根こん性じようのよからぬことは、おやじ殿がけっして心をゆるされなんだことをもっても知れてある。一度や二度の戦いくさにいささかの手て柄がら立てたとて、この思いあがりようを見よ。この根こん性じよう、いまのうちにたたきなおしておかねば、さきざきどんなおそろしいことをくわだてるかわからぬ。いまは昭しよう田だも憎にくうない。黒くろ田だも金かな津づもおそろしゅうない。喜き平へい二じめがにくいぞ！」

　とたけりたって、景かげ虎とらからつかわした文ふみ使つかいを捕らえ、ひたいに「むほん人」と烙らく印いんし、耳と鼻をそぎ、

　「急ぎ掃部介かもんのすけの首を打って差しだせ。さらずば兄弟の縁もこれまで。新し発ば田たが一いち味みの謀む叛ほん人にんと見なして、討っ手の勢をむけるぞ」

　という手紙をもたせて追いかえした。

　景かげ虎とらはこういうことがあろうかと、わざと士し分ぶんの者はおくらず、小こ者ものにもたせてやったのだが、晴はる景かげにはその見さかいもなかったのだ。小こ者ものは泣く泣く栃とち尾おにかえってきた。

　（これがおれが兄か！　情けないお人じゃ）

　景かげ虎とらは返事もせず、うちすてておいた。






鉄砲初しよ見けん




　　　　一




　新し発ば田た掃部介かもんのすけのことについて、春日かすが山やまとの間に不快な感情が流れはじめたころ、宇う佐さ美み定さだ行ゆきがひょっこりと栃とち尾おに遊びにきた。わずかに数人の供ともを連れただけのしのび姿であった。予告もなく来たので、おどろきながらも、景かげ虎とらはよろこんで迎えた。

　「ふしぎなものが手に入りましたので、献けん上じようしたいと存じて持参しました」

　と定さだ行ゆきは言って、家来どもにになわしてきた箱をとりよせて、取りだしにかかった。

　「鉄砲とか申すものだな」

　黒い布ぬのでていねいに包んだそれを定さだ行ゆきが出したのを見ただけで、景かげ虎とらはさけんだ。

　「ほう？　ようあたりました」

　いつものようにおちついた様子ではあったが、定さだ行ゆきの顔にはうれしげな微笑があった。

　「話には聞いていた。上かみ方がたから西の国々ではぼつぼつ戦場に使われ、ついこのまえ関東の小お田だ原わらにも来たということを、おれは聞いていたのだ。使ってみたか。役に立ちそうか」

　顔が紅こう潮ちようし、目がかがやき、はずみあがる声になっていた。

　「まあ、ごらんください。まことに異い風ふう体ていなものでございます」

　定さだ行ゆきはさして急ぐ様子もなく、包んだきれをはぎとり、すっかりはぎおわってから、両手にかかえてわたした。

　「まことじゃ。異い風ふう体ていなものじゃな。ほう、なかなか重いわ」

　受けとって、仔し細さいに見て、

　「ほう。この穴じゃな。おそろしい音と煙とともに丸たまが飛びだしていくというのは」

　と、筒つつ口ぐちをのぞいたりして言う。

　鉄砲が大おお隅すみの種子島たねがしまに伝来したのは、この時から四年前の天てん文ぶん十二年であり、翌年には完全な形で製作できるようになり、その翌年にはもう堺さかいに製作法がつたわっている。伝でん播ぱのこの早さは、当時の種子島たねがしまが大陸方面や南洋方面へむかう倭わ寇こうや日本の海外貿易船の重要通過地の一つであったからであり、島主の種子島たねがしま時とき堯たかがまるでこれを秘密にしなかったからだ。伝来当時、時とき堯たかはわずかに十六歳である。一いつ梃ちよう金二千両という大金を出して買ったのだが、それは中学生が空気銃じゆうをほしがるに似た心理で、新しん鋭えいの兵器にしようとの気持ちはなかったと思われるのだ。

　「どうだ、使ってみたか、役に立ちそうか」

　と、景かげ虎とらはまた聞いた。

　「使いようでは、ずいぶん役に立ちましょう。しかし、雨の日には役に立たぬのが第一の欠点でございますね。第二にはそう遠くとどきません。せいぜい二十間けんまでは正確ですが、それ以上になりますと、ぐんとねらいが落ちます。第三には一度使ってさらに使うのに手て間まがとれて、弓のように矢つぎばやというぐあいにまいらないのが欠点でございます。多数そなえおいて、交こう互ごに使わせることにすれば、その欠点をおぎなうことができるわけでございますが、あんがいに高価でございましてね、一梃ちよう五百両などと法ほう外がいなことを申しますので。やっと二梃ちようだけもとめました。もっとも、二梃ちようしかもっていなかったのでございますがね」

　「その一梃ちようをくれるというのか。かたじけないぞ」

　「おそれいります」

　「堺さかいのものがもってきたのか」

　「あの地の橘たちばな屋や又また三さぶ郎ろうと申す者の家から出している者が持参いたしました。橘たちばな屋やは西さい国ごく筋すじでは鉄てつ砲ぽう又またと呼ばれている者でございますとか」

　「五百両とはいい値ねだな」

　「はじめ種子島たねがしまの領りよう主しゆが南なん蛮ばん人じんからもとめた時は一梃ちよう二千両であったのじゃから、そう高いことはないと、そいつは申していました」

　「高くても威い力りよくがあればかまうまいが、その点はどうだ」

　「ないとは申しません。ずいぶん勢いの強いものでございます。あたれば弓の比ひではございません。それに音がすさまじゅうございますので、おおいに敵の気力をくじくに役立ちましょう。ともあれ、こころみてみましょう。あずちにお連れねがいましょうか」

　「よし。しかし、待て、みなにも見せよう」

　景かげ虎とらは城内にいあわせたおもな家か臣しんらを呼んだ。

　本ほん庄じよう慶よし秀ひで・金かな津づ新しん兵べ衛え・鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろう・戸と倉くら与よ八はち郎ろう・曾そ根ね平へい兵べ衛え・秋あき山やま源げん蔵ぞう、みなぞろぞろと集まってきた。新し発ば田た掃部介かもんのすけはいあわせなかったので、使いをたてて、急ぎ来るように言ってやった。

　「だれかが足りぬな。こーつ、おお、松まつ江え殿がおらんわ。呼ぼう」

　と、金かな津づ新しん兵べ衛えが言った。

　「ええですわい。あれは女ですけ」

　と、弥や太た郎ろうは辞じ退たいしたが、

　「うんにゃア、松江殿も呼ばにゃいかんわ。当城名な代だいの女勇士じゃすけ。そげいにおそろしい戦いくさ道具なら見ておく必要がある。――それに、お見せしなんだら、あとがうるさいわ。とりわけ、弥や太た郎ろう、おぬしがこわい目を見るぞ。『わしらはお呼びしようと言うたのじゃが、そなた様の旦だん那な殿があれは女じゃすけ、見せるにおよばんと言わしゃったで』とわしらは言いわけして、全部おぬしになすりつけてしもうけにのう」

　と、みながからかったので、

　「そりゃいかんわい！　呼んでくだされ、呼んでくだされ！」

　と、即そく座ざに弥や太た郎ろうは変へん説せつした。

　一同、腹をかかえて笑った。

　松江は去年の春、男の子を生んだ。両親に似たまるまると太った大おお柄がらな丈じよう夫ぶな子であった。景かげ虎とらが名づけ親になって弥や彦ひこ丸まるとつけた。いい母親になったわけだが、いぜんとして頑がん固こに田舎いなか女おんなぶりをあらためないのであった。

　その松江も来、みなのそろったところで定さだ行ゆきは一人一人に鉄砲を手にとってしらべさせた後、簡単な説明をした。

　やがて、一同そろってあずちに出た。

　快晴の秋の午後だ。しずかな日が照って、どこやらに百舌もずの鋭するどい鳴き声がしている。

　定さだ行ゆきは、

　「弓の的まとでは、中あたりはわかっても、強さがわかりませぬ。こしらえさせてもってまいりました」

　と言って家来に言いつけて、厚さ一寸すん、一尺四方ほどの樫かしの板に的まと絵えをえがいたのをあずちに立てさせて、しゃく杖じようをつかって鉄砲に装そう塡てんするところから、火ほ口くちに火薬をつめ、火ひ縄なわをさしはさむまで、ゆっくりと、念入りにやってみせる。

　「なるほどの。その火が消えるので、雨の日は使えんというのだな」

　と、景かげ虎とらが言った。

　「それもございますが、この火ほ口くち――ここを火ほ口くちと申すのでありますが、ここへ撒まいてつめましたこの薬がぬれしめりましても用をなさぬのでございます」

　「ああ、そうか」

　「しかし、今日のようによく晴れた日には、ずいぶんよく利ききます。ま、ごらんください――音がすさまじゅうございますゆえ、そのおつもりで」

　定さだ行ゆきは折りしいてかまえ、フッと火ひ縄なわを吹くと、ひき金をしめた。

　耳をぶったたかれるような轟ごう然ぜんたる大だい音おん響きようがおこったかと思うと、あずちの的まとは二つに割れて飛びちった。

　「すごいのう！」

　景かげ虎とらが舌したを巻くと、みな一時にわやわやとしゃべりだした。すべておどろきと感かん嘆たんの声であった。なかにも、

　「やァれ！　ぶったまげた！　えらい音のものですのう。子供に聞かせたら、おびえて虫をおこしますで」

　と言う松江の声がもっとも大きかった。

　定さだ行ゆきは鉄砲を景かげ虎とらにわたした。

　「おこころみなされよ」

　景かげ虎とらはいちいち定さだ行ゆきに聞きながら装そう塡てんし、ねらいのつけようも教えてもらって、新しい的まとにむかって発射した。これもみごとに的てき中ちゆうした。

　「ようあたるのう。弓ではこんなふうに、聞いてすぐあたるというぐあいにはいかん。弓にまさる一いつ徳とくじゃな」

　景かげ虎とらはおおいに気に入ったふうで、もう一回こころみて、家か臣しんらに渡して、つぎつぎにこころみさせた。

　たいていはあたったがなかにははずれるものもあった。しかし、はずれたといっても、そう遠く反それない。せいぜい三寸ずんのはずれであった。

　入れかわり立ちかわり四人が使うと、筒つつが熱くなって、手にもっていることができなくなった。五番目に受けとった鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろうは、

　「あッ、ち、ち、ち、ち……」

　ととびあがって熱がり、とり落とそうとして、やっと木製の台だい尻じりを指でつまんでこらえた。

　どっとみな笑った。

　「つい失しつ念ねんしていました。そこにも、鉄砲の欠点があるのです。つづけては、せいぜい六発しか撃うてません。いまの季節でそうですから、暑しよ熱ねつのころはもっとはようございましょう」

　と、定さだ行ゆきは景かげ虎とらに言った。

　「そこにも数がいるわけだな」

　「御ぎよ意い」

　弥や太た郎ろうの次は松江だったが、これは手を出さなかった。

　「おらこわい。そげいなもの、まっぴらですだ」

　と、顔色をかえんばかりにしてしりごみをする。こっけいでもあれば、ふしぎな女らしさがあって、なかなかよかった。

　あずちからまえの座敷にかえって、鉄砲のことについて、みないろいろと話しあった。

　「いちおうのものではあるが、雨天に使えず、二十間けんしか利きかず、装そう塡てんに手て間まどり、高価であるとすれば、さして役には立つまい。せいぜい、あいず用だ」

　というのが、人々の結論であったが、景かげ虎とらと定さだ行ゆきはなんにも言わず、微び笑しようしあっていた。




　　　　二




　定さだ行ゆきは一晩とまっただけで帰っていった。

　景かげ虎とらは鉄砲が気に入ったらしく、毎日あずちに出てけいこしていた。時には家か臣しんらを引っぱりだして練習させた。人々はあまり気の進まないようであったが、景かげ虎とらが強しいるのでしかたなしにやっていた。

　そのころのある日の午後、春日かすが山やま城で、晴はる景かげが服部はつとり玄げん鬼きを呼んだ。

　玄げん鬼きの家は城下の侍さむらい屋や敷しきのはしっこにある。晴はる景かげの使いの来た時、玄げん鬼きは奥座敷で、一人の男と、たがいに寝そべって、なにくれとない話をしていた。

　玄げん鬼きはもう五十に近い。からだはまだすこしもおとろえを見せないが、顔つきはひどく老ふけてきた。あのくちばしの大きい、鴉からすのような横顔をした顔に縦横に小じわがたたみ、髪がまっしろになっている。

　しかし、相手の男は、大きくはないが、きたえのきいたひきしまったからだと、ひげの濃こい、目つきの鋭するどい、くっきょうな面つらがまえをしていた。年ごろは三十前後と見えた。

　この男は、つい一月ほどまえに旅姿で来て、そのまま滞たい在ざいしているのであった。どうやら、玄げん鬼きと同国の生まれらしい。二人の間に出る会話はさまざまで、地域的にもほとんど全国にわたっているが、もっともひんぱんに出るのは伊い賀がのことであった。

　「ほい、どうやら、あのけはいでは、お城内の近きん習じゆう衆しゆうですわい。わしゃあちらに行んでいますわ」

　玄関に近づいてくる足音とおとないのことばを聞きつけると、男はこう言って、もそりと起きあがり、縁えん側がわづたいにさらに奥まったへやに立ち去った。ふつうの足どりだが、空くうをふむようになんの音も立てないのであった。

　玄げん鬼きは玄関に出た。

　見知りごしの晴はる景かげの近きん習じゆうの一人が立っていた。

　忍にん者じやは武ぶ家けに奉ほう公こうして二本さしていても、武士ではない。身分的にはごく低いものだ。

　「へえ、おいでなさりませ」

　とうずくまった。

　「殿とのがお召しだ。いそぎまいるよう」

　「かしこまりました。すぐにまいるでございます」

　「いつものところにまいっているようにとのおことばだ」

　「へえ、かしこまりました」

　近きん習じゆうのかえっていくのを見送ってから、奥へかえり、納なん戸どにはいって身み支じ度たくをして出てきた。その間にまえの男が座敷にかえっていた。にやにや笑いながら言った。

　「どんな御用か、あててみましょうかな。必ひつ定じよう、喜き平へい二じ殿とやらいうご舎しや弟ていのことですな」

　「たぶんの」

　と言いながら、玄げん鬼きは小さな懐かい中ちゆう鏡かがみを出してのぞきこんで、乱れた小びんのあたりをつヽげヽの櫛くしでかきなでている。

　男はまた言う。

　「すてておきなさればええに、あほうが小さなニキビを気にして、せんどいじくりまわして性しようの悪い腫はれものにしてしもうに、よう似とるわ。あほうにつける薬はないとはよう言うたものですのう」

　玄げん鬼きはふりかえりもせず、

　「そこまで考えるのは、わしのつとめではない。それではわしは行ってくるでのう。留守るすをたのむわ」

　と言って出てゆく。

　「やれ、やれ」

　男はごろりと横になり、ひじをまげて目をつぶったが、すぐしずかになった。眠っているのか、眼めをさましているのか、かすかな寝ね息いきひとつ立てず、ひっそりとした姿であった。

　まもなく、玄げん鬼きの姿は晴はる景かげの指示した、奥庭の四阿あずまやの中の腰かけのわきにうずくまっていた。春になれば紅あかい花の咲く木瓜ぼけの老木が、つるつるした幹みきを蛇へびのように曲がりくねらし、すっかり葉をふるいおとし枝をひろげて、四阿あずまやのわきにあった。為ため景かげの生きていたころから、彼が密みつ命めいを受けるのは、いつもここであった。

　かなり長い間待たされたが、玄げん鬼きは身動きひとつしない。まっしろな髪のてっぺんを見せてうつむき、彫きざみつけたようにうずくまっていた。

　やがて、飛び石の上をわたる木ぼく履りの音が近づいてくる。先に晴はる景かげが立ち、あとに藤ふじ紫むらさきが従っていた。ふりむきはしなかったが、足音と着物に焚たきこめた香こう料りようによって、玄げん鬼きにはあとに従っているのが藤ふじ紫むらさきであることがわかっていた。

　二人は四阿あずまやに入ってきた。晴はる景かげはこしかけにすわり、藤ふじ紫むらさきはそのうしろに立った。

　「お召しによりまして……」

　ぼそぼそとつぶやくように低く不ふ明めい瞭りような声で、玄げん鬼きは言って、両手を地べたについてあたまを下げた。

　「そちに、栃とち尾おに行ってもらいたい。事情はよく知っているであろうが、けしからぬ童わつぱじゃ。兄を兄とも思わず、一族の長ちよう者じやを長ちよう者じやとも思わず、いつも恐ろしいことを考えているやつじゃ。やつをないものにしてきてほしいのじゃ。これが当座の手当て。首しゆ尾びよくしおおせてくれば、それに数倍する金きん子すをくれるぞ」

　いっきに言って、砂さ金きんづつみをバサリと玄げん鬼きの前に投げた。酒しゆ食しよくにただれたじだらくな生活ばかりしている晴はる景かげは、これだけのことを言っただけで、せいせい息をきらしていたが、口にして、怒いかりがさらにつきあげてきたのであろう、ふるえる声をあえがせながら、またつづけた。

　「新し発ば田た兄弟もにくい。掃部介かもんのすけだけでもよい。これもついでに殺してまいれ。喜き平へい二じを殺したうえで、掃部介かもんのすけも殺してまいれば、ほうびは望みにまかせるぞ。金銀が所しよ望もうなら金銀をくれる。知ち行ぎようが望みなら知ち行ぎようをくれる。かならずしおおせてまいれ……」

　まだ言いたかったらしいが、息が切れたらしい。肩をあえがせて、はれぼったいまぶたの間から、玄げん鬼きを凝ぎよう視ししている。

　玄げん鬼きは投げあたえられた砂さ金きんを重ねた両手にのせたまま、しばらく黙っていた後、もそもそと言った。

　「お言いつけのとおりにいたしますのは、てまえのつとめでございますれば、おことわり申すわけではございませんが、てまえも年を老とりまして、このごろではからだのおとろえをしみじみと感ずることがございます。それで……」

　晴はる景かげはかっとしてさけんだ。

　「行けぬというのか！」

　「けっして。いまも申しますとおり、おことわり申すつもりはございません。まいることはまいりますが」

　玄げん鬼きの調子はかわらない。低い声でつぶやくように言って、はじめて目を上げて晴はる景かげをあおいだ。晴はる景かげは不健康でふゆかいな色をしたぶよぶよした顔に、せいいっぱいに目をみひらいている。むくんだようなまぶたがわずかにあいて、針のような目がこちらの目を見いっていた。

　「まいることはまいるが、どうだと申すのだ！」

　また目を伏ふせて、玄げん鬼きは言う。

　「手助けがほしいのでございます。さいわい、てまえの同国の者で、飛とび加か当とうと異い名みようをとったほどの者が、てまえの宅にまいっておりますれば、その者を同どう道どうしてまいりたいと存じますが、もし首しゆ尾びよくおおせつけをはたしましたら、この者をお召し抱かかえくだされ、てまえにはお暇ひまをたまわりたいのでございます。おゆるしたまわりましょうか」

　どんな方法をつかおうと、景かげ虎とらを殺してくれれば、晴はる景かげには異い存ぞんはない。べつだん玄げん鬼きに未み練れんなぞない。

　「よし。そのとおりにしてつかわす。かならずともにしとめるのだぞ」

　「さっそくのお聞きとどけ、ありがとうございます」

　と礼を言った時、藤ふじ紫むらさきが声をかけた。

　「源げん三ざぶ郎ろうは、そなたもよく知っている者でありました。この国にわたくしら姉きよう弟だいを連れてきたのは、そなたであります。浅からぬ因いん縁ねんのあるなかです。無む念ねんを晴らしてやってくりゃれ。たのみます」

　袖そでを目にあてて、むせび泣いた。邪じや悪あくな心の女ではあっても、この美しさはたぐいがない。その悲ひ嘆たんの姿は人の心をうつものがあったが、玄げん鬼きは目を伏ふせたまま、そちらを見ない。

　「てまえも、お気の毒なことと思うているのでございます」

　と、いぜんとして低い声で言っただけであった。

　それが不安であったのだろう、藤ふじ紫むらさきは晴はる景かげの耳に口を寄せてなにごとかささやいた。

　「うむ、うむ、うむ……」

　晴はる景かげはうなずきながら聞きおわると、立ちあがった。

　「しばらく待っているよう」

　と、玄げん鬼きに言って、藤ふじ紫むらさきを連れて立ち去った。玄げん鬼きはうずくまったまま待っていた。日がかげって、風がすこし出て、あたりの樹木を鳴らしはじめた。水べりの気温は急速にさがり、玄げん鬼きのくちばしのような鼻の先に鼻水が光り、しだいにそのしずくが大きくなり、やがてぽとりぽとりとしたたりはじめた。しかし、玄げん鬼きは鼻ひとつすすらず、まえの姿をつづけていた。

　ふたたび晴はる景かげと藤ふじ紫むらさきが来た時には、もううす暗くなっていた。

　「口くち約やく束そくだけでそなたも安心ができぬであろうと思いましたので、お書き付けにしていただいてあげました。ちょうだいなさるよう」

藤ふじ紫むらさきはふところから書き付けを出して、玄げん鬼きにわたした。

　ひらいて見ると、晴はる景かげの蹟てで、

　（こと成じよう就じゆのうえは、その方の推すい挙きよの者をその方同様に召し抱かかえる。また、その方には所しよ望もうにまかせて褒ほう美びをあたえる）

　としたため、署しよ名めいと花押かきはんがあった。

　無む言ごんのままおしいただく玄げん鬼きの前に、藤ふじ紫むらさきはまた一袋の砂さ金きんを投げた。

　「これはその飛びなにやらへの当座のお手当て」

　翌日の早朝、玄げん鬼きと飛び加か当とうと名のる男とは、春日かすが山やま城下を出て北にむかった。玄げん鬼きは六ろく十じゆう六ろく部ぶの姿、飛び加か当とうは山やま伏ぶしの姿になっていた。旅なれた足の早さで、ひるごろにはもう米よね山やま越ごえにさしかかっていた。




　　　　三




　二人の忍にん者じや――玄げん鬼きと飛び加か当とうとは、その夜の十時ごろには栃とち尾お城を眼がん下かに見おろす山上についていた。

　草山の斜面にとびだしている大きな岩にならんで腰をおろして、二人はしばらく暗やみの底にうずくまっている城を凝ぎよう視ししていた。

　「すぐに行かしゃるかね」

　と、飛び加か当とうが低い声で言う。

　「今夜はやめておこう。いちンち歩きつづけて、くたびれたわ」

　加か当とうは白い歯を見せて、声を立てずにわらった。

　「服部はつとり玄げん鬼きといわれたほどの男も、年にはかなわんか」

　玄げん鬼きはおとなしく、これも笑いながら言う。

　「じゃろうな。しかし、わしは若い時から、疲れた時にはやらんことにしている。ろくなことはないけにのう」

　加か当とうは無む言ごんのまま、いっそう城に視線を凝こらしてから、

　「たいしてむずかしい城のようにも見えんが、ま、よかろう。気が進まんものはしかたがない」

　と言って、大きくのびをした。

　「そうときまれば、ねぐらをさがそう。こんなところでいつまでも見ていてもしかたがない」

　二人は草山を上って樹林に入り、尾お根ねをこえたところにあった大きな岩の陰かげを、その夜のねぐらとした。樹木がひときわ繁はん茂もしているうえに岩が屛びよう風ぶになって風もさえぎれば、人目にもつきにくくなっている。

　秋も最も中なかを過ぎて、山上の夜風は寒かったが、焚たき火などはしない。糒ほしいを水にひたしたのと鰹かつお節ぶしのかけらを、長い時間をかけてもぐりもぐりと嚙かみくだいて食べ、おわって、横になった。

　玄げん鬼きは疲れている。林の梢こずえにたえずそうそうとさわいでいる風の音や、散りおちてはかさかさと音を立ててころがる落葉を気にしているうちに、ついうとうとと眠りにおちかかったが、ふとはっとして目をさました。

　「なんぞ言うたかや」

　と、言った。大きく目はあいていたが、ひじ枕まくらで海老えびのように身をかがめた姿勢は動かさなかった。

　「ああ、言いましたぞい」

　と加か当とうが答えた。声は足もとの方から聞こえた。

　「眠れんのかいな」

　「それもござる」

　「寝いよ。おれは疲れた」

　「ああ」

　しずかになったあとを、また風と落葉の音がつづいた。

　玄げん鬼きは眠りにかえろうとしたが、すっかり目が冴さえていた。いくどか寝返りを打ったが、眠れそうにない。

　「加か当とうどんや」

　と、呼びかけた。

　「寝なされや。疲れとるんじゃろう」

　からかうように笑いをふくんだ声であった。

　「疲れてはいるが、寝られんわい、寝入りばなをおぬしに起こされてしもうたけにのう」

　「ハッハハハ」

　ひくく笑って、加か当とうは起きあがった。玄げん鬼きの枕まくらもとに来てひざをかかえてすわった。

　「起きなされよ。すこし話しましょうぞ」

　「ああ……」

　玄げん鬼きはもそもそと起きた。軽いせきをしている。白い髪が夜目にもよく見える。

　「お前様、ずいぶんからだがなまになったようだの」

　加か当とうの様子はあわれむようであった。

　「なまにもなろうで。わしはもうやがて五十じゃぞや」

　加か当とうは答えず、うそぶくように上を見上げた。ざわざわと鳴ってはしきりに揺ゆれている樹じゆ枝しが、青黒い夜空にきらめいている星の光を見せたりかくしたりしている。そのままの姿勢で、言う。

　「弾だん正じよう殿のことでござるがな、あれは見こみがあるのでござるか」

　問いの意味は、玄げん鬼きにはわかりすぎるほどわかっている。しかし、答えなかった。

　加か当とうはまた言う。

　「わしにはどうにもあの人のすることが腑ふに落ちんのですわい。お前さまがせっかく約束してきてくださったのに、こんなことを言うのはすまんような気もするが、わしには安心して身み柄がらをまかせておけん人ひと柄がらのように思えてならんのですわい。あの人より、喜き平へい二じ殿の方がずっと評判がよいようですのう」

　「そなたの言うことを聞いていると、弾だん正じよう殿には見切りをつけて、喜き平へい二じ殿に乗りかえるがええと言うているようじゃのう」

　「ハハ、ハハ」

　「やっぱりそうか。しかし、弾だん正じよう殿は春日かすが山やま長なが尾お家のご当主じゃし、長なが尾お一族の総そう領りようじゃし、守しゆ護ご代だいとして当とう国ごくの仕し置おきを一手にしているお人じゃ。人ひと柄がらはどうでも、この身分はたよりになろう。なによりも、弾だん正じよう殿とはもう約束ができているのじゃが、喜き平へい二じ殿にはわしらは顔も知られておらんでないか。喜き平へい二じ殿はわしらのような者は大きらいなようなお人ひと柄がらに見える。こちらがその気でも、むこうが話に乗ってくれんではしかたがあるまいぞ。うん、そうじゃろう」

　なにか、玄げん鬼きの様子には躍やつ起きなところが見える。加か当とうはまた、フフとわらった。

　「お前様、藤ふじ紫むらさきとやらにほれていなさるのではないですかえ。それとも、源げん三ざぶ郎ろうとやらに思いをかけていなさったのか」

　返事がちょっと手て間まどった。暗やみの底にひっそりとうずくまって、白い髪がうつむいているようだ。

　「あほうなことを言う。主人の寵おもいものに、だれがそんな気をおこすか。しかし、あの二人は、おれが京の堂どう上じよう家けから買うてきたのじゃ。ふびんはかかっている」

　ぼそぼそと、いっそう低い声になっている。

　加か当とうはためいきをついた。

　「服部はつとり玄げん鬼きも年をとられましたなあ」

　「だから、これを奉ほう公こうじまいにして、あとをおぬしにゆずって、国にかえろうというのじゃ」

　「…………」

　「もう寝よう。どうやら寝られそうになってきた」

　小さなあくびの音がして、ごろりと横になった。

　加か当とうはなおその枕まくらべにいたが、やがてまえの場所に行って横になった。




　　　　四




　翌日早朝、まだ日も出ないころ、二人は林のどこやらにおびただしく飛んできて、やかましくさわぎたてる椋むく鳥どりのさえずりにおこされた。

　林の中にはきびしい霜しも柱ばしらが立ち、林の外は雪のようにまっしろく霜しもがおおうていた。

　「風はやんだのにきつい寒さじゃと思うていたが、やはりこうじゃ」

　加か当とうはひげの濃こい顔をごしごしと両手でこすりながら言った。おろし金をこするような音がした。

　二人の起きたけはいに、いっせいにとびたつ羽の音がして、椋むく鳥どりの声は聞こえなくなった。

　「えらい椋むく鳥どりじゃのう。椋むくの木でもあるのじゃろうな」

　と、玄げん鬼きは言った。小こ首くびをかたむけた顔が、寒げに鳥とり肌はだだっている。まっしろな髪の下に鼻の大きい青い顔はいっそうしわが深くなって、いたいたしいほどであった。

　「風邪かぜを引きなさったのではありませんかい」

　「だいじょうぶじゃろう。やがてぬくまってくる」

　前夜のようにして食事をすませた。

　やがて日が出て、ぽかぽかとあたたかくなってきた。

　二人は林の外へは出ない。林の中の日のあたるところをつぎつぎに移動して、からだをあたためながら、しゃがんでうずくまったり、横になったりして、うとうととまどろんでいたが、ひるごろになると、ふと加か当とうが言った。

　「このごろわしがくふうしだした術じゆつがあるのでござるが、見てもらえませんかな」

　玄げん鬼きはひざをかかえてこくりこくりと居ねむりしていたが、うす目をあいた。

　「ああ、見せてくれや」

　とものうげに言ったが、言ったとたんに大きく目をあいて、加か当とうを見た。爛らんとかがやくするどい目になっていた。

　「目くらましの一手でござるが、ぐあいはしごくよいようです」

　加か当とうは立ちあがり、金こん剛ごう杖づえをとりのべて、前方を示した。

　「こちらの大きな赤松から、こちらの幹みきのちょいとはげたくぬぎまでの間で、おこないます。あの間にわしが姿を見せたら、石ころをつぶてに打って、わしが身にあててくだされ。なんなら小こ柄づかなり脇わき差ざしなりを手しゆ裏り剣けんにお打ちなされてもかまいませぬ」

　「自信ありげじゃのう。見せてくれい。おもしろそうじゃ」

　玄げん鬼きはおおいに興きようをおぼえたらしい。居ずまいをなおした。

　「それでは」

　加か当とうは杖つえをすて、すたすたとむこうへ歩きだし、ひときわ樹木の密生しているところに入って姿を消したが、ややあってぜんぜん反対がわにひょっこりと姿をあらわした。指示した場所にむかって歩いていく。横顔を見せて移動する一歩一歩に、足もとに散りしいた落葉のふまれる音がばさりばさりと立った。

　やがて、指示の区域内に入った。かわらない足どりであったが、中ほどまで行くと、立ちどまってこちらをむいた。木この間まを漏もれる日が顔にさし、にこりと笑っている。濃こい短いひげにかこまれた朱あかい唇くちびるの中から、歯が白く光った。その以前に、玄げん鬼きは手ごろな石ころを手もとに引きつけていた。にぎりしめて、無む言ごんのままさっと打った。

　石は樹木の間を糸を引くように飛んでいき、あやまたず加か当とうの眉み間けんにあたった。ぱっと皮膚がはじけ、血がほとばしったかと思うと、加か当とうはあおむけに棒ぼうをたおすようにたおれた。

　「ハハ、うまいうまい。なかなかのくふうだぞや」

　低い声ながら、玄げん鬼きはほめた。

　すると、高い樹じゆ上じようからひらりと舞まいおりてきたものがあった。加か当とうであった。にやにや笑いながら、足もとからつまみあげたのは、いつのまにもっていったのか、玄げん鬼きの笈おい摺ずりであった。加か当とうはその笈おい摺ずりを片手にうちふりながらかえってきた。

　「うまいものじゃ。わしもつぶてを打ってしまってすぐ気がついたが、それまではとんと見えなんだ。しろうと相手なら、気づかれることではないぞ」

　と、玄げん鬼きはまたほめた。




　　　　五




　その夜、もう夜なかに近くなったころ、玄げん鬼きは栃とち尾お城に忍びこんだ。単身であった。黒とまごうばかりに濃こく染めた茶色の忍しのび装しよう束ぞくであった。

　「わしもまいろうか」

　と、山をおりる時、加か当とうが言ったのだが、

　「今夜は様子を見てくるだけゆえ、ひとりでええ。いよいよという時、そなたにも行ってもらおう」

　と答えたのであった。

　難なんなく濠ほりをおどりこえ、城壁をよじて城内に入った。水にはなたれた魚のように自由自在な身のこなしだ。あるいはすばやく、あるいは緩かん慢まんに、暗いところから、暗いところへたどっていくのが、よく知りぬいた場所を行くように、すこしも迷う様子がない。

　玄げん鬼きはこの城にはじめて来るのであったが、生せい来らいと修しゆう練れんによって極度に鋭えい敏びんになった五感を総動員した、とぎすまされた勘かんの働きによって野の獣けものや野の鳥のように、安全な方、景かげ虎とらのいる方がたどれるのであった。

　（ああ、やっと）

　ぽかりと広い庭に出た時、思った。庭のむこうに座敷が見えた。広い城内で、ここだけがまだ起きているらしく、明るい灯ほ影かげが明あかり障しよう子じの内がわからさしている。

　玄げん鬼きはその庭のすみに数本かたまって生はえている松の間に入った。ほっといきをつき、片手にざらざらする松の幹みきをつかみ、片手にひたいをなでた。極度の緊きん張ちようのために汗がにじんでいて、ぬるりと指先がすべった。

　玄げん鬼きは明あかり障しよう子じを見つめて心しん気きをしずめ、さらに目をとじて勘かんをとぎすまして、その座敷をうかがった。

　座敷ではたしかに人が起きていた。ときどきさっとひざを立てるような音がするが、さりとて立ちあがるのでもないようだ。しかも、その音がひんぱんなのだ。その音がしゃきりと稜かど立たっていながらもしなやかであるところから判断すると、二十はたち前の少年であることはまちがいないようだ。体格もごく小こ柄がらと見てよい。

　玄げん鬼きはこれまで景かげ虎とらをしばしば遠くから見て、よく知っている。だから、そこにいるのが景かげ虎とらであるには相違ないと思ったが、何をしているのか、まるで推察がつかなかった。抜き打ちに人を斬きる刀とう術じゆつのけいこでもしているのかと思ってみたが、それならば太刀たち風かぜの音や鞘さやにおさめる音がするはずであるのに、どう耳を立てても、そんな音は聞こえない。

　音やけはいだけで、何をしているのかの推察がつかないようでは、一人前の忍にん者じやの資格はない。くやしさに胸がふるえてきた。

　（服部はつとり玄げん鬼きほどの人もお年でありますな）

　とにやにや笑いながら言う加か当とうの顔や声がまざまざと感ぜられた。

　玄げん鬼きは木立ちをはなれて、そこに近づいていった。石や灌かん木ぼくなどの陰かげを、黒い蝶ちようか蝙蝠こうもりのようにひらひら、ひらひらとたどって、たちまち縁えんばなにへばりついて、そこでも心しん気きをすました。いっそうはっきりなった音が聞こえる。板の床をさっと足の裏がすり、立てたひざが静せい止しするのがまざまざとたどれるのだが、そこから上がどういう姿勢で、何をしているのか、それはいぜんとしてまるでわからない。

　このうえはのぞいて見るよりほかはない。

　蛇へびが草むらから鎌かま首くびをもたげるように、じりじりと頭をおこして縁えんにはいあがろうとしたが、とたんに、思い出したことがあって、舌した打うちしたい気持ちになった。晴はる景かげからもらった書き付けをふところに入れたまま来ていることに気がついたのだ。

　この書き付けは出かける時は加か当とうに渡しておかなければ、万一のことがあった時にとんでもないことになると、出かける直前まで考えていたのに、つい失しつ念ねんしてしまったのだ。

　こんな不注意なことは、これまであったことがない。

　（やはり年か……）

　自信が日あたりの霜しも柱ばしらのようにくずれさる気持ちであった。

　また縁えんの下に身をひっこめた。うずくまりながら、

　（今夜はこのままかえるとしよう。こんな時にはろくなことはない）

　と思って、そろりと身をひきかけたが、心のこりでならない。あいかわらず間かん歇けつ的てきに聞こえてくる音は、知りたい心をそそってやまないものがある。

　（のぞいて見るだけのことだ。見つかったところでにげのびるになにほどのことがあろう）

　獺かわうそかなんぞが淵ふちから岸にはいあがるようであった。しなやかなこなしで、音もなく縁えんにはいあがり、障しよう子じの合わせ目にすりよろうとした時、異い様ような臭しゆう気きがただよってきた。ごくかすかなその臭しゆう気きはものの焦こげるにおいであるにはちがいないが、これまで出あったことのないものだ。

　はっとして、身をひいた時、天地もくずれるかと疑われるばかりのすさまじい大だい音おん響きようがし、同時におそろしい力で胸のまんなかを突きとばされたように感じた。

　気がついた時には、縁えん先さきの大地にあおむけに転倒していた。

　「曲くせ者ものをしとめたぞ！　みな出あえ！」

　障しよう子じをがらりと引きあけて、座敷の人はさけんだ。

　玄げん鬼きはそれが景かげ虎とらであることを見てとりながら、起きようともがいたが、起きあがれなかった。衝しよう撃げきを感じた胸のへんがおかしいので、手でさぐってみると、着物が大きく破れ、胸にえぐれたように大きな穴があき、ぬるりとした。血であることは、たしかめないでもわかった。

　晴はる景かげのくれた書き付けを始し末まつしなければならないと思った。ふところをさぐってふるえる手でつかみだした。やっと身をねじって口にくわえた。二つに食い裂さき、のみこもうとした。

　景かげ虎とらは鉄砲を片手に、縁えんばなにたって見おろしていたが、鉄砲をすててとびおりて、書き付けを取りあげようとした。玄げん鬼きはきびしく歯を食いしめてはなそうとしない。小こ柄づかをはずして歯の間にさしこみ、こじあけて取りあげた。

　玄げん鬼きにはもうどうする力もない。よわよわしくせきこむ口もとから泡あわになった血を流しながら、しだいに気が遠くなっていったが、ふとつぶやいた。

　「……わかったわ、あれが鉄砲というものじゃな」

　しかし、このつぶやきは、血の中にまじった泡あわがぷつぷつとはじける音としか、景かげ虎とらには聞こえなかった。

　家来たちがはせ集まってきた。

　景かげ虎とらは書き付けをふところにしまった。






寝ものがたり




　　　　一




　「や！　なにごとでございました！」

　と、まず姿を見せたのは、鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろうであった。腕まくりしている。粗そ剛ごうな豪ごう傑けつづらに目をつりあげ、吐はく息が煙のように白かった。

　景かげ虎とらは、見い、というように、玄げん鬼きの死し骸がいにあごをしゃくった。

　弥や太た郎ろうは飛びつくようにそれに走り寄った。

　つぎつぎに家か臣しんらが駆かけ集まってくる。みな景かげ虎とらの無事な姿を見てほっとしたおももちで、玄げん鬼きの死し骸がいに集まる。

　人々がとり巻いて見ているなかで、弥や太た郎ろうは、

　「灯ひを貸せい！」

　とどなった。一人が景かげ虎とらの居い間まから灯ひをもってきた。

　「照らしとってくれい」

　と言いながら、弥や太た郎ろうは玄げん鬼きの覆ふく面めんをはぎとった。まっしろな髪があらわれたので、人々はおどろいた。弥や太た郎ろうは、

　「こいつ、見たことのある顔だぞ」

　とつぶやいて、血でよごれるのもかまわず、死体の上にまたがり、左右の耳をつかんで引きおこし、つくづくと見ていたが、

　「わかった！　こいつ、信濃守しなののかみ様が使うていなされた伊い賀が者ものじゃ！　そうじゃろう。みなよう見てくれ。えらい髪が白うなって、老ふけてはいるが、ちがいなかろう、あいつに」

　両手につかんだ耳を、グイグイと柄えのように動かして、顔をあちこちにむけなおして、人々に見せる。

　「そうじゃ。まさしく服部はつとり玄げん鬼きじゃ」

　と、みなうなずいた。

　「いつぞや、米よね山やま薬やく師し堂どうで見た、あの男か」

　と言いながら、景かげ虎とらも出てきた。

　「そうでござる。よう見てくださりませ」

　弥や太た郎ろうはまたグイと玄げん鬼きの顔をその方にむけた。

　景かげ虎とらには薬やく師し堂どうで見た時の印象ものこっていなかった。黙ってさがった。

　弥や太た郎ろうは耳をつかんでいた手をはなした。玄げん鬼きの後こう頭とう部ぶはにぶい音を立てて地べたにぶつかり、はずみにグイとあごがあがった。いのちを吹きかえして動いたようで、人々はハッとした。あごはすこしずつさがって、まえの位置にかえった。灯ほあかりを受けてツンととがっている大きな鼻はいぜんとして特徴的であったが、いのちのないもののむなしさをまざまざと見せていた。

　「死し骸がいをすぐにかたづけよ。みなみな、このことはないしょだぞ。かたく申しつけたぞ」

　と、人々に言って、景かげ虎とらはみずから灯ひをもち、鉄砲をぶらさげて、居い間まにはいった。

　人々が死し骸がいを運びだして庭からいなくなってしばらくたつまで、景かげ虎とらは鉄砲の掃そう除じをしていた。ぼろぎれを通したしゃく杖じようで丹たん念ねんに筒つつをぬぐい、油までさして、小こ床どこの鉄砲かけにかけた。席にかえって、しばらく庭に耳をすまし、だれもいないことをたしかめてから、ふところをさぐって、断だん末まつ魔まの玄げん鬼きからうばった書き付けを出した。いくきれにも食い裂さかれている。それを床において、つなぎ合わせて、書いてあることを読んだ。

　（こと成じよう就じゆのうえは、その方の推すい挙きよの者をその方同様に召し抱かかえる。また、その方には所しよ望もうにまかせて褒ほう美びをあたえる）

　と、それは読めた。署しよ名めい花押かきはんはもちろん、本文も、たしかに晴はる景かげの筆ひつ蹟せきであった。

　大体のことは見当がついていたが、それでもいきなりほッぺたをはげしくぶったたかれたような気持ちであった。怒いかりが全身をゆすってわきおこった。

　「なぜおれをそんなににくまなければならないのだ」

　と、ふるえる胸の中でつぶやいた。

　「おれは兄と戦わなければならないかもしれない」

　とも考えた。

　しかし、やがてその昂こう奮ふんが去ると、幼時には父に愛せられず、成人したいまでは兄には殺そうと思われるほどにくまれている自分であることが、名めい状じようしようもない深いかなしみと寂せき寥りようになって胸をおおった。

　泣けそうになってきた。けんめいにそれをこらえた。

　どうした心理のはたらきであるのか、御み坂さか峠とうげで見た武たけ田だ晴はる信のぶの姿がまざまざと思い浮かんだ。初冬のよく晴れた空にそそりたっている雄ゆう大だいな富ふ士じを背景に、狩かり装しよう束ぞくで、こぶしに鷹たかをすえて、たくましい黒くろ駒こまに乗った色白で俊しゆん秀しゆうな美青年の、自分を見た時の切れ長なよく光る目まで、ありありと思い出した。

　「……あの男は、父を追いだしただけであった。殺しはせなんだ。かしこいからだ……」

　こゆるぎも見せずしんしんと立っている灯ひの小さい炎ほのおを見つめながら、つぶやいた。




　　　　二




　景かげ虎とらが玄げん鬼きをしとめた時の銃声を、加か当とうは聞いていた。うとうとと眠っている時であったし、場所が城と反対がわの山の斜面の林の中であったので、それはごくかすかな音になってとどいたのだが、それでもはっとして目をさました。まっくらななかに目をあいて、

　「鉄砲の音によう似ていたぞ」

　と、思った。

　彼は鉄砲を知っている。紀き州しゆうの根ね来ごろに行った時、根ね来ごろ寺じと呼ばれている大だい伝でん法ぽう院いんの行ぎよう人にん衆しゆうの間に鉄砲がはやって、しきりにけいこしているのを見たのがはじめであった。せまい谷のむこうの山に的まとをおいて、こちらの山から四、五人で撃うっていた。

　「こんなにはなれるとあたらんのう」

　と坊ぼう主ず頭あたまにむこう鉢はち巻まきしたその行ぎよう人にんらが言っていたが、たしかにあたりは悪かった。そこまでとどかない玉もあるようであった。しかし、音のすさまじさにはおどろかされた。せまい谷なので両方からせまっている山に反はん響きようして、おそろしい響ひびきになっていた。あたりは悪くても、この音だけでも威い力りよくだと思った。

　次には山さん陽よう道どうのある大名の城下で、武士が鉄砲をかついで猟りように行くのを見たので、ついていくと、城下はずれの沼に五、六羽浮いている鴨かもを、十間けんばかりの距離から撃うって一ぺんに二羽たおしたので舌したを巻いた。

　「えらいものでやすな。二羽も一ぺんに」

　こちらはその時、旅たび商人あきんどに変装していたので、気やすく近づいていって話しかけた。

　「こんなことはめずらしゅうない。いつもじゃ」

　と、武士は得とく意いげであった。

　「そんなえらいものができたら、合かつ戦せん場ばでは、高こう名みよう手て柄がら思いのままでやすな。大たい将しよう分ぶんの者やと見たら、ねらいすまして、ドンと一発ですよって」

　と言うと、思いのほかに、武士は、

　「こがいなもの合かつ戦せんには役に立ちゃせん。めんどうでかなやせん。鴨かもや雉きじはむこうて来やせんが、人間はむこうてくるさかいな。玉のこめかえしとる間に胸むな板いた突きぬかれてしもうわな。弓の方がええ、なんぼでも矢つぎばやにはなせる。こがいなものおとなのおもちゃじゃ。猟りようぐらいにしか使えやせん」

　と、言ったのである。

　こんなわけだから、鉄砲が一部の人におこなわれていることはよく知っているのだが、それは京から西の国の話で、東とう国ごく方面ではあるという国を聞いたこともない。越えち後ごなぞにあろうとは思われなかった。

　とにかく、林の中をはいだし、尾お根ねを越えて、城にむいたがわの斜面に出て、城を見おろした。城は二か所にぼうと灯ほあかりを見せているだけで、ほかはまっくらだ。二か所の灯ほあかりも静まりかえって、まるで動どう揺ようしないところを見ると、異変があったとは思われない。

　しばらく斜面にうずくまったまま見おろしていた後、寝場所にかえって、また横になった。すぐ軽いいびきを立てはじめた。よく眠っているようであったが、眠っていても時間の経過はちゃんとわかっているのだろうか、帰ってきてもよいころをすこし過ぎたころ、むくむくと起きあがった。

　「こりゃアしくじらしゃったにちがいない。――とすると、あれはまちがいなく鉄砲の音だったのだ。玄げん鬼き様は鉄砲というものを知りなさらなんだのであろう」

　身み支じ度たくして、山をおりて、城の近くに出た。忍しのび装しよう束ぞくはしない。もし玄げん鬼きが失敗して、捕とらえられたり、殺されたり――その方が近いが――したのであれば、そんなあとはかならず用心が厳重になるから、忍しのびこむのは危険だ。危険と知りつつ忍しのびこむなど、未み熟じゆく者もののすることだと考えているから、今夜は城のまわりを歩いて、外から様子をうかごうだけにしておくつもりであった。

　城のまわりを一いち巡じゆんして感じたのは、城内がまるで動どう揺ようの色を見せていないことであった。たしかに玄げん鬼きはしくじったにちがいなく、それも殺されているにちがいなく、すくなくとも深ふか傷でを負うているにはちがいないと思うのだが、だったらいくらかはざわつくけはいがあるべきはずなのに、それがぜんぜんないのだ。

　「おかしいな」

　と、思った。信念がぐらついてきた。

　「ひょっとすると、ありゃア鉄砲の音ではなかったのかな……、いやいや、だとすれば、玄げん鬼き様は帰ってござらんければならんはずだ。しかし、この静せい穏おんさは？……」

　心はいろいろに迷った。

　山に引きあげたが、翌日の夜から家か中ちゆうの武士らの家に忍しのびこんだ。城中で異変があれば、遊びにきた朋ほう輩ばい相手か家族相手にその話が出ないはずはないと思ったからであった。

　しかし、どこの家でも、それらしい話は出なかった。鉄砲の話は出た。

　「ご熱心にはおどろくわ。夜もいじっておいでる。おやすみになる時は枕まくらもとじゃ。寝た間もはなさんとはあれじゃの」

　「あんなもの合かつ戦せん場ばでは役に立ちはせんぞい。お若くて子供気が失うせなさらんすけ、おもちゃもろうたようにおうれしいのではないかの」

　といった調子だ。

　これで鉄砲のあることはわかったし、玄げん鬼きがそれでやられたことはもう確実だと思ったが、はっきりしたことをつきとめたかった。しかし、その点はまるでわからない。あぐねた。




　　　　三




　数日の後、よく晴れた霜しものきびしい朝であった。加か当とうが山上から見ていると、盆地の村々から栃とち尾おの城下に集まっている細い道を、人々が集まってきつつある。

　わずかにのぼりかけた朝日に淡あわ雪ゆきのように霜しものきらめく田たん圃ぼや畑や原野の中をうねりながらつづいている細い道を来る人々は、背負いかごを背にしたり、天てん秤ぴん棒ぼうの両りよう端たんにかごをぶらさげたのをになったりしている。それらのかごには何か荷物がいっぱいだ。男もいれば、女もいる。子供連れもいる。しかも、城下にむかって来る者ばかりで、村へむかって歩いている者はいない。

　「はァてな？」

　加か当とうは思案しながら凝ぎよう視ししていたが、すぐさとった。

　「なるほど、今日は市いち日びなのじゃな」

　こうさとった時、すばらしい名案が思い浮かんだ。

　ほくほくしながら、身み支じ度たくにかかった。林をすこし下って樹木の種類が杉になるところにわいている清水で口をすすぎ、顔を洗い、水みず鏡かがみにうつして櫛くしで髪をなでつけた。ほこりをはらったとヽきヽんヽを正しくかぶった。着物はいったんぬいだ後、ちょいとしヽわヽをのばしてから着た。どこからどう見ても、修しゆ行ぎようをつんだ山やま伏ぶしの重おも々おもしい姿だ。その姿で、金こん剛ごう杖づえをつきしめて、城と反対側の山の斜面を縦に歩いて樹林に姿を消したが、しばらくの後には、刈かり谷や田た川の支流にそった片かた山やま道みちを栃とち尾おにむかって、そちらに行く中年の百ひやく姓しようと道づれになって歩いていた。

　「市いち日びらしいの、今日は」

　「へえ、市いち日びでござるだ」

　ぼく訥とつな顔をした中年の百ひやく姓しようだ。ぎしぎしと鳴りながらしなうにない棒ぼうの両端のかごには、うしろの方になにか穀こく物もつらしいものを入れた袋がいくつものせてあり、前の方には菜なッ葉ぱと大根をのせて、そばによく肥ふとっためんどりを一羽、羽とあしをしばってころがしてある。そのめんどりがときどき菜なッ葉ぱや大根葉をついばんでいるのを、百ひやく姓しようは知らない。加か当とうは気がついているが、心にかかることがあって、それどころではない。おちつきはらった調子で話をつづける。

　「市いち日びはここでは月に何日あるのかの」

　「二日ですだ。三日と二十三日の。お城ではもう一日ふやしたらどうじゃと言うていなさりますけんど、戦いくさがようありますすけなあ」

　「市いち場ばはどこかの。お城のそばか」

　「いんえ、お城のずっとむこうの秋あき葉ば様のご門前の道すじでござりますだ。おお、そうじゃ、お前まえ様、その秋葉様においでるのではないのですかえ」

　秋葉三さん尺じやく坊ぼう権ごん現げんがこんなところに勧かん請じようしてあるとは思いもかけないことであったが、

　「おお、いかにも、その三さん尺じやく坊ぼう権ごん現げんに参拝のためにまかりこすのじゃが、そうか、そのまえに市いちがひらけるのか」

　と、要領よくごまかして、

　「ずいぶん古いお堂じゃとの」

　と言うと、

　「うんにゃア、お古くはござらねえだ。おとどしお建ちでござるすけ」

　ときた。

　ほい、これはちがったと思ったが、しかたがない。

　「そうか。それはまた新しいの。お古いと聞いて来たのじゃが……」

　「お古くはござらぬだ。おとどし、蔵ざ王おう山の権ごん現げん様が焼けましての、その時、春日かすが山やま様のご目もく代だいでいまもこの城にござる喜き平へい二じ様が、三さん尺じやく坊ぼう様だけ、ここにお移し申し上げられたのでござるだ」

　「ハハ、そうか。ようわかった。わしはなにを思いちがいしていたろう」

　話題をかえて、しばらく世せ間けん話ばなしをして、お目もく代だいのお気に入りのご家来はだれだと聞いた。

　「そうですのう、まず本ほん庄じよう様、金かな津づ新しん兵べ衛え様、だれ、だれ、だれ……」

　と数人かぞえあげて、

　「ずいぶんおいででござりますだが、お気に入りちゅうと、やっぱり鬼おに小こ島じま様ではありましねえかのう。弥や太た郎ろう様のお内うち方かたがまたお気に入りでござりましてのう。なんでも小さい時のお乳母めのと殿じゃとかで。これがまた女ながら、板はん額がく様のような強ごう力りき無む双そうでござりましてのう、いつの戦いくさにも、具ぐ足そく着て、なぎなたもってついていかしゃりますわい」

　いちいちあいづちを打って、うなずきながら聞いて、話を鉄砲のことにもっていった。

　「わしは旅して諸国をまわるのが商売のようなものじゃから、いろいろめずらしいものを見るが、紀き州しゆうの根ね来ごろ寺じに行った時見た鉄砲というものにはたまげたな。あんなすごいものは、見たことがないわ」

　とこんな調子で言って、急に気がついたように、

　「や！　これはこれは。鉄砲は当地ではすこしもめずらしいことではないのじゃったな。このごろ、お目もく代だいがどこからか手に入れられて、きつい執しゆう心しんでおけいこじゃそうなのう。そなたも話には聞いていようがな」

　「聞いていますだ。まんだ見たことはねえだが、音は聞きましただ。お城内でやっていなさるのを、お城のそばに行った時、聞きましたすけな。ドカーンと、おらは肝きもくり玉がでんぐりがえるようにびっくらしましただ」

　「そうか、そうか。なんでもけいこしとくものだのう。その鉄砲で、このまえの晩は、お目もく代だいが曲くせ者ものをしとめなされたというのう」

　百ひやく姓しようは急に熱心な顔になって、

　「へえ、そげいなことがありましたのか」

　と、こちらを見た。

　「ほ、聞かんのか。栖す吉よしのあたりでは、大だい評ひよう判ばんじゃぞ。なんでも一発で肩をぶっくだかれて死んだそうな。お年は若いが、なかなかのお人じゃと、お目もく代だいをみなほめている」

　「へえ、そうですかい。へえ……」

百ひやく姓しようは感動した顔になっていたが、ふとめんどりがせっせと菜なッ葉ぱをつついているのに気づくと、びっくりしてどなりたてた。

　「こら！　横おう着ちやく鳥どりめ！　なにしていくさる！　売りものが売りものを食うちゅうことがあるものか！　おまけに横に寝くさりながら！」

　立ちどまって、かごをおろした。鶏にわとりを片手に、野菜をつかんで、うらめしげに見くらべて言っている。

　「こんげにしくさって、売りものにはならんぞな……」

　「これはわしも気づかぬことであった。いかなんだのう」

　と加か当とうはなぐさめた。

百ひやく姓しようとは権ごん現げんの前で別れて、高い石段を上ってお詣まいりをすませて帰ってくると、もう市場じゅうがお目もく代だい様が先夜城内に忍しのびこんだ曲くせ者ものを鉄砲で討ち取られたという話でもちきっていた。

　（うまくいったわ）

　ほくそえんで、加か当とうは立ち去った。

　その夜、加か当とうは弥や太た郎ろうの家の床ゆか下したにもぐりこんで、夜のふけるのを待った。彼のひそんでいる上は、弥や太た郎ろう夫婦の寝ね間まであった。夫婦は初夜をすぐるころ、寝しんについた。加か当とうは寝室をのぞきはしないが、けはいで夫婦の寝ね床どこが子供の寝ね床どこを中にして敷かれていることを感知している。また、子供が生まれて一年七、八か月になる男の児こであることを知っている。夫婦はなんの寝ね物もの語がたりもなく、すぐぐっすりと眠りに入った。弥や太た郎ろうの高いいびきだけが、静かな夜気の中に床ゆかをふるわすようなひびきをもってつづいたが、一時間ほどの後、子供が目をさましてむずかりはじめた。

　妻さい女じよが床とこから手をのばしてしずかに蒲ふ団とんをたたいてなだめる様子であったが、子供はますますむずかって、ついには泣きだした。

　いびきはこの以前からすこし低くなっていたが、やがてはたとやむと、弥や太た郎ろうの声で言った。

　「腹がへっとるのではないかや。またもさぐってみい。ぬれとりはせんか」

　妻さい女じよはまたをさぐっている模も様ようであったが、子供はいっそう大きな声で泣く。

　「腹がへっとるにきまった。乳ちちをのませい」

　妻さい女じよは起きあがった。子供を抱きとって、自分の床とこにかえり、すわった模も様ようだ。子供は現金に泣きやんだ。ときどきごくっごくっとのどの鳴る音がする。健康なよくふとった子供が大きなまっしろな乳ち房ぶさに吸いついてむさぼり飲んでいる情景が想像された。

　まもなく、妻さい女じよが言う。

　「お城内で、喜き平へい二じ様が鉄砲で曲くせ者ものをしとめなされたそうでござるの」

　「なに？」

　おどろいた声だ。そら来たと、加か当とうが緊きん張ちようして耳をとぎすましていると、妻さい女じよの気き楽らくな声がつづく。

　「こないだの夜、ただの一発でみごとにしとめなされたそうでござるの。鉄砲も役に立つことは立つのですの」

　「知らんの」

　弥や太た郎ろうの声はそっけなく、つっぱなすようであった。
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　弥や太た郎ろうの声がそっけなかっただけに、加か当とうはかえってあやしいと思った。妻さい女じよがどう切りかえしていくか期待した。

　「知りなさらんことはござるまい。あれほど高いうわさになっているのでござるに」

　「高いうわさになっている？　そなた、どこでだれに聞いたのじゃ」

　弥や太た郎ろうの声が不安げなひびきを帯びてきたので、加か当とうはほくほくした。

　「だれにといって、みんなそう言ってますがな。今日は市いち日びでござるすけ、ちょいとのぞいて見たのでござるが、市いちじゅうどこへ行っても、その話でもちきりでござるだ。わが妻めにかくしなさることはござるまい」

　「市いちでみなが話していたと？」

　弥や太た郎ろうは驚いたような語ご気きだ。

　「ああ、話していましたで」

　弥や太た郎ろうは黙りこんだ。思案していると思われた。

　「曲くせ者ものじゃということじゃが、どこから来た曲くせ者ものでござるかや。三さん条じようから来たのでござるかや。まさかただのもの盗とりではなからず」

　これにつづいて、「どっこいしょ」という妻さい女じよの声がして、子供を寝ね床どこにかえすけはいがして、妻さい女じよはのそのそと弥や太た郎ろうの寝ね床どこに入りこんだ様子だ。

　「さあ、教えなさろ。喜き平へい二じ様はそなた様にもご主人じゃが、わしにもご主人じゃ。しかもわしにはお前まえ様より深い因いん縁ねんのあるご主人でござるだ。五つ六つのお年ごろには、わしが手て塩しおにかけてお育て申したお人でござるすけな。そのご主人が曲くせ者ものを退たい治じなされたというのを、在ざい郷ごうの百ひやく姓しようどもがみな知っているちゅうのに、わしが知らいでいてよいとお思いか。わしはみなにいろいろ聞かれたのに、まるで知らなんだすけ、恥はずかしゅうてかないませなんだわい。言うて聞かしなさろ」

　「…………」

　「わしにかくすということがあるべしや。これ、言いなさろ！　曲くせ者ものはどこの筋すじでござる？」

　どうやら、胸むなぐらをとってゆすっているらしい。床ゆか板いたがみしみしと鳴っている。加か当とうは、どんな家から嫁きた女であろう、喜き平へい二じ殿の乳母めのとでもあったというのに、まるッきりの百ひやく姓しよう女おんなの口のきき方だと驚いて聞いていたのだが、この手て荒あらさにはいっそうおどろいた。

　「まて、まて。これ、はなせ！　そげいに亭てい主しゆの胸をしめつけてはいかん。いま言うて聞かせるすけ」

　と、やっとつきはなした模も様ようで、

　「このことは、けっして口こう外がいしてはならんと、喜き平へい二じ様のきびしいおおせつけであったすけ、わしはそちにも申さんできたのじゃが、百ひやく姓しようどもまで知っているとあっては、いくらわしが黙っていても詮せんがない。じつはこうじゃった」

　と、弥や太た郎ろうは先夜の出来ごとをのこらず語った。

　「へえー、それでその曲くせ者ものの筋すじは？」

　「おどろくなよ。服部はつとり玄げん鬼きよ。春日かすが山やまのご先せん代だい様が召し使うておられた、伊い賀が生まれの忍にん者じやがあったじゃろう、あれじゃったのよ」

　「へえー、あの鴉からすのばけもんは、まだ春日かすが山やまにご奉ほう公こうしていたのでござるかや、それともどこぞ他た家けに奉ほう公こうがえしていたのでござるか」

　「春日かすが山やまに奉ほう公こうしていたのじゃよ」

　「ふうん、そうでござるだか。それでなにしようとして、ご城内に忍しのびこんだのでござる」

　「さあ、それがさっぱりわからん。喜き平へい二じ様はなにかおわかりになっていることがあるようにも拝せられるが、それについてはなにもおおせられんので、わからん。わしらにわかっていることは、玄げん鬼きがあの夜ふけてお城内に忍しのびこんで、喜き平へい二じ様のお居い間まの前の庭で、喜き平へい二じ様に鉄砲で胸むな板いたを撃うちぬかれて殺されたということだけじゃ」

　「…………」

　「いま言うことのほかはわからんが、この前新し発ば田た掃部介かもんのすけ殿が弾だん正じよう様のご寵ちよう愛あいの小こ姓しようを殺しなさったことな、あれがからんでいるのはたしかじゃろうな。喜き平へい二じ様が新し発ば田た殿兄弟にひいきして、おとりなしなされたのを、弾だん正じよう様はきついお腹立ちのようじゃすけな」

　寝ものがたりはなおつづいたが、聞きたいことはもう聞いてしまった。加か当とうは立ち去るべく、夫ふう婦ふの寝いるのをしんぼう強く待った。
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　加か当とうは山にかえった。玄げん鬼きがあわれでならなかった。伊い賀がの忍にん者じやで終わりを全まつたくした者はほとんどない。山が多くて耕地が少なく、そのわずかな耕地も生産の少ないやせ地ばかりの土地がらゆえ、他国へ出て先祖代々もちつたえた技術を売って身を立てることになるが、仕事が仕事だけにほとんど全部が非ひ命めいの最さい期ごをとげる。遠い他国で、どこのだれとも知られず野の良ら犬いぬのように打ち殺され、無む縁えん仏ぼとけとしてでも葬ほうむられるのはよい方で、たいていは野山の末にすてられて、野や獣じゆうや野鳥の餌え食じきとなってしまうのだ。

　こんなことは、だれも覚悟の前だ。覚悟して国を出ていく。蕎麦そばか豆類くらいしかできないようなやせ畑をほじくって生しよう涯がい腹いっぱい食べることもない貧ひん寒かんな生活を送るより、その方がまだましだと思うからである。玄げん鬼きも、また加か当とうも同じだ。こんな気持ちで国を出たのだ。

　こんどの仕事のことについて、どんな約束が玄げん鬼きと晴はる景かげの間にできているか、くわしいことは加か当とうは知らない。

　「やりとげてかえれば、そなたを召し抱かかえてもろうことになっている。手伝ってくれい」

　とだけしか、玄げん鬼きは言わなかったのだ。

　けれども、加か当とうは推察していた。よほどに多た額がくのほうび金の約束ができており、この仕事を最後にあとを加か当とうにゆずって国もとにかえるつもりになっているらしいと。

　「玄げん鬼き様といえば、国もとではいまだに話の種たねになっているほどの術じゆつ者しやじゃったが、年をとられて、いまではもう昔のようではなさそうな。このへんで足を洗って国にかえり、気き楽らくな境きよう涯がいに入ろうという気になりなさったのはかしこいわ。多年心がけておられたらしく、ずいぶん金銀もたくわえておられるようじゃし、こんどのほうび金も相当な約束らしいから、老後は安あん気きなものじゃ。ええことだわな」

　と、加か当とうは、口に出しはしなかったが、考えていた。

　それだけに、こんな結果になっては、玄げん鬼きが気の毒でならなかった。

　「かたきを討ってあげざなるまい」

　と思った。

　「伊い賀がものがどんなに執しゆう念ねん深く、どんなにおそろしいものであるか、思い知らせてやらなならん。あとあとのためでもある」

　とも思った。

　彼はぐっすり寝こんで、日の高く上がるころになって目をさまし、どんな方法でかたきを討つか、くふうをこらしつづけた。いろいろな思案は浮かんだが、なかなかかたまらなかった。

　午後になって、山の上に出て、木の間から城を見おろして、なお思案をつづけていると、城から鉄砲の音が聞こえてきた。間をおいて、ドカン、ドカンと聞こえてくる。日の光が澄ちよう明めいでしんとしずまった盆地の中の空気をゆすって、その音はとどいてくる。けいこしているのであることは明らかであった。

　「どこでやっとんのやろ」

　加か当とうは城内のあちこちに目を走らせていたが、やがて見つけた。

　「ああ、あそこか」

　二の丸の一部に日のあたっている広い地面の見える場所があって、そこに豆まめ粒つぶのような七、八人の人ひと影かげがうごめいていた。広場のはずれの、濠ほりに接したところには松が数本、日のあたった赤い幹みきをくねらせて立ち、その下があずちになっているらしく、土をむきだしにした堤つつみがややななめに見えてつづいている。豆まめ粒つぶのような人の群れの中からパッと白い煙が立ち、あずちに土つち煙けむりが立ってしばらくすると、ドカンと音がひびいてくる。加か当とうはけいこのつづいている間、それを見ていた。

　けいこを見ている間も、その後も、加か当とうはずっとかたき討ちのくふうをつづけていたが、その夜、風の音と落葉の音の中に寝ている間に、思案のむきがクルリとかわった。

　「わしァ夢む中ちゆうになって思いつめとったが、かたき討ちなんざ、あほくさいのう。喜き平へい二じどんを討ち取ってみたところで、玄げん鬼き様が生きかえらしゃるわけではない。そりゃ、弾だん正じようどんは喜ぶじゃろ。そして、わしを玄げん鬼き様のかわりに召し抱かかえてくれるじゃろ。そういう約束になっているのじゃというから。しかし、あの殿とのさんはあんまり末の見こみのある殿とのさんではない。どうやら、わしのカンではあんまりそう長くたたんうちに没落しそうにも思える。弾だん正じようどんにくらべれば、喜き平へい二じどんの方がずっと末の見こみがあるような。いちばん思案をかえて、喜き平へい二じどんに奉ほう公こうすることにした方がりこうかもしれんぞ」

　こうなると、いろいろ調子がかわってくる。

　「忍にん者じやが国にかえって安らかに余よ生せいを送ろうなどという料りよう簡けんをおこすのが、どだいまちがっている。玄げん鬼き様はもうその料りよう簡けんにならしゃった時に死んでいなさったのじゃ。こんど殺されなさったのではない」

　とも考えた。

　「いくら金銀を貯ためていなさるか、こんどいくらもろう約束になっているか、玄げん鬼き様はいっさいわしには言いなさらなんだ。水くさいわの。こんな水くさい人のためにかたき討ちじゃなんどと力りきむのはあほくさいことや」

　とも考えた。

　「玄げん鬼き様はこのしごとをしとげれば、わしを春日かすが山やまに召し抱かかえてもろう約束ができていると言わしゃったが、約束の証しよう拠こはなんにもあらへん。わしがしとげて帰っても、弾だん正じようどんがそんな約束はおれはしとらんと言えば、どうにもなることやない。玄げん鬼き様が生きていなされば知らず、言いかねないお人のように、弾だん正じようどんは見える。そうなったら、あほらしいやないか」

　とも考えた。

　「やめたわ！　ご本ほん尊ぞんをかえて、喜き平へい二じどんにご奉ほう公こうといこう。悪う思うてくださるなや、玄げん鬼き様、南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、頓とん証しよう菩ぼ提だい」

　と、合がつ掌しようした。
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　夜が明けるのを待ちかねて、加か当とうは山を下り、また弥や太た郎ろうの家に行った。こんどは玄関から堂々と訪問した。

　「伊い賀がの住人で、加か当とう久きゆう作さくと申す者、おねがいのすじあって参さん上じよういたしました」

　と、口こう上じようをのべた。

　松まつ江えが取り次ぎに出た。赤いまるいほッぺたがすこしよごれた丈じよう夫ぶそうな赤んぼを左の手で引っかかえていた。美しい顔とたおやかなからだつきをしているくせに、むぞうさにかかえこんでいるのがいかにも軽げだ。板はん額がくのように剛ごう力りきで、戦場にも出て男の勇士らにおとらない働きをする人と聞いたことを思い出し、なるほどと心ひそかに合が点てんした。

　「しばらくひかえていてくだされや。出しゆつ仕し前じゃすけ、会うというかどうか、ちょっくら聞いてきますけ」

　ことばは一昨夜床ゆか下したで聞いたと同じく粗そ野やだが、態度はいたってしおらしい。一昨夜のご亭てい主しゆとの問もん答どうぶり、その後の夫婦の様子を思い出して加か当とうは笑いだしたくなった。こらえて、しかつめらしい容よう儀ぎで言った。

　「そのご出しゆつ仕し前にと存じて、ご迷めい惑わくとは存じながら、早朝に参さん上じようしたのでござれば、まげてお会いくださるよう、おねがい申します」

　「はあ、そうでござりますだか」

　松江は子供をひざにうつし、グイと胸を引きあけ、まばゆいほど白く大きな乳ち房ぶさを出して子供の口にふくませながら、しげしげと加か当とうを見て、

　「お前さま山やま伏ぶしどのの姿をしてござるが、山やま伏ぶしどのではねえのですな。伊い賀がの……？」

　「伊い賀がの住人加か当とう久きゆう作さくであります」

　「ああ、そうでござりましたな。忍にん者じやどのでござりますだか」

　「ま、そのようなものです」

　「そうでござるか。それでは、ちょっくらひかえなされや、いま聞いてきますけ」

　松江は乳をのませながら、奥へ入っていったが、まもなく出てきた。

　「会うと言いますけに、庭からまわってくださろ。わらじをぬいだり、はいたり、そなた様もめんどうであろうし、こっちもめんどうじゃすけ」

　玄関わきの木き戸どから庭に入った。一昨夜はこの庭から入って、床ゆか下したにもぐりこんだのだ。足あとをのこさないように注意して入り、注意して出ていったから、一面に霜しも柱ばしらの立っている庭には、その痕こん跡せきはのこっていなかった。満足であった。

　弥や太た郎ろうは簀子すのこの内がわの座敷に円えん座ざをしいて、直ひた垂たれ姿すがたで、ひざを折って端たん座ざしていた。血色のよい顔と、そりたてのあおあおとした口もとやあごのあたりとが、においたつように潑はつ剌らつとした感じであった。

　「お名前はとりつぎの者からうかがった。まずかけられよ」

　庭に立って名のろうとすると、弥や太た郎ろうはこう言って、簀子すのこぎわにすでに用意してある円えん座ざを指さした。大きな鋭い目が射るようであった。

　「ちょうだいいたす」

　会え釈しやくしてかけた。

　「御用は」

　猶ゆう予よもなく問いかける。

　「拙せつ者しやは生しよう国ごくの習いで、忍しのびの術をたしなみます。当とう国ごくに入って、お許もと様のご主人であられる喜き平へい二じ景かげ虎とら様のご器き量りようをききましたので、かかるお人こそ多年もとめていた武将でおわすと存じ、ご推すい挙きよによってお召し抱かかえねがえたならば、いかばかりうれしかろうと、まかりでた次第であります」

　弥や太た郎ろうは急には答えない。鋭い目をいっそう鋭くして、まじまじと見つめつづけた後、言う。

　「つかんことをうかごうが、そなた、服部はつとり玄げん鬼きという者を知ってはおらんか。そなたと同じ伊い賀が生まれの忍にん者じやじゃが」

　忍にん者じやの武ぶ家けにおける身分は高いものではない。武ぶ家け奉ほう公こうはしていても、武士ではないとも言える。忍にん者じやときいた以上、弥や太た郎ろうのことばづかいが粗そ末まつになったのは当然のことであった。

　服部はつとり玄げん鬼きの名が出てきたので、来たな、と思いながらも、加か当とうはいたって平へい静せいに答える。

　「名前だけは存じています。伊い賀がの忍にん者じやなかまでは高こう名めいの者でありますが、拙せつ者しやは年がちがいますし、玄げん鬼き殿は久しい以前に国を出てしまわれた由よしで、お会いしたことはありません。国では当とう国ごくの春日かすが山やま様にご奉ほう公こう申していると申していましたが、なるほど、玄げん鬼き殿とご面めん識しきがおわすのでございますな。それならば、拙せつ者しや技ぎ倆りようのほどは玄げん鬼き殿にお問い合わせくださればよくわかりましょう。いまも申しますとおり、玄げん鬼き殿とお会いしたことはありませぬが、拙せつ者しやがいかほどの者かは、さだめてお知りのことと存じますれば」

　弥や太た郎ろうはなお加か当とうを見つめながら、思案するような顔をしている。どんな思案がその胸中に往来しているか、加か当とうには見通しだ。――こいつの言うことは本当じゃろうか、本当らしいな、いやそう手がるに信じてはいかん、玄げん鬼きとは一つ穴のむじなで、同じ目的をもってきているのかもしれん、いやいや、どうやら本当らしいぞ、心にやましいところのあるものがこんなにおちついた顔をしていられるものではない、というような思案がくりかえされているにちがいないのであった。

　松江が茶をもって出てきた。子供を背中にひっせおっていた。むくむくとよく太った子供の足が、帯にしめつけられながら、松江のおしりの下にむきだしでぶらさがっている。寒げであった。

　「ありがとうござる」

　加か当とうはいただいて、湯ゆ気げの立ちのぼっている湯ゆ吞のみをとりあげ、両手でかかえた。ほかほかとしたあたたかさが、思いもかけなかったほどこころよかった。今日でもう何日、温かいものを手にしなかったろうと思った。冷えた両手をあたためてから、ゆっくりと口にした。熱い茶はなんともいえずうまかった。

　弥や太た郎ろうが口をひらいた。

　「そなた、よほどにその道では名の高いものか」

　加か当とうは微び笑しようした。

　「飛び加か当とうという異い名みようが拙せつ者しやにはついています。東とう国ごくでは知る人がないようでござるが、京近くから西さい国ごくすじにかけては、ずいぶん知られているつもりであります。お疑わしくば、いまの話の服部はつとり玄げん鬼き殿にお問い合わせくだされば、すぐわかりましょう」

　「飛び加か当とうというからには、飛ぶのが得え手てか」

　「走りかかりなしに横に三間げん半を飛びます。杖つえがあれば五間けんはたやすく飛びます。高飛びは一間けん半、三尺の杖つえがあれば二間けんの塀へいをおどり越えることができます。しかし、この技わざなどはとりたてて申したてるほどのものではありません。弓矢も、また近ごろ西さい国ごくすじできつうはやっています鉄砲も、拙せつ者しやの術じゆつをもってすれば、けっして身にあたりませぬ。十間けんはなれて的まとになって立っても、かならずはずすことができます」

　弥や太た郎ろうはあきれて目をみはったままであった。






篠すず　懸かけ




　　　　一




　人と会って口をききあっている時、たいていの人間は本心とかかわりなくあいづちを打ったり、間かん投とう詞しを入れたりする。双そう方ほうともにあいさつと心こころ得えているのだ。あいさつにちがいない。これがあるために、たがいに気持ちがなごみ、スムーズに会話が運ぶのである。

　ところが、鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろうにはそれができない。本心からしかものが言えないのである。いまも加か当とうの高こう言げんを聞いたが、「なるほど」というあいさつのことばが出ない。相手の顔を見つめたきり、黙っている。そして、胸のうちで思案していた。

　（やらせてみればすぐわかることを、こげいにまで言うからには、うそではなかるべし。喜き平へい二じ様もこないだのようなこともあるのじゃすけ、こげいな者も一人か二人はあってもよかるべし。いちばん申し上げてみようか……）

　この沈黙を、加か当とうは疑っているのだと思った。

　「うろんとおぼしめさるなら、この場でごらんにいれてもようござる」

　と言った。

　「うんにゃ。見ることはいらん。そなたがうそを言っているとは思わんすけな。よかろう。いちおう推すい挙きよはしてみよう。なんとおおせられるかわからんが」

　加か当とうの顔にはぱっと喜き色しよくがみなぎった。

　「さっそくのご承しよう引いん、かたじけのうございます。もし、ご推すい挙きよによってお召し抱かかえいただけますなら、けっしてご奉ほう公こうに骨はおしみません」

　「それは当然のことじゃ。おれが推すい挙きよした者が骨おしみするような根こん性じようのものであっては、おれの立つ瀬せがないわい。ところで、おれはこれから出しゆつ仕しするが、すぐにそなたのことを申し上げるつもりじゃ。たぶんおとり上げくださるじゃろうが、そうなればすぐに会いたいとおおせられるのは必ひつ定じようじゃと思うが、そなたどうする。おれといっしょにお城に行くか、それとも宿やど元もとでなり当とう家けでなり、待っているか。いずれとも、そなたの心まかせじゃが」

　「お使いをいただくもお手て間までありますゆえ、お供ともしてお城に上がらせていただきましょう」

　出しゆつ仕しの支し度たくはもうできている。すぐ家を出た。

　城に上がると、弥や太た郎ろうは加か当とうを侍さむらい詰つめ所しよに待たせておいて、景かげ虎とらの居い間まに伺し候こうした。

　景かげ虎とらは櫛くし形がたの窓にむかってすえた机の上に絵え図ず面めん様ようのものをひろげ、ほお杖づえをついて凝ぎよう視ししていたが、弥や太た郎ろうの声を聞くと、「入れ」と言って、図面をたたんでむきなおった。

　「今日はおそかったの」

　「出がけに人がまいりましたので、ついおそうなりました」

　「あたれ。今朝けさはずいぶん霜しもがきびしかったな」

　と言って、手あぶりをおしだした。

　「ありがとうございます」

　弥や太た郎ろうはいざり寄って、太い頑がん丈じような手を手あぶりにかざして、かさかさとおしもんでから、言う。

　「伊い賀がの忍にん者じやで、加か当とう久きゆう作さくと名のるものが、ご奉公申し上げたいゆえ、世話をたのむと申してまいっておりますが」

　「それか、今朝けさの来客というのは」

　「さようでございます。飛び加か当とうと異い名みようをとったほどの術じゆつ者しやでありますとか」

　弥や太た郎ろうは加か当とうの吹ふい聴ちようしたことをくりかえした。

　「つまり、名人じゃとみずから言うているわけじゃな」

　「さようで、うろんと思うならば、春日かすが山やまに奉ほう公こうしている服部はつとり玄げん鬼きに問い合わせてほしいと申しております」

　景かげ虎とらはかすかに顔色を動かした。

　「玄げん鬼きと知り合いじゃと言うたか」

　「直接の知り合いではない、年が違ううえに、玄げん鬼きは久しいまえに国を出て国に帰ったことがないゆえ、会うたことはない。しかし、自分の名前とどれほどの技ぎ倆りようがあるかは、玄げん鬼きは知っているであろうと、申しました」

　景かげ虎とらのまだ子供らしさののこっているふっくらとした顔にはいささか不ふ似に合あいなくらいひとみがしずまって、沈ちん思しの表情になったが、やがてにこりと笑った。

　「おもしろそうなやつだな。会ってみようか」

　「技ぎ倆りようをごらんになるのでございますな」

　「ああ、そういたそう。本人のことばだけを信用するというわけにはいくまい。あずちに連つれて出い。みなにも知らせて、見物に出るように言え」

　「かしこまりました」

　弥や太た郎ろうはよろこんでさがっていった。




　　　　二




　まもなく、景かげ虎とらはみずから鉄砲をひっさげ、侍じ臣しんに黒くろ塗ぬりの強ごう薬やく箱ばこをもたせて、あずちに出てきた。

　弥や太た郎ろうは加か当とうをつれてきていた。本ほん庄じよう慶よし秀ひで、金かな津づ新しん兵べ衛えをはじめとして、豪ごう傑けつ連れんも集まっていた。

　景かげ虎とらはつかつかと加か当とうに近づいた。

　加か当とうがひざまずき、弥や太た郎ろうが披ひ露ろうのことばをのべようとしたが、景かげ虎とらは首をふってしりぞけ、いきなり加か当とうに言った。

　「その方のわざまえを見たい。申し立てのおもむきどおりであれば、召し抱かかえる。わざまえが気に入れば、千石つかわしてもよいぞ」

　いきなり核かく心しんに入ってくる直線的な言い方だ。加か当とうはいささかどぎもを抜かれたようであったが、両のてのひらをぴったりと大地につかえて、

　「ごらんをいただきます」

　と言った。短い答えに自信があふれていた。

　「まずその方の異い名みようの由ゆ来らいとなっている飛び業わざを見せい」

　「かしこまりました」

　立ちあがって、あたりを見まわしていたが、あずちの方に歩き、五、六間けん行って立ちどまった。

　今日も快晴だ。赤みをおびた土のひろがっている庭に午前十時ごろの日が明るく降りそそぎ、一面の霜しも柱ばしらはきらめきながらもなかばとけて、水蒸気が立ちのぼっていた。

　「まず横飛びを見ていただきます」

　と言って、金こん剛ごう杖づえをそこにつきさし、身づくろいもせず、かけ声もかけず、さっと身をおどらせた。柿かき色いろのひろい袖そでが風をはらんでひろがったのが鳥かなんぞのように見えたと思うと、前方の大地に両足をそろえて立っていた。たしかに金こん剛ごう杖づえの立っている地点から三間げん半は飛んでいた。

　こちらで見ていた人々はいっせいにどよめいた。

　「杖つえをつかえば、五間けんは飛べます」

　まるで演えん出しゆつ気ぎのない淡たん々たんとした口く調ちようで言って、金こん剛ごう杖づえの位置にかえり、杖つえをぬきとって、また飛んだ。これも確実に五間けん以上あった。

　「かけ声を出しますと、もう一間けんは飛べますが、拙せつ者しやどものしごとはそれでは役に立ちませんから」

　次は高飛びであったが、これはさらにあざやかなものであった。射い場ば小屋のわきにある赤松の下に行ってたたずみ、しばらくあおぎ見ていたかと思うと、ひらりと身をおどらせ、下から四間けんはたしかにある枝の上に、足をそろえて立ったのだ。両手でぶらさがってくるりと身をひるがえして立ったにはちがいないと思われたが、だれもその順序がはっきりわかったものはなかった。鳥が地上を飛びたって枝に位置をうつしたとそっくりにしか見えなかった。

　人々は感かん嘆たんするばかりであった。

　加か当とうはふわりと軽く飛んでおり、

　「これも杖つえをつかえば、この倍近くにはなります」

　と言って、金こん剛ごう杖づえをひろいあげ、さらにこころみようとした。

　景かげ虎とらは呼びかけた。

　「もうそれはよい。みごとだ。あっぱれ異い名みようにそむかぬ。ほめてとらすぞ」

　加か当とうは両手をついてうずくまり、礼を言った。

　「おほめをいただき、ありがとうございます」

　「別のわざを見せい。十間けんの間ま合あいがあれば、鉄砲の玉をはずすことができるという申したてであったな」

　加か当とうは無む言ごんでうなずいてみせ、歩数をはかってあずちにむかって歩き、適当なところまで行くと、金こん剛ごう杖づえをつきさした。

　「ここまでで、ちょうど十間けんであります。どなたでもよろしい。いま支し度たくいたしますれば、こころみていただきます」

　手早く篠すず懸かけをぬいで杖つえの頭にかけ、さらにいら高たかのじゅずをはずしたが、かけようがなかったと見えて、篠すず懸かけを杖つえにしばりつけるようにしてむすんだ。おわって、一間けんほど横にのいて立った。うららかな日になって、霜しもどけの地面の上には、うすい煙のような水蒸気とかげろうが、よじれながら立ちのぼっている。

　「さあ」

　加か当とうは白い歯を見せて笑っている。

　「そなた撃うて」

　景かげ虎とらはかかえていた鉄砲を弥や太た郎ろうにわたした。火ひ縄なわは、手まわしよく点火してもってきたのであろう、フッと吹いて火をたしかめてから渡した。

　「はい」

　弥や太た郎ろうはその火ひ縄なわをはさみ、折おり敷しきの姿勢をとってかまえ、いったんねらいをつけたが、不安になったのであろう、鉄砲をひざにもどして、加か当とうに呼びかけた。

　「大事ないか」

　「大事ござらぬ。ずいぶんたしかにおねらいくだされよ」

　いっこうかわらない表情であった。弥や太た郎ろうはフッと火ひ縄なわを吹き、またかまえた。

　人々は息をのみながら、弥や太た郎ろうの銃口と加か当とうとの間に視線を往復させた。日はますます高く明るく、シンとした寂せき寞ばくの中に、高い空のどこかでとんびの鳴く声がひょろひょろと聞こえてきた。

　弥や太た郎ろうは発射した。

　人々はハッと呼吸いきをのんだ。加か当とうはほんのすこし動いたようであったが、みごとにかわしたと見えて、顔色もかえずまえの場所に立っていた。

　「どうやらはずしました」

　と笑った。

　人々は驚きあきれた。弥や太た郎ろうはもちろんのことだ。

　「奇き妙みようじゃわ。はずれる玉ではないと思うたに」

　と首をひねった。

　「あざやかなものじゃ。感心したぞ。しかし、あまりにふしぎじゃ。もそっとこころみたい。よいか」

　と景かげ虎とらは言った。

　「よろしゅうございます。お得とく心しんのいくまでおためしください」

　自信にみちた微び笑しようを浮かべている。

　景かげ虎とらは曾そ根ね平へい兵べ衛えにかわらせたが、同じであった。

　「合が点てんがゆかぬわ。こんどは拙せつ者しやが」

　と、豪ごう傑けつらは進んで希望しはじめたが、景かげ虎とらは、

　「そうまでためすことはない。もう一度おれがためして、それでおわりにしよう」

　と言って、装そう塡てんして、折おり敷しいた。

　「よいか」

　「ようござる」

　と加か当とうが答えたか答えないかに、鉄砲は景かげ虎とらのほおに上がり、同時に発射された。

　思いもかけないことがおこった。狼ろう狽ばいしきったたまぎる悲鳴とともに加か当とうは二間けんばかりおどりあがり、たたきつけられたようにそこからおちてたおれたのだ。

　人々は片ひざついた姿で見ていたが、総立ちになった。

　景かげ虎とらはいたって冷静であった。淡あわい煙を細い糸がよじれるようにふいている筒つつ口ぐちをふっと吹いて、言った。

　「行ってみるがよい。胸むな板いたをうちくだかれているはずだ」

　人々はそこに走った。

　どろどろに霜しものとけた土の上に、加か当とうはあおむけになってたおれていた。岩をぶっかいたようにするどかった顔が、ものにおどろいた人のよさそうな顔になり、もう呼吸いきが絶えていた。胸から心臓にかけてぐちゃぐちゃにつぶれ、霜しもどけの泥どろに血と肉にく片へんとがどろどろと流れでていた。

　霜しもどけの中をひろいひろい景かげ虎とらは近づいてきた。

　人々は急には口がきけない。

　（これはまたどうしたことでございましょう）

　と、問いかけるような目で景かげ虎とらを見た。

　景かげ虎とらは金こん剛ごう杖づえの頭に結びつけてあるじゅずを解き、篠すず懸かけをはずし、「見い」というように、弥や太た郎ろうにさし出した。

　弥や太た郎ろうは受けとってひろげた。人々はその柿かき色いろの篠すず懸かけの背に大きな穴が二つもあいているのを見た。穴のふちが黒く焼けこげているところ、たしかに鉄砲玉のあとに相違なかった。

　「これが手て品じなの種たねじゃ。おどろくことはない」

　と景かげ虎とらは言ったが、人々がなお不ふ審しんげな顔をしているのを見ると、説明を重ねた。

　「目くらましにすぎん。これと自分とを反対に見せかけただけのことだ。おれもはじめはくらまされていたが、どう考えてもそんなはずはありようがないので、この篠すず懸かけがあやしいと思うたのだ。それで、気をつけて見ていると、鉄砲を撃うったあと、やつの胸のあたりに、ごくかすかではあるが煙の立ちのぼるのが見えた。本人がみじんも傷つかずにいるのに、煙の立とうはずがない。そこで、おれはやつと見えるはこの篠すず懸かけ、篠すず懸かけと見えるはやつ、と、合が点てんして、篠すず懸かけをねらってはなしたのだ。これからもあることだ。諸しよ事じこのように心をくばれば、めったにこんなことにはだまされはせん」

　景かげ虎とらの英えい俊しゆんにはすでに十二分に敬服している人々ではあったが、あらためて感心せずにはいられなかった。若い主人をあおぐ彼らの目には包みきれない感動の色があった。

　景かげ虎とらにしても、うれしくないことはない。また言った。

　「おれはこいつを玄げん鬼きと同じ目的をもつ者と見た。同じ国の者で、同じ道の者で、たがいにそのすぐれた技わざを買いおうていて、しかも敵かたきどうしでもないというのに、その国に来ながら訪たずねてゆかぬということがあろうか。一つ穴のむじなゆえ、名は知っているが面識はないと言うたにちがいないのだ。はは、はは」

　笑って立ち去った。

　景かげ虎とらのこの推理は半分あたって半分はずれている。はじめは加か当とうも玄げん鬼きと同じ腹で来たのだが、玄げん鬼きの死後それはまるで逆にかわり、心から景かげ虎とらに奉ほう公こうする気になったのだ。けれども、これほどの心がわりは、時間とさらに多くの材料とがあれば知らず、会ってすぐ推察のつくはずがない。人々は景かげ虎とらの見とおしたとおりであると思い、これまた神しん智ちとして感激した。




　　　　三




　二度も暗殺者を送られて、景かげ虎とらの晴はる景かげにたいする感情は険けん悪あくにならないわけにはいかなかった。

　「一度宇う佐さ美みに会って事情を話して相談する必要がある」

　と考えて、出かける支し度たくをしていると、三さん条じようの領内にはなっている細作しのびのものらが三さん条じよう方の動きが尋常でないことを報告してきた。近ごろ、三条与よ力りきの豪ごう族ぞくらが目立ってひんぱんに三条に往来しはじめたというのだ。

　わからないことはなかった。三条方ではいつも鵜うの目鷹たかの目でこちらの様子をさぐっているにちがいないのだ。新し発ば田た兄弟と晴はる景かげとの紛ふん擾じよう、それを原因にしてこちらと春日かすが山やまとの間に不快な空気の流れるようになっていることに気のつかないはずはない。この情勢を利用しようとするのは当然のことだ。

　「どう出てくるか」

　景かげ虎とらは思案した。

　まず考えられるのは、この形勢ではとうてい栃とち尾おは春日かすが山やまの助じよ勢せいを得ることはできないとして、襲しゆう撃げきしてくることだ。

　次には、最悪の場合だが、晴はる景かげと手を組んで襲しゆう来らいするかもしれないことだ。ふつうでは考えられないのだが、このごろとりわけ常識はずれなことばかりする兄であってみれば、甘かん言げんをもって説とかれれば、その気になるおそれは十分にある。用心をおこたってはならなかった。

　景かげ虎とらは城の防備を厳重にすると同時に、琵び琶わ島じまに使いを出して、

　「そなたもすでに気がついているであろうが、三条方の動きが近年とみに活発になっている。わしはしかじかのことがあるので、春日かすが山やまの出ようがまことに不安である。三条方だけなら防ぐ手だても容易だが、万が一にも春日かすが山やまが甘あまいことばにまどわされ、三条方と手はずを合わせて押しよせるようなことがあっては、腹ふく背はいに敵を引きうけることになる。その際における春日かすが山やま勢のおさえをそなたにたのみたい」

　と書きおくった。

　使者は翌日の夜はもう帰ってきた。

　「お申しこしの条じよう々じよう、いちいち同感であります。春日かすが山やま勢にたいする手当ては、ちかって拙せつ者しやにおいて引きうけます。一兵も米よね山やまを越えさすまじ。心安くおわせよ」

　という返書。




　　　　四




　琵び琶わ島じまにつかわした使者が帰ってきて数日後の早朝、やはりきびしい霜しもの朝であった。三さん条じよう勢が押しよせてくるという報告が入った。金かな津づ伊い豆ずを主将として、豪ごう族ぞく数人が従い、総勢では五千余人であるという。

　「伊い豆ずが手並みはまだ知らんが、やつが兄黒くろ田だの手並みはこのまえとっくりと見た。なにほどのやつでもなかった。伊い豆ずが兄まさりであるとは聞いておらんぞ」

　と、景かげ虎とらは笑った。背後の春日かすが山やま方面の不安を封じた以上、正面から来る敵だけなら、彼には恐きよう怖ふもなければ不安もない。

　（痛つう破はしてくれる！）

　と、勇気がりんりんと胸に高鳴るようであった。

　さっそくに人々を集めて告げると、みなもまたおおいに気勢があがった。

　景かげ虎とらは人々を部ぶ署しよして、それぞれに持ち場をあたえた後、ただひとり鉄砲をたずさえ、霜しも柱ばしらをふみくだきながら裏山にのぼった。

　景かげ虎とらは山の斜面の、かつて玄げん鬼きと加か当とうとが城を見おろした草山の斜面に立って、地形を案じ、戦術を練った。それにはまず敵のとるであろう攻撃法を考える必要があったが、どう思いまわしてみても、このまえと同じように大おお手て・搦からめ手ての両方面から来るだろうとしか思えない。

　しかし、こんどはそれではこまる。兵数が不足なのだ。このまえは宇う佐さ美み勢もいたし、上うえ田だ勢もいたし、春日かすが山やま勢もいて、総勢三千あった。だから敵一万三千にたいして二手にわかれて十分な防戦ができたが、こんどは手て勢ぜいのほかには新し発ば田た掃部介かもんのすけの兵二百があるだけだ。総勢わずかに千二百で、五千余の敵を迎えなければならない。比率の点ではこんどの方がいくらか分ぶがわるいくらいにすぎないが、戦闘力というものは比率どおりにはいかない。兵数の少ない軍勢は分ければ比率以上に戦闘力の低下するものなのだ。

　「どうにかして、敵を一手にしてかからせたい」

　と思うのであった。

　栃とち尾お盆地は縦たて長ながな三角形で、もっとも奥まった頂点の位置に栃とち尾おがある。三さん条じよう方面からこの盆地に入ってくるには二つの道がある。一つは最初の戦いに敵がとった路みちだ。盆地の西を限る山間にたたまれている峡きよう谷こく地帯をたどっている道を来ることだ。これは峡きよう谷こくを出たところが栃とち尾おの村はずれだ。もう一つは二度目の合かつ戦せんの時に敵が入ってきた、盆地の底辺近くを流れる刈かり谷や田た川の支流にそっている道を入ってくることだ。

　これをどちらかの一つにさせることは、それほどむずかしいことではない。百ひやく姓しようどもを駆かり集めて、どちらかの道ぞいの山に多数のにせ旗を立てておくのだ。この手で最初の合かつ戦せんの時に手痛い目にあっているだけに懲こりてその道は来ないであろう。問題は盆地に入ってからあとだ。先せん度どのように勢せいをわかって裏表から攻せめかかるようなことをさせたくないのである。

　「やはり、にせ旗の計よりないな」

　盆地の中をうねっている道や、その分ぶん岐き点てんや、川すじや、盆地をとりまいている山々をながめわたしながら、つぶやいた。

　にせ旗の計をとるとすれば、いま立っている山つづきの東南方のしげみがもっとも適当だ。ここに二、三百人の百ひやく姓しようどもに多数の旗をもたせ、人数の千もこもっているように見せかければ、敵は搦からめ手て口ぐちにかかることを危険とする気をおこすにちがいないと思われた。

　思考の方向がきまると、頭は活発に働きはじめる。

　「敵の動きに応じて変化するげに見せかける方がいっそうききめがあろうから、百ひやく姓しようどもだけより、心きいた者に二、三十人の兵をさずけてまじえた方がよい。ひょっとしてにせ旗の計とたかをくくってかまわず搦からめ手て口ぐちにまわろうとすることもあろうから、そんな時には一部を林の外にくりだして、いまにも襲おそいかかる気勢を見せるべきであろう」

　また、こうも考えた。

　「つまりは攻め口を大手口だけにしぼらせるにあるのじゃ。盆地にはどの道をとって入ってこようが、かまわんわけじゃ。その方のにせ旗はやめよう。万一それがにせ旗の計と見やぶられるようなことがあっては、かんじんのこちらまで食いちごうことになる」

　思案はきまった。景かげ虎とらは山をおりることにしたが、その時、下の方から山を上ってくる人のけはいがした。見ると、本ほん庄じよう慶よし秀ひでと金かな津づ新しん兵べ衛えの二人であった。本ほん庄じようが先に立っている。うしろから射さす午前の日に、二人の小こ具ぐ足そくの背がときどき光った。

　二人はほとんど口をきかず上ってきて、景かげ虎とらの前にひざまずいた。

　「申し上げたいことがございます」

　と、金かな津づが言った。

　「そこの岩にかけるがよい。おれもかける」

　景かげ虎とらはむかいあった岩に腰をおろし、二人のかけるのを待って言った。

　「聞こう」

　「君がこの山へお登りになりましてから、また知らせがございました。その中にちと気になることがございます。早くお耳に達しておきたいと存じまして」

　景かげ虎とらはてっきり春日かすが山やま勢が動きだしたのだと思って、胸を引きしめたが、そうではなかった。

　「柿かき崎ざき和泉いずみが敵てき中ちゆうにいるのでございます」

　柿かき崎ざきが三さん条じよう方に味方しているのは、長なが尾お俊とし景かげがまだ生きているころからのことだ。その後、俊とし景かげが戦死して昭しよう田だ常陸ひたちが三条方の主将となったが、柿かき崎ざきは三条方与よ力りきをつづけている。単なる味方ではない。昭しよう田だの娘むす聟めむこになっている。柿かき崎ざきの心をつなぐために、昭しよう田だは美女を養よう女じよとして縁えんづけたのだ。女じよ色しよくは柿かき崎ざきのアキレス腱けんだ。これを餌えさにされては抵てい抗こうできない。無む二にの味方となっている。しかし、まだ三条方として戦場に出たことはない。柿かき崎ざき城に蟠ばん踞きよして春日かすが山やまへにらみをきかせているだけであった。

　（いまはもう春日かすが山やまへのおさえはいらんというわけだな）

　と、景かげ虎とらは判断した。柿かき崎ざきの猛もう勇ゆうは十分に用心する必要があるとは思ったが、まるで表情を動かさず、

　「そうか。おれも音に聞く柿かき崎ざきの戦いくさぶりをはじめて見るわけだな」

　とだけ言った。

　中国思想史の説くところでは、刑けい名めい法ほう家かの説も、兵へい家かの説も、その源流は老ろう荘そう虚きよ無むの説にあるという。両者ともに心理分ぶん析せきを根本とする譎けつ詐さの術じゆつであるが、そのためにはこちらの心は人に見すかされず、人の心は明めい白はくに見すかす必要があり、それにはまずこちらが虚きよ無むらしく見せかけることがもっとも効果的であるからだ。有あるものは見ることができるが、無ないものは見ることができないからである。武将の重要なる資格の一つが喜き怒ど哀あい楽らくを顔に出さないことにあるというのも、このためである。兵の心理の動どう揺ようは兵へい家かのもっとも忌いむところだが、主将が露ろ骨こつに感情を顔に出しては、兵の心理は動どう揺ようしないわけにいかない。敵の強きようを見ても恐れる色なく、弱じやくを見てもあなどる色なく、深しん沈ちんたるおももちで主将がいてこそ、兵は確かく然ぜんとして不動の心で十分の戦闘力をふるいうる。合かつ戦せんにあたっては敵をあざむくことはつねに必要であり、場合によっては味方もあざむかねばならないが、これも主将がいつも湛たん然ぜんたる顔がん容ようでいてこそ可能なのである。

　景かげ虎とらが年少の身でありながら、十分にその心がけを体たい得とくしているのを見て、二人はうれしく思ったが、なお言った。

　「柿かき崎ざきは絶ぜつ倫りんの剛ごうの者でございます。いちおうのごくふうあるべきであろうと存じてまいりました」

　「考えよう」

　短く答えて、空をあおいだ。まっさおに晴れた空には十時ごろの朝日がゆきわたり、綿わたのように白くうすい雲が悠ゆう々ゆうとわたっている。ややしばらくそれを見つめた後、

　「大たい儀ぎであった。下りよう」

　と言って、すたすたと下りはじめた。




　　　　五




　三さん条じよう勢のおし寄せてきたのは、翌日のひる過ぎであった。このまえと同じく刈かり谷や田た川の支流ぞいの道から盆地に入り、東の山ぞいの道をおして近づいてきた。道は城から十町ちようほどのところで、刈かり谷や田た川に行きあう。そこで二手にわかれた。一手は川を渡らず堤つつみの上を進みつづけ、一手は川を渡ってすこし進んで停止した。前者は搦からめ手て口ぐちを目ざし、後こう者しやは大おお手て口ぐちを目ざし、前者が適当な地点まで進出するのを待って、手はずを合わせて攻撃にかかるつもりであることは明らかであった。

　景かげ虎とらは計画どおりに城の裏山につづく東南方の山の中腹の樹林に、鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろう夫ふう婦ふに兵三十人と百ひやく姓しよう二百人をさずけてこもらせてはいたが、わざと旗は伏ふせさせておいた。

　昨日の快晴にひきかえ、今日は陰いん気きな空そら模も様ようだ。しみるように寒気がきびしい。空をおおうている厚い雲はやがて雪をちらつかすのではないかと思われるほどであった。その暗い空の下を、刈かり谷や田た川の堤てい防ぼう道みちを来る敵勢はおよそ二千、太たい鼓こと貝の音で気勢をそえながら近づいてくる。

　目をはなさず凝ぎよう視ししてころあいをはかっていた景かげ虎とらは、ひっさげていた鉄砲を空にむけ、火ひ縄なわを吹いてひき金を引いた。

　轟ごう然ぜんたるその音があいずであった。林の中に埋まい伏ふくしていた鬼おに小こ島じま夫ふう婦ふは、百ひやく姓しようらにそれぞれ二に旈りゆうずつもたせておいた旗を、あらんかぎりの声でときをつくらせながらおしたてさせ、ゆっくりとふり動かせた。旗には宇う佐さ美み家の紋もん所どころ三みツ瓶へい子しがうってある。ゆったりと動どう揺ようする旗は、それがにせ兵であることをよく知っている城兵らが見ても、すくなくとも千以上の兵がいて、突出しようと身づくろいしているけはいに見えた。

　刈かり谷や田た川ぞいに来つつあった敵勢の進行ははたととまった。心を動どう揺ようさせて凝ぎよう視ししている模も様ようだ。

　景かげ虎とらはまた鉄砲をはなった。

　すると、鬼おに小こ島じま夫ふう婦ふははげしく旗をふり動かさせ、林の入口にむかって移動にかかった。先頭には本ものの兵がいる。それをひきいて林の外に出、馬を陣じん頭とうにならべ、小こ手てをかざしてきっと敵を見た。

　宇う佐さ美みの戦いくさじょうずを知らない者は越えち後ごにはいない。こちらが川を渡るのを横から攻撃をかけるつもりと見たらしい。敵の動どう揺ようはひどいものになった。使い番らしい騎き馬ばの武む者しやらが、しきりに後こう陣じんから先せん陣じんに飛び、先せん陣じんから後こう陣じんに飛びはじめ、まもなくついに搦からめ手てからの攻撃はあきらめたと見えて、引きとって、大手口の勢に合流した。

　（うまくいった）

　景かげ虎とらは満足であったが、微び笑しようも見せず、ゆっくりと大手の門に歩をうつした。人知れない緊きん張ちように、つめたい汗が背ににじんでいた。

　大手口の合かつ戦せんがはじまったのはそれから一時間ほどの後であった。敵は先せん陣じん・中ちゆう陣じん・後こう陣じんの三隊にわかれて、整せい々せいと押し近づき、矢ごろに入ると楯たてをつきならべ、楯たてのかげから矢を射はなちながらすこしずつ押してくる。堅けん固ごな寄せであった。はじめのうちこちらの矢は楯たてに突きささるばかりであったが、しだいに距離が近くなると、よくあたりはじめた。なかにも戸と倉くら与よ八はち郎ろうの射しや術じゆつが精せい妙みようであった。戸と倉くらは矢や束つかを長く引くために冑かぶとをかぶらず、具ぐ足そくの袖そでもぬぎすて、矢や間ざまの内で引きかためて待っていて、敵の姿がちらりとでも楯たての上やはじにあらわれると、確実に射たおした。たちまち二十人ばかりがたおされたので、敵の陣形はいびつになった。戸と倉くらの矢先に近い部分は進みかねてへこみ、両がわが張りだしてきたのだ。

　乗ずべきすきであった。

　「それッ……」

　大だい喝かつして振る景かげ虎とらの采さい配はいとともに、大手の門の内がわに手て勢ぜい二百人をひきいて待機していた本ほん庄じよう慶よし秀ひでは、門をひらいて打って出、敵の楯たてをおしたおしおしたおし、攻めたてた。備えが乱れている三条勢だ。ひとたまりもなく乱れたってさっとひらいたので、勢いこんで中ちゆう陣じんに打ってかかった。

　中ちゆう陣じんは主将である金かな津づ伊豆守いずのかみだ。すこしもさわがず、両りよう翼よくをはりだし、抱きとるように中にとりこめようとする。二千という多た勢ぜいだ。本ほん庄じよう勢はとりこめられまいとしてためらったが、それがいけなかった。たちまち退ひき足がついてくずれたった。

本ほん庄じよう勢は門内ににげず、城門の前を西に切れて走った。金かな津づ勢は備えを乱して追いかけた。

　その以前、景かげ虎とらは馬うま廻まわりの勇士らに三百余人の兵をさし加えて門内に下りてきていたが、まっさきに馬をおどらせ駆けだし、金かな津づ勢の側面をついた。わずかに三百余人という寡か勢ぜいだが、すぐりぬいた剛ごうの者である馬うま廻まわりの勇士らがいる。たちまち金かな津づ勢を潰かい走そうさせたが、その潰かい走そうする金かな津づ勢の中に、まえもって景かげ虎とらに言いふくめられていた勇士三十余人が袖そでじるしをかなぐりすててまぎれこんだことを、金かな津づ勢はだれ一人として気づかなかった。

　三条勢の後こう陣じんは柿かき崎ざき和泉守いずみのかみだ。味方の勢が二軍ともわずかな勢に撃げき破はされたことに腹を立てた。

　「戦いくさのしようを知らぬへろへろ武む者しやばかりじゃわ。まことの戦いくさぶり、いちばん見せてくれよう」

　と言いざま、馬を引きよせて飛びのり、

　「者ども！　つづけ！」

　と大だい喝かつして、大おお身みの槍やりを横たえて馬をおどらせた。いつも着なれた金の鍬くわ形がたのきらめく黒くろ革かわ縅おどしの鎧よろい冑かぶと、燃えたつばかりの緋ひの厚あつ房ぶさの胸がいしりがいをかけた好このみの漆しつ黒こくの駿しゆん馬めだ。黒雲に乗った雷らい神じんのようなすさまじさがあった。

　「喜き平へい二じ殿はおわさぬか。柿かき崎ざき和泉守いずみのかみ、見げん参ざん、見げん参ざん！」

　と大だい音おんに呼ばわりながら、馬をはせめぐらし、片手にかるがるとふるう槍やりの働きが目にもとまらない。行くところ、むかうところ、たたきとばされ、はねとばされ、芋いもざしにさしつらぬかれた。

　景かげ虎とらは柿かき崎ざきと会わないようにしてしばらく戦いつづけたが、時じ分ぶんをはかった。

　「退ひけい、退ひけい、退ひけい！」

　と呼ばわりながら、馬をかえしてにげだした。栃とち尾お勢はどっとくずれたって、あとにつづいた。

　「にがすな！　あの紺こん糸いと縅おどしが喜き平へい二じ殿だぞ！　討ち取れ、討ち取れ！」

　とまっさきかけて追いかける柿かき崎ざきに、その軍勢がつづくと、前軍も中軍も気力を回復して、追撃にかかった。あせって、しどろに備えを乱して追いかけたが、その勢が城門の前を通りすぎた時、門内に待機していた金かな津づ新しん兵べ衛えと新し発ば田た掃部介かもんのすけとは、五百人をひきいて突出し、敵のうしろを取り切り、号砲をはなった。

　その号砲の音を聞きつけると、いちもくさんににげつつあった景かげ虎とら勢はぴたりとふみとどまり、

　「敵は手だてに落ちたぞ！　戦いくさは勝った！　それ揉もみたてい！」

　と叫さけびたてる景かげ虎とらの声に応じて反撃に転じた。

本ほん庄じよう勢も引きかえし、迂う回かいして敵の横に出る。

　同時に、そのすこしまえに搦からめ手ての門から城に引きかえしていた弥や太た郎ろう夫ふう婦ふのひきいる百ひやく姓しようらが三みツ瓶へい子しの旗を城内におしたてて、喊かん声せいを上げた。

　三条勢は仰ぎよう天てんして立ちすくんだ。

　金かな津づ伊豆守いずのかみはもちろん、柿かき崎ざきもまた、おどろき、狼ろう狽ばいし、馬を乗りとどめ、

　（はて？）

　と疑ぎ惑わくにとざされた。

　金かな津づ勢にまぎれこんでいた三十余人の栃とち尾お方の勇士らの待っていたのはこの機会であった。いきなり敵方の目ぼしい将校らの乗っている馬の足を薙なぎはらい、斬きりはらってまわりはじめた。しかも、口々に、

　「すわや、裏切り者がいるぞ！　油ゆ断だんするな！　討ち取れ！」

　などとわめきつづけたのだ。

　大混乱がおこった。こらえられるものではない。どっとくずれたち、われがちにと退ひいていく。栃とち尾お勢がこれに乗じて三方から猛もう撃げきしたのでほとんど潰かい走そうの姿になった。

　柿かき崎ざきの猛もう勇ゆうはさすがであった。こうなっても、きたないにげ方はしない。馬うま廻まわりの兵三十騎きほどを堅けん固ごに引き具して殿しんがりし、大おお身みの槍やりをこわきにかいこみ、馬をのりまわしのりまわし、執しつ拗ように追撃してくる栃とち尾お勢を追いかえしつつ退ひいていった。




　　　　六




　柿かき崎ざきの殿しんがりぶりのみごとさに、長追いするのを危険と見た景かげ虎とらが、ほどよく追って勢をまとめて引きかえしたので、三さん条じよう勢も踏みとどまることができたが、それでもそれは栃とち尾お城から一里半も北の、彼らの入ってきた盆地の入口に近いところであった。

　短い日はもう夕方に近かった。それぞれの陣じんを張って、夜や営えいにかかった。

　夕食は諸しよ将しようみな金かな津づの陣じん所しよに集まっていっしょにとったが、柿かき崎ざきはその日の敗戦がしこりとなって胸にある。好きな酒もあまり飲まず、金かな津づや諸しよ将しように皮ひ肉にくと暴ぼう言げんをあびせかけていくらかうっぷんばらしして陣じん所しよにかえった。

　「へろへろども、腹も立ておらん」

　あらためて酒にしてあおりつけていると、番にあたっている近きん習じゆうの者が入ってきて、声をひそめて言う。

　「新し発ば田た掃部介かもんのすけ殿がお見えでございますが……」

　「なんじゃと？」

　ぎょっとした。思わずこちらも低い声になった。

　「新し発ば田た尾張守おわりのかみ殿のご舎しや弟ていで……」

　といっそう声をひくめる。

　ようやく酔いが出はじめたところだ。近きん習じゆうがいやに声をひそめているのが――いやいや、自分が声をひそめたのが腹が立ってきた。

　「なぜそげいな声を出すのじゃ！　はっきり言えい！　新し発ば田た尾お張わりが舎しや弟てい掃部介かもんのすけが来たのじゃと？　掃部介かもんのすけは以前はおれがなかのよい友どちじゃったが、いまは敵味方じゃ。なんの用があって来たのじゃ。が、まあよい、昔のよしみじゃ。すげなく追いかえしもできまい。通せ！　鄭てい重ちようにするのじゃぞ。武士のたしなみと申すものじゃ」

　ことさらに大声でどなりたてた。

　掃部介かもんのすけは小こ具ぐ足そく姿で、ひっそりと連れてこられた。

　「やあ、掃部介かもんのすけ殿、ふしぎなところで会うの。ハッハハハハ」

　酔った高笑いをまっこうからあびせかけて、柿かき崎ざきは迎えた。

　「いいごきげんだの」

　微び笑しようして、掃部介かもんのすけはすわった。






十分なる手ごたえ
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　二、三献こん、酒をすすめた後、柿かき崎ざきは言う。

　「おぬしら、奇き妙みような戦いくさぶりをするのう。今日はみごとにしてやられたが、明日はああはいかんぞ。そのつもりでいるがよい」

　口おしさがよみがえって、声がふるえてきた。

　「それよ。おぬしがいねば、今日はあれくらいなことではなかった。金かな津づ伊い豆ずを討ち取ってみな殺しにするところであったに、おぬし一人がいたために、追いうちをいいかげんに切りあげねばならなんだ。おしいことをしたわ。なぜおぬしは昭しよう田だなぞに与よ力りきするのじゃ」

　と、掃部介かもんのすけは笑った。

　巧こう妙みような媚こびであった。柿かき崎ざきは呵か々かと笑った。きげんがおおいになおったふうであった。

　「なぜというて、昭しよう田だはおれが舅しゆうとどのじゃわ。おれが女によう房ぼうが昭しよう田だから来たことを、おぬし知っているであろうが」

　掃部介かもんのすけはおどろいた顔をつくった。

　「ほう、おぬしは奥おく方がたをもろうたのか。ちっとも知らなんだぞ」

　「知らんと？」

　「ああ、世せ間けんでそんなことを言うてはいたが、おれは信じなんだのじゃ」

　「信ぜんと？　信ぜんとはどういうわけじゃ？」

　柿かき崎ざきは腹立たしげだ。いまにもどなりだしそうに見えた。掃部介かもんのすけはいっそうおちついた顔で、

　「昭しよう田だには男の子はあっても、女の子はいないはずじゃ。それで、おぬしが昭しよう田だの娘を奥おく方がたに迎えたといううわさを聞いた時、おれは、それは奥おく方がたを迎えたのではあるまい、側そく室しつを入れたのが、そのようにあやまり伝えられているのじゃろうと思ったのじゃよ」

　「側そく室しつとはなんだ！　おれほどのさむらいの女によう房ぼうを！　女によう房ぼうは昭しよう田だの養よう女じよなのじゃぞ！」

　とうとうどなりだした。

　「まあ、しずかに聞けい。そうけんかごしでは話ができん」

　と、掃部介かもんのすけはなだめて、

　「その養よう女じよというのが問題じゃ。どだいもともとはだれの娘じゃ。しかるべき家の娘なのか。そうではあるまい。素す姓じようもわからぬ者を、ただつらが渋しぶ皮かわむけているというだけで、腰こし元もとに召し使うていたのを、おぬしを味方に引きいれるために養よう女じよということにしてくれたのじゃろうがや。違うかや。奥おく方がたではのうて、妾しようとして入れたのじゃろうと、おれが思うたのが無理かな」

　柿かき崎ざきはものを言わない。掃部介かもんのすけをにらんだまま、大きく肩をあえがしている。

　掃部介かもんのすけはつづける。

　「氏うじ素す姓じようも知れぬもの、しかも昭しよう田だ風ふ情ぜいの間に合わせの養よう女じよなどをありがたがって奥おく方がたにせいでも、柿かき崎ざき和泉守いずみのかみともあろう者なら、どんな大だい名みよう高こう家けの姫ひめ君ぎみに思いをかけたとて、かならずよろこんでくれるはずと、おれは思うがのう」

　柿かき崎ざきはなお相手をにらんでいたが、その目には前のような強い光はない。みずからの心の奥おく底そこをかえりみているげな眼めつきになっていた。

　「昭しよう田だ常陸ひたちとはなにもの？　どこの馬の骨とも知れぬ旅たび烏がらすにすぎんぞ。むすこ二人を女おんな奉ぼう公こうさせて故こ信濃守しなののかみ様にとりいったのをはじめとして、小こ才さいのきくままに春日かすが山やま長なが尾お家の長ちよう老ろうとなりあがった者ではないか。たとえその実の娘であればとて、柿かき崎ざき家ほどの家いえ柄がらで、おぬしほどの武士にふさわしいとは、おれには思えんがの」

　「…………」

　「のみならず、やつは忘ぼう恩おん人にんの人にん非び人にんじゃ。流る浪ろうのよるべない身をひろいあげられたさえあるに、その身は守しゆ護ご代だい家の長ちよう老ろうにとりたてられ、二人の子は名めい家かの名みよう跡せきに立てられ、一門栄えい華がに飽あく身となったのに、その大だい恩おんある信濃守しなののかみ様がなくなられるや、たちまちにして信濃守しなののかみ様の若わか君ぎみ方に叛はん逆ぎやくをくわだて、ご二男景かげ康やす君ぎみと、ご三男景かげ房ふさ君ぎみとはその毒どく手しゆにお果てなされたではないか。言おうようなき逆ぎやく臣しんじゃ。おぬしはかかる者を舅しゆうととしていてこころよいか。おれはおぬしほどの武士の舅しゆうとと見とうないのじゃ。おぬしを惜おしめばこそのことじゃ。親しい友だちにたいする武士の友情と思うてくれい」

　ざっかけない調子でありながら、掃部介かもんのすけの弁べん舌ぜつは巧こう妙みようをきわめている。誠意にあふれているようにも聞けた。

　柿かき崎ざきは腹を立てたいと思いながらも、それができない。奇き妙みようなおももちになっていた。やっと口をひらいた。

　「おぬし、おれになにをすすめようと思うて来たのじゃ」

　「いましばらくおれの言うことを黙って聞けい。昭しよう田だは重じゆう恩おんある春日かすが山やま長なが尾お家の逆ぎやく臣しんでもあるが、朝ちよう敵てきでもあるぞ。おとどし、京の禁きん裡りから春日かすが山やまに国内の逆ぎやく徒と追つい討とうの綸りん旨じが下か賜しされていることは、おぬしもよう知っているであろう。逆ぎやく徒ととはだれ？　昭しよう田だ常陸ひたち父おや子こにほかならぬ。かようなものに味方して、あたらおぬしほどの武士が逆ぎやく賊ぞく一味の汚お名めいを後こう世せいに流すのを、おれは残念に思うのじゃ」

　「いまの世の綸りん旨じなど、はは、はは、はは……」

　柿かき崎ざきは笑った。巨きよ体たいをゆすりあげゆすりあげ笑った。笑うことのできるすきをはじめて見つけて、気が楽になったふうであった。

　掃部介かもんのすけはきびしい表情をくずさない。

　「綸りん旨じは綸りん旨じだ。そむく者は朝ちよう敵てきだぞよ」

　短いことばであったが、匕あい首くちのような鋭するどさがあった。柿かき崎ざきは笑顔を消して、くらい顔になった。銚ちよう子しをとって自分の盃さかずきに酒をつぎかけたが、その手がふるえているのに気づくと、やめてはげしくおき、両手をひざに四角についた。グッと掃部介かもんのすけをにらんだ。

　「おぬし、おれになにをすすめに来たのじゃ。はよう言えい。以前は仲のよかった友だちでも、いまは敵味方じゃぞ。気をつけて口をきけい。ことばの次第によっては、素そッ首くび斬きりとばしてくれるぞ！」

　おそろしい顔になっていた。

　掃部介かもんのすけはかすかに笑った。

　「そうか。それではおれを斬きってくれい。どうやら、おれが言うことはおぬしの気に入らぬげに見える。おれはおぬしに、昭しよう田だを去って栃とち尾おに味方するようにすすめに来たのじゃから」

　柿かき崎ざきも動かず、掃部介かもんのすけも動かず、二人は相手の目を凝ぎよう視ししあっていたが、やがてしだいに柿かき崎ざきの表情はやわらいできた。言った。

　「世の口がのう。おれはまえにも上じよう条じようから寝返りを打っているでのう」

　つぶやくような調子だ。いつにない弱よわ々よわしい表情になっている。

　「正に帰きするのに、なにをはばかることがあるものか。いうまでもないことと思うたゆえ、言わなんだが、三条の亡ぼう滅めつはもう目に見えているぞ。衆しゆう寡かの勢が、ああもかけへだたっているうえに、おぬしほどの猛もう将しようが手を貸しているのに、今日のありさまはどうだ。ただごととは思えんぞ。それにひきかえ、景かげ虎とら君ぎみはなかなかのお人だぞ。まだ十八という若じやく年ねんで、あの戦いくさだてのみごとさ、おぬしとて認めいではおられまい……」

　掃部介かもんのすけはなお言いつづけようとしたが、柿かき崎ざきは手を振った。

　「今夜は帰れよ」

　掃部介かもんのすけは相手を凝ぎよう視ししたが、すぐ、

　「そうか。では、帰る」

　そのまま、ゆらりと立った。柿かき崎ざきは陣じん所しよの外まで送って出た。

　暗い山ぞい道を、従じゆう騎き数人とこつこつと馬を進めながら、掃部介かもんのすけは、

　（十分な手ごたえだ）

　と、思っていた。

　柿かき崎ざきに昭しよう田だを裏切らせて味方に誘さそいこもうというこの調ちよう略りやくは、掃部介かもんのすけがみずから思いたって景かげ虎とらの許しを受けたものであった。自分ら兄弟のことから景かげ虎とらと晴はる景かげとの間が不快になり、それが三条方の攻勢を誘ゆう発はつしたにちがいないとの推察は、容易についた。掃部介かもんのすけとしては、味方の精せいのつくような手て柄がらを立てないではおられないのであった。
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　掃部介かもんのすけを送りだしてまえの場所にかえると、柿かき崎ざきは酒を熱くしてまた飲みはじめた。はじめグイグイと手荒く四、五はい、あとはゆっくりと飲んだ。飲みながら、掃部介かもんのすけの言ったことを反はん芻すうする。

　忘ぼう恩おんの人にん非び人にんじゃの、逆ぎやく賊ぞくじゃの、朝ちよう敵てきじゃの、などということばは、あの時にはいちおうの力をもって心を刺し戟げきしたが、こうしてひとりになって熟じゆく思しすると、これはいまになってはじまったことではなかった。十分に知りつくしたうえで利害を商しよう量りようして、三条方に加か担たんしたのだ。いくらかでも心をゆるがしたのは、迷いであったと考えてよい。

　重要なのは、景かげ虎とらが稀き世せいの将しよう器きであるらしく思えることだ、これは新しい発見だ。最初景かげ虎とらが栃とち尾おの古城を修築してこもり、当時三条方の主領であった長なが尾お俊とし景かげの攻撃を痛つう破はして走らせたのは、十五歳の晩秋であった。つづいてその冬にはまたまた三条勢の攻撃を撃退したばかりか、俊とし景かげを討ち敗るという快勝を得た。両りよう度どの合かつ戦せんとも、柿かき崎ざきは出ていない。うわさを聞いて、

　「オヤ」

　と思いはしたが、初度はまぐれ勝ち、二度目は宇う佐さ美みもいたし、晴はる景かげもいたし、上うえ田だからも加か勢せいが来ていたと聞いたから、その連中の力、わけても宇う佐さ美みの軍ぐん配ばいの手て柄がらであろうと思って納なつ得とくした。十五やそこらの小こわッぱにどうしてそんなことができるものかと思ったのだ。

　しかし、こんどのことは疑いようがない。口おしくても、そのくるくると知ち恵えのまわるあざやかな戦いくさだては認めないわけにはいかない。

　「十八やそこらで、なんというわッぱであろう。後こう来らいどれほどの者になるか」

　と舌したを巻かずにはおれない。

　となると、ここは思案のしどころだ。

　「弾だん正じようはくだらん男じゃから、いずれは没落疑いないと思うたすけ、はやばやと三条方になり、俊とし景かげが討ち死にしてからも心を動かさず、昭しよう田だが聟むこにもなったのじゃが、喜き平へい二じがああでは、秤はかりの横よこ棒ぼうはどう動くかわからんことになったわの。弾だん正じようは没落するじゃろうが、喜き平へい二じがあとを取るじゃろうでな……」

　こうも思案した。

　「こうなると、忘ぼう恩おんの人にん非び人にん、逆ぎやく賊ぞく、朝ちよう敵てき、などというわめきたても、空吹く風とあざわろうてばかりもおられんわ。こういうわめきたては、こちらの威い勢せいのよい時はたいして力のあるものではないが、むこうの威い勢せいがようなると、なかなかききめの出てくるものじゃすけな」

　このような思案の去きよ来らいする胸の底に、いつも昭しよう田だからもらった妻さい女じよの白い顔がちらちらと動いている。

　美しい女であったから、ずいぶん気にいって愛用しつづけたが、このごろはだいぶ損そんじている。ときどき、

　「今夜は余よのものをお召しあそばして」

　と、回かい避ひすることがある。すこしやせて、顔にも血の気がなくなって、梨なしの花びらのような色になっている。

　こういう風ふ情ぜいの女を好このむ者も世せ間けんにはよくある。春日かすが山やまの弾だん正じようなどがそれだ。あれがおぼれきっている藤ふじ紫むらさきという京下りの上じよう﨟ろう女によう房ぼうを一度かいま見たことがあるが、ああいうやせてすきとおるようなのは、自分の好このみには合わない。血けつ色しよくがよくて、かっちりと歯ごたえのあるように引きしまったのか、うんと量感のある豊ほう麗れいなのでないと、たよりなくて不安である。

　もうもうずっとまえ、故こ信濃守しなののかみ殿がくれた京きよう上じよう﨟ろうは二人とも、この好このみにはぴったりであったな。おしいことに、八年ほど前、引きつづいて死なせてしもうた。ずいぶん大事にして使うたので、保もちはなかなかよい方ではあったが、やっと十年じゃった。あの二人だけは、いまでもときおり思い出しておしいと思うわ……。

　さて、女によう房ぼうだ。なんといっても正せい室しつじゃし、つくろえばまだまだ使用にたえんこともないじゃろうし、未み練れんがないわけではない。

　さて、どうしようぞいの。手切れということになれば、さっそくに送りかえさねばならんじゃろうが……。

　「いや、待てよ。昭しよう田だが返せというてきても、おれが帰れと言わん以上、女によう房ぼうは帰ると言わんかもしれん。実の父おや子こではないのじゃ。情愛のあろうはずはない。義理というても、長い間養われていたのではなく、おれにくれるについて、養よう女じよにしたというにすぎん、いわば名だけのものじゃ、そう深いものはないのじゃ。なによりも、返せと言うてこようが、帰ると言おうが、おれが帰さねばそれまでのことじゃわ。おれはかえさん。けっしてかえさん！……」

　とつおいつ、思案しては飲み、飲んでは思案している間に、柿かき崎ざきの酔いはしだいに深くなり、思考の筋すじ道みちがもやもやと乱れてきた。

　ごろりと横になり、熊くまの皮のしき皮を引きよせてかぶったが、それと同時に雷のようないびきをかきはじめた。
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　翌日はいつもの時刻に目をさました。超ちよう人じん的てきに強きよう壮そうな体質をもっている柿かき崎ざきには、深夜までの大酒もなんのさわりもない。すがすがといい気持ちであった。

　熊くまの皮をはねのけてむくりと起きあがった時、昨夜の思案が念ねん頭とうに来た。いつのまにきまったのであろうか、昭しよう田だを離り反はんして、景かげ虎とらに帰き服ふくすることに心がきまっていた。

　「やはりな」

　思いかえしてみることはしない。幕ばく舎しやを出た。

　昨日に引きかえ、今日は快晴だ。日はまだ出ていないが、東の山なみの上にたなびいている雲の下部が朱あか金がねの色にやけて、同じ色の光が放射状に空にさしている。

　陣じん所しよの前では、兵士らがいく組にもわかれて炊すい事じをしていた。雑ぞう炊すいのようなものを炊たきたてている大おお鍋なべの周囲に集まって煖だんをとりながらゆかいげに談笑しているのであった。つめたくすがすがしい朝の空気の中に、味み噌その煮にえるかんばしい匂においがひろがっていた。

　柿かき崎ざきはその間を通りぬけ、霜しも柱ばしらの立っている原野に出た。思案顔であった。思案は、

　「単に『お味方にしてくだされ。これまではもうしわけなきことでありました』と言うて尾を振っていくのでは、柿かき崎ざき和泉守いずみのかみともある者があまりにも曲きよくがない。売りものには花という。ひと花そえていきたい」

　というにあった。

　ドスドスと力をこめて霜しも柱ばしらをふみしだきながら歩いている足をとめて見ると、左手小こ一いつ町ちようの位置に、林をうしろにして昭しよう田だ将しよう監げんの陣じん所しよのあるのが見えた。将しよう監げんは常陸ひたちの弟で、こんどの軍勢のいくさ目め付つけとなって来ているのだ。

　この陣じん所しよの前でも、兵士らがいく集団にもわかれて炊すい事じしている。柿かき崎ざきはしばらくそこを見ていたが、ふとぶあついひげ面づらをニコリとさせると、自分の陣じん所しよに引きかえしてきて、いきなり大だい音おん声じようにさけんだ。

　「急ぎ出陣の用意せい！　物ものの具ぐつけて、それから飯めしを食えい。四し半はん時とき（三十分）の後には出陣するぞ！　出陣のまにあわぬ者は斬きる！」

　こうした場合、斬きると言ったらかならず斬きる主人であることを、兵士らはよく知っている。大さわぎがはじまった。柿かき崎ざきはいやがうえにも兵士らを急がせようとしてであろうか、貝かい役やくの者に命じてひっきりなしに貝を吹きたてさせた。さわぎはいっそうひどくなった。

　付近一帯に陣じん所しよをかまえていた諸隊もまたおどろき、陣じん所しよ陣じん所しよから様子を見に人々を走らせた。問いかける者もあったが、柿かき崎ざきはふりかえりもしない。

　「吹け、吹け、吹け！」

　とたえず貝かい役やくを叱しつ咤たしながら、部下の兵士らの支し度たくのととのうのを、目もはなたず見ていた。

　やがて、昭しよう田だ将しよう監げんがみずから出てきた。将しよう監げんは五十五、六のせいの高い、風ふう采さいのよい男だ。髪はもう半分以上白くなっていた。色いろ々いろ縅おどしの小こ具ぐ足そくに青あお地じ錦にしきの袖そでつきの陣じん羽ば織おりを着て、すこし顔色をかえて急ぎ足にやってきた。烏え帽ぼ子しもかぶっていなければ、鉢はち巻まきもしていない。四、五間けんのところまで近づくと言った。

　「柿かき崎ざき殿、これはいったいどういうことでござる」

　きめつけるようなきびしい調子であった。

　柿かき崎ざきはやはりふりかえらない。

　「吹け、吹け、吹け！」

　と貝かい役やくに言いつづけた。

　将しよう監げんは三間げんばかりに近づいた。

　「これ、柿かき崎ざき殿、この物もの狂ぐるわしさはなにごとでござる。出陣ということじゃが、どこへ出陣召そうとなさるのか。ご返答召されい！」

　「ええい！　なにをたるむ。吹けい、吹けい、吹けい！」

　柿かき崎ざきはどなりつづける。

　将しよう監げんのしわの深い顔にさっと血がのぼって、つかつかと歩みよった。

　「拙せつ者しや、いくさ目め付つけとして、おたずね申している！　返答召されい！」

　「吹け、吹け、吹け！」

　将しよう監げんにも柿かき崎ざきの様子が尋常でないことがわかったらしい。

　「これ！　柿かき崎ざき殿、ごへん、どうなされたのじゃ」

　と言いながら柿かき崎ざきの顔をのぞきこみ、腕をつかもうとしたが、その手が触れたか触れないかに、おそろしい声で柿かき崎ざきはさけんだ。

　「無ぶ礼れい者もの！」

　あっというまもない。強力にどんと胸をつかれて、将しよう監げんはあおむけにたおれようとしてよろめいた。

　「何をする！」

　どなって、起きなおろうとしたとたん、柿かき崎ざきの腰刀が横にはしり、将しよう監げんの首は宙に飛んでいた。　　　　　




　　　　四




　意外な柿かき崎ざきの狼ろう藉ぜきに、三さん条じよう方の諸しよ勢ぜい、とりわけ昭しよう田だ将しよう監げんの隊は激げき怒どして撃うってかかろうとさわぎたったが、柿かき崎ざきは手早く備えを立てて逆ぎやく撃げきの気勢を見せた。漆しつ黒こくの乗馬にまたがり槍やりを横たえて、陣じん頭とうをのりまわしながら、大だい音おん声じように呼ばわる。

　「武士の出陣にあたっては、天てん魔ま波は旬じゆんはもとよりのこと、たとえ仏ぶつ菩ぼ薩さつでも、前に立ちふさがられては、ちっとも容よう赦しやせぬものとは知らぬか。存ずる仔し細さいあって出陣しようとするおれを、将しよう監げんはとめだてするばかりか、おれがからだに手を触れたゆえ、斬きってすてて軍いくさ神がみの血祭りに捧ささげたまでじゃ。おれを撃うちとめようとするのか。おもしろい。ずいぶん相手になってやろうぞ。が、他国は知らず、この越えち後ごの国で、柿かき崎ざき和泉いずみがむこうに立つ者があろうとは思わんぞ！」

　ひしめきかえって昂こう奮ふんしている三さん条じよう勢の諸隊を屁へとも思っていないふうだ。気をのまれて、諸隊は歯がみしながらも、かかっていく者はなかった。

　柿かき崎ざきは手て勢ぜいを両隊にわかち、一隊が備えれば一隊がひき、一隊がひけば一隊が備えるという陣じん法ぽうで、くりびきにひきかかったが、柿かき崎ざきはいつも陣の最さい後こう尾びにいてさしずする。おちつきはらって馬を乗りまわしての指揮ぶりは傍ぼう若じやく無ぶ人じんをきわめている。諸隊いずれも歯ぎしりしてくやしがったが、どうにもかかれない。おめおめとついていくよりほかなかった。

　三条勢の諸将らは、とつぜんの柿かき崎ざきのこの狼ろう藉ぜきが合が点てんがいかない。いやいや、本当はわかっていた。柿かき崎ざきのかねての人ひと柄がらから推おして、また心がわりして裏切ったにちがいないと判断していたが、柿かき崎ざきほどの猛もう将しようをむざむざと味方の陣営から失うことがおしくてならず、それを認めたくないのであった。攻撃に出なかったのはそれもあった。

　およそ半里ほどひいて、道が山にそうてしだいに高みにかかる地点まで行くと、柿かき崎ざきは槍やりを左手にかかえなおし、胸の環わにおさめた采さい配はいを右手にぬきとり、

　「そうれ！　者ども！」

　と叫んで、二、三度、さっ、さっ、と振った。

　あざやかなものであった。柿かき崎ざきの両隊は非常な速さで左右に展開して、鶴かく翼よくの陣形になった。

　馬を乗りすすめて、またさけぶ。

　「執しゆう念ねくも追い慕したうものかな。さだめておれを敵と見てのことであろう。その儀ならば、今こん日にちただいまから、おれは三条と縁えん切って、春日かすが山やまの加担人かたうどとなってくれるわ。おれを敵と見たいおのれらには、さだめて本ほん望もうなことであろうぞ。いざかかり来い！　者ども、ぬかるな！」

　また采さい配はいをふると、いっせいに貝や金きん鼓こが鳴りひびき、全隊がときの声を上げた。いまにも逆襲してきそうなすさまじさであった。

　三さん条じよう方は肝きもをひやしてたじろいだ。

　柿かき崎ざきはかさにかかって、あくまでも嘲ちよう弄ろう的てきで挑ちよう戦せん的てきなさけびをくりかえす。攻めかからせたいとつとめているようであった。

　これが三条方の諸将の胸に疑ぎ惑わくを呼んだ。なかにも主将金かな津づ伊い豆ずは、

　（柿かき崎ざきの背はい反はんを憎にくむべきではあるが、こうまで自信にみちておちつきはらっているのは、ふつうではない。さだめて栃とち尾お方と手はずを合わせているのであろう。うかつなことをしては、術じゆつ中ちゆうにおちいることになる）

　と思案して、諸隊をいましめ、備えをかたくして停止させた。

　柿かき崎ざきにとっては思う壷つぼであった。もっとも信任している郎ろう党どうを呼んで、栃とち尾お城の新し発ば田た掃部介かもんのすけのもとに走れと令じた。

　「口こう上じようはこうだ。『夜や前ぜんはわざわざのご入じゆ来らい、ご懇こん篤とくなご教きよう誨かいにあずかったのに、なんの風ふ情ぜいもなく失礼いたしたが、その後熟じゆく慮りよするにおよんで、ご教きよう誨かいの条じよう々じよう、肺はい肝かんに徹てつするをおぼえた。すなわち帰き順じゆんの意をかためて、いま貴き城じようにまかりでる途中であるが、三条勢どもがうるさくあとを慕したってまいるにより、これこれの地点で立ちどまり、対たい陣じん中でござる。拙せつ者しや帰き順じゆんの由よしを喜き平へい二じ様にご披ひ露ろうくだされたうえ、喜き平へい二じ様をおすすめして出しゆつ馬ばおさせ申していただきたい。ご奉ほう公こうはじめのひとはたらきして、喜き平へい二じ様にごらんいただきたく存ずる。ついては、拙せつ者しやの帰き順じゆん疑いなきあかしに、昭しよう田だ将しよう監げんが首を献けん上じよう申す。とくとご検けん分ぶんありたい』と、こうだ。よくおぼえたか」

　「おぼえました」

　「言うてみよ」

　郎ろう党どうは復ふく誦しようした。

　「よし。行けい！」

　従じゆう騎き三人を連れて、郎ろう党どうは飛ぶはやさで栃とち尾おにむかって駆けだした。




　　　　五




　三十分ばかりの後、景かげ虎とらは掃部介かもんのすけに事の次第を聞いた。柿かき崎ざきとの交こう渉しようの次第は、昨夜のうちに聞いていたが、すくなくともあと二、三度は掃部介かもんのすけが出むかなければならないであろうと踏んでいた。あんがいな早さにひそかにおどろいた。

　昭しよう田だ将しよう監げんという人物を景かげ虎とらは見たことがないが、掃部介かもんのすけをはじめ、呼ばれたおもだった者どもは首を検けん分ぶんして、

　「将しよう監げんに相違ございません」

　と、証言した。

　「おれがみずから出る。城の留る守す居いは本ほん庄じようと新しん兵べ衛えにたのもう。おれの方は兵はたんとはいらぬ。掃部介かもんのすけが隊と馬うま廻まわりの者だけでよい」

　と、景かげ虎とらは申し渡した。てきぱきと歯切れのよいさばきであった。三十分の後には、もう城を出ていた。

　掃部介かもんのすけの兵は二百人あまりではあるが、騎き馬ばの者は十人ばかりしかなく、あとは歩かち武む者しやだ。景かげ虎とらは掃部介かもんのすけを呼んで、

　「その方はあとから押してまいれ。おれは先に行っている」

　と告げた。

　掃部介かもんのすけはふと不安になった。昭しよう田だ将しよう監げんの首を討ち取って差しだしたほどであるから、まちがいはなかろうとは思うが、常習的な反はん覆ぷく者しやである柿かき崎ざきだ。どんなことでまた心がわりするかもしれないと思った。

　「おそれながら、さほどお急ぎになることはございますまい。備えを立て、しずしずと押してまいられるが、よろしいかと存じます」

　と言った。

　景かげ虎とらは笑った。

　「柿かき崎ざきは無む双そうの猛もう将しようではあるが、兵どもは岸にもあらず、沖おきにもあらぬ立場で、心は不安に揺ゆれていよう。一刻も早くはせついて、鎮しずめてやらねば、柿かき崎ざきの身があやうい。柿かき崎ざきの心はだいじょうぶだ。したがっておれが身もだいじょうぶだ。案ずることはないぞ」

　と言いすてて、まっさきに馬をおどらせ、馬うま廻まわり三十騎きをひきいて、飛ぶような速さではせむかった。

　わずかに一里の道だ。たちまち行きついた。

　山の鼻を曲がってそこに出る時、景かげ虎とらはたずさえてきた旗じるしをおしたてさせた。午前十時ごろのよく晴れた朝日を受けた山をバックに、馳はせだしてきた三十騎きは、馬も、具ぐ足そくも、武器も、旗じるしも、きらきらとかがやいて、まことにさわやかであった。

　柿かき崎ざき勢が勇みたち、三条勢が動どう揺ようしたのはいうまでもない。ものなれた柿かき崎ざきはこの気合いを見のがさなかった。使い番の者を呼び、

　「汝われはこれから喜き平へい二じ様のお迎えに馳はせ向むかい、『おねがいの旨むねを聞きとどけたまい、さっそくにお馳はせ向かいたまわり、千せん万ばんかたじけなく存じます。ご奉ほう公こうはじめのしるしまでに、ただいまよりちょっと一ひと合かつ戦せんつかまつりますれば、ゆるゆるとごらんいただきます』と、かように申し上げい」

　と命じて走らせ、いっせいに喊かん声せいを上げさせ、いっせいに貝と金きん鼓こを鳴らさせた。三条勢の動どう揺ようはさらにつのった。

　陣じん頭とうに馬をおどらせ、たかだかと槍やりをふりかざし、

　「それっ！」

　とさけぶや、三条勢目がけて突進した。一千の柿かき崎ざき勢は怒ど濤とうのおこりたつようにつづいた。

　四千という大軍ではあったが、闘志のくじけている三条勢はひとたまりもない。後こう陣じんからくずれたって潮しおの退ひくようにさがりはじめた。

　「敵は退ひき足立ったぞ！　それッ、蹴けちらせ！」

　柿かき崎ざき勢は敵に追いつき、突入し、さんざんに駆かけちらした。

　三条勢は収拾できない混乱におちいった。大たい将しよう分ぶんや将しよう校こう分ぶんの者が必死になって鎮しずめようとしたが、柿かき崎ざきの追撃が急で、まるで効果がない。将しよう校こうらの駆かけまわりやどなりたては、かえって混乱をかきたてるだけであった。さわぎはいっそう大きくなり、にげ足はいっそう速くなり、四し分ぶん五ご裂れつの姿となり、完全な潰かい走そうとなった。

　景かげ虎とらは柿かき崎ざきが陣を張っていた地点に旗を立て、馬を乗りとどめて、この猛もう烈れつな追撃戦を見ていた。馬うま廻まわりの勇士らは、うずうずするらしく、戦いたいとねがったが、景かげ虎とらはゆるさなかった。

　「柿かき崎ざきが奉ほう公こうはじめの戦いくさじゃ。手出しすること無む用よう。存分に働かすのだ」

　勇士らはしぶしぶ思いとどまって、見物していた。

　柿かき崎ざきの猛もう勇ゆうは人間わざとは思えないほどであった。にげ足だった軍勢は考えられないほど力を失っているものではあるが、それにしても柿かき崎ざきの剛ごう勇ゆうは驚きよう嘆たんに値あたいした。まっさきに立って敵を追いちらす黒ずくめの姿は、にげまどう羊の群れに空から襲おそいかかって殺さつ戮りくをほしいままにする巨大な猛もう鳥ちようのようであった。目ぼしい縅おどし毛の甲かつ冑ちゆうを着た敵にたちまちに追いつくかと見るまもなく、槍やりの穂ほ先さきにかけて文も字じどおりの槍やり玉だまに上げてほうりだしていく。それをあとから、小こ者ものがおどりかかっては首を取っていくのだ。

　（あっぱれ、稀き代たいの猛もう将しようだ。天は二に物ぶつをあたえないというが、おしいこと、心しん術じゆつが正しくないとは）

　と思いながらも、景かげ虎とらはほれぼれと見いった。

　追撃戦が三十分ほどつづいたころ、掃部介かもんのすけにひきいられた二百人が到着した。もう十分到着が早ければ、これを投じて突撃させれば、三条勢を全ぜん滅めつさせることもできたであろうが、柿かき崎ざきの追撃が迅じん速そくすぎて、戦場ははるかに遠くへだたっていた。景かげ虎とらはまにあわないと判断した。柿かき崎ざき勢にも疲れが出るころであった。

　引き鉦がねを鳴らさせた。

　柿かき崎ざきの引きあげぶりも巧こう妙みようであった。軍勢をかたく引きまとめ、みずから殿しんがりして、整せい々せいと引きあげてきた。

　（みごとなやつ。いつも越えち後ご一の武む者しやと高こう言げんしているとは聞いているが、自じ賛さんではない）

　と、またほれぼれとした。

　柿かき崎ざきは乱らん髪ぱつの顔から全身にかけて返り血を浴びたままの姿で、景かげ虎とらの前に出て、片ひざついてかしこまった。

　「柿かき崎ざき景かげ家いえでございます。前ぜん非ぴを悔くいてお味方に属したいとのねがいをお聞きいれたまわり、お礼申し上げております」

　と、掃部介かもんのすけがとりついだ。

　「過ぎたことは問わぬ。おれもうれしいぞ。本日の働き、あっぱれであった。目のさめるような心ここ地ちであったぞ。この上ともに忠勤してくれるよう」

　と、景かげ虎とらが言うと、柿かき崎ざきはにこりと笑って言う。

　「君きみがお年とし若わかでおわしながら武ぶ略りやくにたけておじゃるを見て、景かげ家いえは久しく心をかたむけていました。お味方をおゆるしたまわり、うれしいことでござる」

　態たい度どもことばづかいも、恭きよう敬けいとは言えない。自分ほどの者を味方にして、そちらにとってはずいぶんお得とくでござろうと言わんばかりのものがある。景かげ虎とらの近きん習じゆうらはつらにくく思った。景かげ虎とらもまた不快に似たものを感じた。しかし、柿かき崎ざきが、

　「初はつお目め見みえの礼れい物もつまでに献けん上じよういたします」

　と言ってふりかえり、家か臣しんらにもってきてならべたてさせたものを見ると、その不快もたちまち消しよう散さんした。かぶと首十二がずらりとならべられたのだ。一人一人の名を披ひ露ろうすると、すべて三条方で名ある武む者しやどもの首であった。

　「みごとな手みやげだの。うれしく受けるぞ」

　と、わずかに微び笑しようして景かげ虎とらは言ったが、またしても心の底で、

　（よいものを味方にした）

　と思った。




　　　　六




　三さん条じよう勢が栃とち尾お盆地から退たい去きよして三条に引きとったので、景かげ虎とらは城にかえった。

　柿かき崎ざきが三条方を去って味方となった以上、三条方の戦力はガタ落ちだ。この方面の不安はすこしもない。不安はむしろ春日かすが山やまにある。彼は柿かき崎ざきをその本城にかえして、春日かすが山やまからの攻勢を封じたいと考えながらも、まだ言いださないでいると、宇う佐さ美み定さだ行ゆきが来た。ほんの五、六人の従じゆう騎きを連れたしのび姿であった。

　「このたびはまたまた大勝利を得させられ、ご武ぶ略りやく、ご武ぶ運うん、めでたくお祝い申し上げます。なお、柿かき崎ざき和泉いずみがお味方にはせ参じました由よし、別して大たい慶けいに存じます」

　と祝しゆく辞じをのべた。

　こんな祝いを言うだけのことで、宇う佐さ美みがわざわざ来るはずがない、かならずや大事な相談があってのことであるとは思ったが、それはあとのことにして、とりあえず、目もつ下かの思案を語った。

　「わしは柿かき崎ざきを居きよ城じようにかえそうと思っているのじゃ。春日かすが山やまのことが気になるのでな」

　すると、宇う佐さ美みは膝ひざを進めた。

　「拙せつ者しやがまいったのは、そのことでございます」

　と言う。

　「いかんか」

　打てばひびくように、宇う佐さ美みの心が景かげ虎とらにはわかる。自分が柿かき崎ざきをそうするであろうと思い、それに異議があって来たに相違ないのであった。

　宇う佐さ美みは無む言ごんで大きくうなずいて、声をひそめた。

　「つらつら思いますに、弾だん正じよう様がご当主であられるかぎり、春日かすが山やま長なが尾お家のご威い勢せいは日を追い月を追うておとろえ、あと二、三年のご命めい運うんと断ずるよりほかはございません。また、君と弾だん正じよう様とのお仲なからいも、しょせんはやぶれることが目に見えているように存じます。この二つのことは、こと新しく拙せつ者しやが申し上げるまでもなく、君にもおわかりのことでございますね。柿かき崎ざきをその居きよ城じようにかえそうとおおせられるのも、そのお含みがあってのことでございますからね」

　宇う佐さ美みはことばを切った。

　景かげ虎とらは黙っている。暗い顔になっていた。宇う佐さ美みの言うことはいちいちわかる。肝きもにこたえるほどのものがある。

　宇う佐さ美みはまた言う。

　「拙せつ者しやの所しよ存ぞんを申し上げます。お気き先さきにもとるであろうことは覚悟しておりますが、しょせんは避さけられぬものなら君と弾だん正じよう様とのご合かつ戦せんは一日も早い方がお得とくであります。お家のご威い勢せいがかたむきつくしてからそういうことになりましては、あとあとのことがきつうむずかしいことになります」

　「待て。おれに弾だん正じよう様にたいして謀む反ほんせよというのか」

　むっとして、景かげ虎とらは言った。低いがはげしい調子であった。顔が赤くなり、切れの長い大きな目がきらめいていた。

　「いや、いや」

　宇う佐さ美みはしずかに首をふり、さらに声をひくめた。

　「さようなつたない策をおすすめいたしませぬ。春日かすが山やまから手を出させるのでございます。むこうに手を出させ、こちらは受けて立つという段取りにするのでございます」

　景かげ虎とらには宇う佐さ美みの立てている具体策がはっきりとわかった。

　「柿かき崎ざきを居きよ城じようにかえしてはならんというのだな」

　歯の間から押しだすようにむっつり言った。

　「御ぎよ意い。あの方面をあけておくのでございます。拙せつ者しやも、米よね山やまの守りを引きはらうのでございます。君がまたまた三条方に勝利を得させられたことは、もう弾だん正じよう様のお耳に達し、さぞかしきヽもヽをいらしておいででございましょう。かならずや、水の低きに流れるように、こちらにむかわせられるに相違ございません。名めい目もくはなんとでもつきます。やりたいという意志があり、やる必要があると思うことには、人は名めい目もくをさがしだすに苦しむものではございません」

　「…………」

　「子にして父と戦い、弟にして兄と戦うは、人じん倫りんの上から申せば、ほむべきことでないことは申すまでもありません。しかしながら、戦国乱らん離りの世であります。父が父たらず、兄が兄たらずとすれば、人は一代、家は万代の考えをもたぬわけにいかぬのであります。ましてや、戦わざるをえぬことになって受けて立ったということになれば、世の人の思いなしも悪うはありますまい。せつにご決断のほどをおすすめいたします」

　父を逐おいだした武たけ田だ晴はる信のぶの俊しゆん秀しゆうな顔が、景かげ虎とらの眼前にちらちらしていた。






演　出




　　　　一




　宇う佐さ美み定さだ行ゆきの推理はみごとに晴はる景かげの心理を見ぬいていた。景かげ虎とらがまたしても三さん条じよう方に勝利を得たばかりか、三条方第一の猛もう将しよう柿かき崎ざき景かげ家いえの心をとらえて、三条方をはなれて味方させたという報告は、晴はる景かげには強い衝しよう撃げきとなった。いやいや、晴はる景かげもだが、さらに強きよう烈れつに藤ふじ紫むらさきを刺し激げきした。閨けい中ちゆうに朱しゆ唇しんはひるがえって、

　「このまえは新し発ば田た尾張守おわりのかみ兄弟、こんどは柿かき崎ざき和泉守いずみのかみでございます。新し発ば田た兄弟は殿様のご寵ちよう愛あいあそばす源げん三ざぶ郎ろうをあらぬ疑いをかけてほしいままに殺し、おとがめを受けると、お使者に言おうようもないむごいことをして殿とのをはずかしめ申した者、柿かき崎ざきは三条方無む二にの味方であった者、ともに殿とのにとってはお敵かたきでございます。その敵を二人ながら味方に抱きこんだ喜き平へい二じ様の心しん底てい、思えばいぶかしいかぎりでございます」

　とも言ったし、

　「心しん術じゆつはいかがと思いますが、喜き平へい二じ様はお運がよいのでありましょうか、お年とし若わかながら天てん性せい武ぶ略りやくの達たつ人じんであるのでございましょうか。三条方から押しよせた大軍をまたうちやぶり申されましたとか。かさねがさねのことでありますので、喜き平へい二じ様の評判は日の出の勢いで、このごろでは喜き平へい二じ様に心を寄せる豪ごう族ぞく方もずいぶんありますとか。なかなかのご威い勢せいのようでございますね。国に二君、家に二主という勢いはこのようにしてなりいでるものでございますとか」

　とも言ったし、

　「いずれは喜き平へい二じ様が春日かすが山やまのおん主あるじとあおがれるようになるのであろう、春日かすが山やま長なが尾お家のご運うん勢せいは喜き平へい二じ様が春日かすが山やまの当主となられた時からうんと開けるであろうと、世の人は申していますとか、お耳になされたことはございませんか」

　とも言ったのだ。

　めんどりのつくるとヽきヽに、晴はる景かげの不安と怒いかりはつのった。ついに景かげ虎とら討とう伐ばつを国内にふれだした。

　「舎しや弟てい喜き平へい二じ景かげ虎とら不ふ悌てい不ふ順じゆん、内に狼ろう心しんをつつみ、しきりに兇きよう険けんの徒とを嘯しよう集しゆうし、不ふ軌きをくわだてている。すておけば禍か害がいははかるべからざるにいたること必ひつ定じようである。伐きって禍わざわいを双ふた葉ばに芟かることに決意した。ふるってはせ参じて助じよ勢せいあるよう」

　と国内の諸しよ豪ごうに急使を出した。

　これが栃とち尾おに知れると、景かげ虎とらもまた豪ごう族ぞくらに通告した。

　「兄弾だん正じよう殿、父信濃守しなののかみ越えつ中ちゆうの賊ぞく徒とのために戦死したあとを受けて春日かすが山やまの当主となり、各かく位いの推すい挙きよによって守しゆ護ご代だいとなったのに、柔にゆう弱じやくにして亡ぼう父ふの讐あだを報むくいて幽ゆう魂こんを慰なぐさむることも考えず、侫ねい人じんを信しん幸こうしてひたすらに安あん逸いつをむさぼっているために、国内分裂して、戦乱たえまないありさまとなった。しかもなお、弾だん正じよう殿は反省の色もなく、婦ふ人じん小しよう人じんの愛におぼれ、忠ちゆう直ちよくを憎ぞう悪お残ざん害がいしようとするばかりか、年少の身でありながら賊ぞく徒との討とう滅めつに粉ふん骨こつし、しばしば功こうをなした景かげ虎とらをそねみにくみ、言うをはばかることだが、二度も引きつづき暗殺者をおくった。景かげ虎とらさいわいにして天運があって、これをまぬかれることができたが、弾だん正じよう殿はこんどはまた討とう伐ばつの兵をむけようとしている。こうなれば、欲ほつするところではないが、景かげ虎とらとしては防戦せざるをえない。ねがわくは各かく位い、景かげ虎とらの立場をあわれみ、一いつ臂びの力を貸していただきたい。せめては手をおさめて傍ぼう観かんしていただきたい」

　景かげ虎とらはこんなことを世せ間けんに知らせて一家の恥はじをさらしたくなかったが、宇う佐さ美みが力をつくして説せつ得とくした。こちらが対抗の気勢を見せなければ、新し発ば田た尾張守おわりのかみ兄弟を討とうとしてふれまわしたのに応ずる者のなかった先例もある、豪ごう族ぞくらは晴はる景かげの催さい促そくに応じないかもしれない。応ずる者がなければけんかにならないのである。

　双そう方ほうからの使者を受けて、春日かすが山やま長なが尾お家に与よ力りきしている豪ごう族ぞくらの間には大混乱がおこった。景かげ虎とらの言いぶんに理があることはみな知っている。多くはいずれにも味方せず中立をまもることにしたが、従来からの義理のからんでいる者もある。上うえ田だの長なが尾お房ふさ景かげがそうであった。上田景かげ国くにがそうであった。刈かり羽は景かげ親ちかがそうであった。泉いずみ沢さわ河内かわち、唐から沢さわ左馬助さまのすけ、大おお崎さき筑ちく前ぜん、大おお河かわ駿河するが、松まつ本もと大おお隅すみ、庄しよう瀬せ新しん蔵ぞうなどという人々もそうであった。それぞれ春日かすが山やまに味方を申しおくった。

　一方、景かげ虎とらに同情し、景かげ虎とらの器き量りように心を寄せて、味方を申しおくる者もいた。その中にはのちのちまで景かげ虎とら麾き下かの勇将として名をのこしている者が少なくない。竹たけ俣また三河守みかわのかみ、色いろ部べ修理亮しゆりのすけ、杉すい原ばら憲のり家いえらがそれである。




　　　　二




　晴はる景かげが栃とち尾おにむかったのは十一月の末、もう淡あわ雪ゆきが二、三度もちらついたころであった。開戦の時機としては好こう機きを得ているとはいえなかった。まもなく根ね雪ゆきが来れば戦いくさは中止して、諸しよ家かの軍勢はそれぞれの領分内に帰らざるをえない。長い冬ごもりの間には懦だ気きも生じてくることはもっともありがちなことであり、敵てき方がたからの工作によって心がわりする者の出てくることも計算に入れておかなければならないのである。

　しかし、晴はる景かげには、春になるまで延期しては、自分の立場がいっそう不利になることがわかっていた。人にん気きは車くるま井い戸どのつるべに似ている。一方が上がれば一方は下がる。景かげ虎とらがまたまた三さん条じよう勢の襲しゆう来らいを快勝をもって撃退して、武将としてもっとも望ましい素そ質しつのあることをかさねがさね見せたのに、晴はる景かげはこれまで一度も武将たるにふさわしい働きを示したことがない。かくべつなことがなくても、景かげ虎とらの人にん気きが高くなり、晴はる景かげの人にん気きがおとろえるのは自然の勢いだ。そのうえ、晴はる景かげの日常の行ぎよう状じようは、けっして豪ごう族ぞくらの心を満足させるものではない。晴はる景かげはよくそれを知っている。根ね雪ゆきの来るまでの間に、いっきにたたきつぶしてしもうのを得とく策さくと考えたのであった。

　晴はる景かげ勢の先さき手てとして下しも越えち後ごにくりこんできたのは、上うえ田だ景かげ国くに、泉いずみ沢さわ河内かわち、松まつ本もと大おお隅すみ、大おお崎さき筑ちく前ぜんらであった。この人々はみな南みなみ魚うお沼ぬま郡内の豪ごう族ぞくらだ。舟で魚うお沼ぬま川を下って川口に集結し、さらに信濃しなの川をいまの長なが岡おか＊近くの蔵ざ王おう権ごん現げんの近くに上って、晴はる景かげの発はつ向こうを待っていたが、その晴はる景かげがいよいよ米よね山やま峠とうげをこえたという報告がとどくと、活動をはじめた。

　戦場に出ている武士の心理は特別なものがある。欲せずして出てきたのであっても、いつか狩かり場ばの猟犬のような心理になる。この時の彼らも、よろこんで出てきたわけではない。彼らは晴はる景かげをすこしも尊敬していない。むしろ軽けい蔑べつしきっている。とうてい晴はる景かげでは国内の乱れが鎮ちん定ていできようとは思っていない。ただ南みなみ魚うお沼ぬま郡一帯の豪ごう族ぞくの旗はた頭がしらである長なが尾お房ふさ景かげが晴はる景かげの切せつない請こいに応じて出陣することになったので、出てきたにすぎないのであるが、出てくると功こう名みよう心しんも出てくる。武士として恥はずかしからぬ働きをしなければならないという名誉心にも駆かられる。　　　

　「必ひつ定じよう、敵は後こう陣じんのそろうを待って攻めかけるであろうとて心のどかにかまえていよう。その油ゆ断だんに乗って、われら先さき手てだけで乗り取ろうでないか」

　と相談をきめて、蔵ざ王おうを出発、栃とち尾お盆地の西をかぎる山やま脈なみを桑くわ探さがし峠とうげ＊から越えて入っていった。

　この連中が蔵ざ王おうを出発したとの報告は、その日の正午はるかまえには、栃とち尾おについた。

　「よし」

　景かげ虎とらは諸将と相談して兵を部ぶ署しよして持ち場をかためさせた。宇う佐さ美み定さだ行ゆきが城内にいて、いい相談相手になった。定さだ行ゆきは自分が琵び琶わ島じまにいない方が晴はる景かげを誘さそいだしやすいと思ったので、琵び琶わ島じまはむすこの民みん部ぶ少しよう輔ゆう定さだ勝かつに留守るすさせ、自分は五百人の兵をひきいて栃とち尾おに来ていたのであった。

　蔵ざ王おうから栃とち尾おまで四里の道のりだ。軍ぐん法ぽうでは軍ぐん行こうは一日六里ということになっている。実際にはもっと行けるが、戦う余よ力りよくをのこして行軍しなければならないから、六里がちょうどいいところなのである。しかしこの行こう程ていは途中に山やま路じがある。さしてけわしいとはいえないが、山やま路じは山やま路じだ。景かげ虎とらは敵軍の到着は未ひつじの下げ刻こく（午後三時）ごろと踏んだ。定さだ行ゆきも同じ意見であった。

　「急ぐことはない。ゆっくりと支し度たくして待つがよい」

　とさしずしたが、ひるをすこしまわったころ、斥せつ候こうに出しておいた兵がはせかえって、敵勢の先さき手てとおぼしい勢三百人ほどが見み附つけ道みちを進んできつつあると報告した。

　どう考えてもそんなはずはなかった。

　「先刻の細行しのびの者が敵の先さき手てが夜明け前に蔵ざ王おうを出たのを見おとしていたのでありますまいか」

　という者があった。

　「そういうことも考えられるが……」

　景かげ虎とらは斥せつ候こうにきいた。

　「追おい分わけより先かこちらか」

　「先でございます」

　「先か……」

　見み附つけ道みちは途中で二つにわかれる。まっすぐに行けば見み附つけ＊をへて三さん条じように達するのであり、左をとれば桑くわ探さがし峠とうげをへて蔵ざ王おうに達する。蔵ざ王おうにいる晴はる景かげ勢のとるコースは後こう者しやにちがいないと見こみをつけていたのに、前者をとってきつつある勢があるとすれば、重大であった。ひょっとして、こちら憎にくさのあまりに晴はる景かげが三条方と手をにぎって出動させたのかもしれないと思われるのだ。

　まさかと思うが、まさかと思われるようなことをよくする晴はる景かげなのだ。晴はる景かげがその気になれば、昭しよう田だ常陸ひたちとはかつてもっとも信頼しあっていた主従だ。握あく手しゆはあんがい容易にできるはずとも思われる。

　「とにかく、用心はおこたってはなるまい」

　将しよう士しらに事情を説明してきびしく防備をかためるように命じておいて、みずから偵てい察さつに出ることにした。

　「おんみずからいらせられることはございません。われらをおつかわしください」

　と人々はいさめた。

　「いや自分で見たい」

　馬うま廻まわりの者三十騎きをひきいて出た。こうして出ていくのを大おお物もの見みという。この時代特有の軍事用語だ。二、三十人から、まれには二、三百人をもって組織されることすらあるので、こう呼ばれている。必要によっては攻撃的交戦もすることができるわけだが、つまり今日の軍事用語でいう将しよう校こう斥せつ候こうだ。

　景かげ虎とらは注意深く周囲に目をくばりながら、曲がりくねりつつゆるやかな勾こう配ばいをもって上りとなっている山あいの道を、こがけに馬を走らせて進んだ。

　山あいの道に入って半里ほど行って、追おい分わけになる。ここからは馬足をゆるめて、いっそうの注意をはらって進んだが、まもなく前方から来る軍勢が目についた。

　こちらも立ちどまったが、むこうも停止したかと思うと、さっと備えを立てなおした。数人が陣列を二、三間げん駆かけぬけて、道の左右に散った。おどろいたことに、その数人はみな鉄砲をひっさげていたのだ。銃じゆう身しんが、まうえからさす初冬の日の光をきらりきらりとはじきかえした。

　（ほう、鉄砲だ。しかも七梃ちようも）

　景かげ虎とらはおどろいた。この距離では弾丸たまのとどかないことがわかっているから、あわてはしなかったが、道の左右は灌かん木ぼくのしげみになっている。潜せん行こうして近づいてきてねらいうちにされるおそれがある。鋭くそれに注意しながら、先方の様子を観察した。

　先方でも観察しているようであったが、やがて大将らしい武む者しやが馬を乗りだして、サッと采さい配はいをふった。するときびしい備えはたちまちゆるみ、鉄砲をたずさえた者どももしげみからはいだして陣列にかえった。大将らしい武む者しやは手た綱づなをかいくって、とことこと近づいてきた。近づくにつれてわかる。猪い首くびに着なした冑かぶとの下の顔は、白い鼻を出してにこにこ笑っていた。

　「やあ、あれは杉すい原ばら殿じゃ！」

　と、金かな津づ新しん兵べ衛えが言った。

　杉すい原ばら壱岐守いきのかみ憲のり家いえは、北きた蒲かん原ばら郡水すい原ばらの領主だ。味方を申しおくってきてはいたが、その地方一帯が三条方の勢力範囲であるから、とうてい実際には来てくれることはできるまいと思っていたのである。

　杉すい原ばらは三十五、六の赤ら顔の、よくふとった気き楽らくげな顔をしている。

　「はじめてお目どおりいたします。杉すい原ばら壱い岐きでございます。敵中をまいりますこととて、きつうひまどりました」

　と言う。うちとけた態度だ。はじめて景かげ虎とらに会うのだが、まるでくったくの様子がない。景かげ虎とらからことばをもらうとお礼を言ごん上じようした後、景かげ虎とらの従じゆう騎きらの方をむいた。金かな津づ新しん兵べ衛え以下の顔見知りの連中に、やあやあとあいさつして、

　「どんなぐあいじゃな。先せん刻こく見み附つけで百ひやく姓しようどもに聞いたが、南みなみ魚うお沼ぬま郡のやつばらが今朝けさ方がた蔵ざ王おう堂どうの陣じん所しよをひきはらって、寄せにかかったということじゃな。どうやらまにあうようで、うれしいわ」

　と言って、声を立てて笑った。左右からせまっている山にからからとこだまするほどの大きな笑いであった。

　「そなた様、鉄砲をずいぶんおもちでござるな」

　と新しん兵べ衛えがきいた。

　「ああ、お目についたか。はじめ堺さかいから来るあきんどに一梃ちよう買こうたが、使いようでは存ぞん外がい役に立ちそうなので、もちっとほしいと思うていたら、相そう州しゆう小お田だ原わらで珍ちん重ちようして使っていると聞いたので、人を走らせると、おりよく堺さかいから三、四十梃ちようもって売りにきていたとかで、買こうてきた。一梃ちよう五百両という法ほう外がいな吹っかけじゃったそうなが、さんざん値ね切ぎって六梃ちようで二千五百両にしてもろうたそうな。つまり一梃ちようまけてもろうたのじゃな。おかげでえらいことよ。多年のたしなみは底をはろうてしもうた。こんなものがはやるようになると、たまらんのう。武士もこまるが、しぼりたてられる百ひやく姓しようどもはいっそうたまらんわ。わしもたくわえなしではおられんから、ぼつぼつとしぼりはじめたがの、ハッハハハハ」

　景かげ虎とらは杉すい原ばらと馬をならべて城にかえった。




　　　　三




　敵が到着したのは、予定の時刻よりすこしおくれていた。兵数およそ五千とふまれた。到着するや、備えを立てて、まっしぐらに押しよせた。猛もう将しよう房ふさ景かげの下について多年訓練されているだけに、勢い猛もう烈れつをきわめているが、城方も手ぐすねひいて待ちかまえていたこととて、手をくだいて防戦した。しかし、敵の勢いはすこしもおとろえない。いくど撃退されてもまた寄せてくる。荒あら磯いそに寄せる怒ど濤とうのようであったが、それでも、しだいに日がかたむいて暮れ近くなると、攻撃をやめてすこし城を遠のいて夜や陣じんのしたくにかかった。

　景かげ虎とらは宇う佐さ美み以下のおもだった諸将をひきいて櫓やぐらにのぼって、敵陣を観察した。敵は夜や陣じんの設営に忙いそがしく立ちはたらいていた。あかあかとさしている夕ゆう陽ひの中に、幕ばく舎しやを張っている兵もあれば、かがり火の支し度たくをしている者もあり、炊すい事じにかかっている者もあり、手に取るように見えた。しかし、こちらにたいする防備はおこたっていない。奇き襲しゆうにそなえて数隊の兵を油ゆ断だんなく前線にひかえさせている。

　「さすがに越前守えちぜんのかみ（長なが尾お房ふさ景かげ）殿が手て塩しおにかけられた南みなみ魚うお沼ぬま衆しゆうほどありますな。みごとなものでございます」

　と、宇う佐さ美みは感かん嘆たんした。

　景かげ虎とらはうなずきながらなお熟じゆく視ししていたが、やがて宇う佐さ美みに言った。

　「この敵は必ひつ定じよう今夜のうちに引きとるようじゃな。その勢いがある。退のき口を討とうではないか」

　宇う佐さ美みは答えず、あらためて敵を熟じゆく視しした。老いたほおにかげのように微び笑しようがのぼりかけたが、ぎゅっとほおをしめてそれを消した。他の将らの方にちらりと目をくれておいて、景かげ虎とらに言う。

　「てまえにはそうは見えませぬ。敵の勢いはなおまことに強うござる。これほどの勢いあるものが、一ひと手て柄がらも立てず、今日来て今日ひき退のくとは思われませぬ。率そつ爾じな夜よ戦いくさしてはあぶのうござる。夜明けを待って合かつ戦せんあるべきであると存じます」

　景かげ虎とらは宇う佐さ美みが演出をしていることに気づいた。宇う佐さ美みほどの者だ。最初は気がつかなかったとしても、もう気づいているはずだ。それをまるでわからないかのように、こんなことを言うのは、自分にたいする人々の信仰をかきたてようと考えているにちがいなかった。戦いくさは気力だ。主将にたいする信頼のない軍勢に気力はない。宇う佐さ美みは新しん付ぷの諸将に景かげ虎とらにたいする信頼をもたせようとしているのだと思われた。その愛情がうれしかった。言った。

　「敵は小こ荷に駄だをもっておらんぞ。長なが陣じんしようにもできるまい」

　宇う佐さ美みは「あッ」とさけんだ。

　「いかさま！　ご明めい眼がんでありますな。なるほど、敵は今夜じゅうに退ひきましょう。夜や陣じん支し度たくは擬ぎ勢せいでございますな」

　演出はあたった。以前からの部将らはこの少年武将の明めい敏びんに感かん嘆たんを新たにし、新しん付ぷの諸将はうわさにたがわない卓たく抜ばつの軍ぐん事じ眼がんに畏い敬けいと信頼とを感じた。

　城内では夜に入ると身み支じ度たくをととのえて待機したが、夜や半はん敵のかがり火がひときわさかんに燃えだしたころ、城門をひらいて突出し、まっしぐらに襲しゆう撃げきした。景かげ虎とらの先せん見けんのとおりであった。敵は引きとりにかかっていたこととて、たちまち浮き足だって潰かい走そうした。栃とち尾お勢はさんざんに追いちらし、どこまでも追つい及きゆうした。

　晴はる景かげは七千の兵をひきいてこの日米よね山やま峠とうげをこえて鯖さば石いし＊川のほとり、狭きよう長ちような平野地帯まで出て、その夜はそこに宿しゆく営えいしたが、夜明けすこしまえに、早はや馬うまが疾しつ駆くしてきて、先さき手て大だい敗はい北ぼくの第一報がとどき、以後ひっきりなしに敗戦の詳しよう報ほうがとどいた。

　諸将みな色を失った。晴はる景かげはなおさらのことだ。

　「そなたの先さき手てじゃ。そなたの先さき手てじゃ……」

　晴はる景かげは昂こう奮ふんのあまりに蒼そう白はくになり、房ふさ景かげを指さして、せめたてるように言った。

　房ふさ景かげはこの時六十七、髪もひげもまっしろになり、かつてのたくましかった相そう貌ぼうはやせ枯がれていたが、すこしもさわぐ色なくうなずいた。

　「いかさま、拙せつ者しやが先さき手てでござる。拙せつ者しやが防ぎ申そう」

　と答えて、二千余人の手て勢ぜいを部ぶ署しよして鯖さば石いし川の河原から刈かり田たにかけて備えを立てた。午前九時ごろであったが、空いちめんに雲がこめて、うす暗く、季節に似に合あわずへんになまあたたかい朝であった。

　栃とち尾お勢の寄せてきたのはそれから一時間ほどたってからであった。途中で勢をととのえて、整せい々せいと押してきた。

　房ふさ景かげ勢は立てならべた楯たてのかげからさんざんに矢を射かけておいて、楯たてをふみたおし、ドッとおめいて突撃してきた。猛もう烈れつな勢いだ。勝ちほこった栃とち尾お勢が色めきたって動どう揺ようすると、房ふさ景かげは第二陣をはなって横ざまに攻撃させた。たまらず、栃とち尾お勢はくずれたった。

　「戦いくさは勝ったぞ！　それ、総がかり！」

　房ふさ景かげは全軍に一いつ斉せい攻撃を命じた。大河の決する勢いだ。

　「こらえよ、こらえよ！」

　景かげ虎とらをはじめ諸将は馬を乗りめぐらしてけんめいに浮き足をとめようとしたが、ついに潰かい走そうはまぬかれぬかに見えた。

　このさわぎのなかに、杉すい原ばら壱い岐きは、鉄砲をもった七人をひきいて味方の勢を横からぬけて、敵の横に忍しのびより、目ぼしい敵を、みずから指さして一人一人ねらいうちに射落とさせた。

　「ほら、こんどはあれじゃ。色いろ々いろ縅おどしの具ぐ足そくに銀の半はん月げつの前まえ立だての冑かぶとを着たのがいるじゃろう。あれじゃ」

　七梃ちようを三梃ちようと四梃ちようにわけてかわるがわるにはなさせたのだ。はずれるものではない。房ふさ景かげ方の勇士らはばたりばたりと射おとされた。
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　目ぼしい勇士をねらいうちに射とられて、房ふさ景かげ勢の攻撃力は急速におとろえた。奇きつ怪かいふしぎな兵器にたいする恐きよう怖ふもあった。ためらい、たゆたい、動どう揺ようした。

　景かげ虎とら方には戦機を見るにさとい連中がそろっている。それぞれの手て勢ぜいをはげまして、いっせいに反撃に転じた。

　さすがに房ふさ景かげは百戦の猛もう将しようであった。ここで一歩を退ひけば総くずれとなることを知っている。縦横に馬を乗りめぐらして士し卒そつをはげまして踏みこたえさせつつ、晴はる景かげの本陣に急使をはせ、一手の勢を横にまわしてうってかかるようにうながしたが、晴はる景かげはその乞こいを聞き流しにした。

　心の怯おくれた者は、はげしい戦闘のさなかにおいては、味方の不利な点だけに目がくれて、敵も同じように苦しいことがわからない。勝敗のかねあいが七分三分になってやっと対等としか見えず、五分五分では味方不利としか見えない。晴はる景かげにはとうていこの形勢が挽ばん回かいできるものとは思えなかった。空の雲がいっそう密に、いっそう低くなって、にわかに日が暮れたようにあたりがとっぷりと暗くなったのが、彼の心をおびえさせた。いまにも房ふさ景かげ勢が四し分ぶん五ご裂れつの潰かい走そう状態となり、栃とち尾お勢が勢いに乗じてここに殺到してくるような気がし、そうした不ふ吉きつな幻げん影えいがたえず目の前に浮かびあがってくる。とても兵をわける気にはなれない。兵はその時のためにとっておかなければならなかった。

　房ふさ景かげは待てども待てども兵が来ない。危機は波のよせるようにいくども来た。歯がみしていきどおった。

　「弾だん正じようめ、おれを見殺しにするのか！」

　いまはもう潰かい走そうするよりほかはないかに見えたが、とたんにさらに暗くなった空から、あたたかい雨がドッと降ってきた。ぐいッと大きく空をかたむけたかと思われるばかりの豪ごう雨うだ。滝たきツ瀬せそのままだ。

　どうすることもできない。両軍ものわかれになって、兵をひいた。

　季節にはめずらしい豪ごう雨うは、降ってはやみ、やんでは降りながら三日つづいた。鯖さば石いし川の水面はふくれあがり、洪こう水ずいのおそれすらあった。敵も味方も陣じん所しよを山寄りの高地にうつして対たい峙じした。

　四日目、やっと雨があがったので、また合かつ戦せんがはじまったが、その直前、晴はる景かげ方でもっともたのみとされていた房ふさ景かげは、このまえの晴はる景かげの態度に腹を立てている。ことわりの口こう上じようものべず、兵をひきいて、上うえ田だをさして引きあげてしまった。

　晴はる景かげ方の士気が阻そ喪そうしたことはいうまでもない。先せん鋒ぽう隊たいのせり合いがはじまったが、心を動どう揺ようさせ、気のりのしない様子があった。景かげ虎とらは早くも見てとり、杉すい原ばら憲のり家いえに使い番を走らせた。

　「敵に合かつ戦せんをいやがっている模も様ようがある。潮しお時どきを見て、本ほん陣じんに鉄砲を打ちこんでくれるよう」

　という口こう上じよう。

　「かしこまりました。拙せつ者しやもそう思うていましたわい」

　杉すい原ばらは答え、手て勢ぜいの兵の旗を伏ふせさせ、ひそかにひきいて右手の山にのぼり、できるだけ敵の本ほん陣じんに近い地点に出た。

　その間に先さき手てのせりあいはたけなわとなった。杉すい原ばらは、

　「今日はよい敵をねらうことはいらん。一発でも多く打ちこむが手て柄がらだ。玉を二つずつこめろ」

　と、言い聞かせて、玉ごめさせ、

　「そら撃うて。あの本ほん陣じんのまんなかにうちこめ」

　七梃ちようの鉄砲をいっせいにはなさせ、同時にサッと旗を上げ、あらんかぎりの声で鬨ときをつくらせた。わずかに三百人の兵であるが、二ツ玉をこめた鉄砲をともなっての、山上からの絶ぜつ叫きようだ。もとより戦意を喪そう失しつしている晴はる景かげの本隊は一時にさわぎたった。

　機をはかっていた景かげ虎とらは、総がかりの貝を吹きたてさせた。勁けい烈れつな貝の音が、左右の山々にこだまを呼びながら、狭きよう長ちような盆地に殷いん々いんとひびきわたりはじめると、栃とち尾お方の全隊はいっせいに立ちあがり、鬨ときの声を上げながら突撃に出た。

　このすさまじさに、晴はる景かげの魂は中ちゆう天てんにふッ飛んだ。顔は血の色を失った。

　「馬引け！　馬を！」

　とふるえる声を走らせ、引かれてきた馬に飛びのるや、にげにかかった。馬うま廻まわりの者はおどろいて、くつわに飛びついて引きとめた。

　「けしからぬあそばしよう。戦いくさはこれからと申す時に、なにごとでござる！　お気を静めて、ご思案ください。味方は敵に数倍の大軍でありますぞ！」

　といさめたが、晴はる景かげにはその余よ裕ゆうはない。

　「はなせ！　はなせ！　米よね山やま峠とうげの難なん所しよで防ぐのだ！　はなせ！　ええい、はなせというに！」

　あぶみで蹴けりつけ、むちをふるってなぐりつけた。蹴けりつけられたひたいが破れて血が走った。その男はかッと腹を立てた。

　「お情けなきお心！　われらもうまっぴらじゃ。勝手にあそばされよ！」

　とさけんで、くつわをはなした。

　切ってはなたれたようであった。晴はる景かげは疾しつ駆くし去った。

　主将がこうではどうなるものではない。本ほん陣じんがくずれて敗走にかかると、たちまちそれは全軍におよび、総敗軍となった。




　　　　五




　日にち露ろ戦争に従軍した将校に聞いたことがある。戦いくさでもっともうれしいのは、はげしい接戦の後、敵が戦意を喪そう失しつして敗走するのを追撃する時であるという。こういう敵にたいする追撃には、こちらに危険がない。狩猟のようなものだ。相手が鳥ちよう獣じゆうでなく人間であるだけに、残ざん酷こく非ひ道どうの感がないわけにいかないが、ついいましがたまで自分が殺されるかわからないはげしい戦いをつづけてきた身には、そう反省する余よ裕ゆうはなく、ひたすらにうれしく、ひたすらにゆかいなのであろう。

　栃とち尾お勢は潰かい走そうする敵を追いたて追いたて、二里の道を時の間に米よね山やま峠とうげの麓ふもとまで追いつめた。敵はこのふもとで備そなえを立てなおして踏みこたえるつもりであったらしいが、猛もう烈れつな急追撃にその余裕はなく、ひたすらににげ登っていく。

　景かげ虎とらは全軍のまっさきに立って疾しつ駆くしてきたが、ふもとについて馬をとめた。にげのぼっていく敵の姿をしばらく見つめていた後、鉦かね役やくの者を呼んで、停とまり鉦がねを鳴らせた。

　きおいたっている諸将はこの停止命令が合が点てんがいかない。馬を飛ばして集まってきた。口々に、

　「なにゆえのとめ鉦がねでござる。この図ずをはずしてなりましょうか。気をぬかず追いのぼって敵を討ち、ただちに頸くび城き郡に打って出、春日かすが山やまを乗っとるべきでござる」

　と言ったが、景かげ虎とらは、

　「くわしいわけは宇う佐さ美みに聞けい。宇う佐さ美みならわかろう。早朝からの働きで、おりゃくたびれた。眠うなった」

　と言いすてて、街かい道どうぞいの民家の戸をこじあけて入った。

　合かつ戦せん場ばになったので、うす暗いその家にはだれもいない。安全な場所ににげちってしまっている。景かげ虎とらは台所の水がめから水をくんでうまそうにのんでから、冑かぶとをぬぎ、むしろの上にごろりと横になった。当時こうした民家は床はなく、たたいた地面にじかにむしろを敷いただけというのがふつうであった。

　諸将は宇う佐さ美みをさがしてその隊に行った。宇う佐さ美みの隊は一町ちようばかり横の村落で休きゆう憩けいをとっていた。馬は鞍くらをおろし、人は冑かぶとをぬぎ、焚たき火びをし、湯をわかし、しごくのんびりとした情景であった。

　宇う佐さ美みは焚たき火びにむかって床しよう几ぎをすえ、両手をかざして煖だんをとっていた。

　「なに、敵の気合いをはずしていなさるのでござるよ。敵が坂の中途に待ちかまえて、攻めてのぼっていく味方をかさにかかって挑いどみかかってくれば、勢いは逆になって難なん儀ぎな戦いくさになろうと、その気合いをはずしていなさるのでござるよ。あとしばらく間がござろう。おのおのもくつろいで、気力を養われるがよろしかろう。こんどの追い打ちははげしいことと思われますぞ」

　しずかな微び笑しようをふくんで、おちつきはらって説とき聞かせた。

　諸将は、舌したを巻いて感かん嘆たんした。

　「いつものことながら、お年に似ぬ鋭いご分ふん別べつ。いくさだては年にはよらんのう」

　とささやきあい、それぞれに散って、部隊を休息させた。

　ほぼ一時間たって、景かげ虎とらはむくりと起きあがり、冑かぶとをつけ、忍しのびの緒おをむすんでその家を出た。眉まびさしを上げて坂を見上げた。海抜三百三十メートル、急きゆう峻しゆんな勾こう配ばいをもった坂道が白く光りながらうねうねとつづき、途中で冬木の林におおわれた山ひだに消えている。敵の影かげはもうどこにも見えない。

　この峠とうげは一里半ほど西北方にそびえる九百九十三メートルの米よね山やまの尾お根ねがしだいになだれてきた位置にある。複雑な山形をもった山さん塊かいは、三日にわたる豪ごう雨うに洗われて、洗いみがかれた清せい澄ちようさになり、鋼こう鉄てつのように青黒く冴さえた冬空をきびしい線でかぎっていた。

　景かげ虎とらは貝かい役やくの者に貝を吹き鳴らさせた。貝の音はせまった山々に反はん響きようして、おそろしく勁けい烈れつな響ひびきとなってひろがった。各隊いずれも休息の耳をおどろかされて立ちあがった。

　「早はや貝がい！」

　どなりすてておいて、景かげ虎とらは早くも馬を乗りだして坂にかかる。

　急調子な早はや貝がいがつづいて、諸隊はエイヤエイヤとかけ声を上げながらつづいた。

　十分に休息をとって気力を養った後だ。たちまち峠とうげに達した。

　景かげ虎とらの推察したとおりであった。晴はる景かげ勢は坂をなかばのぼったあたりで停止して、追いのぼってくるであろう栃とち尾お勢をかヽさヽにかかっておしつぶそうと、備えを立てて待ちかまえたが、いくら待っても追ってくる様子がない。斥候ものみの兵を走らせてみると、栃とち尾お勢はいずれものんびりと休息しているという。

　「ならば待ちうけてもせんない。退ひこう」

　と、また退たい却きやくにかかり、峠とうげをこえてすでに二分ほどくだりにかかったが、そのころ、追ってくる栃とち尾お勢のどよめきが聞こえはじめた。

　「しまった！」

　狼ろう狽ばいしながらも、おもだった連中は、引きかえそうと思った。栃とち尾お勢より早く峠とうげに引きかえすことができれば有利な戦いくさができるのだ。しかし雑ぞう兵ひようらはそうは考えない。狼ろう狽ばいは恐きよう怖ふになり、一刻も早く駆かけくだろうと、足を乱して、加速度的に速くなり、ついには疾しつ走そうになった。こうなっては、勇士の名ある連中もどうしようもない。波に巻かれて引きさらわれるように足が速くなった。

　栃とち尾お勢が峠とうげに達した時、晴はる景かげ勢は山を六、七分のところまでくだっていた。

　「一兵ものがすな！　おいうて！」

　景かげ虎とらは火のような下げ知ちをくだして、まっさきに追った。

　ドッといっせいに鬨ときをあげて、栃とち尾お勢は道といわず、小こ藪やぶといわず、思い思いの途みちをとって追いかけ、適当に足場をしめると、あるものは岩石をまろばしかけ、あるものは弓に矢つがえしてはなちかけた。なかにも杉すい原ばら憲のり家いえが鉄砲隊をひきいての働きが目ざましかった。杉すい原ばらは七人の鉄砲隊をひきいて、敵のまうえに近い高い崖がけの上に出て、縅おどし毛あざやかな甲かつ冑ちゆうをまとった武士ばかりをえらんで狙そ撃げきさせた。当時の鉄砲でも、高みからこぶしくだりの射撃では、射しや程ていものびるし、あたりもよい。晴はる景かげ勢の恐きよう怖ふと狼ろう狽ばいは言語に絶した。ただくずれにくずれて、算さんを乱してにげ走るばかりであった。




　　　　六




　鯖さば石いし川原の敗戦、米よね山やま峠とうげの惨ざん敗ぱいの報が春日かすが山やまにとどいたのは、その翌日の夜明け方であった。留る守す居いの老ろう臣しん殿との原はら豊後守ぶんごのかみは七十余の老人だ。留守るすを大事と心がけて一度も帰宅せず、城内に詰めきりでいた。夜明けの夢を宿直とのいの下した役やく人にんにおこされた。

　「しかじかの次第にて、お味方利り運うんなく、殿様はわずかなお供ともまわりで、お引きあげの途中とのこと……」

　栃とち尾お城攻めの失敗と、大雨のためにものわかれになった鯖さば石いし川原の合かつ戦せんとの報告書は、数日前に受けとっている。しかし、その報告書にはそれほど悲観的なことは書かれていなかった。

　「上うえ田だ勢の先さき手てどもがぬけがけの功をあせったため、味方によわみをつけてしまったが、鯖さば石いし川ではずいぶん敵を苦しめた。雨が来なければ必ひつ定じよう味方の大勝利におわったろうに、まことに残念である。雨のあがりしだい敵をみな殺しにし、栃とち尾おを乗りとり、不ふ日じつに凱がい旋せんするであろう。この旨むね、藤ふじ紫むらさきにも申し聞け、安心させるよう」

　とあったのだ。

　豊ぶん後ごはうちしわぶきながら立ちあがり、着がえにかかった。老いた足もとがふるえ、夜明けの空気がいくどもくしゃみをさせた。鼻汁はなが垂れる感覚で、鼻先がむずむずする。

　（……敗戦と？　ああ、敗戦と？　よしなきことをあそばされたればこそのことじゃ。こんどのご出陣は、わしははじめから気に食わなんだ。喜き平へい二じ様ほどの弟おとうと君ぎみをもったことをうれしいとも思わず、憎にくみだてなさるということがあるものか。ご兄弟仲ようさえしておいでなら、喜き平へい二じ様のお手て柄がらはみなご当主たるご自身のお手て柄がらになるのではないか。……ああ、ああ、うるさや！　風邪かぜをひいたような……）

　クシュンと鼻をすすり、袖そでで横なぐりにふいて、着がえをおわった。

　「さあ、先に立て。じかに聞く」

　手て燭しよくをもった下した役やく人にんを先に立てて、玄関に出た。

　注ちゆう進しんの者は玄関の式しき台だいにどっかり腰をおろし、まわりを数人の下した役やく人にんらがとりまいて、なにやら問いかけていた。下した役やく人にんらはずいぶん昂こう奮ふんしているようであったが、注ちゆう進しんの者はボソボソと元気のない応答しかしない。具ぐ足そくの袖そではちぎれかけ、素す足あしに足あし半なかをはき、乱らん髪ぱつを鉢はち巻まきでとめている。へとへとに疲れきった様子だ。豊ぶん後ごの出てきたのを見ると、大たい儀ぎそうに腰を上げ、土ど間まにうずくまった。

　「あらましのことは取り次ぎから聞いたが、くわしく語れ」

　「くわしく申せと言われましても、申し上げることはありましねえ。敵が強すぎて、話になりましねえ。そのうえ鉄砲ちゅうものをもっていましてねえ、ドカーン、ドカーンとものすげえ音で撃うちたててきますと、楯たても鎧よろいもたまったものでねえす。ねらいおとしに目ぼしい旦だん那な方を打ちとるのでござる。そのうえ、上うえ田だの越前守えちぜんのかみ様が、なんじゃかお腹立ちで、戦いくさのはじまるすぐ前、手て勢ぜいをまとめて上田にかえってしまいなされたのでござる。上田衆がいなさらんでは、勝負になるはずがねえす。鯖さば石いし川で負け、米よね山やま峠とうげで負け、こんげなことになったのでござるだ」

　ぼそぼそと言うのが、投げやりで、ヤケな調子だ。主将たる晴はる景かげに不満があるのだと思われた。とがめだてしたりしかったりしては、なにを言いだすかわからない。質問をかえた。

　「それで、汝われはどこで殿様におわかれしてきたのじゃ」

　「松まつ留どめでおわかれしましただ。できるだけ急いではせもどって注ちゆう進しんせいとおおせつかりましたすけ」

　これ以上は聞いたところでなんにもなりはしない。豊ぶん後ごは役人の一人に、注ちゆう進しんの者に食事をあたえて休息させるように命じ、さらに一人に、やはり留る守す居いとしてのこされた数人の武士の名をあげ、それぞれの屋や敷しきに走って、急ぎ登と城じようするよう伝えよと言いつけた。晴はる景かげを迎えの人数をくりださねばなるまいと考えたのであった。こんどの出陣には、晴はる景かげは非常な意気ごみを見せて、

　「喜き平へい二じをとりこにするか首にするかしないかぎりは帰らぬ」

　と高こう言げんし、底をはらうようにして兵を引きつれたので、留る守す居いにのこされたのは多くは老齢か、病気か、ものの役に立ちそうなものはいないのだが、供ともまわりも少なくにげ帰ってきつつあるとあっては、迎えを出さないわけにはいかない。

　「はて、次はなにをせんければならんかいな……」

　つめたくかたい板の上にすわって、思案していると、また鼻がむずむずして、大きなくしゃみがつづけさまに出た。

　「そうじゃった。お部へ屋や様さまのお耳にも入れとかんければならんわい……」

　豊ぶん後ごは鼻汁はなをぐずめかしながら、やや明るくなった縁えん側がわを奥おく殿でんにむかった。庭に霜しもが雪のように白かった。

　お広ひろ敷しきで、宿直とのいの女中を呼びだして、

　「至急に申し上げねばならぬことが出しゆつ来たいいたしましたれば、時ならぬ時でございますが、お目どおりねがいます」

　と、とりつぎをたのんだ。

　相当待たされた。その間に夜はますます明け、雀すずめの声が聞こえてきた。

　宿直とのいの女中と、藤ふじ紫むらさきの召し使っている小こ娘むすめとが出てきた。

　「こちらへ」

　つれていかれたのは、霜しもの庭にむかった書しよ院いんの間まであった。障しよう子じを開けはなったその座敷のまんなかに、大おお火ひ鉢ばちに山のように炭火をおこし、片手をかざして藤ふじ紫むらさきが端たん座ざしていた。いつも好このみのうす化げ粧しようだが、花のように美しかった。その美しさに打たれたように、豊ぶん後ごは、

　「うッヘーッ」

　と、縁えん側がわに平へい伏ふくした。また鼻がむずむずしてくしゃみが出そうであった。豊ぶん後ごはけんめいにこらえた。






悪いおなご




　　　　一




　殿との原はら豊ぶん後ごが風邪かぜひき声で言ごん上じようするのを藤ふじ紫むらさきは心中仰ぎよう天てんしながら聞きおわったが、表情はいたって静かであった。

　「口おしい知らせを聞くものであります。しかしながら、過ぎ去ったことはなげいてもいたしかたないこと。さっそくにお迎えの人数を出されて、無ぶ事じにおかえりになるよう、はからいありますように」

　と言った。

　老人は藤ふじ紫むらさきに好こう意いをもっていない。殿様のお政治しおきが乱脈であるのも、世せ間けんの評判が悪いのも、すべてこの女め狐ぎつねがついているからだと思っているのだが、それだけにこの気き丈じようさと沈着には目を洗われる思いであった。

　（さすがは堂どう上じようのお生まれ、氏うじ素す姓じようは争われぬ。大事な場にあたっては、男はずかしいご沈着じゃ）

　と、感心した。

　「そのつもりで、ただいま手くばりちゅうでございます。おそれながら、ご様子を拝しまして、安心つかまつりました。されば、これにてごめんこうむります」

　豊ぶん後ごは奥おく殿でんをさがった。つなぎの渡り廊下で、いくども大きなくしゃみをしながら、よちよちとたよりなげな足もとであった。

　「そこをしめてたも。そして、みなの者、しばらく席を避さけてくりゃれ」

　侍じ女じよらは縁えんにむかった障しよう子じをしめて、ぞろぞろと別室にさがった。いずれも殿様敗軍のしらせに心をおののかせていた。

　一人になると、藤ふじ紫むらさきの様子はかわった。おちつきのない、おどおどした顔になって、いくどもためいきをついた。

　「にげねばならない」

　と、思った。

　彼女は、自分が多くの人にうらみをもたれていることを知っている。それは城内の者にもあるはずだ。こうなると、その者どもはきっとうらみを晴らそうとするにちがいない。一匹の犬が狂くるえば千匹の犬が狂くるう道理だ。城中の全部が狂くるいだして、自分をめがけて殺さつ到とうするかもしれない。そうなれば、晴はる景かげがたよりにならないことはいうまでもない。前に立ちふさがって家来どもをしかりつける勇気もなければ、圧あつ服ぷくできる力もない人であることは、彼女にはよくわかっている。自分のからだが暴ぼう兵へいどもに八やツ裂ざきにされてふみにじられることを想像して、目の前が暗くなった。からだのふしぶしが痛いようにさえ思った。

　「どうして、どこににげよう」

　それが問題であった。

　うらみを含んでいるのは、城内の者だけではない。むしろ、城外の民の方が深いうらみをもっているはずだ。それだけのことを自分はしてきている。その目にかかったら、とうてい無ぶ事じでいられようはずはない。

　ひょっとすると、なんといっても兄弟のことだ、城まで攻めつけてきても、和わ睦ぼくができて、晴はる景かげはふたたび返り咲くことがあるかもしれないが、その時だって自分だけは助からないにきまっている。景かげ虎とらはもとよりのこと、景かげ虎とらに味方している豪ごう族ぞくらは全部自分をにくんでいる。自分を殺すことを条件の一つにして和わ睦ぼくするにちがいないからだ。

　しょせん、助かりようのない自分だ。

　こんな時のために、かねてから情をかけて、にげゆく先を用意しておくべきであったと後こう悔かいしたが、それはいまとなってはなんの役にも立たないくりごとだ。

　「とにかくも、にげることが先だ。あとはあとのこと。急がなければならない」

　決心をつけた。

　小こ女おんなを呼んだ。

　小こ女おんながおどおどしながら姿を見せた。

　「こちらにおじゃ。ずっとそばに寄りゃ」

　と呼びよせて、ささやいた。

　「そなたの在ざい所しよは、たしか名な立だち＊でありましたの」

　「はい。名な立だちの奥の赤あか野の俣またという山里でございますだ」

　「そこへわたしを連れていっておくれ。まもなくここでは、戦いくさがはじまる。こうしていては、わたしもそなたもどうなろうやらわからぬ。城戦いくさの時、いつもひどい目にあうのは、女です。きっと鬼のような武む者しやどもにむごい目にあわされたうえ、八やツ裂ざきにされてしまうであろう」

　小こ女おんなはふるえあがった。

　「殿もご出陣の時、万一のことをお案じなされて万が一にも味方敗軍ということになった節は、ひとまずいずれかへ落ちて、あとのなりゆきを待て、わしはかならず城にかえり、備えをかためて戦い、やがて諸方の味方の助けを得て、利り運うんをひらくであろう、と、言いおかれました。いいかえ。ですから、ひとまずそなたの在ざい所しよへ連れていってたもれ。きっと厚う報いますからの。わたしもほうびの金銀なり、着物なりたんととらせますが、殿もご利り運うんをひらきたもうた後には、お報いくださろう。そなたの父おや御ごなり、兄弟なり、士さむらいにとりたててくださるよう、わたしが引きうけてとりなしましょう」

藤ふじ紫むらさきの言うことがわかったかどうか、ふるえつづけながらも、小こ女おんなは、

　「は、はい……」

　とうなずいた。

　支し度たくにかかった。落ちるとなれば、できるだけ金かね目めなものをもっていかなければならない。晴はる景かげが敗はい勢せいをもりかえして敵を撃退することは考えられないから、京へ帰るよりほかはないが、路ろ費ひもいるし、京でのこれからの生活を考えても、金銀はぜったいに必要だ。だいいち、長い年月こんな片かた田舎いなかに、しかも弟まで死なせて、しんぼうしたのだ、できるだけ金銀でももってかえらなければ、引きあったものでない。

　これまでもらいためた砂さ金きんや金銀細ざい工くを包みにしはじめたが、美しい衣類を見ると、それもおしくなった。

　（この一枚一枚がわたしを京へ連れて帰ってくれるものだ。金銀は京へ帰りついてからのものとして、できるだけたしなんで、この着物を路ろ費ひにしよう）

　と思った。

　よりわけにかかったが、どれもこれもおしい。それを思いきって選せん択たくして、一枚一枚小こ女おんなに投げてやって包ませにかかったが、できあがった包みは大きく重いものになった。

　とても、小こ女おんなにはかつげそうにない。

　（やはり男の手を借りなければならない）

　と思った。

　こんな時に玄げん鬼きがいてくれればと思った。女の敏びん感かんさで、彼女は玄げん鬼きが自分にたいしてふつうでない感情をもっていたことを知っていた。心のおごっていた当時は、いささか腹が立ちもし、いささかおかしくもあったが、こうなればおしいことをしたと思わないわけにいかない。しかし、これももう返らないくりごとだ。




　　　　二




　（だれにたのもう）

　思案した。いろいろな男の顔を思い出した。老人は最初から勘かん定じようにいれない。体力がなければつとまらない役目だ。若い武士らを一人一人思い出してみた。かねて自分を思し慕ぼしていると思われる者どもだが、いずれも晴はる景かげの供ともをして出はらっていた。

　しかたがないから、下げ僕ぼくどものことを考えた。あれでなし、これでなし、と吟ぎん味みして、やっと一人思いあたった。

　久きゆう助すけというその下げ僕ぼくは元来は直なお江え津つ在ざいの漁ぎよ夫ふであったが、角力すもうが強いというので、晴はる景かげが去年の秋、下げ僕ぼくに召しかかえて、奥おく殿でんの庭にわ掃そう除じなどさせているが、この男の自分を見る目にどうやら思し慕ぼの色があるようであることを思い出した。

　（あれなら、強そうでもある。京までの供ともも十分につとまろう。いままでは思し慕ぼしていなくても、説きつけてみせる。からだを餌えさにするつもりなら、できないことではない）

　と、自信をもって思った。

　「そっと呼んできてたもれ」

　と、小こ女おんなを走らせた。

　この間に、うわさがすっかり広まったと見えて、城内は表も奥おく殿でんもわきたつようなさわぎになった。異様な呶ど声せいと、とろとろと走りまわる音とが、たえずわきおこっていた。藤ふじ紫むらさきの居い間まにのぞきにくる者もいた。彼女は用意した包みを几き帳ちようのかげにかくし、胸をしゃんと張り、火ひ鉢ばちに片手をかざした姿勢で端たん座ざしていた。そういう者があると、きびしくたしなめた。

　「無ぶ礼れいな！　呼びもせぬに、なぜ来るのです。武ぶ家け奉ぼう公こうしている者が、そのうろたえようはなにごとです！」

　するどい美しさをもっている彼女は、そうしていると近づきがたい威い厳げんがあった。人々は打たれたように拝礼して、ものしずかに去った。

　庭先に人のけはいが近づいて、小こ女おんなが小声で、

　「ここに待っていてくだされや。いま申し上げるすけな」

　と言うのが聞こえた。

　藤ふじ紫むらさきは立ってみずから障しよう子じをあけた。

　久きゆう助すけは霜しもの庭にひざまずいていた。たくましいからだとひげの濃こい荒れた顔がん相そうの、二十五、六の男だ。濃こいまゆの下のギョロリとした目で見上げて、すぐ平へい伏ふくした。それを見た時、藤ふじ紫むらさきの胸に不安に似たものがかすめた。この男を御ぎよしきれるだろうかという。

　しかし、乗りかかった船だ。猶ゆう予よのできない場である。できるだけ威い厳げんを保たもって言った。

　「殿様のかねてのお言いふくめで、しばらく城を落ちます。そなた、供ともをしておくりゃれ。そなたはかねてから、このような時に役に立つ者と、身みが目をつけていたものです」

　「へッ！」

　久きゆう助すけの大きなからだははげしくふるえだした。

　藤ふじ紫むらさきはいっそう不安になったが、あとへは引けない。

　「では、上がってきて、この包みを背負って、あとについてきておくりゃれ」

　久きゆう助すけはわくわくしてきたようだ。荒い顔が夢見るようなうっとりとした表情になり、ふるえながら上がってきて、荷物を背負った。

　「おじゃれ」

　藤ふじ紫むらさきは片手に金銀の包みをしっかりともって縁えんに出、小こ女おんなのはいてきた草ぞう履りをつっかけて、庭におりた。小こ女おんながはだしで従い、そのあとに久きゆう助すけが従った。

　どの道をとってにげるか、考えてある。この庭を行きつくしたところにある木立ちの中につづく細道を行くと、山やま路じにかかり、すこしのぼってから谷に下れば、濠ほりに架かした細ほそ橋ばしがある。それを渡ってすこし行けば道が二つにわかれる。右をとれば里に出、左をとれば山に入る。その山をぬけて海べに出るつもりであった。難なん所しよは細ほそ橋ばしのきわにある番ばん所しよだが、こういう際だから番ばん卒そつどもはいないかもしれない。いても、口くち先さき一つでなんとかなろうと、たかをくくっていた。

　高く日が上って、霜しもがとけかけて、水蒸気がほうほうと立って、ぬかりかけている庭を行きつくして、木立ちにかかった時であった。殿との原はら豊ぶん後ごは、駆かけつけてきた留る守す居いの老人らと相談して晴はる景かげを迎えの人数を出してやったので、その報告のために奥おく殿でんに来た。閉めきってある障しよう子じの外にかしこまり、うやうやしく声をかけようとしたがふと庭の方に人のけはいを感じて、ふりむいて見た。

　「あッ！」

　と、声を立てて、おどろいた。

　（はてな。どうして、藤ふじ紫むらさき様が？……）

　とっさには合が点てんがいかなかったが、やがてはっと思いあたった。怒いかりが心しん頭とうに燃えあがった。

　さけんで呼びとめようとしたが、舌したの先まで出かかったそれを食いとめた。こういうことが人に知られては、士し気きがくずれるのである。

　はだしで庭にとびおりて、追いかけた。

　追いついて、おしころした低い声でさけんだ。

　「これはなんということでござる！　お前まえ様、どこに行きなさる！」

　藤ふじ紫むらさきはふりかえった。血の気けのない、まっしろな顔になっていた。

　「殿様のかねてのおおせつけどおりにしているのです。まさかの時にはこうせよと、おおせつかっているのです」

　瞬しゆん間かん、そうかもしれないと思ったが、紙のような色になってふるえているその唇くちびるを見た時、うそだ！　と思った。

　「とにかくも、ひとまずおかえりください」

　と、すり寄って、腕をつかんだ。藤ふじ紫むらさきはいっそう青くなった。

　「身がいつわりを言うとお思いかえ。はなしゃ！」

　さけんで、ふりきろうとしたが、老人ながら豊ぶん後ごもかつては武勇の名のあった者だ。ふりきれなかった。

　「とにかくも、ひとまずおかえりを！」

　ぐいと豊ぶん後ごは引いた。

　こらえようとしたが、こらえられない。藤ふじ紫むらさきのからだはよろめき、上体が豊ぶん後ごの胸に引きつけられた。

　「チッ！」

　どうして抜いたか、どうして突きさしたか藤ふじ紫むらさきは意識しなかった。さか手に右に抜きはなった懐かい剣けんで、うしろ手に、豊ぶん後ごの右の脾ひ腹ばらをつきさし、えぐっていた。

　「あッ！」

　豊ぶん後ごはさけんだ。苦痛に顔をゆがめ、つかんだ相手の腕を引きよせ、からだを抱きとめようとしたが、手をはなした瞬しゆん間かんに、藤ふじ紫むらさきは身をひるがえしてすりぬけた。

　「お前まえ様は！」

　豊ぶん後ごは霜しもどけの庭にくずれおちようとしてよろめき、ふみとどまった。右手でみるみる血に染んでいく脾ひ腹ばらをおさえ、おそろしい目で藤ふじ紫むらさきをにらんだ。

　小こ女おんなも、久きゆう助すけも、おびえて立ちすくんでいた。

　藤ふじ紫むらさきも自分のしたことにおどろいていた。右手に懐かい剣けんをつかんでいることに気づいて、反射的にすてようとしたが、ふと思いかえして、懐かい紙しを出して、血のりをぬぐい、鞘さやにおさめた。白い細い手がはげしくふるえていた。一ぺんも豊ぶん後ごの方を見なかった。

　「おいで」

　と、小こ女おんなと久きゆう助すけに言って歩きだした。二人はせかせかと歩きだした。

　「……待ちなされ……」

　豊ぶん後ごは追おうとしたが、一、二歩で足をもつらかして、どろどろの霜しもどけの中にひざをついた。顔をゆがめ、はげしい目で藤ふじ紫むらさきのうしろ姿をにらんでさけんだ。

　「お前まえ様は、悪い女おなごじゃ！」

　聞こえたにはちがいないが、藤ふじ紫むらさきはふりかえらない。

　「おいで」

　とうしろにつづく二人に言って、足を早めた。

　いきなり深い穴におちこんだように気力がなくなり、周囲が暗くなり、豊ぶん後ごは横にたおれた。そのたおれているまわりのぬかるみから蒸気がほうほうと立ちのぼり、日はますます高くなっていった。




　　　　三




　晴はる景かげが帰ってきたのは、その日のひる過ぎであった。従っているのは迎えに行った者も加えて、やっと百騎きくらいしかなかった。彼はまるで気力がなくなっていた。ぶよぶよにふとった顔は不快な土色になり、たえずからだ全体をふるわしていた。大おお手ての玄関について馬を下りるのも、ひとりではできなかった。家来どもにかかえおろされた。

　「諸しよ門もんを打って、食いとめよ。一いつ兵ぺいも入れるでないぞ」

　と、ふるえ声でさしずしたが、兵らは返事もしなかった。このわずかな勢では防ぎがつかないことは明らかであった。

　「やがて諸しよ勢ぜいもかえりくるであろう。これほどの城だ。防ぎのつかぬはずはないぞ！」

　じだんだふんで、晴はる景かげはいら立った。

　兵らはのろのろと立って、どこへ行くやら、そこを去った。

　「あほうどもめ、おのれらが不ふ覚かくでこのやぶれをとりながら」

　つぶやいて、玄関を入った。藤ふじ紫むらさきの顔を見て、熱い酒を一ぱいのみたいと思って、奥おく殿でんの方に行きかけると、留る守す居いの老人の一人が前にひざまずいた。

　「おりもおり、ご不快なことを申し上げねばなりませぬ。藤ふじ紫むらさき様は、どこぞへおにげなさりました」

　「なにイ？」

　「殿との原はら豊ぶん後ごを殺害して、おにげになったのでございます」

　よくわからない。いくども問いかえした。

　老人ははじめのうちおどおどしていたが、しだいにおちついてきた。ゆっくりと、念入りに説明した。いじわるいよろこびに似たものを感じているようであった。

　晴はる景かげは目の前がまっくらになったが、考えられないほどの速さで、奥おく殿でんさして走りだした。戦場でも出したことのないおそろしい勢いであった。鎧よろいの札さねが、カタカタ、ザワザワと鳴った。

　「お藤ふじよ、これ、お藤ふじよ！　どこにいる？　お藤ふじよ！……」

　藤ふじ紫むらさきの居い間まから、他の座敷に呼びたてながら歩きまわったが、いようはずがあろうか！

　やがて、藤ふじ紫むらさきの居い間まにかえってくると、どかりとすわって、酒を呼んだ。

　大きな盃さかずきで酒をあおりながら、しだいに酔いの出てきた目で、ときどきあたりを見まわしたり、聞き耳を立てたりした。どこからか藤ふじ紫むらさきが出てくるか、声が聞こえるかするにちがいないと思っていた。戦いくさのことも、身にせまった危険のことも、もう考えなかった。心にあるのは、藤ふじ紫むらさきのことだけであった。ときどき、涙がこぼれてきた。




　　　　四




　潰かい走そうする春日かすが山やま勢を、景かげ虎とら勢は急追撃しつづけた。いや、いや、急追撃とはいえないかもしれない。春日かすが山やま勢は四し分ぶん五ご裂れつして、思い思いの方角ににげ走っているのに、景かげ虎とら勢はひとすじに春日かすが山やまを目ざして疾しつ駆くしつづけるのだ。追撃というより、敵中突破といった方が適当かもしれない。

　実際に戦争に出たことのないわれわれ素人しろうとの考えでは、こんなことをしたら、敵が四方から押しつつんできて、攻守ところをかえ、ひどい目にあうのではないかと思われるのだが、敵が計けい略りやくでにげたのでないかぎり、けっしてそういうことにはならないという。こんな場合には徹てつ底てい的てきに追って追いまくるべきものだという。戦いくさと心理との深い関係、戦力は単に物理的な力ではないことなどがわかるのである。

　景かげ虎とらはつねに先頭に近いところにいて馬を走らせつづけたが、春日かすが山やまに近づくにつれて、気が重くなりはじめた。

　「戦っている相手は兄だ。兄を追いかけているのだ」

　という気持ちがくらく重いものになって、胸をおおうてくる。

　「兄ではあっても、これはしかけられた戦いくさだ。兄はおれに二度も刺し客かくをさしむけた。こちらがやらなければ、やられてしもうのだ。食うか食われるかなのだ」

　と思ってみても、

　「兄は長なが尾お家の当主としてふさわしくない人だ。武将として欠点だらけな人だ。士し心しんも民みん心しんもはなれている。兄が当主であるかぎり、長なが尾お家の亡ぼう滅めつは目に見えている。豪ごう族ぞくらも、兄にかわっておれが立つことを望んでいる」

　とはげましてみても、萎なえしぼんでいく気力がどうしようもない。

　戦いくさの時、こんな気持ちになったことははじめてだ。いつの戦いくさでも湯ゆ玉だまとなってふきあがってくるように闘志が出てくるのに、気がめいってならないのだ。

　あと三里ほどで春日かすが山やまという地点まで来ると、どうにもがまんできなくなった。馬を乗りとどめ、停てい止しの鉦かねを鳴らさせた。

　どの隊も、ぴたりと停止して、さわぐ様子はなかった。

　景かげ虎とらは使い番を各隊に出して、夜や陣じんの支し度たくにかかるように命じた。

　「今夜はここで泊まることにするが、敵城まぢかのことであるから、かがり火の数と夜まわりの者を多くして、十分に用心するよう」

　また文もん句くを言ってくるのではないかと思っていたが、だれも来ない。それぞれに適当な場所を占しめて、夜や陣じんの支し度たくにかかりつつあるのが見えた。これは部将らが景かげ虎とらの戦せん術じゆつ眼がんを信頼しきっているためとより思いようがなかった。彼らは本心を言えば、ここまで敵を追いつめてきながら、日暮れがせまっているというでもないのに、たちまちやめて夜や陣じん支し度たくなど命ずる景かげ虎とらの量りよう見けんがわからないにちがいないのだが、米よね山やま峠とうげで追撃を中止して敵の気合いをはずして大勝利を得たのはつい昨日のことだ、凡ぼん慮りよのおよばない深い心しん算さんがあることと考えているのであろうと推察された。

　その信頼を裏切っているようで、それも心を重くした。

　景かげ虎とらは陣じん所しよの設営ができるまで、馬を駆かってそこをはなれた。

　このへんはいまの高たか田だ市（現在は上越市の一部）の東方十キロばかりにある五十公いきみ野のの一いつ角かくであった。頸くび城き平野のほぼ中心で、火ひ熨の斗しをかけたように坦たん々たんたる水田のつづく地帯だ。ところどころの畔あぜ道みちにタモギがうわっている。梢こずえにだけほんのもうしわけに枝のひらいた、ひょろひょろと幹みきの長い木だ。畔あぜ道みちに行列をつくってならんでいる。巨きよ大だいで無ぶ細さい工くな筆をさかさまに立てならべたようだ。これは秋のとりいれ時のためのもので、そのころになると農民らは横にいく段も木をわたして、刈かり取った稲をかけて乾燥させる。ずいぶん高いところまでかけるし、いたるところにそれがあるので、秋になると田たん圃ぼじゅうやたら高い障しよう壁へきができたようで、めずらしい景観になる。かわっているのは、この季節だけではない。春夏には筆の穂ほが緑におおわれる。二か所や三か所ではなく、いたるところに行列をつくってならんでいるので、いやでも旅人の目にはめずらしいものに映る。

　しかし、いまは冬だ。タモギの梢こずえは坊ぼう主ずになっている。とりいれもとうにすんで、やがてはじまる雪の季節を待っている時だ。タモギは冬ざれた景色にいやがうえにも荒こう涼りようたる趣おもむきをそえてはいたが、眺ちよう望ぼうをさえぎりはしなかった。広い頸くび城き野のははるかなむこうの山のふもとまで見わたせた。

　景かげ虎とらはずっと西に見える春日かすが山やまに目をはなったまま、馬を乗りとどめていた。

　今夜一夜はこうしてここで夜や陣じんしてすごしても、夜が明ければ戦わなければならない。ここまで来た以上、そのまま引きかえすことを、将兵らが承知するはずはないのだ。けれども、彼には戦う気力がない。

　（どうしたらよいのか……）

　いくども、胸の底でつぶやいた。

　景かげ虎とらの初うい陣じんは十四歳であった。昭しよう田だ常陸ひたちが叛はん逆ぎやくしてとつじょ立って春日かすが山やま城を襲しゆう撃げきした時だ。あの時、景かげ虎とらは九尺柄えの槍やりが重すぎるので二尺切りちぢめて、それをもってもっとも勇ゆう敢かんに戦った。次はその翌年、栃とち尾おの古城を修復して三さん条じよう方と戦った時であった。はじめて全軍の総大将として戦った。十五歳であった。それからこちら、七度戦闘している。大きくわければ三条方と一回、晴はる景かげ方と一回だが、三条方が栃とち尾おにおしよせた時は、はじめて栃とち尾お盆地から出る峡かい道みちで一度、城下の搦からめ手て口ぐちで黒くろ田だ和泉いずみの勢を撃破し、大おお手て口ぐちで長なが尾お俊とし景かげと戦って俊とし景かげを討ち取っている。こんどは栃とち尾お城下で一度、鯖さば石いし川原で二度、米よね山やま峠とうげで一度、都つ合ごう七度戦闘を経験しているわけだ。

　そのどの戦闘にも、自信が胸にあふれていた。負けるかもしれないという不安など一度も経験したことがない。いつの戦闘にもこころよい昂こう奮ふんが酒の酔いのようにからだを熱くしていたのだが、それがここまで来てさらになくなったのだ。

　これは彼の良心のうずきであった。後こう年ねんにいたるまで、彼には神経質なほどの心の潔けつ癖ぺきさがあり、みずからの正当さを信じないかぎりけっして戦わず、戦うにはかならず正しい自分であるとの信念があり、すさまじい闘志をわきたたせて、戦って勝たざるなく、攻められて退のけざるなく、それが武将としての彼の特質になっており、当時にも、また後こう世せいからも「義ぎ将しよう」といわれている理由であるが、まだ十九という年の若さでは、自分のその心の底がわからず、かつて経験したことのない闘志の萎い縮しゆくに、疑ぎ惑わくし、狼ろう狽ばいし、あせっているのであった。

　日はますます西にかたむき、かたむくにつれて紅あかくなり、ついには深しん紅くになり、冬ざれた頸くび城き野のはななめな光の中に紅あかく燃えた。西の山々はその逆光の中に青黒い陰かげになり、空に限る稜りよう線せんだけがくっきりと浮いて、山々のひだはかくれた。背後に高い山をもった春日かすが山やまはその所在さえわからなくなった。それでも、景かげ虎とらはそこを見つめたままだ。つめたい風が蕭しよう々しようと吹きつけてきて、馬のたてがみを乱し、長い尾を吹きなびかせたが、景かげ虎とらはその馬上に身動き一つしなかった。




　　　　五




　宇う佐さ美み定さだ行ゆきは、後こう陣じんに近い林かげに設営された陣じん所しよで、兵士らに焚たき火させて煖だんをとっていたが、十分にあたたまると、

　「しばらくご本ほん陣じんに行ってくるゆえ、留守るすをたのむ。あまりみなを遠くへ散らさんようにな」

　と、おもだった家か臣しんらに言って、馬上で出かけた。

　寒さに猫ねこ背ぜになって身をすくめ、諸しよ陣じんの間をことことと馬を歩ませて本ほん陣じんに近づいていったが、ふと小こ半はん町ちよう前方のタモギの下に馬を立てて全身に夕ゆう陽ひをあびている武む者しやの姿が目につくと、馬をとめた。

　夕日がまともにさして、まぶしい。目を細めて凝ぎよう視しして、それが景かげ虎とらであることをたしかめた。ほんのしばらく、目を閉じた。感心せんと言いたげに首を振り、馬を進めにかかったが、二、三間げんでまたとまり、設営ができあがって炊すい煙えんを立てはじめている諸隊の陣営をぐるりと見まわし、ゆっくりと馬首をめぐらした。

　宇う佐さ美みの陣じん所しよでは、宇う佐さ美みが行ったかと思うと帰ってきたので、おどろいた。

　「はやおかえりで？」

　「ああ、思案におふけりのご様子で、おいそがしそうであったので、おじゃま申してはならんと思うて、声もおかけせずかえってきた。寒いのう。酒でも飲みたいが、小こ荷に駄だはだいぶおくれようの。そのへんで都つ合ごうできんかの」

　「かしこまりました」

　宇う佐さ美みは鎧よろいの引きあわせから銀ぎん子すをとりだして、

　「できるだけたくさん都つ合ごうしてきてくれんか。みなにも一杯ぱいずつなりと飲ませたい」

　と言って、数人の兵士にすこしずつわけて渡した。

　「ありがたいことでございます」

　「手て荒あらなことをするなよ。まず銀ぎん子すを出して、それから話をすれば、あるものなら隠かくしはすまい。おどかしがましいことはけっしてしてはならんぞ」

　「はい、はい」

　兵士らはうれしがって、付近の村々に酒の調ちよう達たつに出かけた。

　日が落ちて、諸しよ陣じんで焚たくかがり火のあざやかになるころ、酒の調ちよう達たつに行った兵士らはかえってきた。大きな酒つぼは二人でさしにないにし、中くらいのは背負いばしごで背負い、小さいのは胸にかかえて、にこにこしながらかえってきた。

　「あったか、あったか」

　宇う佐さ美みはきげんよく言って、兵士らにそれぞれ一合ごうくらいずつ配分し、自分もすこしのんだ。陶とう然ぜんといい気持ちになり、早くから鎧よろいを解いて焚たき火のそばに横になって眠ったが、初しよ更こう（八時）をすこし過ぎたころ、起きて鎧よろいをつけ、近きん習じゆうの者を呼んだ。

　主人が武装しているので、相手はさっと緊きん張ちようした。夜よ討うち・抜け駆けは当時の武士にはつねのことである。てっきりそれだと思ったのであった。

　「ちょっと府ふ内ないにまいらねばならん用事を思いついた。寒さむ夜に大たい儀ぎではあるが、五、六人供ともに立ってくれるよう」

　どうやら抜け駆けのためではないようだ。いささか失望したが、かしこまりました、と答えて、同どう僚りようらに告げて支し度たくにかかる。

　まもなく出発した。空は晴れて、とぎみがいたようにつめたい光の星がこぼれるようであったが、暗い下界には北海を渡ってくる季節の風が肌はだを切る寒さで吹きまくっていた。横から来るその風の中を、主人は黙もく々もくとして馬を急がせた。

　宇う佐さ美みは景かげ虎とらの心中のなやみを、鏡にうつすように洞どう察さつした。そして対策をくふうした。

　（府ふ内ないのお館やかたにお働きねがおう）

　と思いついた。

　上うえ杉すぎ定さだ実ざねは越えち後ご守しゆ護ごだ。これは名めい義ぎだけのものではあるが、守しゆ護ごは守しゆ護ごだ。長なが尾お家の主しゆう筋すじだ。しかも、その北きたの方かたは長なが尾お家から来た人だ。晴はる景かげには妹、景かげ虎とらには姉にあたる。長なが尾お家の兄弟仲のもつれにたいしては、たのまれなくても、仲ちゆう裁さいの役に立たなければならない立場にある人だ。それが仲ちゆう裁さいに立とうとしないのは、この機会に晴はる景かげにとってかわって、景かげ虎とらが立つことを望んでいるからだと、宇う佐さ美みは考えた。定さだ実ざねが晴はる景かげの暴ぼう悪あくな政治ぶりや、乱らん倫りんな内ない行こうや、武将として懦だ弱じやくにすぎることに不満をもち、景かげ虎とらの年少に似合わない卓たく抜ばつな武ぶ略りやくに好意をもっていることを、宇う佐さ美みはよく知っているのだ。そのとおりだ。めったに仲ちゆう裁さい役やくなど買ってでられては、いたずらに晴はる景かげ政治を延えん命めいさせるだけの結果にしかならない。

　「しかし、ここまで弾だん正じよう殿をおしつけることができた以上、お館やかたに出てもらってもよいな。お館やかたから、弾だん正じよう殿に、『家か督とくは喜き平へい二じにゆずり、そなたは隠いん居きよしなされ』と説せつ得とくしてもらうのだな。そうすれば、喜き平へい二じ様もなやみなさることはなくなる」

　と、思案したのであった。

　一時間ほどで、府ふ内ない城についた。

　府ふ内ない城は城とはいっても、平地に建てられたもので、元来が守しゆ護ご館やかただ。軍事的にはそう厳重な構えではない。堅けん固ごさより美しくということに重点がおいてあった。しかし、時代が時代だ、深い濠ほりと高い土ど居いをめぐらし、いちおうの城がまえにはなっていた。

　宇う佐さ美みはかすかな灯ほ影かげが戸のすきまから漏もれている門番小屋の窓の下に立ちより、曰いわく窓まどの桟さんの間からむちの頭をさしいれて、コトコトと戸をたたきながら、小こ声ごえで案内を乞こうた。

　まだ寝てはいなかったのであろう、すぐ応答があった。

　「あ、だれじゃな、すぐあけるすけ、せわしのうたたかっしゃるな」

　と言って近づいてきて、戸をあけた。

　「琵び琶わ島じまの宇う佐さ美みじゃ。夜や陰いんに気の毒じゃが、わしがまいったことを申し上げるようにしてくれい」

　「ヘッ！」

　びっくりしたらしい。あかりをもってきて、頑がん丈じような横よこ桟さんの間から宇う佐さ美みをのぞいてたしかめた。

　「ひゃッ！　たしかに！　しばらくお待ちくださろ！」

　大急ぎで外へ飛びだしていった様子であったが、やがて、門もん扉ぴのむこうに数人の足音とともに灯あかりが近づいてきて、扉とびらがあけられた。

　「これはこれは、駿河守するがのかみ様」

　三人の武士であった。腰を折って、ていねいに迎える。

　「すでにお聞きであろう、お近くまでまいっていますので、夜中ご無ぶ礼れいとは存じたが、ごきげんうかがいにまでまいりました」

　と、宇う佐さ美みは言った。

　「ただいまおとりつぎ申しています。こちらへ、こちらへ」

　と言いながら、三人は宇う佐さ美み主しゆ従じゆうを先せん導どうしていく。

　二十分ほどの後、宇う佐さ美みは定さだ実ざね夫ふ妻さいと、客きやく殿でんで対たい座ざしていた。

　定さだ実ざねは四十七、八、色白な、ふっくらとした、温おん和わそうで品のよい人であった。夫人は四十を二つ三つ越した年ねん輩ぱいであったが、これまたまだわかわかしい美しさをもっていた。この夫人は為ため景かげの長女で、晴はる景かげには妹、景かげ虎とらには姉にあたるのであった。

　あいさつがすむと、定さだ実ざねの方から問題に触れてきた。

　「そなたは弾だん正じようと喜き平へい二じとの確かく執しつのことについて来たのであろうな」

　「御ぎよ意い」

　宇う佐さ美みはひざを進め、自分の思案を述べた。

　定さだ実ざねはいくどもうなずきながら聞いた。

　「よいくふうじゃ。さっそくにそういたそう。じつは、これまでとて、わしはいつもご前ぜんとそう話していたのじゃが、一つには喜き平へい二じの年が若い。喜き平へい二じが抜群の器き量りよう人じんであるのは、この数年の戦いくさぶりでだれ知らぬもののないことじゃが、それでもやっと十九というのでは、戦いくさはじょうずでも、政治しおきはどうであろうと、不安に思うのが人情じゃ。めったに言いだしては、若い喜き平へい二じを守しゆ護ご代だいに立てて、守しゆ護ごの力を取りもどそうとたくらんでいると、痛くない腹をさぐられるくらいが関せきの山だと思うたのだ。二つには、弾だん正じようがきくはずはないと思うた。春日かすが山やまの当主としても、また守しゆ護ご代だいとしても、弾だん正じようがふさわしくない男であることは、だれの見る目も同じじゃが、それは他人の考えで、当人はそうは思わぬ。おれは春日かすが山やまの総そう領りようじゃ、喜き平へい二じはまだくちばしの黄きな末ぱつ子しにすぎぬと思うているに相違ない。なまじいなことを言いだしては憎にくまれるだけと思うた。かれこれあいまって、知らぬふりで今日まで来たが、そなたがその気なら、あつかってみよう。こんどのことで、世せ間けんの喜き平へい二じを見る目はいっそうあらたまったにちがいないし、弾だん正じようも我ががおれたであろうからの」

　定さだ実ざねは熱心に言ったが、ふと不安な顔になってきいた。

　「そなた、喜き平へい二じと相談のうえで来たのであろうな。喜き平へい二じがどう言ったとは言わなんだようであるが」

　「じつは喜き平へい二じ様にはこの話はしていませぬ。拙せつ者しや一人の存ぞん念ねんでまいったのでございます」

　二人はおどろいた。夫人にいたっては見ていてはっきりわかるくらい青ざめた。

　宇う佐さ美みは首をふった。

　「いや、そのご心配は毛もう頭とうございません。じつは拙せつ者しやがまいったのは、喜き平へい二じ様のお悩なやみなされているご心中がわかったゆえでございます」

　と言って、五十公いきみ野のの冬田の中で見た景かげ虎とらの様子を語った。

　「喜き平へい二じ様は、しかけられたけんかゆえ、立ちあがって相手になられたのでありますが、弾だん正じよう殿を追いつめていよいよとどめを刺さすというところまでまいられると、ご兄弟の情愛が出て、どうしようぞとなやんでおられるのでございます。でなくて、あれほど戦いくさの気合いを見るにさといお人が、いまひといきというところで、どうして手をゆるめましょう。もし、お館やかたがあつかい役にお立ちたまわるなら、喜き平へい二じ様がよろこんでお従いになることは、つゆ疑いないことでございます」

　定さだ実ざねは嘆たん息そくした。

　「そうか、そうか、そうであったか。あれはおさない時から利きかぬ気の、あつかいにくい子であったが、そんなしおらしい心をもつようになったのか」

　夫人はしきりに袖そで口ぐちで目をおさえていた。




　　　　六




　酒をのんではとろとろと眠り、目をさましてはまた飲み、夜なかまで飲みつづけたが、さすがに酔いがつみ重なってきて、大いびきで寝こんだ。前ぜん後ご不ふ覚かくの眠りであったが、やがて眠りが浅くなったのであろう、夢を見た。

　夢の中で、彼は源げん三ざぶ郎ろうに会った。

　「そなた、生きていたのか、にくい掃部介かもんのすけにむごたらしゅう殺されたと聞いていたが、あれはうそであったのか」

　晴はる景かげは涙を流してよろこんだ。

　すると、いつ来たのか、藤ふじ紫むらさきもいた。

　「そなたもいたのか。ああ、うれしや」

　二人はいぜんとして美しくたおやかだ。

　「うれしや、うれしや。もうけっしてはなさぬぞ。どこへも行くなや」

　二人の手を引いて歩きだした。

　うららかな春の野だ。明るくあたたかい日の光がさんさんと降りそそぎ、彼らの足もとには緑の野がどこまでもつづいていた。色とりどりな春の花が満まん天てんの星のように咲きちりばめられている野だ。

　「うれしや、うれしや、死んだというのはうそであったのか、にげたというのもうそであったのか、うれしや……」

　とめどもなく涙をこぼしながら、言いつづけていた。






送り狼おおかみ




　　　　一




　「殿とのーッ、殿とのーッ、殿とのーッ……」

　はるかにうしろの方で呼ばわる声が聞こえる。ふりかえると、老ろう臣しんの殿との原はら豊ぶん後ごが、白髪しらがあたまを振り振り、片手をあげて走ってくるのが見えた。

　「すておきなされませ。あれはもう老いぼれて、お役に立ちかねるものになっていますので、さきほどわたしが討ちすててしまいましたのに、なにを血ち迷まようて生きかえりましたやら」

　と、藤ふじ紫むらさきは言う。

　「そうか、そうか。ほんに老いぼれたわの。もう戦いくさにも行けぬのじゃでのう。さらば、かもうまい」

　晴はる景かげはいっそう強く藤ふじ紫むらさきと源げん三ざぶ郎ろうの手をにぎりしめて二、三歩あるいたが、とたんに愕がく然ぜんとして、

　「豊ぶん後ごを殺したと！」

　と、さけんだ時、耳もとで大きな声がした。

　「殿との！　殿との！　殿との！……」

　目がさめた。寝ている目の前に、侍じ臣しんが両手をつかえて、しきりに呼びたてていた。

　「府ふ内ないのお屋や形かた様がいらせられてございます」

　と言う。

　晴はる景かげにはそのことばがわからなかった。見はてぬ夢を追うて、ぼうぜんとしていた。夢であったことがひたすらにかなしく、口おしかった。

　「もし、府ふ内ないのお屋や形かた様がいらせられたのでございますが……」

　と、侍じ臣しんがまた言った。

　「おお！」

　敗戦のこと、追いつめられた自分であること、一時に思い出した。ものうく身をおこした。なんのために来たろうと思ったが、考えるのも大たい儀ぎであった。

　「お通し申し上げい」

　「お通し申し上げました。お客きやく殿でんにお待ちでございます」

　酔いはあらかたさめて、気が沈みきっている。これでは会えない。また酒をのんだ。つめたい酒だ。のどにつかえてむせかえりそうになったが、しゃにむに流しこんだ。流しこんで胃におちつくと、ほろほろとまぶたのあたりがあたたかくなって、気力に似たものが出てきた。立ちあがって、客きやく殿でんに出た。

　上うえ杉すぎ定さだ実ざねは炭す櫃びつに片手をかざし、凝ぎよう然ぜんとして待っていた。彼がこの城に来た時、大おお手ての門はかたく閉ざされ、いちおう防戦するかたちになってはいるようであったが、

　「弾だん正じように話があってまいった。通すよう」

　と、言うと、すぐ入れてくれた。入ってみると、守しゆ兵へいは五、六十人あるやなしであった。定さだ実ざねがどんな用件で来たか、およその見当がついているようで、兵らの顔にはほっとした色があった。主従の義理と武士の意地で、にげもならず踏みとどまってはいるものの、これではどうにもなるものではなかった。景かげ虎とら勢が押しよせてきたら、ひとたまりもないに相違なかった。

　（昨日まではこんなにまで小こ勢ぜいではなかったろう。昨夜のうちに逃げおちた者がずいぶんあるのであろう）

　と、思った。

　しかし、こうなれば話はしやすいわけだ。晴はる景かげがいくら強ごう情じようを張っても、どうにもなるものではないのである。おおいに自信をもった。

　手荒くふすまをあけて、晴はる景かげは入ってきた。

　「おいでなさりませ」

　と立ったまま言って、つかつかと近づき、グヮサッと鎧よろいの音をさせてすわった。早朝の寒かん気きに鋭くなった鼻先に、酒しゆ気きがただよってきた。

　「負けましたわ、みごと」

　と言って、晴はる景かげはからからと笑った。

　また酒しゆ気きが鼻をついてきた。胸の悪くなるような悪あく臭しゆうだ。定さだ実ざねはむっとした。仮にも主しゆう筋すじにあたる者に、こんな態度で接することがあってしかるべきではないのだ。しかし、こらえた。おだやかな調子で言う。

　「そう聞いたゆえ、まいった」

　「はは、はは、拙せつ者しやに腹でも切らそうと思うてまいられましたか。が、拙せつ者しやは腹など切りませんぞ。戦いますぞ。勝敗は問うところではござらぬ。武門の意地でござるゆえ、ここは戦わねばならぬのでござる。当城は親おや父じ信濃守しなののかみ殿が縄なわ張ばりして築いただけあって、北陸無む双そうの名城でござる。喜き平へい二じいかに勝つに乗ればとて、どうしてどうして。数日をもちこたえ申せば、諸方の豪ごう族ぞくどもが駆けつけてまいるにより、喜き平へい二じを追いしりぞけ、追いかえし、追いつめ、腹を切らさんこと必ひつ定じようでござる。やわかこちらが腹切ってなりましょうか」

　だんだん勢いがつき、しまいには肩を張って、昂こう然ぜんたる態度になった。虚きよ勢せいであることは、定さだ実ざねにはもちろんわかっている。笑しよう止しであったが、さからっては悪い。

　「あっぱれ勇ましい。武将としてはそうなくてはならぬところだ。わしはまた、そなたが気を屈してはいぬかと、案じてきた。それでこそ春日かすが山やま長なが尾お家の当主だ。あっぱれ感じいった」

　とほめそやしておいて、調子をかえた。

　「さてこそ話もしよいことになった。どうだろうの、その勇ゆう猛もう心しんをもって、乾けん坤こん一いつ擲てき捨て身の大事をしてもらいたいと思うて、わしは来たのじゃが」

　ここでことばを切って、定さだ実ざねはじっと晴はる景かげの顔を見た。晴はる景かげの顔には不安げな色が流れた。なにか言いたげだが、ことばにはならない。口もとが小さくふるえた。

　「ほかでもない。ここまで戦い、そのうえそなたの覚悟がそうである以上、そなたの武将としての誇ほこりはすでに十分に立ったのであるゆえ、以後は春日かすが山やま長なが尾お家のことと、またわしのことを考えてほしいのだ。春日かすが山やま長なが尾お家にはいまはそなたと喜き平へい二じの二人しか男はのこっていぬ。大事な二人だ。いずれが亡ほろび、いずれがのこっても、家の力は半分になる。のみならず、弟が亡ほろびれば兄は弟を殺した情愛うすい兄と言われようし、兄が亡びれば弟は兄殺しの不ふ義ぎの弟と言われようし、いずれにしても、あったら名家が人にうしろ指さされてあざけられることになろう。そうなれば、わしはなんと言われよう。いい年をした定さだ実ざねがついていながら、兄弟を殺しあうまでにいたらせた、なんのための守しゆ護ごじゃと言われようことは必ひつ定じようだ。かれこれ考えあわせて、わしは一つ方法をもってきた。そなた家か督とくを喜き平へい二じに譲ゆずり、隠いん居きよしてくれまいか。どうだろうの」

　「それは片かた手て落おちでござる。お屋や形かたは兄に反抗した喜き平へい二じにだけ肩をもちなさる」

　と、晴はる景かげは腹立たしげに言った。

　「わしはいずれにも肩はもたぬ。いまの際こうするよりほかはない、こうするが一番よいと思うたから申したのだ。隠いん居きよして、余よ生せいを楽しむのだ。そなたのためにも悪うないと、わしは思うたのだ。こう言いだす以上、わしは喜き平へい二じに談だんじて、そなたが余よ生せいを楽しむに十分なだけの隠いん居きよ知ち行ぎようは出させるつもりでいる。しかし、気に入らずば、しかたはない。わしは引きさがろう。じゃまをしたな」

　定さだ実ざねは立ちあがるけはいを見せた。ほんとに立ちさるつもりはない。そのけはいを見せただけであった。晴はる景かげはあわてた。

　「お待ちください」

　と引きとめた。

　定さだ実ざねはひざをすえた。

　「なんだな」

　「喜き平へい二じが春日かすが山やまの当主となり、拙せつ者しやは隠いん居きよとなるのでありますなあ……」

　口おしげに、思いきり悪く言う。

　「兄が弟に世をゆずる。世にためしのないことではない。そなたは前の当主として、余よ生せいを気楽に送るわけだ。しかし、気がむかずば、強しいはせぬぞ」

　「お待ちください。お屋や形かたは喜き平へい二じと談だん合ごうのうえでまいられたのでありましょうか」

　「わしはだれとも談だん合ごうせぬ。わし一人の思いたちでまいった。しかし、そなたの心がきまれば、わしはかならず喜き平へい二じを説せつ得とくする。自信がある」

　「喜き平へい二じは幼時から心ねじけて、すなおでない性質でありました。拙せつ者しやを生かしておくでございましょうか」

　晴はる景かげの顔にはもう虚きよ勢せいの色はない。不安と恐きよう怖ふの色だけであった。こうなれば、説せつ得とくできたと同じだ。定さだ実ざねは腰をすえなおして、なおじゅんじゅんと説いた。




　　　　二




　万ばん事じはうまくいった。晴はる景かげは隠いん居きよして、春日かすが山やま城を出、府ふ内ない城に入った。当分ここに定さだ実ざねと同居し、やがて適当な隠いん居きよ所じよのできるのを待って、そこに引きうつるという予定であった。

　春日かすが山やま城には、景かげ虎とらが入った。しかし、栃とち尾お城は敵の根こん拠きよ地ちである三さん条じよう城にたいする重要な基地であるから、ゆるがせにはできない。本ほん庄じよう慶よし秀ひでを城じよう代だいとして、金かな津づ新しん兵べ衛えをそえて守備させた。

　家か督とく相そう続ぞくにあたって、景かげ虎とらは兄の隠いん居きよ料りようとして、頸くび城き郡内で五万貫がんの領地を進しん上じようした。いやいやながらの隠いん居きよではあったが、この思いきった隠いん居きよ料りようで晴はる景かげは上きげんになった。当主であれば、こめんどうな政務を見なければならないし、危険な戦いくさにも行かなければならないが、隠いん居きよの身では五万貫がんの領内の政務を見るだけが仕事だ。戦争など全部景かげ虎とらが引きうけてしてくれる。こちらは遊んでいればよいのだ。酒をのもうと、女をかわいがろうと聞きづらい諌かん言げんなどするものはない。こんな安あん気きなことはなかった。

　「こんなことなら、なぜ早く隠いん居きよしなかったろう」

　と思った。

　それにつけても、藤ふじ紫むらさきにたいする未み練れんはつのる一方であった。

　「お藤ふじは京の堂どう上じようの生まれだ。必ひつ定じよう敵がおしよせてきて合かつ戦せんになると思うたので、おそろしゅうてたまらずなってにげたのじゃ。あわれに、どんなにおびえたことであろう」

　と思い、

　「おれが隠いん居きよして、いまの安あん気きな身の上になったことを知らぬのであろうか。この国にいるなら、知らぬことはないと思うが、あるいは、こわがって山里に深くこもって世の人に会うこともなくいるために知らぬのかもしれぬ。あるいは、知ってはいても、おれを待たずに落ちた身を恥はじて、来とうてたまらぬのを来られないでいるのかもしれぬ。あるいは、京に帰ったのであろうか。あるいは、どこぞ荒けない男にとらえられ、憂うい目を見ているのかもしれぬ……」

　と、心は千ち々ぢに乱れた。

　「こんな時、玄げん鬼きがいたら、すぐゆくえをさがし、連絡をとり、連れて帰ってきてくれるであろうに」

　と、玄げん鬼きを死なせてしまったことを後こう悔かいした。

　侍じ臣しんや下げ僕ぼくらに探たん索さくを命じたが、まるでわからなかった。藤ふじ紫むらさきが城を落ちる時召し連れたらしいと思われる小こ女おんなの在ざい所しよである名な立だちの奥の赤あか野の俣またにも行ってみたが、立ちまわった形跡はないという。小こ女おんなの家では、

　「それでは、うらが家の娘はお城内にはいねえのでやすか。どこへ行きましただ。ああ、なんとしょう！」

　と、母親が泣きだすしまつであったという。久きゆう助すけという下げ僕ぼくの在ざい所しよである直なお江え津つ在ざいの漁村にも行ってみたが、ここもなんの音さたもないという。

　「へえ、そげいなことがありましただか。うちでは、お城にいるとばかり思うていましただに。おおかたその上じよう﨟ろう女によう房ぼう衆しゆのお供ともをして京へでも行ったのではねえずらか」

　と、家族の者が言ったという。

　もちろん、京への道すじへも人を走らせたが、そんな人は見かけた者はないという。

　「どいつもこいつも、役に立たぬやつばらばかりじゃ！」

　晴はる景かげは腹を立て、またしても玄げん鬼きのことを思い出すよりほかなかった。




　　　　三




　あの日、殿との原はら豊ぶん後ごを刺さし殺した後、藤ふじ紫むらさきは予定どおりの道を通って城を脱出した。一番の難なん所しよと見ていた濠ほり端ばたの番ばん所しよには、予想のとおり番ばん卒そつがいなかった。いちはやくにげちったのかもしれないが、苦く情じようを言うべき筋すじ合あいのものではない。

　「よい都つ合ごう」

　と、通りぬけて、左手に道をとって山に入った。

　その山やま路じでのこと、黙もく々もくとして荷物を背負ってついてきつつあった久きゆう助すけが、

　「ちょっくら休ませてもらいますべ、えらい疲れましたすけ」

　と言った。

　追っ手のかかるのが気になって、

　「しんぼうしてたもれ。休むのはもうすこし先に行ってからにして」

　と、藤ふじ紫むらさきは言ったが、

　「うんにゃア、どげいにも肩がメリメリいいますけ」

　と言って、路みち傍ばたの石にデンと腰をおろしてしまった。てこでも動きそうにない。

　あせりながらも、休むよりほかはなかった。

　久きゆう助すけは鼻くそなどほじりながら、悠ゆう々ゆうとあたりをながめていた。

　「もういいであろう。行きましょうぞ」

　と、藤ふじ紫むらさきはうながした。

　「行くはええですが、どこへ行きなさるのでござるだ。ご前ぜんさまはこれまで民たみ百ひやく姓しようにむごいことばかりなされていますけに、みながにくんでいますけ、めったなところへは行けませぬで」

　うっそりとした調子ながら、久きゆう助すけの言うことはしんらつだ。たのもしいと見たてたたくましいからだつきやあらあらしい顔立ちが、おそろしいものに見えて、不安になった。しかし、それを見せてはかえっていけない。わざと横おう柄へいに言った。

　「身みには身みの言いぶんがある。しかし、いまさらそれを言ったとて、せんないこと。身はひとまずこの子の在ざい所しよまで落ちて、殿とのからのお便りを待つつもりです。さっきも城で申したであろう、そうせよとかねて殿様から申しふくめられているのですから」

　「殿様のかねての申しふくめでござるだか……」

　ゆっくりと久きゆう助すけはくりかえす。信用していないのがはっきりとわかる態度であった。藤ふじ紫むらさきはまた胸がつめたくなったが、気強く言った。

　「そうです。お申しふくめです」

　久きゆう助すけは小こ女おんなの方をむいた。

　「汝われが在ざい所しよはどこじゃ」

　これはまた横おう柄へいな調子だ。いったい奥おく殿でんの掃そう除じその他の雑ざつ役えきをしている下げ僕ぼくなどが、たとえそれが小こ女おんなであろうと、親しくお部へ屋や様につかえている者に、こんな調子でものを言うべきではないのだ。小こ女おんなは腹を立てた。どこどこじゃわい！　とあらあらしく答えた。

　「ほう。そうかや。しかし、あのへんではいかんぞい。すんぐに見つかってしもうすけな」

　と言って、藤ふじ紫むらさきを見た。

　「どうでござりましょう、わしがええところへご案内しますだが、そうなさりませぬか」

　藤ふじ紫むらさきが答えようとする前に、小こ女おんなが口を出した。

　「汝われどこへご案内するつもりかや」

　「おれはもともとが漁りよう師しじゃすけ、舟は得え手てじゃ。舟で海に出て、どこぞ島か、他国の港にお連れする。この国においでては、どこも安心ならねえすけ」

　これは耳よりな提てい議ぎであった。もし海に航こうしてどこか越えつ中ちゆうの港につくことができれば、京に帰るにも都つ合ごうがよいわけだ。藤ふじ紫むらさきは気を動かしたが、小こ女おんなははげしく言いかえした。

　「知らぬ他国なんど、うらはまっぴらじゃ。もしご前ぜん様が汝われの言うことを聞いて、他国になんどおいでるのであれば、うらはおひまもろうて、ここから在ざい所しよにかえらず。まんず、うらが在ざい所しよへご前ぜんがおいでるちゅうのは、殿様のかねてのお申しふくめじゃすけ、勝かつ手てに変へん更がえはできねえことす。それをかまわず、そげいなことを言いだすわれの心は暗いで。おおかたよくねえことを考えているずら。この悪党づらめ！」

　かんだかい、きんきんした声で、顔をまっかにして言いたてる。

　「あほうなことぬかせ。おらはご前ぜんさまのおためを思うすけ、言うたのじゃが、うぬがそげいな気をまわしてそげいなことを言うのじゃったら、もう言わんわい」

　と、久きゆう助すけは黙りこんだ。

　小こ女おんなは自分の家に帰りたさのあまりに、そのじゃまをする久きゆう助すけに腹を立て、そのためのはげしいことばであることは明らかであったが、それでも、そのことばの中には考えなければならないことがおおいにあると、藤ふじ紫むらさきは思った。どんな悪あく心しんを起こしているかしれないのである。からだ一つですむことなら目をつぶってがまんもしようが、財宝に目がくれているのであれば、とりかえしのつかないことになる。十分に見きわめてから決定してもよいことだと思案した。

　「とにかくも行きましょう。こうしていてはあぶない」

　しぶしぶと、久きゆう助すけは立ちあがった。ひげづらをふくらして、陰いん気きな目をしている。

　（とんでもないものを供ともにしてしまったのではないか）

　と、藤ふじ紫むらさきは不安になった。




　　　　四




　「めったに人里に近く出ると、あぶのうがす。日が暮れてから出るようにした方がようがしょう。そでねえと、とんでもねえことになるような気がしますだ。なにせ、ご前ぜんさまは民たみ百ひやく姓しようににくまれていなさりますけ」

　と、久きゆう助すけは言って、グングンと山深い方にむかう。

　言われてみると、藤ふじ紫むらさきもこわい。小こ女おんなはなおさらのことだ。久きゆう助すけのみちびくままに、山深く山深くへと入っていった。

　春日かすが山やまの西北方に湯ゆ殿どの＊山というのがある。標高二百五十九メートルの山だ。その山の東にはまた岩いわ殿どの山というのがあって、やや低い。久きゆう助すけは、藤ふじ紫むらさきらをその鞍あん部ぶにさそいこんだ。

　「日の暮れるのを待ちやしょうで。明るいうちはどうにもならねえだ」

　山はブナだ、クヌギだ、シナだというような木が生おいしげって、山のいただきまでつづいているが、冬のことだ、すっかり落葉している。久きゆう助すけはその冬ふゆ木き林ばやしの中に杉がかたまって数本生はえているのを見つけると、

　「あそこがいいだ。あそこで休みやしょうで」

　と言って、さっさとそこへ行った。しかたがない。二人はあとにつづいた。

　久きゆう助すけはかついだ荷物をどっこいしょとおろし、腰刀をぬき、枯かれ草を切って重ねしいて、座席をこしらえた。

　「ここにすわって待っていてくだせえまし。すんぐに焚たき火をしますで」

　まひるをすこし過ぎた冬の日のある空に、うす青い煙が立ちのぼって、杉の梢こずえにからんだ。

　「しんきくそうはござりましょうが、しんぼうしてくださりませ。それよりほかにしようはねえのじゃすけ」

　なにか久きゆう助すけはご満まん悦えつなふうだ。薪まきを折りくべたり、両手をかざして火にあたり、熱くなりすぎるとこすりあわせたりする動作に、そんなふうが見える。しだいにからだ全体があたたまってきたらしく、無ぶ精しようひげの濃こい顔が赤くなっていくのが、だんだん酒のまわっていく人の表情に似ている。

　つめたくとりすました様子でいながらも、藤ふじ紫むらさきの心はおびえていた。よりによってとんでもないものを供ともに連れてきたと思いつづけていた。ただそれを見せてはかえって事情を悪くすると思うので、平へい静せいをよそっているのであった。

　藤ふじ紫むらさきがこうなのだから、小こ女おんなのおびえようはひととおりやふたとおりではない。まっさおになって立ったりすわったりしておちつかない。ときどき久きゆう助すけに何か言おうとするらしく、口もとをとんがらせるが、言うことができず、はっと大きな息をついてかぼそい肩をおとした。

　久きゆう助すけはますますずうずうしくなるようだ。はじめのうちはおちついているだけであり、満まん悦えつげに見えているだけであったのが、ちらりちらりと女たちに目をむけるようになったし、ひげづらには笑いに似たものがただよっているようでもあった。

　とつぜん、小こ女おんなが、

　「おらもういやだによう。こげいなさびしいところにいつまでもいるのはよう！……」

　とさけびだして、狂くるったように泣きだした。藤ふじ紫むらさきは腹が立った。

　「お黙り！」

　と、さけんだ。われながらかんだかい声があたりにひびきわたって、ぞっとした。

　小こ女おんなはしゃっくりを一つして泣きやんだ。

　久きゆう助すけはなにも言わない。しばらく二人を見つめた目を焚たき火にうつしただけであった。

　藤ふじ紫むらさきはぞっとした。なにか久きゆう助すけの気に入るようなことを言おうかと思ったが、言った方がよいか、言わない方がよいか、迷った。だまっていた。

　こうして日の暮れかかるころ、やっと久きゆう助すけは立ちあがった。

　「さあ、めえりやしょう。これから行くと、里に出るころあいに暗くなりますけ」

　二人はほっとしたが、ふつうの道を行くのではなかった。久きゆう助すけは、冬木林の中の、藪やぶと下した草くさにおおわれて兎うさぎの通かよい路じほどに細い、きえぎえの道を連れていく。

　冬の日はたちまちうす暗くなったが、久きゆう助すけはすこしも迷う色はなく、先に立ってすたすたと歩いた。たのもしくもあったが、この男はどうしてこんな路みちを知っているのかときみわるくもあった。

　「そなた、よくこんな路みちを知っていますの」

　藤ふじ紫むらさきは思いきってたずねた。調子に媚こびをつけることを忘れなかった。

　「へえ、がきの時分、よう遊びに来ましたすけ。春になると、この山にはわらびが出るのでごぜえますだ」

　久きゆう助すけの声は、うきうきと楽しげであった。

　とっぷり暮れてしばらくして、とつぜん、目の前に海がひらけた。これまでとくらべてやや明るく見えてきた空の下に、ひろい海があおぐろくひろがって、おぼろな水平線までつづいていた。高い崖がけの上だ。はるかな下は岩だらけの磯いそになっているだろうか、鼕とう々とうと波の音が立って、くだける波なみ頭がしらであろう、ほのかに白い色が消えたり見えたりしていた。崖がけぶちにそっていくらかひろい岩いわ肌はだの路みちが左右につづいている。

　「やれやれ、やっと出ましたわい。これからはなんぼか楽になりますで。ちょいと休みましょうわい」

　久きゆう助すけは荷物をおろして、海にむかって大きく呼吸した。藤ふじ紫むらさきと小こ女おんなもそれにならった。足もともさだかでない暗い路みちを緊きん張ちようしきってきて、二人とも全身にうっすらと汗ばんでいた。

　久きゆう助すけはしばらく海にむかったまま大きく呼吸をつづけていたが、ゆっくりと歩をかえしたかと思うと、小こ女おんなにおどりかかった。小こ女おんなのからだはふっとんだ。崖がけをはなれ、たまぎる悲鳴を長くひいて、白い波は頭とうのくだけているはるかな下の磯いそに落ちていった。

　藤ふじ紫むらさきは飛びすざった。懐かい剣けんのつかに手をかけてさけんだ。

　「何をしやる！」

　久きゆう助すけの右手には、脇わき差ざしの白い光があった。久きゆう助すけはその刀をかまえ、輪をかくようにくるりと切っ先をまわした。

　「へへへへ、あのおなごは、おめえ様のおためにならねえおなごす。家に帰りてえとばかり思うているすけ、いったんかえってしもうたが最後、おめえ様を、おめえ様をにくんでいる者に売るにちげえねえす。あんなのがついていちゃ、ためにならねえどころか、あぶねえことになるすけ、ひとおもいに行ってもらいましただ。おわかりでがすかえ」

　低い声だが、まるで調子がちごう。おそろしくしぶとい調子になっている。

　藤ふじ紫むらさきは懐かい剣けんをつかんだまま、じりじりとさがった。

　「おめえ様、そのあぶねえもの、ぬいちゃいきましねえ。さやに入ったまんま、こちらにくだせえまし。そでねえと、おらもついいやなことすることになりますけな」

　藤ふじ紫むらさきのさがるずつつめて、久きゆう助すけは言う。その一語一語に、刀の切っ先を輪にまわす。

　「そなたのその刀、しまや！」

　あえぎあえぎ、藤ふじ紫むらさきはさけんだ。

　「へッ！　こいつァ気のつかねえことでやした。こうでがすかえ」

　腰の手ぬぐいをぬきとり、グイと刀をふいて、鼻にもっていった。

　「フン、フン、あの子の血の臭においがしますだ。まだ男を知らねえ娘ッ子じゃと思うていたけんど、いらくなまぐせえ血だ。だれぞと乳くりおうていたかもしんねえわ。フンフン……」

　なにかいい匂においでもかぐようにかいで、手ぬぐいをぽいとすてて、刀をさやにおさめた。

　「これでよかるべ。さあ、その鰯いわしッ子わたしなせえ」

　と言いながら左手を出した。半はん身みになって、十分に間ま合あいをとり、すわといえば、さっと身をかわして攻撃に出られる、用心深い体勢だ。

　とつぜん、藤ふじ紫むらさきの胸に天てん啓けいのようにひらめいたものがあった。

　（ああ、この男は財宝に目をくれたのではない。財宝に目をくれたのなら、しゃにむにわたしを殺すはずだ。この男はわたしのからだがほしいのだ）

　ぐんとおちつきがかえってきた。藤ふじ紫むらさきは笑ってみせようかと思ったが、すぐ思いかえした、こんな時笑っては、媚こびにならない、おそれ、おののき、できるだけしおらしくかまえるのがよいのだ……。

　懐かい剣けんをさやながら胸からぬきとった。柄つかの方をむけてさしだした。相手は暗いなかに目をこらしてたしかめてから、ゆっくりと手を出して受けとり、からだのどこかへしまいこんだが、たちまち突風の吹きつけるようにそばにすりよった。

　あっという間まもない。かたくたくましい腕に首すじをからまれ、片手に腰を抱きかかえられ、おのれのからだが宙に浮いたのを、藤ふじ紫むらさきは感じた。いく日も入浴しない不ふ潔けつな脂あぶら汗あせのにおいとさかんな男の体たい臭しゆうとが入りまじった強烈な臭しゆう気きが、全身をおしつつんだ。

　「あれッ！」

　藤ふじ紫むらさきはさけんで、おしのけようとして、両もろ手てを相手の胸に突っぱった。ぶあつく、硬かたく、強きよう靱じんで、びくともしない胸むな板いただ。

　「えへへ、えへへ、えへへ……」

　声を出して、久きゆう助すけは笑った。相手のもがきによろこびをくすぐられているようであった。

　のしのしと歩きだした。藤ふじ紫むらさきはなおもがきつづけていたが、ふいにもがきをやめた。ツンとのどにからんで咳せきをさそいだしそうな強烈な体たい臭しゆうと、堅けん剛ごうな筋骨は、晴はる景かげにはないものだ。晴はる景かげにはいつもすえたような酒の臭しゆう気きとぶよぶよした贅ぜい肉にくしかなかった。酔ったような心のくるめきがあり、麻ま痺ひしたような恍こう惚こつ感かんが全身をひたしてきた。

　「どっこいしょ」

　久きゆう助すけは小さく美しくきゃしゃな生きものを枯かれ草の中にかかえおろし、皮をむくように一枚一枚きものを引きはぎにかかった。




　　　　五




　それから三日間、久きゆう助すけと藤ふじ紫むらさきとは、小舟をあやつって越えつ中ちゆうにむかって漕こぎすすんでいた。庄しよう内ない近くの郷ごう津づの浜で舟をぬすんだのであった。昼の間は人ひと里ざとのない磯いその岩いわ陰かげに舟を入れてひそみ、とっぷり日が暮れてからだけ漕こぎすすむのだし、西北風の季節であったしするので、思いのほかに進みがおそく、三日目の夜、やっと富と山やま湾わんに入った。

　話はあれから後、二人の間にちゃんとついた。富と山やま湾わんに注そそぐ庄しよう川の河か口こう放ほう生じよう津づに上陸し、そこから京へ帰ることになっている。

　こう話がきまるまでには、多少のやりとりがあった。

　「京へおぬしを連れていったら、おぬしは堂どう上じよう衆しゆの姫ひめ君ぎみじゃ。おらみてえな下げ郎ろうは見むきもしねえだべ。見むきしねえどころか、力ずくで言うことを聞かせたちゅうて、首を斬きらせるかもしんねえ。そらおらもええ夢を見せてもろうたのじゃすけ、殺されてもかまわねえようなもんじゃが、もうすこし夢を見させてもらわにゃ合わねえ。放ほう生じよう津づの港はええ町じゃ。京の堂どう上じよう衆しゆじゃて、気に入って、昔から来て住みつかしゃるほどのところじゃすけ、あこでしばらく逗とう留りゆうして、それから行くべ。それからじゃったら殺されても文もん句くはねえ。そうしろ、やい」

　と、久きゆう助すけは言ったのだ。さっそくことばづかいを呼びすてにあらためている。すでに征服した以上そうあるべきであるとは、彼の信じて疑わない哲学であった。

　藤ふじ紫むらさきはいまいましくてならないが、しおらしく調子を合わせる。

　「そんなことがありますか。お前まえ様は京の堂どう上じようをどういうものに考えていなさりますの。昔は堂どう上じようもきつい権けん高だかなものでありましたそうなが、うちつづく戦いくささわぎで、国々の所しよ領りようはみな武ぶ家け衆しゆうに横おう領りようされ、家やしきも焼かれ、しもじもの百ひやく姓しよう町ちよう人にんよりもまだあさましい様子になりさがっているのです。早い話が、わたしをごらんなさい。京で不足のない身なら、どうして越えち後ごのような遠おん国ごくに来ましょう。京では身が立たぬゆえ、来たのです。そなたのような働きのある強い男に連れそえるなら、どんなに心強いことでしょう。多少のたくわえもあるのですから、京で二人で所しよ帯たいをもちましょう。嵯さ峨が野ののあたりに小ぢんまりとした家を買い、田畑もいくらか買うてね。わたしの家は堂どう上じようでありますから、わたしの名めい義ぎにしておけば、諸しよ税ぜいのかかりものはいっさいなく、つくり取りです。安あん気きなものですぞえ。そのうち、わたしはお前まえ様の子供を生みます。春日かすが山やまの殿様は精の弱いお人であったゆえ、わたしに子供を生ませることはおできになりませなんだが、お前まえ様は若くて強いお人です。すこやかで、かわゆく、いい子が生まれましょう。ああ、わたしはお前まえ様の子供が生みたい」

　と言って、首に抱きつき、ほおずりをしたのだ。かたいひげのある久きゆう助すけのほおはわさびおろしのようだ。自分のなめらかなほおにそれが触れるのがこころよくないことはなかった。

　これで、久きゆう助すけはとろとろと、日なたの飴あめのようになった。

　「そうかえ、そうかえ。そんだら、放ほう生じよう津づは上るだけで素す通どおりにして、まっすぐに京へ行くべ。そうかえ、おらが子をな……」

　エッシ、エッシと漕こいだが、前述のとおりの事情で、富と山やま湾わんに入ったのは三日目の深夜であった。

　そのころから、空そら模も様ようがあやしくなった。この季節にめずらしく快晴の日ばかりつづいていたのだが、風が強くなり、空がかき曇くもり、雪が降りだしたのだ。陸地なら根ね雪ゆきになる乾ききったさらさらした粉こな雪ゆきは、強い西北風に吹きまくられて、渦うずを巻きながら吹きつけてくる。こごえるばかりだ。

　藤ふじ紫むらさきは久きゆう助すけに荷物を解いて着物を出してくれとたのんだ。こんなところで着ては、潮のしぶきや、潮風や、雪のためにさぞ傷いたむであろうとは思ったが、しかたはなかった。小こ袖そでや裲うち襠かけをいく枚も出してもらって、あたまからかぶってきびしく前を合わせ、目ばかり出して、胴どうの間まにうずくまった。

　「えれえ天気になりやがったなあ」

　ぼやきながらも、久きゆう助すけは自分も女ものの小こ袖そでで頭から首すじをつつんで、せいいっぱい漕こいだ。

　しかし、どんなに漕こいでも舟は進まない。ともするとおしもどされる。

　「おいよ」

　漕こぎながら、呼びかけた。大きな声を出したが、風が吹きもぎっていって、聞こえなかったらしい。藤ふじ紫むらさきはうずくまったままだ。黒い石のようなその姿の上に、雪がおそろしい速さできりきりと渦うずを巻きながら流れていた。

　「おいよう！」

　とまた呼んだ。

　かすかに動いて、藤ふじ紫むらさきの顔がこちらをむいた。黒い影かげの底に白い顔がうすぼんやりと見える。

　「放ほう生じよう津づには行けそうにねえすけ、このへんにつけることにすべえ。ええじゃろうのう」

　せいいっぱいの大きな声で言ったのだが、風がいくども吹きちぎっていって、聞こえたかどうか、われながら心もとない。しかし、通じたのだろうか、藤ふじ紫むらさきの黒い影かげはうなずいたようであった。

　櫓ろをしなわせ、陸地にへさきをむけた。追い風になる。うそのように楽になった。射る速さで、たちまち陸地に近くなった。

　富と山やま湾わんのうちであることはわかっているが、こまかくはどこであるかわからない。右手に吹雪ふぶきのまにまにちらちらと火光の見えるところがある。それを目がけて漕こいだ。舟はいっそう速くなって、すぐ目の前に近づいてきた。

　相当大きな港町のようだ。消えたりついたりしながら、灯ほ影かげがかなりきらめいている。

　「魚うお津づの港かもしんねえ」

　と思った。その旨むねを藤ふじ紫むらさきに言ったが、聞こえないのか、前をむいたまま身動き一つしなかった。

　越えち後ご領りようをはなれてしまえば、それほど用心しなければならないことはない。魚うお津づの港ならおおいにけっこうだ。諸国の商人あきんど船ぶねも入ってくる港だ。その船ふな人びとを泊めるはたご宿もある。久しぶりで屋根の下で、ぬくぬくと火にあたたまり、熱い酒でものんで後、夜のものの中で藤ふじ紫むらさきと寝ることを思うと、久きゆう助すけは血がさわぎ、酔ったようになった。

　「えッし、えッし、えッし、えッし……」

　おそろしい元気になって漕こぎすすんだ。

　港についた。

　白い雪の荒れ狂くるう港の船はみな岸に引きあげて、町はすっかり寝しずまっていた。ところどころ、かすかな灯ほ影かげをすきまから漏もらしている家があるだけだ。

　舟は浪なみにのって、押しあげられるように、岸の砂地にへさきをめりこませた。

　久きゆう助すけはすばやく飛びおりた。ひざを越すあたりまである水は伊い賀が袴ばかまをとおしてしみこんだ。こごえるようにつめたかったが、かまってはおられない。へさきをつかんで、剛ごう力りきにまかせて、グイグイと岸にひきつけて固定した。まず荷物をかかえて浜におろし、次に藤ふじ紫むらさきに手をひろげた。

　「着ているものをぬらさないようにしてね」

　と言って、すそをたくしあげ、ふわりと久きゆう助すけの腕に抱かれた。






島の城




　　　　一




　まともに烈れつ風ぷうを受けている波はおそろしくあらい。ぐずぐずしていると、頭からおおいかぶさって、自分のみか、藤ふじ紫むらさきまでずぶぬれにしそうだ。久きゆう助すけは大急ぎで岸に駆かけあがった。強い風が背中を押した。

　「どっこいしょ」

　浜の砂の上に藤ふじ紫むらさきをおろした。

　おそろしい寒さだ。吹きつける吹雪ふぶきは、ぬれた伊い賀が袴ばかまに吸いついて、たちまちがばがばにこおらせ、氷の板のようになったその中で、足は感覚を失ってしびれ、自由に言うことをきかなくなった。

　「ひでえもんだ！」

　久きゆう助すけは血けつ行こうをうながすために足をばたばたさせていたが、そんなことより、藤ふじ紫むらさきには荷物にしぶきのかかるのが心配だ。

　「急いでくださいな。さあ、それをかついで」

　とうながした。

　いまでは久きゆう助すけは藤ふじ紫むらさきにまいりきっている。

　「よしきた」

　荷物の前にしゃがんで、背負おうとしたが、こごえている手では、器用に胸むな先さきにひもを結びかねた。

　「急いで！」

　藤ふじ紫むらさきは足ぶみした。のろいのもだが、寒かった。

　ぎしぎしと雪が足もとに鳴った。

　「結んでくれよ。手がこごえて……」

　「お前まえ様らしくもない」

　藤ふじ紫むらさきは舌した打うちして、前にまわって結んでやろうとしたが、久きゆう助すけは舌した打うちに発はつ憤ぷんしていた。――そうだ、この女はおらが強さにほれたのじゃ！　猛もう然ぜんとして気力がわきおこった。

　「いらねえよ」

　とことわって、ひもを結びおえた。

　「さあ、行くべ！」

　立ちあがったが、その時ひときわはげしい風が吹きつけてきて、眼めの前が吹雪ふぶきに閉ざされた。久きゆう助すけは藤ふじ紫むらさきの背中に片手をまわしてたすけながら、渦うず巻まく濃こいまっしろな旋せん風ぷうの中に、呼吸いきをつまらせて立ちすくんだ。彼らのうしろで、彼らの乗ってきた小舟が高い波にほうりあげられ、めりめりと音を立てくつがえったが、そちらを見ることもできなかった。もっとも、もう舟に用事はない。どうなろうとかまったことではなかった。

　ひとしきりの風が弱まったところで、

　「でえじょうぶけえ！　さ、つっ走るで！　あこの家の陰かげまで行けば、いくらか楽になるすけのう。ほら、行くで！　一、二の、三……」

　背中をかかえて、走りだした。勢いよくというわけにはいかない。よたよたと走ったが、十間けんほどで、また烈れつ風ぷうとともに吹雪ふぶきが襲おそってきた。

　立ちすくんだ。

　数呼吸して、風が弱まり、雪がうすらいだので、走りだそうとしたが、思いもかけないことがそこにはおこっていた。

　具ぐ足そくに身をかためた者が四人、前に立ちふさがっていたのだ。四人とも槍やりをかまえ、白く光る穂ほ先さきをつきつけていた。

　「ひぇッ！」

　と、久きゆう助すけは息をうちに引いて、すくんだ。追おい剝はぎか夜や盗とうにちがいないと思った。しかし、藤ふじ紫むらさきにたよりきられている自分であると思いだすと、猛もう烈れつな勇気がわいた。おじけづいてはならなかった。おそろしい声でどなりたてた。

　「やい！　やい！　やい！　うぬら、なにしやがんだ！　うぬらみてえなもの、こわがるうらと思うか！　屁へとも思わねえで！　きりきり、ひらいて通しゃがれ！」

　腰の脇わき差ざしのつかをつかんで、引きぬこうとしたが、とたんに正面の男の姿勢がかわったと思うと、槍やりの石いし突づきがかえり、足をはらわれた。したたかな打撃であった。すねがへしおれたかと思われるばかりの痛さが、ツーンと頭のてっぺんまでひびいたが、その時にはもう雪の上にひっくりかえっていた。しかも、背負った荷物の重さにひかれて、あおむけにたおれ、ひっくりかえされた蛙かえるのように足を空ざまにもがかせていた。

　「うぬらア！」

　脇わき差ざしをぬこうとしたが、こごえた手はしびれきって、つかをつかんでいるかどうかもさだかでない心もとなさだ。

　「ばかもの！　当とう港みなとの番ばん所しよの者と知らんのか！」

　その男らは二人がかりでとっておさえた。うらやましいほどに自由に動く手で、むぞうさに脇わき差ざしをうばいとり、背中の荷物をむしりのける。

　はりきりすぎたためとはいえ、とんでもない思いちがいをしていたことに、久きゆう助すけはうろたえていた。

　「うら、知らなんだのでござるだ！　うら追おい剝はぎじゃとばかり思うていたのでござるだ！　うら、知らなんだのでござるすけ……」

　と、必死になって弁解したが、番ばん卒そつらはすこしも容よう赦しやしなかった。

　「黙だまれ、黙れ、曲くせ者もののくせになにをぬかす！　言うことがあるなら、あとでせい！」

　と言いながら、玉たま子ご焼やきでもかえすように、やすやすとあおむけからうつぶせにひっくりかえして、縄なわを打った。

　藤ふじ紫むらさきにも、のこりのふたりが立ちむかった。藤ふじ紫むらさきは反抗が無む益えきであることを知っている。この者どもがこの港の警けい固ご所じよの番ばん卒そつどもであることも疑わなかった。おとなしく縄なわについた。




　　　　二




　警けい固ご所じよは、久きゆう助すけがあの家の陰かげまで行けばだいぶ楽になると、藤ふじ紫むらさきをはげましながらひとすじに目ざした、その建物であった。皮ひ肉にくなことであった。

　建物の中には、ひろい土ど間まがあり、土ど間まに大きな木の火ひ鉢ばちをすえて、炭火が山のようにおこしてあった。

　番ばん所しよ頭がしらは三十年ねん輩ぱいの太った男である。まるいほっぺたや、眠たげに細められた小さい目や、からだに似合わず小さく短く、そのくせまるまッちい手足が、なんとなく豚を思わせた。二つそろった大きな穴が前をむいている小さい鼻の下にうすいひげをぴんとひねりあげていた。床しよう几ぎに腰をかけ、火ひ鉢ばちのふちに両足をひろげてまたをあたためていたが、番ばん卒そつらが二人を引きたててくると、

　「そこにすえろ」

　と、あごをしゃくった。

　二人は土ど間まに引きすえられた。

　番ばん所しよ頭がしらは無ぶ精しようッたらしい姿勢のまま、番ばん卒そつらの報告を聞いた。

　「ふん、ふん、ふん」

　とうなずいてはいたが、ろくろく二人の方を見もしない。

　聞きおわると、尋問にかかった。やはり二人の方には目をくれないで言う。

　「汝わいら、どこから来た？」

　「越えち後ごから参りやした。まんだこちらには聞こえていねえかもしれましねえが、守しゆ護ご代だいの長なが尾お弾だん正じよう様と弟おとうと御ごの喜き平へい二じ景かげ虎とら様との間に合かつ戦せんがはじまりやしてのう、弾だん正じよう様が負けなさり、喜き平へい二じ様の軍勢が春日かすが山やまにおしかけてめえりやしたすけ、春日かすが山やま近くの村も町も、えれえことになってしもうたのでござります。わしらは府ふ内ないの町に住んでいたものでごぜえますが、軍勢衆の狼ろう藉ぜきがあんまりひでえんで、ご当地ににげてきたのでごぜえます。へえ、ほんとでやす。うそじゃありましねえ」

　と、久きゆう助すけは言った。

　越えち後ご春日かすが山やま長なが尾お家の兄弟の間の合かつ戦せんのことは、すでによく知っているのか、豚に似た顔にはぜんぜん表情は動かず、細い目は眠たげに火ひ鉢ばちの中を見つめたまま、

　「そっちのやつもなんとか言えい」

　と言った。

　「夫おつとがただいま申し上げましたとおりでございますだ」

　藤ふじ紫むさらきはわざと下げ賤せんなことばで言ったが、声の美しさはかくしようがなかった。

　おや？　と思ったらしい、細い目が大きくみひらかれ、こちらを見た。おどろいた顔になった。しげしげと凝ぎよう視ししてから、言った。

　「汝わいらは夫ふう婦ふかえ？」

　藤ふじ紫むらさきのこたえる前に、久きゆう助すけがこたえた。

　「へえ、夫ふう婦ふでござりますだ。府ふ中ちゆうの町の町人でござりますだ。てまえは小こ角力ずもうなど取っていた者でごぜえますが、女によう房ぼうは琴ことやなんぞの遊ゆう芸げいが達たつ者しやなもんですけ、府ふ中ちゆうや春日かすが山やまのご家か中ちゆうの奥に招かれて、奥おく方がたや姫ひめ君ぎみ方のお相手をしたり、お酒盛りの興きようをそえたり、そんげなことをしていましただ。へえ、ほんとでやす。うそじゃねえす」

　久きゆう助すけは、相手の細い目がしだいに光ってくるのが不安でならない。あとからあとからと、追いかけるようなことばを重ねた。

　番ばん所しよ頭がしらはいちおう納なつ得とくしたようであったが、二人の前にすえられた荷物に目をつけると、番ばん卒そつにそれをもってこさせた。

　「あけてみろ」

　包みはひらかれた。華か麗れいで、見るからに高価そうな衣類や器物が出てきた。番ばん所しよ頭がしらはうすいひげをひねりながら、番ばん卒そつらがいちいちひろげて見せるそれと、二人の顔とを見くらべて、ときどき「ふうん」とうなった。

　「みんな、お出入りのお屋敷方でいただいたものでやす。ずいぶん、ごひいきになっていましたすけ。へえ、ほんとでやす。うそじゃねえす」

　と、また不安になって、久きゆう助すけは言った。

　最後に、金銀が出てきた。欠かけ皿ざらに魚油を入れ、灯とう心しんを二すじつけてともした灯とう火かの下に、さんらんとかがやく金銀の小山を見た時、豚殿も番ばん卒そつらも、口もきけなくなった。息をすることも忘れたような顔で凝ぎよう視ししていた。

　「長い間にもらいためたのでやす。へえ、長い長い間で。ほんとでやす。うそじゃねえす」

　と、久きゆう助すけはまた言った。

　番ばん所しよ頭がしらは急にふきげんな顔になった。

　「だまれ！　もう口をきくな！」

　と大だい喝かつして、番ばん卒そつらをふりかえった。

　「こいつら、牢ろうにほうりこんでおけ。この荷物もしまえ！」

　おそろしく腹が立ってきたふうであった。

　この報告が魚うお津づ城じよう主しゆ鈴すず木き大和守やまとのかみ国くに重しげにもたらされたのは、それからまもなくのことであった。

　「ふしぎな男女二人を召し捕とった。本人らは長なが尾お弾だん正じよう兄弟の戦乱を避さけて、越えち後ごの府ふ内ないから海路当地にのがれてきた町人夫ふう婦ふであると申し立てているが、容よう貌ぼう風ふう姿し、とうてい夫ふう婦ふとは思われない。多た額がくの金銀や高価な衣類器具などを多数所持しているのも、いぶかしい」

　という報告であった。

　「明朝城内に引き立ててまいるよう。仔し細さいありげな者どもと思われるゆえ、今夜は十分にいたわりとらせるように」

　と、指令して、その夜は寝た。

　夜が明けてしばらくして、大和守やまとのかみに昨夜港の番ばん所しよで捕とらえた二人が連れられて、白しら洲すに待たせてあると取りついできた。

　大和守やまとのかみはこの時三十五、六、武勇すぐれた武将として、越えつ中ちゆうでは相当高こう名めいな人物であった。

　「よし」

　さっそく、白しら洲すへ出てみた。

　二人の男女は、昨夜ほどのことはないが、粉こな雪ゆきのしんしんと降りしきる庭上に引きすえられていた。

　大和守やまとのかみは縁えん側がわづたいに来て正面に立って、ややしばらく二人を見ていたが、なにも言わず居い間まにかえり、侍じ臣しんに言った。

　「女は縄なわを解き、風ふ呂ろを使わせ、着がえをさせたうえで、奥おく殿でんに押しこめておけい。にがさぬようにはせねばならんが、ずいぶんいたわってとらせるよう。男はそのまま牢ろうにさげい。これはきびしくするよう。両人のもちものは、ここにもってこい」

　「はっ」

　侍じ臣しんはさがったが、まもなく、帰ってきて、

　「両人の者どもはおおせのとおりにはからうよういたしました。荷物はここにもってまいりました」

　と復ふく命めいして、小こ侍ざむらい二人にもたせてきた大きな包みを前にすえた。

　「よし、さがれ」

　大和守やまとのかみは自分で包みをといて、いちいち点検した。衣類も、器具も、金銀の小山も、みなおどろくに十分なものがあった。

　「ふむ、ふむ、ふむ……」

　と、一つ一つに首をひねりつづけた。




　　　　三




　越えつ中ちゆうを襲おそった雪は越えち後ごもおそった。今年は雪がおそく、例年にない快晴の日がつづいたのだが、こうして雪が来たとなると、おどろくべき多量に、また例年になくいく日もいく日も降りつづいた。野も、山も、たちまち厚い雪におおわれた。

　合かつ戦せんはいっさい停止であった。

　まもなく、新しい年が来た。天てん文ぶん十八年だ。景かげ虎とらは二十はたちになった。

　この正月、正式に長なが尾お家の当とう主しゆとなった儀式を挙あげた。長なが尾お家の家か臣しんらはいうまでもなく、豪ごう族ぞくらも彼に味方している者は、ほとんどのこらず春日かすが山やま城に集まって、この盛せい儀ぎに出席した。

　景かげ虎とらはみずからの儀式がすむと、勲くん功こうのあった家か臣しんや豪ごう族ぞくらを、功こう績せきに応じて、それぞれ行こう賞しようした。

　これまで、彼には所しよ領りようがなかったために、武ぶ功こうのある者にたいしても、口頭や感状で褒ほう美びするよりほかはなく、心苦しい気持ちでいたが、これでやっと心の重荷から解きはなたれた。おさえにおさえていたことであったので、おしげもなくズバズバと知ち行ぎよう地ちを割さきあたえた。人々のよろこんだことはいうまでもない。

　「大たい気きな殿じゃ」

　と、感かん嘆たんし、思し慕ぼの情じようを新たにした。

　家か督とく相そう続ぞくの儀式も、行こう賞しようも、景かげ虎とらには他の目的はなかった。やらなければならないことと思ったからやっただけのことであったが、意外な効果のあったことが、まもなく判明してきた。

　二月末になると、そろそろ雪が消え、また合かつ戦せんがはじまることになったが、服属を申しおくる豪ごう族ぞくらが多数出てきたのだ。それは春日かすが山やまにも属せず、三さん条じよう方にもくみしないで、形勢を観かん望ぼうしつづけていた豪ごう族ぞくにもあれば、どちらかといえば三条方に好こう意いをもっていたと思われる豪ごう族ぞくにもあった。その人々は、

　「お年とし若わかながら、喜き平へい二じ殿は軍いくさ神がみの肺はい肝かん中ちゆうから生まれられたようなお人じゃ。その喜き平へい二じ殿が当主となって立ちなされた以上、なんぼう手て柄がらを立てても、耳をふさいできかず、恩賞などさらにあずかることのないようなばかげたことは、もう春日かすが山やまには起こらぬであろう。それが証しよう拠こには、家か督とく相そう続ぞくと同時に、まことに気き前まえようほうびをくれなされたぞ。故こ信濃守しなののかみ殿じゃとて、あれほどには肝きも先さきが切れなさらなんだぞ」

　と、語りあった。

　人にん気きは人にん気きを呼び、勢いは勢いを呼ぶ。景かげ虎とらの動かしうる軍勢は日ごとに増大していった。景かげ虎とら方の勢いの増ぞう進しんは、三条方の勢いのおとろえだ。

　三条方の城は雪の消えるのと速さをきそうように、つぎつぎに降こう伏ふくしたり、落城したりした。

　四月はじめ、景かげ虎とらは五千の兵をひきいて、三条へむかった。これまで彼は三条勢と数度の合かつ戦せんをくりかえし、戦うごとに痛つう破はしている。しかしながら、これまではこちらからおしよせていったことは一度もない。敵の寄せてくるのを待ってやぶったのだ。守って戦う力はあっても、攻撃に出て戦うには力が不足していたからだ。しかし、こんどはおしよせていくのだ。無量の感かん慨がいがあった。

　今こん日にちの三条市は信濃しなの川と五十嵐いがらし＊川との合流点に位置し、五十嵐いがらし川の両岸に発達しているが、この時代の三条は信濃しなの川の川かわ中なか島じまである大おお島しま＊にあったという。大島は一辺四キロもあるほどな不規則な菱ひし形がたをなした大きな島だ。三条城は別名を島の城ともいって、大島の東とう南なん隅ぐう、信濃しなの川に注そそぐ五十嵐いがらし川の水すい勢せいをまともに受ける地点にあったという。現在はその城跡は競馬場になっている。

　ぼくの行った時、広い競馬場にはしずかな秋の日がさし、馬がたった一頭、調教師にまたがられて、ゆっくりとコースをまわっていた。ぼくは高い観客席に立ってそれをながめて、ここが城跡であることを信じかねるような気がした。四百数十年の昔、悲ひ壮そうでもあれば惨さん烈れつでもある合かつ戦せんがここでおこなわれたことを想そう起きし、その幻げん影えいを結びあげるのに、ずいぶん骨をおらなければならなかった。

　川かわ中なか島じまであるから、この島には高地らしい高地はない。競馬場のななめうしろがほんのすこしばかり隆りゆう起きしているが、おそらく城はそのわずかに高いあたりにあり、競馬場のあたりは川であったのではないかと思った。

　高地がないから、この城のもっとも有力な防ぎは川であったに相違ない。思うに、当時は信濃しなの川の水量は現在よりはるかに多く、川は広くもあれば深くもあり、水すい勢せいも強かったろう。城壁はまだ石をそう使わないころであるから、水に接するあたりだけは石をたたんでも、上は土をかきあげた土ど居いであったろう。芝しばを植えてあったろう。土ど居いの内には樹木を植えてあったろう。越えち後ごに多い赤松、その松の赤い幹みきと緑の葉の間に白はく堊あの壁をもったさまざまな建物が見えていたろう。屋根は草くさ葺ぶきであったろうか、板いた葺ぶきであったろうか。瓦かわら葺ぶきの屋根はまだごく少ないころである。

　しだいに調子づいてきた空想ははてしがなかった。
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　春日かすが山やまを出て二日目のひるごろ、景かげ虎とらの本隊は米よね山やま峠とうげに達した。景かげ虎とらは休止を命じ、昼食をさせ、自分も食事にかかったが、彼の食事はいたって速い。たちまちおわって、米よね山やま薬やく師しにむかってつづいている尾お根ねの方へ行きかけた。

　家をついでから左右におくことにした近きん習じゆうらが、あわてて食事をやめてついてきかけた。口をもぐもぐさせている。

　「ついてこんでもよい。ひとりで思案したいことがある」

　近きん習じゆうらはおそれいって、引きさがった。

　山の斜面をすこし下がったあたりから樹林になり、そこからひっきりなしに小鳥の鳴き声が聞こえてくる。景かげ虎とらはときどき立ちどまってそれに耳をかたむけ、ゆっくりと尾お根ね道みちをたどった。

　彼は杖つえをついていた。五尺もある長い杖つえであった。頭に丁てい字じ形がたのかざりがつき、そこから四、五寸すんの間はひもを片手巻きにしてすべりどめをし、中に刀を仕込んだものであった。

　やがて東北方をむいて立ちどまり、目をはなった。よく晴れた日だが、遠い山々はうす霞がすみがかかって模も糊ことしたものになって、眺ちよう望ぼうはきかなかった。それでも、ややしばらく凝ぎよう視ししてから、陣じん所しよにかえったが、帰るとすぐ全軍にふれをまわした。

　「思うところがあって、数日ここにとどまる。諸隊そのつもりで、それぞれ現在地で宿しゆく陣じんするよう。陣じん所しよの都つ合ごう上じよう多少の移動はかまわないが、近くの隊と連絡を密にして、とっさの機き変へんにあわてぬようにせよ」

　先せん鋒ぽう部ぶ隊たいはすでに坂を下りきって鵜う川べりの野田をすこし過ぎたあたりに達しており、後こう陣じんは坂にかかる黒くろ岩いわ村落あたりまでしか来ていなかったが、使い番を走らせて告げた。

　これだけのことをしておいて、こんどは本ほん陣じんに触れを出した。

　「今日より四日間、おれは薬やく師し堂どうに参さん籠ろうし、五日目の朝帰き陣じんする。その間のことは、杉すい原ばら壱い岐き指揮せよ。参さん籠ろうの間はなにものも近づくことを許さない」

　将しよう士し一同あっけにとられたが、なかにも鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろう夫ふう婦ふをはじめとする馬うま廻まわりの勇士らのおどろきはひととおりでなかった。そろって、ぞろぞろと景かげ虎とらの前に出てきた。

　「とめだてはゆるさぬ。十分に考えてのうえのことだ」

　機先を制して言った。

　「いえいえ、おとめだて申すつもりはさらにございません。せめて、てまえどものお供ともをゆるしていただきたいのでございます」

　「心入れ、殊しゆ勝しようだが、それもならぬ。余よ人じんがいては、気が散る。おれはこんどの戦いくさについて、薬やく師し如によ来らいにうかがいを立てたいことがあるのだ。さがれ、そこにいてくれてはじゃまだ」

　きっぱりと言いきられて、勇士らはとほうにくれながらも、すごすごとさがった。

　まもなく、景かげ虎とらは浄じよう衣えの入っているらしいやや大きな包みをさげ、仕込み杖づえをついて陣じん所しよを出、先刻の尾お根ね道みちをたどったが、五、六町ちようで、道を左に切れて斜面を谷に下りていった。

　薬やく師し堂どうにお籠こもりに行くとは口実にすぎなかった。彼は三条の地勢を見に行くつもりであった。少年時代を栃とち尾おで過ごした彼は、二、三度三条へ行ったことがあるが、記憶はいたっておぼろだ。信濃しなの川の川かわ中なか島じまにあり、城は水みず辺べにさしかかって築きずかれていたというくらいの記き憶おくしかない。四方水でかこまれている城だ。ふつうの攻め方ではいけないことはわかっている。もちろん、密みつ偵ていをはなって、できるだけの調査はしてあるが、それにしても自分の目で調べてみないことには、いろいろ思い浮かぶ戦術に自信が出なかった。戦術は敵の心理推察のうえに立っての方策であるから、一種のばくちであるが、巧こう妙みような賭と博ばく師しが常に大だい胆たん不ふ敵てきな自信家であるように、戦術にもつねに絶対に自信が必要だ。自信のない戦術はドタン場までおしきれないのである。おしきれない戦術が成功したことはかつてないのである。

　彼は春日かすが山やまを出る時から、途中で軍をとどめて、みずから三条の地勢を踏とう査さに行く決心をつけていた。変装の用具もたずさえてきた。仕込み杖づえもその一つだ。

　樹林の中に入ると、変装にかかった。身につけていた陣じん羽ば織おりや具ぐ足そくをぬぎ、佩刀はかせとひとまとめにして、大きな岩かげにおしこみ、たずさえてきた包みを解くと、木製の笈おいであった。山やま伏ぶしや六ろく十じゆう六ろく部ぶなどの負っている箱だ。中には六ろく十じゆう六ろく部ぶの服装が入っていた。うすよごれした白びやく衣えや、笈おい摺ずりや、頭ず巾きんや、きものとともぎれでこしらえた手てつ甲こうや脚きや絆はん。新しいわらじも入れてある。手ばやく着てしまって、大きな数じゆ珠ずを首にかけた。
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　鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろう夫ふう婦ふをはじめ馬うま廻まわりの豪ごう傑けつ連れん中ちゆうは、きびしく景かげ虎とらに言われて、いったんは引きさがったものの、どうにも心配になってならない。だれが言いだしたともなく、ぞろぞろと集まった。

　「ただごとでねえぞな」

　「殿様がお年に似合わず神様や仏様がお好きで、ご信心深いのはわかっとるが、合かつ戦せんを前にひかえての、この信心ざたはふつうではねえな」

　「薬やく師し如によ来らい様が、戦いくさのことについてなにかお示顕さとしをくださるじゃろうか。あれは医薬のことが受け持ちで、いくさの受け持ちではないじゃろ」

　専門がちがうというのだ。

　「ただごとでねえな」

　と前ぜん提ていが結論になった。

　「とにかくも、行ってみようでねえか。殿様のお目に触れさえせんければ、おじゃまにはならん。大事な大事なおからだじゃ。ひょっとして三条方で妙みようなやつをよこさんものでもない。万一のことがあっては、とりかえしのつかんことになる。薬やく師し様のまわりにひそんでいて、それとなくご守しゆ護ごするぶんには、ちっともさしつかえねえじゃろ」

　「そうとも、そうとも、ちっともさしつかえねえ道理じゃ」

　相談は一決して、連れだって尾お根ね道みちに出た。

　ひるさがりのうららかな春の日がさんさんと降りそそいでいる尾お根ね道みちを、すこし汗ばみながらてくてくと歩いていると、ふと一人が言った。

　「や！　ありゃなんじゃ」

　おどろいたような声であったので、みなふりかえった。

　「あれよ、それ、あれじゃ」

　谷間を指さしていた。

　尾お根ねをすこしくだってうす緑の新芽の芽ぶいている樹林がつづき、谷底に近いあたりから鉾ほこ杉すぎの林になるが、谷底に達すると、しばらく杉林がつき、また杉林になってむこうの山にはいあがる。その杉林と杉林の間に、谷川が白く水をくだいて流れているが、それにそった道を、人がひとり下流にむかって歩いている。

　「六ろく部ぶじゃな」

　「妙みようなところを歩いとるのう」

　「お薬やく師し様からのかえりであろうか」

　口々に言いながら、凝ぎよう視ししていたが、まもなく、松まつ江えがどなりだした。

　「ありゃ喜き平へい二じ様でござるで！　お前まえ様方の目は節ふし穴あなか！　余よのものにやつしていなさるのなら知らず、六ろく部ぶ姿すがたの喜き平へい二じ様がわからぬということがあろうずことか！　うらは飛ひ驒だの山奥であの姿でいなさるのにおあいしたきりじゃが、忘れはせんぞい！　男ちゅうものは、なんちゅうあほうばかりそろうているのじゃろう！」

　悪あく態たいのかぎりをどなりちらして、急な斜面をすべりながら走りだした。

　「ほんとじゃ！　殿様じゃ！」

　豪ごう傑けつ連れん中ちゆうもつづいた。

　新緑の萌もえそろった斜面に土つち煙けむりを引き、小さな石を蹴けころがしてはせくだる。岩ははじめゆるやかに、しだいに速さをまし、射る速さになる。先に立っている者にあたったらただごとではすまないのだが、そんなことにおかまいのある連中ではない。ただまっしぐらに走りおり、すべりおりた。

　杉の密林を走りぬけ、谷川べりに出ると、景かげ虎とらの姿は山の鼻をまわってもう見えなくなっている。しかし、下流にむかっていたことは尾お根ね道みちから見て知っている。ひたすらに下流に走った。

　三つほど山の鼻をまわって、いくらか谷がひろくなり、両がわに細長い水田などのあるところまで出ると、前方に白い行ぎよう衣え姿すがたが見えた。

　「おうい、おうい、おうい……」

　豪ごう傑けつ連れんは走りながら、それぞれに手を上げて呼ばわった。

　景かげ虎とらはふりかえった。追ってくる者どもの具ぐ足そくに日があたって、きらりきらりと光る。かたい甲こう羅らをかぶっている昆こん虫ちゆうかなんぞのようであった。それが馬うま廻まわりの者どもであることは、まっさきに赤あか具ぐ足そくを着、髪を白いきれでつつんでいる松まつ江えが立っているので、すぐわかった。

　（気づきおったか）

　苦笑して、路みち傍ばたの大きな岩に腰をおろして、待った。

　追いついてきた。

　ザワザワと具ぐ足そくの音を立てながら、足もとをとりまいてひざまずいた。さすがにはげしく呼吸いきをはずませて、急にはものを言うことができない。

　言わせてはことがめんどうになる。景かげ虎とらは自分の方から口をひらいた。

　「案じて追うてきてくれたのであろう。おれが身を思うてくれればこそのことと、ありがたく思うぞ。このこと、その方どもにはうちあけてからにしようかと、いったんは思うたが、敵をあざむくにはまず味方をあざむけよとは兵へい法ほうの金きん言げんだ。理解してくれるよう。おれは三条の地勢をよく知らぬ。みずから行って、みずから調べてきたいと思うのだが、それには人数多く行ってはかえってあぶない、ひとり行こうと思ったのだ。わかって、帰りくれるよう」

　この間に人々の呼吸は平常に復した。それぞれに言ったが、いずれも、おおせられるおもむきはよくわかりますが、単たん身しん敵地に入られるというのは危き険けん千せん万ばん、もってのほかのことである、われら全部とは申しませんが、両三人お供ともさせていただきたい、というのだ。

　見切りの早い景かげ虎とらには、なんとかかたちをつけなければ、この連中はけっして引きさがらないであろうと、見きわめがついた。

　「それほどまで申すのを、無む下げにはしりぞけられぬ。ひとりだけ召し連れよう。そのうえはならぬぞ。不服でも、納なつ得とくしてかえるのだぞ」

　と言った。

　豪ごう傑けつ連れんはいずまいを正した。それぞれに肩をはり、ひじを四角にした。ひげづらをそらし、眼めをかがやかし、できるだけ強そうな顔をする。われこそお供ともにふさわしい大たい剛ごうであると言いたげだ。

　かわいかった。笑いだしたくなるのをこらえて、ぐるりと見まわしてから、さらさらと言った。

　「いずれもまさりおとりのない大たい剛ごうの者ばかりで、だれを召し連れてよいか迷う。しかしながら、こんどのことは、敵とことをおこさず、秘密に行って秘密にかえってくるを最上とする。されば、女がよい。松まつ江えに行ってもらおう。弥や太た郎ろう、借りてまいってよいであろうな」

　「は、それはかまいませぬが……」

　弥や太た郎ろうは女によう房ぼうのことなどより、自分が選せんに漏もれたのが残念な様子だ。

　他の連中はなおさらのことだ。なにか言いだしそうにする。

　松江はくるりと男らの方にむきなおった。

　「お前まえ様方がなんにも言いなさることはねえだ。うらがいたればこそ、殿様がこちらに来なさるのがわかったのじゃ。うらがいなんだら、お前まえ様方、いま時じ分ぶんお薬やく師し様のまわりで、いもさっしゃらぬ殿様のご守しゆ護ごをしているつもりで、あほうづらしていなさったにちげえねえだ。うらにお供とも役やくがまわってきたのは、あたりまえのこんだ。おおかたお薬やく師し様のおはからいであるべし。なんにも言わんで、納なつ得とくしてかえりなさろ。かえりなさろ。うらが殿との御ごも、さびしゅうござろうが、たんだ四日のことだ、しんぼうしなさろ。百ひやく姓しようおなごなどおさえつけるでねえぞ。殿様のことは、うらがちゃーんと引きうけたで、ちっとも心配なことはねえだ」

　滔とう々とうたるものだ。豪ごう傑けつ連れんはシュンとなった。




　　　　六




　翌日の午後、景かげ虎とらと松まつ江えとは、三さん条じようの東方一里の地点で五十嵐いがらし川をこえた。松江は途中で都つ合ごうした百ひやく姓しよう女おんなの労働着をまとい、よごれたきれで髪をつつみ、素す足あしのはだしで、大きな黒い牛を追っていた。六ろく部ぶ姿すがたの景かげ虎とらとならんで、牛を追いながら、のたりのたりと春の日の下を行く、近きん在ざいの百ひやく姓しよう女おんなが、ついこの先で廻かい国こくの六ろく部ぶどのと道づれになったといった形であった。

　その半日、翌日の半日、二人はあるいは城に近づき、あるいは城に遠ざかりながら、ぐるりと三条の周囲をまわり、十分に地勢を見きわめた。

　三条方の兵はあまりほうぼうにはいない。形勢が不利になって、そうほうぼうに手て配くばりするほど軍勢がいないのであろうと思われた。しかし、大事な地点と思われる場所には、相当な人数がいて、しかもまことに連絡がとりやすくしてあるようであった。

　（さすがに昭しよう田だだな）

　と思った。逆ぎやく臣しんではあっても、昭しよう田だの智ち略りやくは越えち後ごで有名なのである。

　地勢を見て、攻撃の方法もめどが立った。

　「それではかえろうか」

　信濃しなの川を三条のある川かわ中なか島じまの上流の浅あさ瀬せでわたると、わたったところに村があった。

　その村の中ほどまで来た時、前方のどこやらから、酔いだみた声でしきりにさわいでいる声が聞こえてきた。あらあらしい男だ。

　目を走らせると、十四、五間けん前方の、ちょいと大きな民家の前の並なみ木きに馬を二頭つなぎ、軒のきに槍やりが数すう条じよう立てかけてある。草くさ葺ぶきのその屋根にかげろうが立ち、槍やりの穂ほ先さきが日の光を吸ってしずかに光ってならんでいる。酔いだみた声は、その家から聞こえてくる。三条の城兵か、このあたりのどこかを守備している兵どもが、巡じゆん視しの途中酒を強きよう要ようして酔いしれているに相違なかった。

　二人はべつだん緊きん張ちようはしない。白く光るよだれを切れない糸すじのように地面に引いてのたりのたりと行く牛のあとから、ひなびた声で語りあいながら歩いていると、その家から出てきた者があった。

　察したとおり、具ぐ足そく姿すがたの兵士であった。うれたようにまっかな顔をして、すこしひょろつく足どりで出てきた。まぶしいのであろう、目をしばたき、こぶしでごしごしとこすった。牛を追って近づいてくる二人には気がつかないらしく、ふりむきもせず、垣かき根ねにむかって小便をしようとしたが、ふとふりかえった。よほどに酔っているらしい。小便をするつもりであることを忘れたらしく、ひょろひょろしながら近づいてきた。

　「よう、おなご。ええからだしとるのう。汝われ、ちょいと寄って、酒の酌しやくしてくれんか。酒は海ほどあるが、酌しやくとりのおなごがおらんのじゃ」

　と言ったかと思うと、むずと松江の手首をつかんだ。

　「かんにんしてつかわせ。うら早はよううちにかえらにゃならんのじゃすけ。子供が腹すかして待っとるのじゃすけ」

　ほほえみながら、松まつ江えは言った。

　「ええじゃねえけ。ほんのちょっくらじゃ。汝われがもどる時は、その牛の背にのせられるだけ酒をもたしてやるすけ、汝われが亭てい主しゆじゃて喜ぶで。さあ、寄ってけ」

　ぐいと引っぱる。

　松江はおそろしく腹を立てていたが、引かれてよろめきながらも、やさしく微び笑しようをふくんで言った。

　「ほんにかんにんしてくださろ。うらが亭てい主しゆは下げ戸こじゃすけ、酒はよろこびませんわな」

　松江はわざとほお先やなんぞに土などなすりつけてきたなくよそおっていたが、日ざかりの明るい日の下で熟じゆく視しすれば、天てん性せいの美び貌ぼうはおおいがたいものがある。目の色がちがう。肌はだの色がちがう。目鼻立ちがちごう。首すじやきびしく合わせた間からこぼれる胸もとなど、匂においたつような色めかしい美しさがある。

　酔っぱらいはそれに気づいた。

　「や！　われは美えいおなごなんじゃな！　もうはなさんぞ！」

　と言うや、ぐいと引きずって抱きしめようとした。

　小指の先のひとひねりにもあたらぬ雑ぞう兵ひようめという腹があるだけに、おさえにおさえていた松江の怒いかりは爆発した。

　「なにするだよう！」

　と、金かな切きり声でさけぶと、相手のからだは宙に舞いあがり、土つち埃ぼこりを上げて、たたきつけられた。腹ばいになっているその背に、松江の足がかかったと思うと、声も出しえず、舌したと血を吐はき、手足をふるわせて絶ぜつ息そくした。声もよう出さなかった。こちらで見ていた景かげ虎とらがしまったというまもない短い間のことであった。

　松江の金かな切きり声が聞こえたのであろう。屋内から兵士らがはじけだすように飛びだしてきた。

　松江は軒のきに立てかけてあった槍やりをおっとり、景かげ虎とらは仕込み杖づえをぬいた。

　「や！　曲くせ者もの！」

　兵士らは仰ぎよう天てんし、あわてさわいだ。

　「にげろ！」

　景かげ虎とらはさけんで、馬の方に走り寄った。兵士の一人が刀をぬいておどりかかってきた。引きはずして、ひと太刀たちにまっこうをわりつけ、馬の手づなを解きにかかり、もう一頭のも解いた。

　兵士らは景かげ虎とらに襲おそいかかろうとしたが、松江が寄せつけない。

　「うぬらア！」

　とどなると、びゅうと槍やりをしなわせて、薙なぎはらった。ひと薙なぎに二人たたきたおされた。

　「乗れ！」

　景かげ虎とらは一頭を松江の方におしやっておいて、飛びのった。

　「おどれ、どこへ行くだよう！」

　にげようとする馬をグイと引きとめ、走らせながら、松江もとびのった。

　疾しつ風ぷうさながらであった。馬ば首しゆを抱くように身を伏ふせて、二人は走りだした。






正せい奇き虚きよ実じつ




　　　　一




　きっちりと四日目、景かげ虎とらと松まつ江えは米よね山やま峠とうげにかえりついた。人々は首を長くして待っていた。

　「とっくりと見てきた。計けい略りやくは立った。戦いくさは勝ったぞ」

　景かげ虎とらは上きげんであった。自信にあふれている。

　勇士らもまた自信にあふれた。なぜという理由なぞ聞く必要はない。景かげ虎とらが勝つと言う以上、勝つにきまっているのだ。景かげ虎とらを信ずることが厚いのである。

　翌日、行軍をおこした。この日、北ほう条じようで宇う佐さ美み定さだ行ゆきが琵び琶わ島じまから来て加わった。

　途中一いつ宿しゆくして、翌日与よ板いた＊についた。三さん条じようを去る四里、信濃しなの川左岸の地である。

　その夜、景かげ虎とらはひそかに宇う佐さ美みの陣じん所しよをおとずれた。

　「あ、これはこれは。拙せつ者しやの方からおうかがいしたいと存じていましたに」

　定さだ行ゆきは恐きよう縮しゆくした。

　「目立たぬがよい。おれの方から来た方が目立たぬ」

　と、景かげ虎とらはすすめられた敷き皮の上にすわった。

　「城攻めのくふうがついたゆえ、聞いてもらおうと思うて来た」

　「うけたまわります。拙せつ者しやもそのことでおうかがいしようと思うていたのであります」

　「それは重ちよう畳じよう、まずおれのくふうから聞いてもらおう。知ってのとおり、三条の城は四面水の中なか洲すにあって、なかなかの堅けん城じようじゃが、城はその中なか洲すの東南のすみにあって、東も南も深く広い川だ。思うに敵はこちらがわはそれをたのみにして備えをうすくし、北と西に厚くしているであろう。それゆえ、北からか西からか人数をたたきつけて敵の気を引きつけておき、東南から水をわたって乗りいるという手も考えられるが、それはつねの手だ。損害も大きかろうし、昭しよう田だほどの者ゆえ、即そく応おうの手をくふうしていよう。わしはその裏をかいて、東南に正せい兵へいを動かし、これに敵の主力を引きつけておき、奇き兵へいを北西から入れ、いっきに乗りやぶろうと思うのだが、どうであろうか」

　宇う佐さ美みは、鎧よろいの引き合わせから、一いち葉ようの図面をとりだして、景かげ虎とらの前にひろげた。

　「おうかがいしようと思うていましたので、用意していたのであります」

　「ほう、三条の図面だな」

　「ずっと以前作らせておきましたものでございます。その後、合かつ戦せんひまなき時になりましたので、城方でいろいろと手を加えましたろうから、相当かわってはおりましょうが、ご参考にはなろうと存じます」

　「なによりのものだ」

　景かげ虎とらは仔し細さいに点検した。図面はかなりに綿めん密みつなものである。景かげ虎とら自身が踏とう査さしてきたところと照らし合わせて訂正すれば、ほぼ正確な現在のものとなる。

　景かげ虎とらは違うところをいちいち指し点てんした。

　宇う佐さ美みは微び笑しようした。

　「ほう、近いころにおいでになりましたので」

　「ああ、つい両三日前に見てきた」

　松まつ江えとともに変装して出かけたことを語った。

　「ほう、ほう」

　宇う佐さ美みはまた微び笑しようした。おもしろげであった。

　景かげ虎とらはまた言う。

　「あらましのところは、ただいま言うたとおりだがくわしく申せば、まず北か西に兵を動かしてすこし戦って引きしりぞき、こんどは東南がわに出て攻撃にかかる。そうすれば、敵は味方が備えのかたさにあぐねて、備えの手うすな東南がわにむかったと思うことは必ひつ定じようであろう。どうだな」

　宇う佐さ美みはうなずいた。

　「おおせのとおりでございます」

　「そこで、その東南からの攻撃だ。これはにせ勢ぜいではあるが敵の注意と兵とを引きつけてしまわんければならんのだゆえ、よほどに大じかけにやる必要がある。舟ふな橋ばしをかけるもよし、長ばしごを用意するもよし、ぬけがけの者が出てもよい。できるだけはでに動かんければならん。しかし、味方の者が、これをにせ勢ぜいと知っていては、なんとなく動きがそらぞらしくなって、敵に気けどられるかもしれぬ。それで味方にも知らせてはならん。どこまでも本気の攻撃と思いこませておかねばならん」

　宇う佐さ美みはうれしげにうなずいた。ここまで景かげ虎とらが成長したことが、言いようのないほどのうれしさであった。

　「あとは申さんでもわかっていよう。どうだな、この策ては」

　「おみごとでございます。拙せつ者しやの思うところも、その上に出ません。そこで、その搦からめ手ての攻撃を拙せつ者しやにつかまつれとおおせられるのでありましょうか」

　「そうだ。そなたのほかにやれる者があろうとは思われん」

　宇う佐さ美みは感謝の会え釈しやくをして言う。

　「つかまつれとおおせられれば、つかまつりますが、どたん場までは殿とのがいたされた方がようございましょう。おおせのとおり、この策てはまず味方をあざむくことが肝かん心じんでありますが、それには殿とのがいらせられる必要があります」

　宇う佐さ美みはくわしくは言わないが、景かげ虎とらにはその言おうとするところが十分にわかった。味方をあざむいて十分の力をつくさせることによって、敵もあざむかれて、北・西方面の守しゆ兵へいをこちらに配置しかえるであろう、その虚きよに乗じていっきに乗り入れというのである。

　「よかろう。それでいこう」

　話はきまった。景かげ虎とらは本ほん陣じんにかえり、使い番をはせて、諸将を本ほん陣じんに集め、明日の戦いについての指令をした。

　「そなたらの知るとおりの敵城の地形である。北西のがわからおしいるよりほかはないが、敵の防ぎをわかつため、三隊にわかれ、三か所からおしわたることにする。一隊は左さ渡わたり（いまの燕つばめ市に大おお字あざとして残っている）口よりし、一隊は大おお堰せき口よりし、一隊は八はち王おう子じ＊よりして、同時におしわたるよう。鉄砲をもってあいずとするゆえ、鉄砲の音の響ひびくを聞いたらば、即そく時じにおしわたれ。時刻はしらじら明けとするゆえ、夜のうちに、それぞれの場所に到着しているよう。おしわたったらば、本ほん陣じんに集まれ。だいたい城の西北方の城下町を本ほん陣じんとするつもりでいるが、そこでのろしを焚たき上げるゆえ、それを目あてとして集まりくるよう。島は一いち望ぼうの平地であるうえに、そのあたりは高みになっているゆえ、よくわかるはずである。水みず田たばかりのところゆえ、ぬきさしならぬ深ふか田だにおちいらぬよう心をくばり、高みへ高みへと道をとるがよい。図面がここにある。よく見ておくよう」

　各隊の部ぶ署しよも言いわたした。

　人々は図面を熟じゆく視しし、それぞれ自分らの隊のむかう地点からの地理を調べて退散した。




　　　　二




　深夜に行動をおこした春日かすが山やま勢は、夜のうちにそれぞれの渡と河か点てんについて、時の来るのを待った。

　景かげ虎とらは八はち王おう子じ口に本隊を集結した。それぞれの渡と河か点てんは、数日前の物もの見みで調査してある。みずから渡ったのは左さ渡わたり口と大おお堰せき口だけであるが、八はち王おう子じ口もこのあたりの住民によく聞いて、十分に渡れる見通しがついている。

　季節が季節で、夜になると気温がさがる。川から立ちのぼる水蒸気は凝ぎよう結けつして濃こい霧きりとなり、河かわ面もをあふれてそのへん一帯にひろがり、対岸はまるで見えなかった。

　景かげ虎とらは物もの見みの兵を出して、対岸の様子をさぐった。かなりな兵が砦とりでをかきあげて待ちかまえているとの報告であった。このまえはなかったものだ。こちらが近づいてくると知って、急造したものに相違なかった。損害はできるだけ少なくしたいが、いまとなっては渡と河か点てんをかえるのはかえって危険であった。損害をかえりみずいっきにおし渡るのがもっとも損害を少なくすることだと決心した。

　景かげ虎とらは今日栃とち尾おから兵をひきいきて合流した金かな津づ新しん兵べ衛えを召して、なにごとかをささやいた後、杉すい原ばら壱い岐き以下の鉄砲隊をひきいて、舟に乗って川の中ほどに漕こぎだした。鉄砲がもっとも有利な武器であることを知った景かげ虎とらは、この冬の間に堺さかいに人を派し、三十梃ちよう買ってこさせ、これを杉すい原ばら壱い岐きにあずけた。これまで杉すい原ばらのもっていた七梃ちよう、景かげ虎とらのもっていた一梃ちようを加えると、全部で三十八梃ちようの鉄砲を景かげ虎とらはもっている勘かん定じようであった。

　漠ばく々ばくたる乳にゆう白はくの気体の中を、棹さおの音をひそめて舟を進めていくと、まもなく岸にかきあげた砦とりで内に建てられた櫓やぐらの上部が、霧きりの中におぼろに見えてきた。

　舟をとめておいて、

　「あのてっぺんから五、六尺をねらえ」

　と命じて、十分にねらいをつけさせておいて、いっせいに発射させた。

　三十八梃ちようの鉄砲はいっせいに火を噴ふき、すさまじい響ひびきを炸さく裂れつさせた。同時に、岸にかまえていた味方の兵が鬨ときの声を上げて川になだれいる響ひびきがした。耳をすますと、はるかに左方でも鬨ときの声とざわめきがおこっていた。

　覚悟はしていたことであろうが、こうもまぢかにせまって、いきなり多数の鉄砲を撃うちかけられようとは思いもかけなかったのであろう、敵は狼ろう狽ばいし、あわてて矢を射かけたが、景かげ虎とらはもう十間けんばかり下流に位置をうつし、そこから、こんどは敵のさわぎを目あてに射撃させた。敵はますます狼ろう狽ばいしたらしく、さわぎはいっそう大きくなった。景かげ虎とらはこんどは上流に漕こぎあがらせ、また射撃させた。こうして霧きりの中を上下して位置をかえながら数回射撃をくりかえしているうちに、味方の勢はエイエイ声をあげて近づいてきた。敵の狼ろう狽ばいは言げん語ごに絶した。景かげ虎とらは二十間けんも下流に舟を流し、そこからいっきに岸に漕こぎつけて上陸し、味方の軍勢の攻めのぼるのを待ち、せりあいがはじまるや、走り寄りざま、また敵を横おう射しやした。銃じゆう火かは文も字じどおりに敵の右の頰ほおを吹いた。こらえられるものではなかった。敵は色めき、どっとくずれたった。

　走るのを追って、景かげ虎とら勢は堤てい防ぼうの上を城下町まで追いすすんだが、町の中ほどに堅けん固ごな砦とりでがきずいてあって、食いとめられた。

　景かげ虎とらはすこし攻めかけてみただけで兵を引きまとめ、楯たてをつきならべて矢や防ふせぎしつつ、味方の隊の集まるのを待った。もうそのころは明けはなれ、霧きりもうすらいでいた。

　他の二か所にのぼった勢も、多少の抵てい抗こうはあったが、おしのぼり、途中の敵を撃破し、九時ごろには両隊とも本隊に合した。

　景かげ虎とらは立てている戦術を固こ守しゆするつもりはなかった。このままで押せるならそうなってもかまわないと思っていたが、敵の抵てい抗こうはずいぶん頑がん強きようであった。島内いたるところ水田で、攻撃路としては、川にそった堤てい防ぼうの上か、高みになっているこの城下町の地域しかなく、敵がわにとっては、有利な地形であった。

　景かげ虎とらはほどよく戦って、予定のとおり退却にかかり、くり引きにして、八はち王おう子じに引きあげ、その日のうちに城の東南口の対岸にまわった。この位置は、現在の三条市のある場所である。

　その日はもう合かつ戦せんはしない。川の上下に多数の人を走らせて舟を集めさせたり、付近の民家から縄なわを徴ちよう発はつさせたり、家をこぼって木材を集めさせたりした。これは夜を徹てつしておこなわれ、夜の明けるころからしだいに集まってきた。ひるごろには数百艘そうの舟が水み際ぎわにつながれ、河原にはいくつも山にきずくほどの木材が集まった。

　景かげ虎とらは舟ふな橋ばしをつくらせにかかった。舟を横にならべてつなぎ、左右に杭くいを打って固定し、その上に材木を置いていくのだ。はしごも作らせにかかった。長い材木をさがしてきて、横よこ木ぎを打ちつけ、縄なわでぐるぐると巻いて固定する。それらの作業を、わざと城からまる見えの河川でおこなわせた。

　このへんは信濃しなの川と五十嵐いがらし川の沖ちゆう積せき作さ用ようによってできた土地で、一帯に低てい湿しつだ。景かげ虎とらは五十嵐いがらし川の堤てい防ぼうの上に本ほん陣じんをかまえ、旗と金きん扇せんの馬じるしを立てて、できるだけ目立つようにした。毎夜のように、河原に夜空を焦こがすばかりにさかんなかがり火を焚たかせた。

　この作業がはじめられた当座、敵はたいして心を動かしたようには見えなかった。工事が中流におよべば、奥山の雪どけ水を集めて増加している水流のためにとうていできはしないとたかをくくっているふうであった。景かげ虎とらは宇う佐さ美みに命じて、杭くいを深く打ちこんで堅けん固ごに工事を進めさせた。

　「急ぐことはない。丈じよう夫ぶに造るを専せん一いつとせよ」

　宇う佐さ美みはみずから舟を乗りだして、指揮した。

　速度はにぶったが、すこしずつ確実に舟ふな橋ばしはのびた。

　城内では動どう揺ようしはじめた。櫓やぐらや城壁の上に出て、こちらを観察する者の姿が日ごとにふえていくので、それがわかった。

　城内の動どう揺ようの模も様ようを見て、夜よ討うちや朝あさ駆がけをこころみる者も出てきた。その者どもは徒歩かちだちや舟で城近く忍しのびよっては、土ど居いにとりついてよじのぼって戦った。各隊ばらばらの動きであり、人数も少ないので、うまくいかず、いつも多少の損害をこうむって撃退されたが、それでも味方の戦意はますますたかまった。なによりのことは、敵がこの方面からの攻撃を重要視しはじめたのだ。城壁の上に姿を見せる敵の数はおびただしいものになった。

　決行してもよい情勢になったと判断されたが、おりあしく月が満月に近づき、終しゆう夜や月のある夜が続いた。これは計算外のことであった。

　（はかりすましたつもりでも、どこかに考え落としたことがあるものだな）

　と、苦笑した。

　このうえは、満月が過ぎて月の出がおそくなるのを待つよりほかなかった。いまの気象学で言うフェーン現象で、この季節には北ほく陸りく路じはいつも雨の日が少なくて、空の曇るのは期待することができないのである。

　ところが、七日目、午後から空が曇りはじめて夜に入って雨が降りだした。ごく少量降っただけでやんだが、空はいぜんとして曇りつづけている。

　（どうやら、来たような）

　景かげ虎とらは宇う佐さ美みを呼んだ。

　「あれを今夜やる。あとをたのむ」

　「かしこまりました。お心おきなく」

　「鉄砲組を引きつれていく。鉄砲の音が聞こえたら、川中に舟を乗りだし、城に火ひ矢やを射かけてくれい。さきほどすこしばかり降ったが、この季節だ、あれしきのことではなんの足たしにもならぬ。燃えついたら、ひとなめだろうぞ。鬨ときをあげることは申すまでもない」

　「諸しよ事じうけたまわりました。火ひ矢やはよい方法でございます。これは気づきませなんだ。この季節のこと、たしかに効果がございましょう」

　またしても景かげ虎とらの成長のしるしを見て、宇う佐さ美みはうれしげであった。




　　　　三




　二千の兵をひきいてひそかに陣を撤てつ退たいして五十嵐いがらし川を上流からわたり、遠く南を迂う回かいした景かげ虎とらは、八はち王おう子じ口からおしわたった。この方面の備えもまるまる撤てつ去きよはされていない。多少の兵はのこしてはあったが、油ゆ断だんしきっていた。ひとふせぎもせず、あわてふためいてにげちった。景かげ虎とらはわざと城下町を通らず、その南方の堤てい防ぼうの上を急進して、いきなり大おお手ての門前に出て、いっせいに鉄砲を打ちこませた。

　敵は城門をひらいて突出してきたが、戦うまもなく搦からめ手て口にすさまじい喊かん声せいがあがると、動どう揺ようの色を見せた。

　「それ！　敵は退ひき色だったぞ！　追いくずせ！　つけいれ！」

　景かげ虎とらはみずから陣頭に立ち、馬を駆かけめぐらし、刀をふるって数人を斬きった。

　敵はくずれたって、算さんを乱して門内ににげいった。鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろう夫ふう婦ふをはじめとして、景かげ虎とら側そつ近きんの豪ごう傑けつ連れんはつけ入ろうとして追いすがったが、およばなかった。城門はぴたりとしめきられた。

　「出てこい。出てこい。おらはおなごじゃぞ。おなごに追われてにげこむことがあろうずことか。三さん条じよう衆しゆうは恥はじ知らずか！」

　松まつ江えは激げき怒どして、なぎなたを杖つえづき、城をあおいでどなった。

　城内からは返事はなく、ひんぷんと矢を射かけた。松江はなぎなたを水車に舞わして切りとばし切りおとした。みごとな働きに人々は目を澄すまして感かん嘆たんしたが、景かげ虎とらは呼びもどし、城内の変化を待った。

　待つほどもなく、城内にすさまじいさわぎがおこった。ここからはわからないが、射かけた火ひ矢やが燃えついたにちがいなかった。

　景かげ虎とらは空をあおいで雲行きを見た。わずかに白しらみかけてきた空をおおうている雲は、北にむかって動いている。炎ほのおは燃えあがって北方になびくに相違なかった。この城門はその方向の左側にあたる。敵がここになだれ出てくることは必ひつ定じようであった。炎ほのおに追われて死しに狂ぐるいになっている敵ともみあっては損害が大きい。

　景かげ虎とらは兵をひきまとめて、位置を堤てい防ぼうの上にうつした。

　「いまに城に火の手が上がり、敵が城門をなだれでてくる。弓と鉄砲で撃うちとれい」

　と、景かげ虎とらがいうまもなく、煙と炎ほのおがドッと城内にうずまきあがった。




　　　　四




　城内のさわぎは城門のきわに近づいてきた。物の破壊される音、物ものの具ぐの音、人の怒ど号ごう、すべてがいっしょになって、ぶつかりあい、はねかえしあい、渦うず巻まきあい、騒そう然ぜんまた轟ごう然ぜんたるものとなっているなかに、ときおり女、子供の鋭い悲鳴がつらぬきあがった。

　「おれが鉄てつ砲ぽうを撃うつをあいずにせよ！　それまでは撃うつな！　矢を射かけるな！」

　景かげ虎とらが絶ぜつ叫きようすると同時であった。ぎしぎしと城門の扉とびらがあきはじめたが、わずかに二、三尺ひらいたと思うとうすい煙がただよい流れ、その下から人が吹ッこぼれるようにはじけだしてきた。みるみる、煙も人も量をました。もくもくとわきだすようであった。堤てい防ぼうの上に折おり敷しいている景かげ虎とら勢の前をななめに切れて、城下町の方に流れとなって疾しつ走そうしていく。将しよう士しらは眼めの前を逸いつ走そうする獲え物ものにたいする猟りよう犬けんのようにはやりたった。景かげ虎とらは、それを、

　「まだだぞ、まだだぞ、まだだぞ……」

　とたえず制した。こんな立場にある敵勢の先頭を攻撃すれば、敵勢全部が死しに狂ぐるいになって戦う。したがって味方の犠ぎ牲せいも大きくなる。要は主しゆ将しようを討ち取ればよいのだ、こんな敵はできるだけ逸いつ走そうさせ、本隊を攻撃するにかぎる。本隊に先だっている勢せいはめったに取ってかえして戦いはしない。危地を脱してにげ足だっている兵ほど臆おく病びようになっているものはないのである。味方は敵の本隊とそれにつづく勢だけを相手にすればよいのである。

　やがて、本隊が出てきた。馬に騎のった女、子供を中におしつつんで、三、四百人の軍ぐん勢ぜいが出てきた。一人一人がきびしく鎧よろい、手に手に楯たてをもち、密集していた。すでに城内の火の手はますますさかんになっている。まっくろな煙と赤黒い炎ほのおとが噴ふきあげて、しだいに明るくなってくる空を北になびき流れ、城内は炎ほのおと煙に閉ざされきっていたが、その密集部隊はせかずさわがず、粛しゆく々しゆくとおしだしてくる。堅けん固ごな城じよう砦さいがそのままゆるぎでたようであった。昭しよう田だはその先頭に馬を打たせていた。たくましい馬に馬うま鎧よろいを着せ、熏くすべ革がわ縅おどしの鎧よろいに金の半はん月げつの前まえ立だて物ものした星ほし白じろの冑かぶとをかぶり、左手に楯たてをもち、右手に大なぎなたをかいこんでいた。

　景かげ虎とらは手にした鉄砲の火ひ縄なわを吹き、銃口を上にむけて引き金を引いた。

　おさえにおさえられていた景かげ虎とら勢はいっせいに鉄砲をはなち、矢を射かけ、鬨ときの声をあげた。密集しきった隊に打ちこんだのだ。数人がたおれたが、さわぐ色はない。そのままふりむきもせず進む。

　「撃うて！　撃うて！　撃うてい！」

　景かげ虎とらはちぎれんばかりに采さい配はいを振った。鉄砲がいくどか火を噴ふき、矢が乱射された。おおかたは楯たてにさえぎられたが、それでもその間をくぐって射こまれる矢や玉だまにたおれる者もあった。しかし、昭しよう田だ勢の動きはすこしもかわらない。急がず、せかず、進行をつづける。ここでせりあっても無む駄だ、この際としては態度をかえずある距離まで退ひくのが最上の手段と判断しているにちがいないが、圧あつ迫ぱく的てきなほど無感動に見えた。気き味みが悪いほどであった。

　景かげ虎とらはこれを乱すことを必要と思った。

　「それ！」

　とさけんで采さい配はいをふりつつかえりみると、旗はた本もとの勇士らはおどりたち、どっとばかりに走りだした。大きく迂う回かいして敵の進みがしらをおさえようとするのであった。

　こう来ることを、敵は予想していたのかもしれない。ぴたりと停止し、楯たてをつきすえた。自じ若じやくとしたものだ。動どう揺ようの色はさらにない。腰をすえて戦おうとするはげしい決意が見えた。やがてその楯たての陰かげから矢を射だすに相違なかった。あっぱれであった。

　景かげ虎とらは感心したが、いきなり冑かぶとの緒おをといてぬぎすてるや、馬ば腹ふくを蹴けって疾しつ走そうにうつっていた。

　「つづけ！」

　刀をぬきはなち、たかだかとふりかざし、敵の側面をめがけて突進する景かげ虎とらのうしろから、全軍がすさまじい喊かん声せいとともにつづいた。

　二すじ、三すじ、矢がうなりとんでくる。景かげ虎とらは刀を舞わして切っておとしたが、一いつ瞬しゆんの後には楯たてを蹴けたおして敵中に突入していた。敵は総立ちになって槍やりで突ッかけ、刀で斬きりかかってきた。景かげ虎とらはひるまない。

　「下げ郎ろうども！　推すい参さん！」

　髪をさかだてて雷らい喝かつしつつ、縦横に馬を乗りめぐらして斬きってまわった。

　景かげ虎とらにつづく勢、進路にまわった勢が、どっとおめいて突入してきた。たちまち大混戦になった。

　「昭しよう田だ常陸ひたちはどこだ！　出あえ！　喜き平へい二じ景かげ虎とらだ！」

　景かげ虎とらは馬を乗りめぐらしてさけんだ。

　その景かげ虎とらの横から暴風の吹きつけるように、昭しよう田だは馬を駆かけよせてきた。馬うま鎧よろいがザワッと鳴り、馬の前あしが宙に上がったかと思うと、

　「昭しよう田だ常陸ひたちでござる！　見げん参ざん！」

　と絶ぜつ叫きようし、片手なぐりに大なぎなたをうならせた。

　「心こころ得えた！」

　ふりかえりざまにはねのけ、まっこうから斬きりおろしたが、その時二人の馬ははげしくぶつかってまたわかれていた。景かげ虎とらの刀は流れた。

　景かげ虎とらの馬うま廻まわりの勇士らがはせ集まってきた。

　「殿との！　もったいなし！」

　とさけびながら、昭しよう田だにいどみかかろうとする。

　「手出しするな！　これは逆ぎやく臣しんだ！　おれが成せい敗ばいする！」

　叱しつ咤たしてしりぞけた。

　双そう方ほう、馬をはせちがえ、はせちがえ、斬きりあった。馬上の片手使いの刀とう法ほうだ。精せい緻ちなことはできない。はせちごう瞬しゆん間かんに渾こん身しんの力をこめてなぐり斬きるだけのことだ。

　昭しよう田だはこの時七十余歳、数すう合ごうの後、刀とう法ほうが乱れてきた。半はん月げつの前まえ立だて物ものを斬きりけずられ、肩にうす傷でを負うと、敵せずと見たのであろう、そのまま馬足を飛ばして味方の陣中に走りこんだ。

　「きたなし、返せ！」

　景かげ虎とらは腹を立て、追いすがろうとしたが、敵勢がその前に立ちふさがり、昭しよう田だは早くも中ちゆう陣じんに乗りつけた。

　そこには昭しよう田だの家族らが腹ふく心しんの手しゆ兵へいらにまもられて立ちすくんでいた。妻や嫁よめや孫たちである。昭しよう田だは家族らを追いたてるようにして、城門の方に引きかえした。門内には煙と炎ほのおが渦うず巻まきかえっている。昭しよう田だはそこに追いいれようとする。いやであったにちがいない。女、子供らの悲鳴がおこったが、昭しよう田だの説せつ得とくがきいたのか、威い迫はくされたのか、ぴたりと悲鳴を絶ち、ひとかたまりになって駆かけこんだ。昭しよう田だも馬から飛びおりて走りこんだ。門もん扉ぴがゆっくりと閉ざされた。炎ほのおの中に自殺して最さい期ごをいさぎよくするためにちがいないと判断された。

　こうなっては、昭しよう田だ勢には戦う気力はない。四し分ぶん五ご裂れつにくずれたち、景かげ虎とら勢の圧あつ迫ぱくするままに北方にむかって潰かい走そうしていった。

　兵らは思い思いに追撃していったが、景かげ虎とらは動かず、門にむかって合がつ掌しようしていた。火が呼んだのであろう、強い風が出て、炎ほのおも煙も北になびいているが、熱気は城門から十間けん余もはなれている景かげ虎とらまでとどき、顔が熱かった。景かげ虎とらの耳の底には中途で絶えた女、子供らの悲鳴がのこっている。

　（昭しよう田だが逆ぎやく心しんの報いとはいえ、女、子供になんの罪つみがあろう。あわれなことをした。南な無む頓とん証しよう菩ぼ提だい、南な無む頓とん証しよう菩ぼ提だい……）

　が、その時、また城門の扉とびらが内から動きはじめた。はっとして目をすましていると、わずかに片かた扉とびらが尺ばかりあいたすきまから噴ふきだしてくる黒い煙とともに、まろびでるようにして出てきた人ひと影かげがあった。

　具ぐ足そくはつけていない。鎧よろい下した着ぎだけだ。まっしろな髪をふりみだしている。腰に刀を帯おび、手になぎなたをたずさえている。きょときょととあたりを見まわし、その目が景かげ虎とらと合うと、立ちすくんだようであった。昭しよう田だであった。

　怒いかりが景かげ虎とらの全身にみなぎった。

　「それで男か！」

　怒ど号ごうして、馬を駆かけよせた。

　昭しよう田だは反それてにげようとしたが、追いすがった。昭しよう田だはふりかえりざまなぎなたの柄えを引いてなげつけた。刀をあげてからりとはねとばし、追いついて斬きりおろした。左の肩から右のあばらにかけて、刀は十二分に割りつけた。




　　　　五




　こうして三さん条じようはおちた。城は灰かい燼じんに帰したが、景かげ虎とらはすぐに仮り小屋を建てさせ、新しん付ぷの豪ごう族ぞく山やま吉よし豊とよ守もりを城じよう代だいとしてさしおき、いちおう栃とち尾おに引きあげた。これまで三条城の支配していた地域の民みん政せい上じようの事務があるので、急には春日かすが山やまに凱がい旋せんするわけにはいかないのであった。

　ほぼ一月たって、五月はじめ、春日かすが山やまから急使が来た。府ふ内ないの上うえ杉すぎ定さだ実ざねが急病におかされ、重じゆう態たいだというのである。

　「つい数日前にお風邪かぜを召され、これは二、三日で軽快されたのでありますが、お床とこばらいが早すぎたのでありましょう、ぶりかえしたのでございます。こんどはお咳せきがひどいだけでなく、お熱が高く、みるみるご衰すい弱じやくで、この分ではいつお大事になろうもはかられぬと、お医者殿も申すのでございます」

　長なが尾お一族にとって、上うえ杉すぎ定さだ実ざねは主人である。為ため景かげの代から実力のない名義だけの主人というにすぎなくなってはいるが、主人は主人である。そのうえ、景かげ虎とらには終始好こう意いをもってくれた人である。兄との争いで、景かげ虎とらが兄殺しにならずにすんだのはすべて定さだ実ざねの尽じん力りよくによるといってもよい。姉あね聟むこでもある。

　景かげ虎とらは旗はた本もとの豪ごう傑けつ連れんだけを引きつれて、大急ぎで帰途につき、府ふ内ないまで帰りつくと、春日かすが山やまへは入らず、旅装のまま府ふ内ない館やかたを訪れた。

　姉が出てきて応対し、病室に案内した。

　定さだ実ざねはおそろしく衰すい弱じやくし、また老ふけていた。出陣の暇いとま乞ごいの時にはほんのすこし白いものがまじっているだけであった髪はほとんどまっしろになり、やせおとろえて土つち気け色いろになった皮膚にはしわがいっぱいたたんでいた。まだ五十にはならないはずであるが、七十・八十の老ろう翁おうのようになっていた。

　「もういかぬわ」

　笑いとも見えぬ笑いを浮かべて、言った。はげしくいきがはずみ、たったこれだけのことを言うのに、やせた肩が波打った。

　「いやいや、まだお若いのであります。ご気力をふるいおこしてくださいますよう」

　「熱がさがらぬので……おお、そうじゃった。会えたうれしさに、かんじんなことを忘れていた。怨おん敵てき退たい治じできて、めでたいの。これで、これで、越えち後ご一いつ国こく平へい均きんじゃのう。ようやった、ようやった……」

　「みな、お館やかたのおかげであります」

　「……なんの、なんの、そなたの武ぶ略りやくによってじゃ。ようやる。……手をかせ。そなたの手をにぎりたい」

　枯かれ木のような手であった。景かげ虎とらは自分の手がわかわかしく力にみちてはりきっているのがもうしわけないような気がした。定さだ実ざねはしばらく景かげ虎とらの手をつかんでいた。まるで力のこもらないつかみようではあったが、その細い手は焼けつくような熱をもっていた。

　しばらく付きそっているうちに、定さだ実ざねはうとうとと眠りに入った。わかわかしい生せい気きにあふれた身には、心とは別に、この陰いん気きな病室の気分はうっとうしくてならない。看病の侍さむらいらに目くばせし、足音をしのばせて病室を出た。

　外はさわやかな初夏だ。明るく日が照り、こころよい風が緑の木にそよぎ、空に白い雲が浮いている。景かげ虎とらは庭にわ下げ駄たをつっかけて庭におりたった。泉せん石せきのほとりを歩きながら、新しん鮮せんな空気を胸いっぱいに吸いいれ、はきだしていると、姉の侍じ女じよが来た。

　「北きたのおん方かた様がお茶をさしあげますゆえ、おいでくださるようにとおおせられます」

　「うむ」

　女のあとから、庭づたいに行った。

　美しい女中だ。やや大おお柄がらなからだで、ぬけるように色が白い。先に立って、小走りに飛び石の上を行くうしろ姿の腰のあたりのこんもりとした隆りゆう起きが、微び妙みようなゆれを見せている。胸のうずくようなものが感ぜられ、あわてて目をそらすと、根ね本もとを結ゆわえて背中に垂らした黒い髪の両わきに首すじが見えた。すこし青みをおびた、しみ一つない白くなめらかな首すじだ。ドキリとしては、はげしく胸がさわいだ。景かげ虎とらはまた目をそらした。

　その時、どんな心の作用であろう。景かげ虎とらは胸の奥にうすやみの中の大きく白い花のようにゆれている人の姿があるのを感じ、すぐそれは琵び琶わ島じま城でのさまざまな追つい憶おくに入れかわった。

　しばらくの後、景かげ虎とらは姉と対座していた。姉の居い間まであろうか、書院づくりの二ふた間まつづきのひろい座敷である。明けわたして、明るい外光にみたされ、さわやかな微び風ふうがかおりわたっている。

　「おいそがしいことであったろうに、よう帰ってきてくれましたの。おかげで心細さがすくわれました」

　姉はうちとけて、くつろいだ態度であった。姉は発病の時のことや、病勢の変化のことを語って、

　「しょせんはもういけますまい。定じよう命みようですの」

　と言った。

　「そんなことはありますまい。衰すい弱じやくはしておられますが、それでどうということは、わたくしには感じられませなんだ」

　景かげ虎とらはうそを言っているつもりはないが、人はおのれにないものを感ずることができない。みずからのうちに善をもたない者は人の善を感ずることができず、偉大さをもたない者は他の偉大さに無感動であり、神をもたない者は神を信ずることはできない。生命力にあふれている景かげ虎とらには、定さだ実ざねに忍びよりそのまわりをこめている死を感ずることができないのであった。

　「そう言うてたもるのは、わたしを慰なぐさめてくれようとでありましょうが、そんなに気をつこうてたもらんでもよい。わたしにはもうわかっています。覚悟もできています。ただ、一人も子供ができなんだのが、かえすがえすも心のこりでありますが、これも運命さだめであればいたしかたないことです」

　うすく涙ぐんではいるが、すこしも昂こう奮ふんの色はない。すずしく心が定さだまっているすがたであった。

　景かげ虎とらは強く心を打たれた。

　ふと、衣きぬずれの音が、うしろの縁えん側がわの方におこった。なにげなくふりむいてみると、若い娘が、茶ちや碗わんをささげてくるのであった。

　まえの侍じ女じよではない。もう二つ三つ年上だ。二十一、二であろうか。あの侍じ女じよも美しかったが、これはまたずばぬけて美しい。小こ柄がらで、細ほそ面おもてで、名めい工こうが美び玉ぎよくに彫ほりおこしたように端たん正せいで高こう雅がな顔と姿をもっている。

　しとやかに入ってきて、茶ちや碗わんを景かげ虎とらの前におき、すこしすざって、つくづくと景かげ虎とらを見ている。遠えん慮りよのない、親しげな目つきだ。

　景かげ虎とらはほおのあたりがすこしばかり熱くなった。どうしてこの娘はこんな目で自分を見るのだろうと、いぶかしく思いながら、

　「いただきます」

　と言って、茶ちや碗わんをとりあげ、作さ法ほうどおりに喫きつした。

　「よい服ふく加か減げんであります」

　と、姉にともなく、娘にともなく言った。

　「もっとあげましょうかえ」

　「いいえ、もうけっこうです」

　姉は微び笑しようして、二人を見くらべていたが、その微び笑しようをひそめて、景かげ虎とらを見つめて言う。

　「喜き平へい二じ殿や、そなた、これがだれであるか、ご存じないかえ」

　「存じません」

　「そなたのよく知っている人ですよ」

　「えッ？」

　景かげ虎とらはふりかえって凝ぎよう視しした。娘は大だい胆たんに微び笑しようして、見かえしている。まるでおぼえはなかった。

　「存じませんが、だれでありましょうか」

　「そうねえ。ご存じないでありましょうね。大名の家というものは、しもじもの家のようでない。家族でありながら、家族としての親しみがないうえに、そなたはおさない時から家をはなれていやったのでのう」

　姉はなげくように言って、眼めがしらを袖そで口ぐちでおさえて、それから、

　「これはそなたの二つ上の姉、お綾あやです」

　と言った。

　「えっ！」

　景かげ虎とらはふりかえった。凝ぎよう視しした。

　みるみる、娘の美しい目に涙があふれて、白いほおをつたった。

　景かげ虎とらの目にもさしのぼってくる熱いものがあった。

　「お綾あや姉ねえさまか……」

　「会いたかった！」

　お綾あやは涙をおさえ、きれぎれな声で言う。

　「わたしは、いくどかそなたをよそながら見ました。……しかし、そなたは知りますまい。……会いたかったわのう……」






追つい想そう曲きよく




　　　　一




　お綾あやの母は為ため景かげの侍じ女じよであった。生せい母ぼが卑ひ賤せんであれば、その子は一いつ格かく下の者としてあつかわれる。それが貴き族ぞく――公く卿ぎようや大名の家の習慣であった。たとえ父が生せい母ぼに深い愛情をもっていても、そのために公式の待たい遇ぐうまであらためることはできない。そんなことをしては、家か臣しんらが納なつ得とくしないのであった。お綾あやは為ため景かげの他の子供らと同じようには待たい遇ぐうされなかった。為ため景かげの死んだ後はいっそうであった。為ため景かげのあとをついで春日かすが山やま長なが尾お家の当主となった晴はる景かげは、自分の快楽だけをもとめて弟妹らのことはまるで考えなかったのだ。長姉である定さだ実ざね夫人はあわれんで、お綾あやを引きとって自分の手もとで育てることにしたのである。

　こういう姉のいることは、景かげ虎とらも知らないではなかったが、これまではほとんど考えたことはなかった。おさなくして父に勘かん当どうされて他人の家で育った身は、自分のことだけでせいいっぱいであった。

　二人には共通の思い出がぜんぜんない。せいぜい父に関する記き憶おくくらいのものであるが、それとて、共通の場においてのものはない。そのうえ、二人とも父をえらい人であったとは思っても、なつかしさはもたない。父に愛せられた思い出は二人にはないのである。

　話はすぐに尽つきて、しらじらとしたむなしさが座をしめた。お綾あやはあいさつしてさがっていった。

　そのあとで、姉は言った。

　「あの年までどこへも嫁とつがず娘でいやるのを、そなたいぶかしく思うてであろう。しかし、それはわたしが悪いのではない。弾だん正じよう殿のせいです。あの人はお知りのとおりの人ひと柄がらゆえ、わたしが、お綾あやも年ごろゆえ、しかるべき縁えん辺ぺんを見つけてくだされといくども言うたのですが、そのたびに心こころ得えていますと返事しやるだけで、とんと身を入れては心配なさらなんだわの。そなたはこんど家か督とくをつがれたうえに、国内も平へい均きんに帰したことなれば、ぜひあの人の身のおちつきを考えてください。たのみますぞえ」

　「承知しました。かならずともによい人に縁づいてもらいましょう」

　と、景かげ虎とらは答えた。軍事については十分な自信があるが、こんなことはどんなぐあいにして運べばよいものか、まるでわからなかった。しかし、この際としてはこう答えるよりほかはない。大きな家の当主となれば、軍事上や政治上のことのほかに、いろいろなつとめがあるものだと思った。

　景かげ虎とらは府ふ内ない館やかたにとどまって看かん病びようをつづけていたが、どうやら定さだ実ざねの容よう態だいがもちなおしたように見えたので春日かすが山やまにかえり、国内はもとより近国の諸しよ豪ごう族ぞくらに、国内の平へい均きんを告げた。この時京の足あし利かが将軍にも、関かん東とう管かん領れいの上うえ杉すぎ憲のり政まさにも、家か督とくを相続し、逆ぎやく賊ぞくを討とう平へいしたことを上じよう申しんした。景かげ虎とらの武ぶ勇ゆう絶ぜつ倫りんはいまはもう疑うべくもない。将軍も、管かん領れいも、その相続を承認し、国内の平定を祝ってくれた。近隣の豪ごう族ぞくも賀が使しを送った。国内の豪ごう族ぞくらはいうまでもない。これはみずから春日かすが山やまに出頭して祝辞をのべた。

　ただ一人、上うえ田だの長なが尾お房ふさ景かげが調子が違った。祝いは言ってくれたが、自分では来ない。むすこの政まさ景かげもよこさない。家来に祝辞と贈おくりものをもたせてよこしたのだ。

　房ふさ景かげは去年の冬晴はる景かげが栃とち尾お城に景かげ虎とらを攻めた時、晴はる景かげの催さい促そくに応じて出陣し、鯖さば石いし川の河原で景かげ虎とらと戦った。この時晴はる景かげは房ふさ景かげの苦戦に陥おちいったのを救わなかったので、房ふさ景かげは怒おこって、暇いとまも乞こわず上田へ引きあげてしまった。うわさによると、この時の出陣に、房ふさ景かげは気が進まなかったのを、晴はる景かげはたびたび懇こん望もうの使者をおくって口く説どいたので、おして参加したのだというが、とにかくも景かげ虎とらの敵として立ったのだ。その景かげ虎とらが春日かすが山やまの当主となったとあってはおめおめと顔を出しにくい気持ちはあろうが、晴はる景かげと景かげ虎とらとの妥だ協きようが成立して、いちおう円満に家か督とくの授じゆ受じゆがあったのだ。いつまでもこだわっていることはないのである。すでに晴はる景かげに味方していた諸将も、三さん条じよう方であった豪ごう族ぞくらも、ゆきがかりを忘れて帰服している。まして、上田長なが尾お家は春日かすが山やま長なが尾お家のもっとも近い一族だ。房ふさ景かげは為ため景かげの弟なのである。あってしかるべきことではない。

　「なにかある」

　景かげ虎とらは気にしないわけにいかなかった。

　まもなく、一時もちなおしていた病勢が激変して、定さだ実ざねが死んだ。

　葬そう儀ぎは盛大におこなわれ、豪ごう族ぞくらはみなみずから会葬したが、上田からはまた家か臣しんを名みよう代だいとしてよこし、父子いずれも来なかった。

　「なにかある」

　と、また考えた。

　いろいろと考えたすえ、達したところはもっとも深刻な疑ぎ惑わくであった。

　「上田は晴はる景かげと密約したことがあるのではないか。晴はる景かげには子供がない。晴はる景かげ百年の後には、守しゆ護ご代だい職しよくを政まさ景かげにゆずるという密約だ。密約は晴はる景かげが自分を栃とち尾おに討とう伐ばつしようと計画した時におこなわれたろう。房ふさ景かげがたびたびの催さい促そくにも渋しぶって応じようとしないので、晴はる景かげはこの好こう餌じをもって説せつ得とくしたのではないか。もっともありそうなことと思える」

　と、考えたのだ。

　もしそうであったとすれば、景かげ虎とらの家か督とく相続、したがって守しゆ護ご代だい相続、さらにまた三条城攻略によっての国内平定、いずれも房ふさ景かげ父子の喜びそうもないことだ。かならずや晴はる景かげの違い約やくを怒り、景かげ虎とらの相続に不平を抱き、このうえは力をもって奪だつ取しゆするよりほかはないと、覚悟を新たにしているにちがいないのである。

　こんなことを、晴はる景かげに聞いてみるわけにもいかなかった。聞いたところで晴はる景かげが本当のことを言うはずはなく、さんざんいやな思いをして聞きだしてみたところで、結果はかえって悪くなるにきまっている。敵であることがはっきりした以上は、他への見せしめ上、断だん乎こたる処置をとらなければならなくなるのだ。この際としては知らんふりで、他の方法で解決をつけたい。兄と争って間まがないのに、また近い同族と争うことはいやであった。世せ間けんでもよく言わないにきまっていた。人の上に立つものは、とりわけすでに越えち後ご一国の旗はた頭がしらとなった身には、世せ間けんの評判はとくに大切であった。衆しゆう望ぼうがみずからの力の少なからぬ部分をしめる地位になっていることを、よく知っていた。

　こんな際の相談相手としては、宇う佐さ美み定さだ行ゆきよりほかにはなかった。数日の思案の後、供とも廻まわりも少なく、琵び琶わ島じま城へ行った。




　　　　二




　前ぶれのない訪問であったので、琵び琶わ島じま城の門番はおどろいてみちびきいれ、奥へ知らせたが、当の定さだ行ゆきはいつもとかわらない物静かな表情で、途中に出迎えた。

　「お知らせくだされば、お出迎えいたしましたものを」

　と言いながら、少ない従じゆう者しやを見まわした。

　「急な思い立ちで、そのひまがなかった」

　「さようでございますか。ともあれ、うれしいことでございます」

　客きやく殿でんに通ると、景かげ虎とらはすぐ言った。

　「そちの知ち恵えを借りにきた」

　「上うえ田だのことでございましょう」

　声が低くなった。微び笑しようしていた。

　打てばひびくような定さだ行ゆきのこたえに、景かげ虎とらはおどろきもしたが、うれしくもあった。

　「そうだ」

　「国内平へい均きんの祝しゆう儀ぎにもお使者だけ、このたびの府ふ内ないのお屋や形かたのご葬そう儀ぎにもご名みよう代だいだけ、手て前まえも案じていまして、じつはご葬そう儀ぎにまいった時、申し上げようかと思ったのでございますが、いずれは殿とのからお話があるであろうと、さしひかえてかえってきたのでございます」

　「そうか、そうか」

　「それで、このことを弾だん正じよう様にお話しになりましたか」

　「話さぬ。話してみたところで、せんないことだ」

　定さだ行ゆきはほっとした表情になった。

　「それはようございました。つきとめて、かえってぬきさしならぬことになるということもございますからね。この際としては、むこうがこちらにたいらかならぬものを抱いているということを知っていれば十分であります。そのたいらかならぬものを解く方法がないわけではございませんから」

　いつものことだが、定さだ行ゆきの智ち略りやくは早川の水の流れるようにさらさらと解いていく。うれしかった。

　「あるというのか、方法が」

　と、乗りだした。

　「ございますとも」

　「戦いくさにするというのではなかろうな。同族との戦いは、もういやだぞ」

　「もちろんでございます。そのためのくふうでございます」

　「教えてくれい。おれはいく日も考えたが、くふうがつかんのだ」

　茶がもってこられた。定さだ行ゆきはみずから受けとって景かげ虎とらにすすめ、自分も喫きつして、家来にかえし、引きとらせてから言う。

　「このまえのご葬そう儀ぎの際、お屋や形かた様の北きたの方かたに添そうて、美しい姫ひめ君ぎみのいらせられるのを、はるかにこちらから拝しまして、どなたであろうと、人にたずねましたところ、それは殿とののお姉あね君ぎみお綾あや御ご料りよう人にんでございました。てまえ、まるで忘れておりましたが、なるほど、故こ信濃守しなののかみ様にそういう姫ひめ君ぎみがおられたわと、思い出したのでございます」

　悠ゆう々ゆうとした話しぶりだ。景かげ虎とらはいらだった。

　「おれも、お屋や形かたのご急病の由よしを聞いて栃とち尾おから急ぎ立ちかえった時、はじめて会っておどろいたのだ。そんな姉あね御ごがいることを知らんではなかったが、思い出すこともなかったのでな。あの姉あね御ごのことについては、上の姉あね御ごに言われたこともあって、そなたに相談したいこともあるが、さしあたっては上田のことを聞きたい。方法というのを聞かせてくれい」

　定さだ行ゆきは笑った。

　「はは、てまえはその話をしているのです」

　「え？」

　「上田の政まさ景かげ殿は、先年奥おく方がたをなくされて、その後やもめであります。さいわいお子方もおられませぬ。後のち添ぞいではあっても、初しよ婚こんとかわりはございません。良りよう縁えんでございます。お綾あや様をお縁えんづけなさるがようございます」

　ここまで言われて、景かげ虎とらもわかった。うかつなことではあるが、万人にすぐれた知ち恵え才さい覚かくがあっても、やっと二十はたちという若さの人生経験であるうえに、いまだに女を知らない景かげ虎とらだ。無理もないことであろう。

　「ああ、そうか」

　と言った。声の調子に失望のひびきに似たものがあった。

　「お気に召しませんので……」

　景かげ虎とらは答えなかった。気に入らないというより、気が重かった。結婚を政略のために使うのはよくあることだ。豪ごう族ぞくといわれるほどの家ではもっともふつうのことと言ってよい。しかし、景かげ虎とらには男としてそれは好このもしくないことのような気がする。さわやかさがない。陰いん湿しつな心、陰いん険けんな行動は、もっとも彼の好このみに合わないものだが、政略結婚にはそれがある。そのうえ、彼は自分と同じように父にも兄にも愛せられずきた姉に特別な同情がある。もっとも幸福な結婚をさせたいと思っているのだ。

　「お気に召さぬようでございますね」

　「ほかに方法はないじゃろうか。おれは気が進まぬ」

　景かげ虎とらは重い調子で言った。おさない表情になっていた。

　定さだ行ゆきは微び笑しようした。

　「そうおおせられるお気持ちはわかるような気がします。殿とのはこの策てが男らしくないのが、まずお気に召さぬのでありましょう。次にはお綾あや様にはもっとよいご縁づき先をと思うていらせられるのでありましょう」

　鏡にうつすよりもはっきりとこちらの胸中を見ているのにおどろきながらも、景かげ虎とらはうなずいた。

　「そうだ。そのとおりだ」

　定さだ行ゆきはまた微び笑しようした。

　「殿とののそのお心はまことに尊いものではございますが、いささか狭せまいご量りよう見けんのように拝します。お年が若いためでございます。上田は殿とののもっとも親しいご一族でございます。これと縁えん組ぐみして、いっそうの親しいなかとなるのが、どうして男らしくないことでございましょう。上田を図はかる陰いん謀ぼうがこちらにあるなら、それは男らしからぬことでありますが、よもそうではありますまい。上田になにかの陰いん謀ぼうがありそうに見えるゆえ、それを封じて一族としての親しみをとりかえし、なお増そうというのでございましょう。もっとも道にかなったことでございます。男らしいとか女め々めしいとかで律りつすべきこと以上のことでございます。そうとはおぼしめされませぬか。第二にお綾あや御ご料りよう人にんはこれによってお幸しあわせにこそなれ、けっしていヽけヽにヽえヽになられるのではございません。殿とのは上田をはかって滅ほろぼそうなどと思うていらせられるのではないのでありますから。末すえ長くお栄えになることはまちがいのないことでございます。ただ一つの難なん点てんはお年がすこしちがいすぎることでございます。お綾あや様はやっと二十二というのに、政まさ景かげ殿は三十七におなりの由よしでございます。ひとまわり以上もちがっています。しかしながら、お綾あや様は婚こん期きを遠くすぎておられます。小しよう身しんの豪ごう族ぞくなら、お似合いの年ごろの家にお縁づきあそばすことができるかもしれませんが、お似合いの身しん上しようの家へはむずかしゅうございます。ことさら、先刻も申しましたように、政まさ景かげ様はまえの奥おく方がたとの間にお子たちもありません。いまのお綾あや様としてはもっともお似合いのお縁えん組ぐみではございますまいか」

　微び笑しようは消していた。かわらない平静な表情ではあったが、定さだ行ゆきは熱心に説いた。

　景かげ虎とらはついにその説せつ得とくに服した。

　「よくわかった。おれの心に暗いものがあるためにこだわりが生じたのじゃな。上田に異い心しんを抱きさえせねばよいのじゃな」

　と、言った。すがすがとした気持ちであった。

　「おわかりいただきましたか。これでお家は万ばん代だいでございます」

　と定さだ行ゆきはよろこんだ。

　「ところで、この橋はし渡わたしじゃが、だれというよりそなたがしてくれぬか。老ろう体たい、大たい儀ぎであろうが」

　しかし、意外にも定さだ行ゆきは首をふった。

　「てまえではいけませぬ。てまえは策さく謀ぼうの多い人間と世の人に思われています。あらぬとりこし苦労を先方にさせましょう。これは殿とのおんみずからの思い立ちとして、ご側そつ近きんの者をおつかわしになるがもっともよろしゅうございます」

　「なるほど」

　また一つ学んだ気持ちであった。智ち略りやく縦じゆう横おうの名をうたわれることは、けっして大をなすゆえんではないという教訓。

　その夜は、琵び琶わ島じま城に泊まった。

　軽く定さだ行ゆきと一いつ酌しやくし、晩ばん餐さんをともにした後、景かげ虎とらは縁えん側がわに出て、微び風ふうに吹かれていた。もう暑いのである。空には七日ばかりの月があった。その月をあおぎながら、景かげ虎とらはいつかこの城に泊まった時、乃な美みの吹く笛ふえの音ねにさそわれて、その住まいに行ったことを思い出した。栃とち尾おで最初に旗あげした年の翌年の秋であったから、十六だったのだ。

　（あの時、おれは狛こまノなにがしとかいう旅の楽がく人じんから乃な美みがもろうたという笛ふえを見せてもらったな。それからいろいろな話のすえ、乃な美みが戦いくさ好きになってはいかんと言うたのに腹を立てて、どなりつけてかえったのであった……）

　おさなかった自分がほほえましかった。あのころは行きたいと思えばさらさらと行けたのに、おとなとなったいまは、そう無む邪じや気きにはふるまえないと思った。切せつなさに似たものがあった。府ふ内ない館やかたで姉の居い間まに案内してくれた女中のなまなましいほどに白い肌はだの首すじと、ゆれうごく腰とが、まざまざと目の前に見える気がした。呼吸いきがはずんできた。

　「ばかな！　おれはなにを考えているのだ！」

　自分をしかるように胸のうちでつぶやいて、半分かけた月を見上げた時、笛ふえの音ねが聞こえてきた。

　軽快で、ひょうげた曲だ。あの夜の曲だ。

　（おれに聞かせるためだ！）

　一時に全身の血がわきたち、熱くなり、立ちあがりかけたが、けんめいな努力でそれをおさえ、にらむように月を凝ぎよう視ししつづけた。




　　　　三




　春日かすが山やまにかえった景かげ虎とらは、長ちよう姉しとお綾あやに話をした。二人とも異い存ぞんはなかった。そこで、金かな津づ新しん兵べ衛えを使者にして上うえ田だにつかわしたが、数日の後帰ってきた新しん兵べ衛えの復ふく命めいは思わしいものではなかった。

　「うけたまわりおきます。いずれのちほどご返事の使いを差したてますれば、いちおうお引きとりいただきたい」

　と、言ったというのだ。

　そっけないことばだ。ことわるつもりに相違ないと思われた。

　ふつうならよろこんで承しよう諾だくすべきこの申しこみをことわるというのは、よほどの計画を抱いていればこそのことと思ってよい。大急ぎで縁談を成立させる必要があった。そうすることによってしか、計画を解消させる術すべはないのである。

　景かげ虎とらはみずから上田に行くことにした。

　側そつ近きんの豪ごう傑けつ連れんはみなとめた。彼らもまた房ふさ景かげ父子の態度に不安をもたずにはいられないのであった。

　「だまれ！　おれがためには叔お父じ御ごであり、いとこだ。ことさら、武ぶ名めいの高い人々だ。腹黒いことをしようはずはない。おれは信じて行くぞ」

　と言いきった。

　おそろしい勢いで言われて、豪ごう傑けつ連れんもこのうえはとめかねたが、そろって供ともをねがいでた。いのちがけの覚悟を見せてのねがいだ。こばみかねた。

　「よろしい。連れていく、自じ儘ままなことはいっさいゆるさんぞ」

　と、きびしく申しわたしてゆるした。

　春日かすが山やまから上田まで二十四里ある。急げば二日で行けるが、三日かけて行った。二日目の泊まりであった十とお日か町まち＊から、鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろうを使者に立てて、明日貴き地ちに到着すると知らせてやった。

　その翌日、まだ朝の間に信濃しなの川にそうた中なか魚うお沼ぬま盆地と魚うお沼ぬま川にそった南みなみ魚うお沼ぬま盆地をへだてる八はつ箇か峠とうげ＊をこえたが、そこに政まさ景かげが迎えに出ていた。




　　　　四




　いたるところに蟬せみの声の満ちている緑の山やま路じを、主従はとことことのぼっていく。人は馬上だし、ときおり谷からすずしい風が吹きあげてくるので、そう暑くはなかったが、馬は全身に汗を流していた。

　「もうすぐじゃ。峠とうげについたら休ませてやるでな。飼糧かいばもやるぞ」

　主従ともにときどき馬上に身をかがめ、馬の平ひら首くびをたたいていたわりながらのぼった。馬はびっしょりぬれており、毛の底がうんと熱かった。

　やっと峠とうげのまぢかまで来た時、

　「おーい」

　と上から呼ぶ声が聞こえた。

　見上げると、坂の下り口の大きな赤松の陰かげに馬をとめて、しきりに手を振っている者がある。鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろうであった。赤黒い顔に、歯だけがまっしろに浮きたって、うれしげに笑っている。こちらも笑って、

　「おーい」

　と手を振ってこたえた。

　弥や太た郎ろうは手た綱づなをかいくって、小こ駆がけに駆かけさせて下りてきて、景かげ虎とらの前に来ると、ひらりと飛びおりた。景かげ虎とらをあおいで、

　「政まさ景かげ様がこの峠とうげまでお出迎えであります」

　と言った。

　だいたいそんなことだろうと予想していた。

　「そうか」

　うなずいて、そのまま馬を進めた。

　峠とうげはやや広い平地になっている。ブナだ、クヌギだ、栗くりだ、というような闊かつ葉よう樹じゆがすずしげな木こ陰かげをつくっていた。政まさ景かげはその青い木こ陰かげに馬をつなぎ、床しよう几ぎに腰をおろしていた。烏え帽ぼ子しに素す袍おうの姿だ。従者らは直ひた垂たれ姿すがたで、左右にすわっていた。

　坂をのぼり切ると、景かげ虎とらの目はしぜんにそこにむいた。政まさ景かげだな、と思った。軽く会え釈しやくを送って、馬をおりた。

　政まさ景かげは会え釈しやくをかえすと、立ちあがって、つかつかと近づいてきた。

　「喜き平へい二じ殿ですな」

　「越前守えちぜんのかみ殿か」

　二人はむかいあった。双そう方ほうとも微び笑しようしていた。

　二人はいとこどうしではあるが、はじめて会うのであった。この時、政まさ景かげは三十七歳、すでに中年である。長身ではあったが、骨こつ骼かくはたくましい。あさぐろい肌はだの血けつ色しよくがよく、高くあがった濃こいまゆをもち、切れ長で大きく鋭い目をもっていた。いったいに壮そう強きようで、男性的で、悍かん馬ばを見るような感じであった。年はお綾あやと十五もちごうが、そう不似合いな組み合わせとは思えなかった。なによりも、それが景かげ虎とらにはうれしかった。

　この間かんに、政まさ景かげの家来らは、対たい面めんの場をしつらえた。いままで政まさ景かげの待っていたあたりに、むしろをしき、その上にむかいあってしき皮をしき、二人の席のうしろにむしろをしきならべて、双そう方ほうの従者らの席とした。

　「まずこちらへいらせられよ。暑しよ熱ねつのおりから、お難なん儀ぎでござったろう」

　と言いながら、政まさ景かげはみちびいた。

　席が定さだまると、政まさ景かげは、

　「さて、はじめてお目どおりいたします。ご一族のはしにつらなってはいますものの、かけちがって、これまではおりがありませなんだ」

　と言った。うちとけた親しみは見せながらも、本家の当主にたいする礼節は忘れず、鄭てい重ちようなことばづかいだ。

　「こちらこそ、ご武ぶ辺へんのうわさはいつも聞いていましたので、お目にかかりたいと思いつづけていました」

　と、景かげ虎とらも親しみを見せてあいさつした。尊敬のできる人ひと柄がらでありそうであるので、これもうれしかった。

　行べん厨とうがもってこられた。ひらくと、さまざまな食品が詰められていた。

　「まずひとつ、たてまつりましょう」

　政まさ景かげは家来のささげるひさごを受けとり、行べん厨とうにそえられた朱あかい盃さかずきについで一ぱいのんだ。タンと舌を鳴らし、笑って、

　「ああ、うまい、吟ぎん味みして持参した酒でござる」

　と言って、献けん盃ぱいした。

　「これはおぞうさ」

　受けると、ひさごをかたむけて、とくとくとそそぐ。

　いっきに、しずくものこさずのんだ。気をつけて日ひ陰かげにおいて風に吹かせておいたのであろう、歯にしみるほどつめたかった。口にひろがり、のどを通っていくのがさわやかで、うまかった。

　「なるほど、これは吟ぎん味みした酒だ」

　と言って返へん盃ぱいした。

　政まさ景かげは受けて、前におき、席をさがって両手をついた。

　「このたびは反はん逆ぎやく人にんどもご成せい敗ばいになり、めでたく一いつ国こく平へい均きんし、およろこび申し上げます。父は老齢であり、拙せつ者しやは俗用しげく、みずからまいることがかないませず、名みよう代だいをもっての祝しゆう儀ぎ言ごん上じよう、もうしわけありませなんだ。のちほど父からおわびいたすでありましょうが、とりあえず、おわび申し上げておきます」

　あらたまってのあいさつであった。

　「わびを言うてもろうほどのことではござらんが、会えるとよろこんでいただけに、落らく胆たんしました。これはうらみを申しているのではござらぬ」

　と、景かげ虎とらは笑った。

　「おそれいります」

　「もっとも、それだけにこうして会えたよろこびは格かく別べつです」

　「ご同どう然ぜんであります」

　会話は献けん酬しゆうの間におこなわれた。よどみなくさらさらと流れるようだ。

　酒しゆ肴こうは景かげ虎とらの従者らにも用意してあって、政まさ景かげの従者らが相手になって接待する。みないいきげんに酔って、うちとけて、にぎやかに談笑している。

　景かげ虎とらは来てよかったと思った。しかし、かんじんの話には警戒して触れなかった。政まさ景かげも触れない。こちらからの申し入れにたいしてあんな返事をしたのだから、いちおうのあいさつがあるのがふつうだと思われるのに、まるで触れないのだ。触れてぬきさしならないことになるのを恐れているようであった。なまなかなことではいかんらしいと思った。

　心をひきしめながらも、ぐいぐいとのんだ。酒は好きなのだ。いくらのんでも、乱れるほど酔ったことはないのである。




　　　　五




　まだ日の高いころに上うえ田だ城についた。用意してあった風ふ呂ろに入れてもらって汗を流し、さっぱりなって着がえして、あてがわれた書しよ院いんの間まにくつろいで、隣室にひかえている弥や太た郎ろうらとなにくれとない話をしていると、政まさ景かげがまた酒しゆ肴こうをもたせてきた。

　「まもなく父がまいりますが、ついいましがた足がこむらがえりして、痛みがとれぬとて、家来どもにもませています。まいるに少々間まがありましょう。その間お相手させていただきます」

　と口こう上じようして、またはじまった。

　すえられた膳ぜん部ぶに、大きな鮎あゆが焼かれてのっていた。こんがりと焼かれてこおったように塩がかたまり吹いているのが、まことにこのもしげであった。

　「みごとなものでありますな」

　「この下の川、魚うお野の＊川と申しますが、そこで獲とれたものであります。当地は山里でありますゆえ、魚といえば海のものは口の曲がるほど塩をしたものしかありませんが、川のものは、鯉こい、鮒ふな、うなぎ、鮎あゆ、すっぽんまで、いろいろあります。別して鮎あゆは土地の者が自じ慢まんにしています。お口にあえばうれしいことであります」

　と、政まさ景かげは説明した。

　「いただきます。うまそうでござる」

　景かげ虎とらははしでむしった肉と皿さらにそえたタデとを合わせて酢すにひたし、口もとにはこぼうとした。すると、隣室からするどい声がかかった。

　「しばらく！」

　弥や太た郎ろうであった。

　「なんだ」

　「しばらく」

　しかたがない。魚ぎよ肉にくを皿さらにかえし、はしをおいて見ていた。

　「しばらく、しばらく、しばらく……」

　と言いながら、弥や太た郎ろうは敷しき居いをこえて進みいり、一間けんほどのところまで来てひざまずいたかと思うと、サッサッサッと、膝しつ行こうしてきて、

　「鬼おに食ぐいつかまつる」

　と言って、景かげ虎とらの膳ぜん部ぶを自分の前に引きとり、はしをとりあげた。

　「無ぶ礼れいもの！　出すぎたやつめ！」

　景かげ虎とらはしかりつけた。政まさ景かげに毒殺などという陰いん険けんな気持ちがあろうとは思わないが、毒どく見みをしないですすめたのは手落ちであるにちがいない。しかし、ここはしからなければならないところだ。すこしあらあらしくしかりつけた。

　「役目であります」

　とだけ弥や太た郎ろうは答えた。

　政まさ景かげは腹を立てたようであった。その家か臣しんらも色めきたった。それにつれて、こちらの家か臣しんらも緊きん張ちようの色を見せた。水の満ちてくるように殺気に似たものがみなぎってきた。平気なのは弥や太た郎ろうだけだ。人々の凝ぎよう視しのなかにぱくぱくと食べていく。毒どく見みなどという役目的な感じはすこしもない。いかにもうまそうに、ときどき舌など鳴らしながら、かたッぱしから食べる。鮎あゆなど蓼たで酢すにしてたっぷりとひたし、頭からカリカリと食べて、ひれもしっぽものこさない。膳ぜんの上にはたちまち一物もなくなった。

　政まさ景かげのけわしい顔はにが笑いになっていたが、ふとその笑いを消すと、景かげ虎とらにおじぎして、

　「うっかりしていました。おわび申し上げます」

　とわびて、家来どもに、

　「これよ。新しい膳ぜん部ぶをおもちせい」

　と言いつけた。そして、弥や太た郎ろうに、

　「いかがじゃな。そろそろ目まいなどもよおしてこんかな」

　と言った。皮ひ肉にくな調子であった。にがにがしげな笑いがかえっていた。

　弥や太た郎ろうはいっこうにひるまない。

　「さような腹はら黒ぐろいことをあそばす越前守えちぜんのかみ様とははじめから思い申さぬが、お供ともするわれらのつとめでありますゆえ、せんわけにまいらんのでござる」

　いやな空気が座中に流れていた。この空気はできるだけ早くほぐしてしまわないと、ぬきさしならないものになる危険をはらんでいると思われた。景かげ虎とらは問題に突入する腹になった。家来どもの方をむいて、

　「その方ども、しばらく遠えん慮りよせよ」

　と命じた。

　「はッ……」

　弥や太た郎ろうらはしばし渋しぶるように見えたが、すぐ立ちあがって、ぞろぞろと立ちさった。

　景かげ虎とらにこう出られた以上、政まさ景かげもそれに応じなければならない。

　「去れ」

　と、家か臣しんらに言った。

　これも立ちさった。

　ひろい二ふた間まつづきの書しよ院いんの間まは、二人だけになった。夕日が庭の樹木にななめにさし、蜩ひぐらしの声が流れている。

　「越えち前ぜん殿、わしがなぜこうしてまいったか、ご推察はおつきのことと存ずる」

　ひたと相手を見つめて、景かげ虎とらは言った。

　「だいたい」

　と、政まさ景かげはこたえた。

　「さらば話はしようござる。いろいろとご都つ合ごうもおわそうが、まげてご承しよう引いんねがいたいのであります。拙せつ者しやは春日かすが山やまの四男であり、またごらんのとおりの青い年でありますので、国内の武士どもの思いつきもいたってうすいのでござる。もっともたのみとするところは同族のみでありますが、こちらはそのもっとも近い一族です。きずなを強くして、いろいろと相談相手になっていただきたいのです。ねがうところは、このほかにはない。ぜひ、ぜひ、ご承しよう引いんねがいたい」

　しずかな調子ではあるが、錐きりをもみこむような気き魄はくに満ちていた。

　追いつめられた者の苦しげな表情が政まさ景かげの精せい悍かんな顔にあらわれた。何か言おうとした。しかし、めったなことを言わせては、ぬきさしならないことになる。おッかぶせるように、景かげ虎とらはことばをついだ。

　「もし、ご承しよう引いんくださらぬにおいては、景かげ虎とらを長なが尾お一族の統とう領りようとして守しゆ護ご代だいたるの器き量りようなきものとお考えあるものと判断します。そう判断いたしてよろしゅうござるな。いかが？」

　つめよるようであった。

　「さあ、それは……」

　政まさ景かげは笑おうとした。景かげ虎とらはそのひまをあたえなかった。

　「拙せつ者しやは長なが尾お一族の統とう領りようの身分にも、守しゆ護ご代だいの職しよく分ぶんにも、いささかも執しゆう着じやくはござらぬ。越えち前ぜん殿ご父子が拙せつ者しやをその器き量りようなきものとお考えあるなら、いつにてもそなた様方にゆずって、身を退ひきます。いま申すことは、かけひきでもなければ、出まかせでもない。本心であります」

　血けつ色しよくのよい景かげ虎とらの顔は青ざめ、切れ長な大きな目が異常な強さで光って、ひたと相手を見つめていた。政まさ景かげも同じだ。青ざめたひたいに小さい玉になった汗がびっしりと浮き、沈ちん鬱うつな目をすえて見かえしていた。

　たがいの呼吸いきの声が聞こえるほどの静せい寂じやくの中に緊きん迫ぱくがつづいた。金属的なひぐらしの声だけが流れた。

　その緊きん迫ぱくを、庭におこった足音がやぶった。コトリ、コトリと、飛び石の上を下げ駄たの音が近づいてくる。

　二人は緊きん張ちようをといて、そちらを見た。

　やせて小こ柄がらな老人が、庭にわ下げ駄たを引きずりながら、長い杖つえをついて、飛び石をわたってきつつあった。右の足を引きずりぎみに、そろりそろりと歩いてくる。長く大きい素す袍おうにくるまれて、いっそう小さいからだに見えた。烏え帽ぼ子しの下の小こびんと長いひげとがまっしろであった。能のうの翁おきなの面めんに似ていた。

　「父であります」

　と言って、政まさ景かげは景かげ虎とらに会え釈しやくしておりていき、手をとって介かい抱ほうしながら連れてくる。老人は無表情な顔をくずさなかったが、全体の様子がすっかりその介かい抱ほうにまかせきったふうに見えた。

　景かげ虎とらの胸は熱くなった。こんなに父にたよられ、こんなに父に愛情を注いだことは、彼にはないのである。羨せん望ぼうであったかもしれない。

　老人は庭で一度、沓くつ脱石ぬぎで一度、しわぶきをして、簀子すのこに上がった。そろそろと座敷に入り、いままで政まさ景かげのいた席にすわった。まっすぐに景かげ虎とらを見た。ひたと見つめる目が、長く白いまゆの下に爛らんと光って、にらむようであった。

　「喜き平へい二じどのでおりやるか」

　と言った。力のこもった、ひびきの強い声だ。

　「そうです。叔お父じ上うえでありますな」

　「房ふさ景かげでござる。叔お父じ甥おいとは言いながら、はじめてお目にかかる」

　と、両手をついた。

　「まことにそうで」

　景かげ虎とらも手をついて答礼した。

　房ふさ景かげはつくづくと景かげ虎とらを見て、ふと涙ぐんで、声をつまらせながら、

　「よう成人された。よう成人された。二十はたちになられるそうじゃの。数々の武功のうわさは……」

　と言いかけたが、たちまちからからと笑いだした。

　「いや、うわさではないわ。鯖さば石いし川で手を合わせて、さんざんにたたきちらされたのは、つい去年のことでござったのう。ハハ、ハハ、ハハ。あっぱれでありましたぞ」

　「おそれいります」

　房ふさ景かげはなお闊かつ達たつに笑っていたが、笑いやめて、

　「いまあちらで、きつう話がもつれそうなと聞いたので、まだ痛い足を引きずってきたが、あんのじょうのようでござるな。ハハ、ハハ、こちらにもいろいろ事情はあるが、こうしてわざわざ来てたもったのであれば、そうそう事情事情と言うてもおられぬ。叔お父じ甥おいの初うい見げん参ざんじゃ。よい引き出物をせねばならぬ。越えち前ぜんをおことの姉あね聟むことして進ぜましょう。末すえ長く睦むつんでたもるよう、老人こうしておねがい申す」

　と、言って、また手をついた。

　急きゆう転てん直ちよつ下かのこの解決が、景かげ虎とらには夢のような気がした。しばらく信じかねた。両手をつき、口をきいたのは、ややあってからだ。

　「お聞きとどけたまわりますか。ありがとうござる。お礼申し上げます」

　「こちらこそ、お礼を申さねばならぬ。小こ面めん倒どうな世話を焼かせ申さず、すぐにお受けすればよいものを、そこがその事情と申すものがあってな。ハハ、ハハ。おことを見て、その事情も消えましたわ。ハハ、ハハ、越えち前ぜん、そなた果か報ほうものだぞ。三十七にもなって二十二の若い嫁よめ御ごがもらえるとは。しかも、守しゆ護ご代だいの姉あね君ぎみじゃ。礼を申すのだな。ハハ、ハハ」

　上きげんであった。












「天と地と」年表（三）










天文十六年（一五四七）

新し発ば田たの城主新発田尾張守長なが敦あつの内室、晴はる景かげの女、藤ふじ紫むらさきの弟源げん三ざぶ郎ろうに恋し、逢おう瀬せが重なる。長敦、これを知り、弟の掃部かもんの介すけに相談。掃部介、現場で両者を斬る。新発田兄弟、栃とち尾おの景かげ虎とらに帰服を申し出る。春日かすが山やまとの間に不快な感情流れはじめる。

定さだ行ゆき、微行で栃尾に来る。景虎、定行の持参により、はじめて鉄砲に触れる。




　　九月、織田信秀、稲葉山城に斎藤道三を攻め、敗れる。




天文十七年（一五四八）

春日山城で晴景が忍びの服部玄げん鬼きに、景虎の暗殺を命ずる。栃尾城内に忍び込んだ玄鬼、景虎の鉄砲で仕留められる。景虎、兄と戦う決意をする。

兄晴景と戦う。

藤紫、晴景の敗戦を知り、老臣殿原豊ぶん後ごを刺殺して春日山城を脱出。

越後守護上杉定さだ実つね、晴景に隠居をすすめ、晴景、春日山城を出、府ふ内ない城に入る。十二月、景虎、春日山城に入る。

藤紫、下男久きゆう助すけと小舟で越中に向かい、魚うお津づ湾に入り、港の番所のものにとりおさえられる。

報告、魚津城主鈴木大和守やまとのかみ国くに重しげにもたらされ、城内に引き立てられる。国重、藤紫をおもいものにする。




　　二月、武田晴信、信濃上田原に村上義清を攻めて大敗。

　　七月、武田晴信、小笠原長時を信濃塩尻峠で破る。

　　九月、伊達晴宗、家督を継ぐ。




天文十八年（一五四久）

景虎は二十歳。長尾の当主となった儀式をあげる。

景虎、勲功のあった家臣、豪族らに行こう賞しようをする。




　　二月、織田信長、斎藤道三の女を妻にする。




四月はじめ、景虎、五千の兵を率いて三条へ向かう。

景虎、松まつ江えを伴って、三条の地勢を偵察。

北条で琵び琶わ島じまから来た宇う佐さ美み定さだ行ゆきが加わる。




景虎、宇佐美の陣所をおとずれ、三条の図面を示される。

四月、春日山勢、夜のうちに渡と河か点てんに着く。

景虎は八王子口に本隊を集結。景虎、杉原壱い岐き以下の鉄砲隊を率いて、川の中に舟を漕ぎ出す。三十八挺の鉄砲一斉に発射。景虎、舟橋をつくらせ、敵城内動揺。

景虎、二千の兵を率い、八王子口からおし渡る。

大手の門前に出、一斉に鉄砲を打ち込む。

城内より敵の本隊が出、景虎、七十余歳の老将昭しよう田だ常陸ひたちを斬りおろす。

三条陥ち、新しん府ぷ付の豪族山やま吉よし豊とよ守もりを城代としてさしおく。



　　五月はじめ、春日山からの急便、府ふ内ないの上杉定実が急病におかされ、重態との報。景虎、府内館やかたを訪ねる。

この時、為ため景かげ二女である定実夫人の手許で育てられていた二つ上の姉、お綾あやに初対面。

定実の容態が持ちなおし、景虎、春日山城に帰るが、病状急変、定実死す。

景虎、その葬儀に加わらなかった上田長尾房ふさ景かげの心中を疑い、宇佐美定行に相談、房景の息政まさ景かげに姉綾を輿こし入れさせることをすすめられ、年明けて実現。




　　七月、ザビエル、鹿児島に上陸、布教をはじめる。
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